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この事 業は日本 自転車振興会の機械振 興資 金 による 「昭和45

年度情報処理 に関す る調査 ・研究 補助事業 」の うち 「海外におけ

る情報処理 および情報処理産業の実態調査 」の一環 として実施 し

た もので あ る。



序 に 代 え て

海外の情報 処理 お よび情報産 業 は年 々激 しい変 化 をみせ てお りますが ,当 財 団では,

わが国の情報 産業 の発展 に資 す るため に,こ の動 向 を年 々取 りま とめてお くことが有

意 義の こと と考 え,毎 年1回 調 査報 告 書 を発行 して お ります
。

本 報告書 「海外 の情報 産 業 」は,そ の第3号 で,当 財 団 において は ,海 外の新 聞雑

誌か らの トピ ックス速報 誌 と して毎 月2回 「情報処理 ニ ュース 」を発 行 してお ります

が,こ れ を体系 的総 合的 に ま とめて編集 した ものが この報 告 書で あ ります
。

最後 に本書 が,各 方 面 に広 く利用 され初 期の 目的 を果す こ とがで き得れ ば幸甚 に存

ず る次第で す。

昭和46年4月

も

-

財団法人 日本情報処理 開発 センター

会長 難 波 捷 吾
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1970年 世 界 の コ ン ヒ。ユ一 夕 設 置 台 数 は100,000台 を 突破 し,設 置 金 額 は340億

ドル(12兆2,400億 円)に 達 した。. 。t'

これ は 米 国 の 著 名 な 調 査 会 社IDC(IntemationalData)社 の 調 査 に よ る もの で あ る。

(EDPindustryReport1970-7-27よ り)

同 調 査 に よ る と1970年1月1日 現 在,全 世 界 に 設 置 され て い る コ ン ピ ュー タ は,

104,750台 。 日本 は5,900台 で,西 独6,070台,英 国5,910台 に 次 い で第4位 。一 位 は米

国 の62,685台 で,他 の 国 々 を圧 倒 的 に 引 き離 して い る。

設 置 金 額 で 見 る と,西 欧市 場 は世 界 の どの 市 場 よ り も急 速 な成 長 を 示 して い る。 昨 年

の西 欧 市 場 の コ ン ヒ。ユー タ設 置金 額 は70億 ドル(2兆5,200億 円)。 国別 で は1967年

以 来,年 間 成 長 率(設 置 金 額)の 最 も低 い ベ ル ギ ーで22%。 年 間 成 長 率 最 高 は オ ラ ン

ダ で,40%の ハ イ ・ペ ー スで 伸 び て い る。 昨 年 の 西 欧平 均 伸 び率 は31%で あ った。

日 本 の 年 間 成 長 率 は12%で あ るが,設 置 台 数 で はす で に 西 独 と並 ん で い る。 しか し

日本 の ユ ー ザ ご は,低 価 格 の コ ン ピ ュー タ を利 用 す る傾 向 に あ るので,設 置 金 額 は ゴ4

億6,000万 ド ル(5,256億 円)で,西 独 や 英 国 に 水 をあ け られ て い る。 ち な み に西 独 の コ

ン ヒ。ユー タ設 置 金 額 は22億2,000万 ドル(7 ,992億 円),英 国 は15億3,000万 ドル

(5,508億 円)で あ る。(表1-1')

と こ ろ でIDCの こ の よ うな 統 一 的 調 査 とは 別 に,調 査 時 点 と調 査 機 関 が それ ぞれ 異

な るが,グ ロー バ ル な コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 調 査 を次 に 掲 載 す る。

こ の デ ー タ は 古 い もの も含 ま れ るが,国 に よ って は 最 新 の デ ー タが 利 用 で きよ う。 例

えば 米 国 で は,1970年6月30日 現 在 の デ ー タ73,077台 と な って お り,日 本 は

JECC(日 本 電 子 計 算 機)の1970年9月 の発 表 デ ー タで は7,933台 と な って い る。

な お 以下 の 各 章 で 各 国 に お け る情 報 産 業 を展 望 す る に あ たって は,で き るだ け 下 記 の 最

新 デ ー タ を使 用 す る こ とに した い。(図1-1)

さ て 各 国 の コ ン ピ ュー タ台 数 を,各 々 のGNP(国 民 総 生 産)と 比 較 す る と,一 部 の

西 欧 諸 国 や 日 本 で さ え,米 国,英 国 な どに 比 べ ま だ ま だ 低 い と言 え る。 仏,伊,日 本 に

は,GNP10億 ドル(3,600億 円)当 り,40台 の コ ン ビ。ユ一 夕 が あ る計 算 に な る。

r方 西 独 は45台,ス カ ン ジナ ビア 諸 国 は25台 で あ る。 これ に 対 し カ ナ ダ は50台,

英 国 は68台,米 国 は73台 で あ る。 この 他 の 地 域 に つ い て 見 ると,オ ース トラリアはGNP

10億 ドル(3,600億 円)に 対 し,コ ン ビ㌧ 一 夕設 置 台 数 が35台,ス イ ス は50台 で

一1一
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表1-1各 国別 コ ンピュー タ設 置 台数 およ び金額(ig70年1月1日 現 在)

,、

国 設置台数 %

CPUあ た り

平 均 価 格

(1000ド ～レ)

設 置 金 額

(100万 ドル)
%

西 独

フ ラ ン ス

イ タ リ ー

オ ラ ン ダ 〉

ベルギー/ル クセンブルグ

EEC計

6,070

4,500

2,730

1,080

650

15,030
、

16.5

12.2

7.4

2.9

1.8

40.8

355

295

・185

295

310・

300

2,165

1,330

505

315

200

4,515

2・0.1.

1、24.

47

2.9

1.9

420

イ ギ リ ス

ス イ ス

ス カ ン ジ ナ ビ ア

EFTAそ の 他

EFTA計

5,910

870

1,520

510

8,810

16.0

23

、4.1

1.4

23.8

280

340

340

275

295

1,660

295

515

140

2,160

15.4

2.7

48
、

1.3

242

ヨ ー ロ ッ パ そ の 他

ヨ ー ロ ッパ 計

54σ,

24,380

1.5

66.1

275

295

145

7,270

1.4

676

日 本

カ ナ ダ

オ ース トラ リア

そ の 他

世 界 計

5,900

3,000

925

2,730

36,935

16.0

8.1

25

7.3

100.0

235

310

315

325

290

1,390

930

290

885

10,765

12.9

8.6

27

8.2

10α0

ソ 連

東 欧

米 国

4,500

630

62,685

250

295

350

1,125

185

21,925

全 世 界 総 計 104,750 、325 34,000
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米,英 に次 いで世界第3位 であ る。 開発 途上 にあ るア ジア,ア フ リカ諸 国の コンピ ュー

タはまだ問題にす る程 の こ とで もない。 しか しラテ ン ・アメ リカ と りわ け メキ シコでは,

コン ピュータ利用 熱が高 ま ってい る。何 故 な らメキ シコをは じめ とす る ラテ ン ・アメ リ

カ諸 国の工鉱 業界 は,米 国お よび欧州の企 業に よ って多大の影 響 を受 けてい るか らで あ

る。 っ ま りこれ らの企業 は,コ ン ピュータに関す る経験 を豊富 に持 つた め.自 然 同地域

の コ ンピュー タ熱が 高 くな るわ けで あ る。

さて この よ うな世界 の コ ンビ。ユー タ市場 は,依 然 として米 国 コ ン ピュー タ ・メーカー

の手 中に あ ると言 ってよいだ ろ う。 全世界 に設置 され てい る105,000台 ちか くの コ ンピ

ュータの うち,お よそ90,000台 は米国製 であ る。これ らは台数 でみ て85%,金 額 にす

るとなんと91%に も相当す る。 さ らに世 界最大 の マーケ ッ トで あ る米国 自身 を除 いた

市 場でみ て も台数で75%,金 額で82%を 占めてい る。

なお日本 電気 を筆頭 とす る我が国の コ ンピ ュー タ ・メー カーの世界 市場 に 占める割 り

合 いは設置 台数 に して10.8%,金 額換 算で6.4%と い うことで あ る。 これ はおよそ英

国 のICL(InternationalComputerLtd.)1社 の シ ェアに相 当す る ものだ・(表1-2)

さて1969年 後 半 か ら70年 末 にか けて,各 国のEDP産 業 界 の動 きをみて みよ

う。まず米 国 であ るが,1970年 国内む けメ イ ン ・フレームの出荷 は,69年 に比べて

8%～10%が た低下 した と見 られ る。(EDPIndustryReportに よ る)し か し海外

市 場む け出荷 は,69年 か ら70年 にか けて急 増 し,こ とに1970年 末 に は69年 の

実績 を25%が た上 まわ った もの と推定 され その結果,全 体 として は4%が た上昇 して

い ると推定 され る。 この よ うに して米 国にっいて は,旧 い 機械 の回収 も減少 してい るが,

総 設置 コン ピュータは金額 換算 に して1970年 末 は,254億 ドル(9兆1,440億 円)

に達 した もの と思 わ れ る。 なお設 置台数 は,1970年6月30日 現在 の デー タで

73,077台 とな った。

この よ うな ことか ら,海 外市場 が きわ めて クローズ ・ア ップ され たのが,1970年

の米 国 コ ンピュータ界 で最 も目立 った動 きで あ った。 米 国内の退潮 は もちろん米国産 業

界全体 の経 済不振 に よるこ とが一 番大 きいが,こ の外 に コ ンピュー タ産業 のサ イクル的

性格 も考慮 しなけれ ばな らない。 す なわ ちサ イクル的 性格 とは,新 機種の 発表で あ る。

1970年,夏 季 か ら秋季 にか けて発 表 され た各社 の新製 品 は,ユ ーザーにED[t)装 置

買 い びか えを強 い る結果 とな った のだ。 しか し新機種 の発 表が1971年 以降の コン ピ

ー5一



ユータ業界 に再 び活気 を与 え るで あろ うことは,い ずれ もが指摘す る事柄 であ る。

また1971年 はIDCの 調べ によ ると,従 業員5,000人 以上の規 模の会社 は,い ず

れ もEDP予 算 をか な り増加 す る計画で あ ると伝 え られ,そ の結果 メーカーは70年 に

比べ て15%～17%の 収 益 増 を,ま た ソフ トウエ アな ど各種 コン ヒoユータ ・サー ビス

会社 は,23%～25%の 増 加 を期待 で きると推定 され てい る。

表1-2 米国 を除 く世 界市 場に おける メー カー 別 コン ピュー タ設 置

台数 と金額(1970年1月1日 現在)

メ ー カ ー 設置台数 %

CPUあ たり

平 均 価 格

(1000ド ル)

設 置 金 額

(100万 ドル)
%

IBM 14,310 38.7 435 6,226 57.9

Univac 3,085 8.3 235 725 6.7

GE 3,685 .9.9 140 516 4.8

Honeywell 1,240 3.4 280 347 3.2

CDC 575 1.6 590 336 3.1

NCR 1,980 5.3 130 259 24

Burroughs 535 1.4 430 230 2.1

米 メ ー カ ー その 他 2,120 5.7 75 159 1.5

米 メ ー カ ー計 27,530 74.3 320 8,798 81.7

ICL 3,560 9.9 210 765 7.1

Siemens 720 1.9 375 270 25

Philips/NVE 195 0.5 310 61 0.6

CII 250 0.7 240 60 06

欧 州 メ ー カ ーそ の 他 700 1.9 165 114 1.1

欧 州 メ ー カ ー計 5,425 14.9 235 1,270 11.9

日 電 1,550 42 140 217 20

富 士 通 900 2.5 210 188 1.7

日 立 485 1.3 345 167 1.5

日 本 メ ー カ ーそ の他 1,045 28 125 130 1.2

日 本 メ ー カ ー計 3,980 10.8 180 702 6.4

総 計 36,935 100.0 290 10,770 11α0

一6一
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い っぽ う国内の リセ ッションを海 外で相殺 し得 た メーカー とちが って,ソ フ トウエ ア,

リー ス,タ イム シェア リングな ど各種 の コン ピュー タ ・サー ビス事 業 は,予 想以上 の苦

しい年 にな った。 例 えば ソ フ トウエア専 門会社 は,IBMの 価格 分 離に よ って売上 増 を

期 して いたが,こ れ は予想 はずれに終 った。 た しか に20%増(総 売 上高5億3,500万

ドル)と 推定 され る業界 全体 の伸 びは,前 年(69年)の65%か らみ ると ぐん と落 ち

て い る。 こうした こ とか らサ ー ビス業界 は,ウ ォール街 か ら冷淡な態 度 をと られ た り,

マス コ ミか ら手 の ひ らを返 したよ うな評 価 を浴 びた ので ある。

さて米国以外 の国 に 目を転 じてみ よ う。 先 に も述 べたが,全 世界 設置 コン ビ。ユ一夕の

85%ま で(金 額で91%)が 米 国製 マ シンで あ るとい うこ と,こ れ に海外 諸 国,こ と

に 自国に コンヒ。ユータ ・メーカー を持つ 国 々の動 きが大 きく制 約 され てい る。

米 国以外 に コ ンピュー タの生産能 力 を持つ 国 々と言 えば英ヅ仏,独,伊,ス ウェー デ

ンなど西 欧諸 国 と日本 およ び ソ連,東 独,ポ ー ラ ン ドな ど東 欧諸 国で あ る。 この うち高

水準 の生産力 と開放市場 を持つ のは,西 欧諸 国のみで あ る。 これ ら諸 国は米 国企 業 との

抗 争 に完 全に巻 きこまれ てお り,し か も半 分以上 が米 国 マ シンと言 われ るほ ど自国の コ

ン ピュータ市場 を米国 の手 に ゆだね てい る。 いわゆ る コ ンヒ。ユ・一夕 ・ナ シ.ナ リズム と

は,こ うした状況 か ら生れ て きた もので あ り,こ の言葉 の裏 には産 業 の神 経中枢 に もた
ぐ

とえ られ るコ ン ピュータ産 業 を,守 り育 てね ばな らない とい う意識 が存在 してい るので

あ る。

英 国,フ ラ ンス,西 ドイツな ど西 欧主要 国 は,い ずれ もコ ン ピュータ産 業振興 に関す

るプ ロジ ェク トと振 興組織 を持 ってい る。 それ は例 えば英 国の技術 省 を中心 とす る,技

術 開発公社 の資金援 助計画,ACTPコ ンヒ。ユ一夕技 術開発 計画で あ り,コ ンビ。ユ一 夕

委員会 によ る政府援助 計画 であ る。 また フラ ンスは プラ ン ・カ リキ ュール,西 ドイツは

第1次5カ 年 計画で あ る。 各国は こうした政府 援助 を強力 に推 進す る一方EECを 通 じ

て,さ らには各国政府 間交渉 で,・超 大型 コン ピュー タの開発 計画 を樹 立 しよ うと努力 し

た。 しか しこの方面 での協 力は,各 国お よび各 メー カーの思 惑 もあ ってな かなか足 なみ

が そ ろわ ない よ うで あ る。 ・・㌦.

その一 例 として昨年,欧 州 各国は大規 模 マ シンの開発,生 産 と獄丁ケ テ ィングにつ い

て,国 際的 な協 調体制 を組 もうとい う動 きを見せ た。しか し西 ドィッのSiemenとAEG

Telefunkenが 手 を組 んで,流 産 したとい うことがあ った り,さ らにICLとCIIが そ
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れ それ 独 自 にCDCと 手 を 組 ん で,国 際 的 な コ ン ピ ュー タ ・グル ー プ を組 織 しよ うと し

て い る。 こ う した 事 態 が あ って,現 在 欧 州 連 合 の 行 方 は 混 と ん と して い るが,ヨ ー ロ ッ

パ の 市 場 規 模 が 急 速 に拡 大 して ゆ くに 従 って,主 要 企 業 の 力 は 充 実 し,対 米 国 企 業,特

にIBMへ の 対 抗 心 を高 め て ゆ く と思 わ れ る。

さて1969年 に50,000台 の 大 台 を突 破 した 西 欧 コ ン ピ ュー タ界 に は,同 時 に ソ フ ト

ウエ ア,TSSな ど の産 業 も育 ちつ つ あ る。ElectronicNews誌 の 調 べ に よ る と,全

ヨー ロ ッパ ・ソ フ トウ エ ア市 場 は,毎 年4億 ドル 以 上,年 率15～20%の 成 長 をみ せ

て お り,英 国 だ けで もこの 市 場 に 年 間1億7,500万 ドル の金 が 投 入 され て い る。 ま た タ

イム シ ェア リ ング ・サ ー ビス は,成 年 期 に 向 い っ っ あ る と言 わ れ,さ らに オ ンラ イ ン ・

シス テ ムの 増 加 に と もな って タ ー ミナル 装 置 市 場 が 拡 大 して い る。EDPEuropaRe

portに よ れ ば,1975年 ま で に ヨー ロ ッパ の タ ー ミナル 市 場 は,全EDPハ ー ドウ エ

アの%を 占 め るだ ろ うと ま で言 わ れ て い る。 さ らに 同 レ ポ ー トは,1970年6月 の 時

点 で タ ー ミナ ル装 置 へ の ヨー ロ ッパ ・iー ザ ー の 投 資 額 は,全 体 の19%に 達 した と し

て い る。

こ う した コ ン ビ。,一 夕産 業 全 体 の 基 盤 の 充 実 に と もな って,1970年 は ヨー ロ ッパ

系 企 業 に よ る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・ビ ジ ネ ス進 出,さ らに は 米 国 系 サ ー ビス会 社 の

ヨー ロ ッパ 進 出 が 目立 った 年 で もあ った。 現在 ヨー ロ ッパ で 活 躍 中 の 西 欧 サ ー ビス 会 社

の 主 な と ころ に は,ICLDataSkle社,GeminiComputerSystems,EDPResource,

MetraInternationalな ど が あ り,い ず れ も業 績 を倍 増 の勢 い で 伸 ば して い る。 しか

し こ うし た 中 でBoACか ら ス ピ ン ・ア ウ トしたSystemInternationalは 親 会 社 の

動 揺 を もろ に 受 け て 土 台 が 崩 れ つ つ あ る。

さ て東 欧 圏 で あ るが,1970年10月 のScientificAmerican誌 の 言 葉 を借 り

れ ば,現 段 階 はtt第3世 代 の入 口"に あ る と言 って よ い。 同 国 の 最 大機BESM-6は す

で に 開 発 以 来5年 を経 過 して お り,以 後 の ニ ューバ ー ジ 。ンは 今 だ に登 場 して い な い。

さ らに全 保 有 台 数 の うち70%ち か くの マ シ ンが,ト ラ ンジ ス タ使 用 の 第2世 代 機 だ と

言 う こ とで,コ ン ピ ュー タ の 重 要 性 を認 めっ っ あ る ゴ ス プ ラ ン当 局 な どで は,外 国最 新

鋭 機 の 大 量 輸 入 を主 張 して い ると伝 え られ る。 さ らにIBM360を ベ ー ス に 東 欧 全 体 を

あ げ て のRJADプ ロ ジ ェク トの全 ぼ うが 徐 々に 伝 え られ る中 で,東 欧 圏 コ ン ビ。ユー タ

リゼ ー シ 。 ンの 波 が 勢 い を ま して い る様 子 が 手 に と る よ うに見 えて きた 。
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1.概 況

¶白/

Diebold社 の恒例 の調査 によ ると,1970年6月30日 現在 米国 に設置 された デ

ィジタル ・コン ピュー ダの台数 は73,077台 に達 し,昨 年 同期 に比べ てお よそ11,000台

ちか くの増加 を示 した。

Dieboldの 調査 で はいわゆ る ミニ ・コ ンピ ュー タを含 まぬが,や は り米 国で著 名な

調 査会社]Predicasts… 社 の調査 データで は この ミニ ・コン ピュー タ(超 小 型 コ ンピュ

ータ)を 含ん だ ,1980年 まで の台数予測 を発 表 してい る。 これ に よ ると台数 でみ て

も金額 表示 によ って も超 大型 と超 小型 の伸 びが著 るし く,特 に197'O年 を起点 に して

みて も超大型 の需要 は衰 えず,上 昇傾 向 を示 してい る ことが 明 らかに な って い る。

(表1-1,図1-1)t

●

σ

戸・」

表1-1コ ン ピュ ー タ,1980年 ま で の市 場 予 測

(Predicasts社 調 べ)

規 模 別 コ ン ピュー タ 1960 1965 1970
・1975

.
<、

1'1980
「

一 ～1

(単 位100万 ドル)
、㌧

超 小 型 8 115 485 1490
1三1

4081
《.

小 型 330 920 2205 3291 44;62

中 型 1050 3105 5460 6035 ・4350

大 型 300 1500
'4085

6435 8000

超 大 型
一 480 2100 5100 11375

総 計 1688 61.20 14335 22351 32268

台 数(千 台)

超 小 型 0.3 5.0 25.5 93.0 314.0
チ

小 型 22 8.0 24.5 47.0 75.0

中 型 3.5 13.5 28.0 35.5 29.0

大 型 .0.5 3.0 9.5 16.5 23.5

超 大 型
一 06 1.5 3.0 6.5

総 計 6.5 30.1 89.0 195.0 448.0
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さて,や は りPredicast社 の調査 によ る1台 あた りCPU金 額 によ って も超大型化,

超小 型化 の傾 向が興味 ぶか くうかが え る。2
,000

コ ンピ ュー タ規模別 台数 価格は,1965年 超 大型

1,000
を起 点 と して超 大型化 の コ ス ト上昇,超 小型

機 の著 る しい コス ト減 を示 して い る。-500 台

大 型超大型 マ シ ンの と ころで は
,1970年 か あた

ら75年 ごろ まで は喘 が上昇 し・170万 皐'・ 中 型

ドル まで速度 をゆるめず登 りつ める と,75均100 価

年か ら・・年の ・年間では きわめてゆるや⊇,。 小 型

な上昇とな り結 局1台 あた り175万 ドル 雫18

}遷 す ると して いる.こ れ は370の 発 表な と20

どに も見 られ た と お り・ コ ス ト'パ フ ・=マ

1。 超 小 型

ン スの 向 上 を生 ん で い るた め,ユ ー ザ ーに と

19601965197019751980

っ て は経 済 的 な 方 向 をた ど って い る と見 て よ

い。(図1-2,表1-2)図1-2コ ン ピ ュー タ 規 模 別 平 均

台 数 あ た り価 格

表1-2

(単 位1,000ド ル)

超 小 型 25 23 19 16 13

小 型 150 115 90層 70 60
'

中 型 300 230 195 170 150

大 型 600 500 430 390 340

超 大 型 一
800 1400 1700 1750

全 コンピュータの平均 価格 260 203 161 115 72

一方超小 型の分 野は ,1965年 を境 と して急 激 に価 格低下 を見せ,1970年 まで

その ス ピー ドは きわ めて急速 であ る。 そ して結 局1980年 ごろには,10,000ド ルの

フ ィール ドに突入す る と見 られて い る。

1970年 は,こ うした コ ンピュー タ業界 の超 大型化傾 向 と超 小型化 とい った両極へ

の動 きが明 確 に現 われた年 であ った。 それ はIBM370と システ ム3と い ったIBMニ
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ユー ・シ リーズの発 表 に示 され てい る し,RCA,Burroughs『UNIVAC,な ど米国大手 メ

ー カーが ,こ ぞ って超大型 機分野 で新機種 を発表 した ことによ って も裏 付 け られて い る。

ただ1970年Diebold調 査 によれ ば,経 済 不況 や新機種 の発表 もあ って,現 在の大

型 汎用機 の納入状況 はほ とん ど行 き詰 ま りの様相 をみせて い るとの ことで あ る。 しか し

70年 の夏 頃か ら姿 を見せ て きた各社 の新 機種 は,こ うした事 態 を好 転 させ る原因 にな

るで あ ろ う。 例 えば,IBMは 発 表後2ヵ 月の うちに370/155が2億 ドル(720

億 円),370/165が7,000万 ドル(252億 円),の 受注 を獲得 した と報 告 してお り,

コン ピュータ ・ユ ーザ ーは いず れ もニ ュー ・モデルの コス ト・パ フ ォーマ ンスの上昇,

ソ フ トウエ アの互 換性 に大 きな魅力 を感 じてい ると伝 え られて い る。

、またハ ー ドウエアにっい ては,不 況下 にかか わ らず ミニ コ ンの成長 が注 目を集 めた年

で もある。 ただ しDieboldの 調 査 によ ると,現 在75社 あ ると見 られ る ミニ ・コ ンピュ

ー タ ・メーカ ーの大半 は利益 をあげ ていな い と見 られ てお り,同 一市 場 をめ ぐっての企

業競 争が激化 の途 をた ど ってい る。 大半 の企 業がユ ーザー を獲得 す るため大幅 な価格 の

値下 げ を断行 して お り、、この傾 向は今後 も続 くで あろ う。 多数 の ミニコ ンが年 間10%

～30%も 値 引 され て い るの だ
。196'9年 ～1970年 は,ミ ニ コン市場競 争激化の

年 で あ った し,71年 まで に は メー カーは%し か残 らぬ(Diebold社 調べ)と 言われ る

ほ どの 陶汰作用 が厳 し く進行 した年 で もあ った。

さてCPU以 外 の業界 は,1969年 か ら1970年 にか けては どの よ うな動 きを見せ

たの であ ろ うか。

EDPIhdustryReportは1969年CPU,周 辺 機器,ソ フ トウエ アな ど6種 の市場

分 野 について次 のよ うな デー タを発 表 した。

・汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

(単 位100万 ドル)

・特 殊 目的 コ ン ピ ュー タ

・独立周辺 機器

・データ処理 提供

・計算 お よびデー タ処理 サ ー ビス

・ソ フ トウエ ア 開 発 お よ び ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジ

6,780

430

435

1,075

940

450
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な お米 国 の 調 査 機 関TheDieboldGroupInCのRobertW.Leveque氏 か ら当 財 団

に送 付 され た 予 測 資 料 に よ る と,1970年 の ハ ー ドウ エ ア 出荷 金 額 は,74億 ドル

(汎 用 機,周 辺 機 器 を含 む)と な り,1975年 に は お よ そ150億 ドル に 達 す るだ ろ

う と し て い る。 また1971年 に は 累 積90,000台 ち か くの コ ン ピ ュー タが 設 置 され る

とみ て い る。 そ して これ に と もな い,情 報 サ ー ビス,周 辺 機 器,ソ フ トウ エ アお よ び 各

種 サ ー ビス も発 展 拡 大 す るだ ろ う とい う。 特 に 情 報 サ ー ビス は オ ン ラ イ ン ・コ ン ピ ュテ

ー シ
・ ンお よ び オ ンラ イ ン ・イ ン フ ォメ ー シ 。 ン ・サ ー ビス と もに最 も魅 力 的 な ビ ジネ

ス分 野 で あ ると い う こ とで,こ の 市 場 は1970年 に は3億 ドル ,1975年 に は60

億 ドル に もな る だ ろ うと予 測 され て い る。(な お こ の点 に つ い て は 後 に述 べ るSamson

Trends誌 の 予 測 で は,1969年2億3,200万 ドル が,1975年21億5 ,000万

ドル に な る と い う数 字 が 挙 げ られ て い る。)(図1-3)

＼ 196・119651197・

(単 位10億 ドル)

1975

八 一 ド ウ ェ ア

ソ プ トウ ェ ア

インフォメー ション
・サ ー ビス

リポー ト・サ ー ビス

0.4

0.2

-

0.5

265

0.65

0.05

100

85

15

03

20

155

26

6.4

35

総 計 1.1 435 123 275

30

25

20

15

10

b

5

1960 1965 1970

0

1975

図1--3コ ン ピ ュー タ産 業 の 成 長 予 測(1960～1975)

(Diebold社 よ り当財 団 あ て 資 料)
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なおEDPIndustryReportが 発表 した6種 の市場 分野 の うち,汎 用 コ ンピ ュー タ を

除 いた5種 類 の マーケ ットについ て簡 単な説 明 を してお こ う。

まず特殊 目的 コン ピュー タにつ いては,ほ とん どの機器が レ ンタルで はな く売 り切 り
●

で あ る。

独 立 周 辺 機 器 は,1969年4億3,500万 ドル を 売 り上 げ た 。 こ の 業 界 は1970

年 に は5億9,000万 ドル とな り,68～69の1年 間,.タ ー ミナ ル を含 ん だ売 り上 げ

高 は21%ぐ らい の 成 長 を示 し て い る。 さ らに69～70の1年 間 に は30%以 上 もの

伸 び が 予 測 され る。 独 立 周 辺 機 器 メー カ ー に つ い て は,1969年 か ら70年 に か け て

は有 利 な環 境 が っ く られ っ っ あ る。

例 え ば米 国 政 府 の コ ン ピ ュー タ担 当 者 会 議 は,CPUと 周 辺 機 器 の価 格 分 離 を注 意 ぶ

か く利 用 す べ きだ とい う決 議 を打 ち 出 し,さ らに 可 能 な らば独 立 周 辺 機器 メ ー カ ーの 製

品 に よ って 代 替 で き る よ うに す べ きだ との 結 論 を出 して い る。 ア ンク ル ・ トム は年 間20

億 ドル に の ぼ る ユ ー ザ ーで あ る た め,そ の 決 定 の イ ンパ ク トは 大 きい。 ま た 厳 しい 金 融

引 締 めの 中 で コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ーは いず れ も反 省 の 姿 勢 を強 め て お り,こ う した 状

勢 は,独 立 周 辺 機 器 業 者 に きわ め て 有利 に働 い て い る。 な おMcGraw-Hill社 は1969

年 か ら70年 に か け て 注 目 を集 め た りモ ー ト ・タ ー ミナ ル装 置 に つ い て1970年1億

8,000万 ドル,1971'年2億4,600万 ドル,1974年2億8,500万 ドル とい う数 字

を発 表,1971年 は リモ ー ト ・ター ミナ ル市 場 急 伸 と述 べ て い る。

通 常,消 耗 品 の分 野 と 目 され る デー タ処 理 提供 事 業 は テ ー プ,デ ィ ス クお よ び 紙 テ ー

プ とパ ンチ ・カ ー ドが 主 要 製 品 で あ る。 この分 野 で は 紙 テ ー プ とパ ンチ ・カ ー ドが 全 業

務 の75%以 上 を 占 め る。 この 部 分 の 成 長 は,全EDP部 門 の 中 で 一 番 低 い 。

計 算 お よ び デ ー タ処 理 サ ー ビス の 分 野 は サ ー ビス ・ビ ュ ウ ロ ウ,オ ン ラ イ ン ・バ ッチ,

リモ ー ト ・ア ク セ ス ・イ ミデ ィエ ー ト ・レ ス ポ ンズ な ど を含 む。1969年 総 収 益 は31

%が た 上 昇 した 。

ソ フ トウ エ ア開 発 お よ び ソ フ ト ウエ ア ・パ ッケ ー ジは,最 大 の 伸 び をみ せ,69年 の

売 上 高 は 実 に66%も 上 昇 して4億5,000万 ド ル に達 し て い る。 しか し この 分 野 は1970

年 に 入 って リセ ッシ ョ ンの影 響 を強 く受 け,売 上 げ の 伸 び率 は 落 ち るが1971年 に 入

って か らは再 び順 調 な 歩 ど りを見 せ る もの と予 想 され て い る。 な お ア プ リケ ー シ 。 ン ・

パ ッケ ー ジに つ い て はDiebold社 は ,大 手 メ ー カ ー の動 きと ソ フ トウエ ア専 門 会 社 との

一14一
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も

動 きを区 分 して 興 味 あ る発 言 を して い る。 それ は価 格 分 離 に 関 して の こ とで あ るが,ハ

ー ドウ エ ア と ソ フ トウエ ア の 価 格 分 離 政 策 が 実施 され るに と もな い,ソ フ トウエ ア専 門

会 社 が売 上 高 を高 め て ゆ く もの と 期 待 され る。 一 方,個 々 の ア プ リケ ー シ ・ ン ・プ ログ

ラ ム に つ い て,専 用 パ ッケ ー ジ ・プ ロ グ ラ ムが 多 く販 売 され る よ うに な る 結 果,ソ フ ト

ウエ ア専 門 会 社 の マ ー ケ ッ ト ・ シ ェア は,む しろ 相 対 的 に低 下 す るだ ろ う と い う もの で

あ る。

ま た 価 格 分 離 に つ い て は,新 価 格 体 制 の も とで1970年 に 米 国IBMが 各 種 サ ー ビ

ス か ら得 た 収 入 は,2億2,500万 ドル(810億 円)か ら2億7,500万 ドル(990億

円)に な る もの と推 定 され て い る。(InternationalData社 調 べ)ま た プ ロ グ ラ ム ・プ

ロダ ク トの リー ス か らは,お よ そ5,000万 ド ル(180億 円)か ら1億2,500万 ドル

(450億 円)の 売 上 げ が 予 想 され る と も言 わ れ て い る。

9
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2.新 機 種発 表相次 ぐコン ピュー タ業界

1970年 はIBMを 筆 頭 にXeroxDataSystemsRCA,UNIVAC,RCA
,

Burroughs,NCRな ど が 次 々 と新 機 種 を発 表 した。

各 社 の ニ ュー モ デ ル は,以 下 の よ うに 多 種 多 様 で あ る。

oIBM-370/165,370/155,370/145370/135System3System7

0XeroxDataSystems†-Sigma9

0UNIVAC-1110

0RCA-RCA2,3,6,7

0Burroughs-B700

0NCR-Century300

0Honeywe11-6000

次 に 各 新 機 種 の概 要 を 示 す と,B700とIBM370/145,155,165は 表2-iの とお

りで あ る。

,

●
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表2-1B700とIBMコ ン ピ ュー タ の 比 較

し

▼

t

'

苦370

/145
B5700

苦370

/155

※370

/165
B6700

360/
85
360/
195 B7700

CPU

月 間 レ ンタ ル 料

(1,000ド ル)

・104か ら

18.4

109か ら

18.2

(2CIUs)

21.5力 ・ら

45.2

39か ら

70.8

苦

10.9か ら

36

(3CPUs)

62.2か ら

145.5

・96 .8か ら

1678,

妬

35か ら

105

(4C[PUs)

メ モ リ ・サ イ ズ

(1,000バ イ ト)

最 小 ～ 最 大

112か ら

512

128か ら

256

256か ら

2,048

512か ら

3,072

288か ら

6,144

512か ら

4,096

1,024か ら

4,096

768か ら

6,144

サ イクル ・タイム/

バ イト(マイクロ秒)

.135 β25 D6 .02 033 060r

O7

.09 .033

バ イ ト/

ア クセス'サ イクル
2 6 2 8 6 16 8 6

チ ャ ネ ル 数 5 4 6 12 36 12 13 192

イ ン タ ー リー ビ ン グ な し な し な し 4-way 2-way
2二 〇r

4-way
16-way 4-way

注:メ モ リの コ ス トは含 ま れ て い な い。 倒

最 小 コス トは,B6700の 場 合1ヵ 月7,500ド ル,B7700の 場 合

1ヵ 月11,500ド ル
'

資料ComputerWorldlO-14,・ ・は新 機 種

b
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IBM370/165,155な ど 上 位 機 種 に っ いて はCDC6600,Burroughs6500と の パ

フ ォー マ ンス比 較 は表2-2の と お りで あ る。

表2-2パ フ ォ ー マ ン ス 比 較'、

1

*IBM

System/370

Model165

CDC

6600

Burroughs

6500

*IBM

System/370
Model155

マ シ ン ・ サ イ ク ル ・ タ イ ム(μ 秒) 0,080 0,100 0,600 0,115

最 大 メ モ リ(Kキ ャ ラ ク タ) 3,072 1,310 3,145 2,048

1.C.使 用 Yes No Yes Yes

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ サ ポ ー ト OSorDOS SCOPE MCP OSorDOS

オ ン ・ ラ イ ン ・ メ ン テ ナ ン ス Yes No Yes Yes

コ ア ・ ス ト レ ー ジ の 拡 張 No Yes Yes No

ペ リ フ ェ ラ ル ・ プ ロ セ ス の 数 0 10 0 0

同 時 イ ン ス ト ラ ク シ 。 ン Yes
、

Yes Yes Yes

最 大 デ ィス ク ・サ ブ ・キ ッパ シ テ ィ

(Mキ ャ ラ ク タ)
800 838 2,000 800

最 大 デ ィ ス ク・トラ ソ ファー ・レー ト

(Kキ ャ ラ ク タ/秒)
806 418 248 806

平均 デ ィスク ・アクセ ス(M秒) 30 60 60 30

最 大 磁 気 テープ ・トランスファー レー ト

(Kキ ャ ラ ク タ ー/秒)
320 240 240 320

最 大 プ リ ン タ 速 度(行/分) 2,000 1,200 1,100 2,000

最 大 カー ド ・リーダ 速 度(カ ー ド/分) 1,000 1,200 1,400 1,000

注 若は新機種

さ ら にRCA2,3,6,7とNCR300お よ びIBMの 新 旧機 種 の 性 能 比 較 は 表2-3の

と お りで あ る。
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表2-3 RCA,NCR,IBMコ ン ピ ュ ー タ の 比 較

シ ス テ ム

パ ラメ ー タ ー

*RCA

2

RCA

70/
45

*RCA

3

RCA

7〔し/

46

IBM

36(L/
30

IBM

36(レ/
40

IBM

360/
50

*IBM

370/
145

*NCR

Cen-
tury

300

*RCA

6

RCA

70/
60

*RCA

7

RCA

70/
61

*IBM

370/155

CPU

月 額 レ ン タル

(SK)

4.75

か ら

7.75

3.49

か ら

10.46

7.75

か ら

8.25

13.28 1.3

か ら

3.9

2.7

か ら

1α2

8.3

か ら

19.9

104

か ら

18.4

9.8

か ち

61.0

10.2

か ら

38.4

11.23

か ら

33.98

14.4

か ら

36.8

17:85

か ら

36.8

21.5

か ら

45.2

メ モ リー

最 小,最 大

(キ ロ ・バ イ ト)

64

か ら

256

16

か ら

256

128

か ら

256

256 8

か ら

64

16

か ら

512

64

か ら

512

112

か ら

2,048

128

か ら

512

128

か ら

2,048

128

か ら

2,048

256

か ら

2,048

256

か ら

1,024

266

か ら

2,048

バ ー チ ュ ア ル ・

メ モ リー サ イズ

(メ ガ・バ イ ト)

な.し な し 2 2 な し な し な し な し な し な し な し 8 2 な し

バイ ト(μsec)

あ た りの

サ イクル ・タイ ム

.72 .72 .72 .72 1.5 1.25 .50 .135 .16 .19 .19 .19 .19 .06

チ ャン ネ ル

マル チ ・プ レクサ

1

(9

ト ラ ン

ク ス)

1

(8

トラ ン

クス)

1

(9

トラ ン

ク ス)

1

(9

トラ ン

ク ス)

1

(8

トラ ン

ク ス)

1

(8

ト ラ ン

ク ス)

1

(8

トラン

ク ス)

1

(256

ト ラ ン

クス)

1

(8

トラ ン

ク ス)

1

(16

ト ラ ン

ク ス)

1

(8

トラ ン

ク ス)

1

(16

ト ラ ン

ク ス)

1

(8
つ

トラ ン

ク ス)

6(1も し くは2

バ イ ト もし くは

5ブ ロ ッ ク)

セ レ ク タ ー

4

(2

トラ ン

ク ス)

3

(2

トラ ン

ク ス)

4

(2

トラ ン

クス)

4

(2

トラ ン

クス)

2

(8

トラ ン

ク ス)

2

(8

トラ ン

クス)

2

(8

ト ラン

ク ス)

4

(8

ト ラン

クス)

6

(4

トラ ン

クス)

6

(3

トラ ン

クス)

6

(3

ト ラン

ク ス)

6

(3

トラ ン

クス)

6

(3

ト ラ ン

ク ス)

ブ ロ ッ ク ・マ ル チ

プ レク サ ーが セ レ

ク タ ー チ ャ ン ネ ル

と して 利 用 で き る

引 きわ たし 日
'

第3

四半期

1971

第4

四半期

1965

第3

四半期

1971

第4

四半期

1968

第2

四半期

1965

第2

四半期

1965

第3

四半期

1965

第3

四 半 期

1971'

第1

四 半 期

1,972

第3

四半期

1971

第3

四半期

1970

第3

四半期

1971

第1

四半期

1971

第1

四 半 期

1971

注:*は 新機種



xDS,SigmagとRCA,IBM,NCR'の 新 機 種 の 比 較 は 表2-4の と お りで あ る。

表2-4

瀞XDS

Sigma9

RCA

7

IBM
370/
145

IBM,

370/
155

NCR

Century

300

CPU月 間 レ ンタ ル 料

(1,000ド ル)

20.5か ら

397

14.4か ら

36.8

104か ら

18.4

21.5か ら

45.2

9.8か ら

61

メ モ リ 規 模

(1,000バ イ ト)

512か ら

2,048

256か ら

2,048

112か ら

512

256か ら

2,048

128か ら

2,048

サ イクル ・タイム/バ イ ト

(ナ ノ秒)
225 190 135 . 60 163

バ イ ト/ア ク セ ス ・

サ イ ク ル
4 4 2 2 4

チ'ヤ ネ ル 数 352 7 5 6 11

ナ ロ セ ッサ ー(最 大) 4 1 1 1 1

イ'ン タ ー リ ー ビ ン グ 4-way None None None 4-way

(Compute「Wo「 器 一11)

な お1970年11月10日 に 発 表 され たUNIVAC1110に つ い て は

主 記 憶36ビ ッ ト,98,304語 ～262,000語

読 み 出 し時 間320ナ ノ ・セ カ ン ド

素 子 ワ イ ヤー ・メ モ リー を使 用

これ と は別 に ・1110は サ イ ク ル タ イム1.5マ イ ク ロセ カ ン ド,記 憶 容 量262K～

1,048K語,磁 気 コ ア使 用 の 大 容 量 記 憶 装 置 を も備 え て い る。

UNIVAC本 社 の 発 表 に よれ ば 同 コ ン ピ ュー タ は 本 格 的 に タ イ ム シ ェア リ ン グ用 と して

設計,開 発 されて お り,商 用 お よび科 学 ア プ リケ ニ シ。ンの どち らで も一 つの システム

で 処 理 が 可 能,さ らに マ ル チ プ ロセ ッサ(複 数 制 御 演 算 装 置)方 式 を採 用 して お り,

1110皿 、型(2台 の 制 御 演 算 装 置 を持 つ)と1110N型(4台 の 制 御 演 算 装 置 を 持

つ)が あ る。.

UNIVAC1110の オ ペ レ イデ ィ ン グ ・シス テ ム は1108のOSを ベ ー ス に し,

1106,1108両 機 種 と ソ フ ト,ペ リ フ ェ ラル に お い て 完 全 な互 換 性 を 有 し て い る。
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さて1970年 の 米 国 ハ ー ドウ エ ア界 は これ らの 新機 種 を基 軸 に 回転 した と言 って よ

い だ ろ う。ADR,Dieboldと もIBM370シ リ ー ズ の発 表 にっ い て360を グ レ イ ド ・

ア ップ した もの で,さ らに下 位 モ デル を補 充 して ゆ く こ と に よ り巧 妙 に360を リ プ レ

ー ス す る もの と して 賞 賛 し
,IBMの 地 位 は 不 動 の もの と な ろ うと論 評 して い る。

こう した 見 方 は 業 界 全 体 の もの とい って よ い。 しか しIBM以 外 の メ ー カ ー,こ と に

ビ ッグ8と 呼 ばれ る規 模 の メ ー カ ーは 何 と か して 強 固 なIBMの 牙 城 に 迫 ろ う と努 力 し

て い る。1970年 このIBM挑 戦 を最 も華 々 し く行 な った の がRCAで あ ろ う。

"横 ど り作 戦"と 名 ず け られ
,LE.Doneganに 率 い られ たRCAの 一 連 の ニ ュー ・

シ リーズ 発 表 は360と の 互 換 性 をね ら って,主 と して30,40と い った中 型 機 種 の

ユ ー ザ ー を 横 ど りし よ う と し てい る。

またHoneywellとGEは コ ン ピ ュー タ部 門 の 合 併 と い う手 段,(実 際 はGEが 手 に

余 って 放 棄 した と見 て もよ いが)に よ ってra2の 座 を獲 保,さ らに はIBM.に 肉 迫 しよ

うと した 。 このHoneywellに よ るGE吸 収 は完 全 に 極 秘 裏 に 行 な われ た もの で,そ れ

だ け に業 界 に 与 え た驚 き と今 後 の 影 響 の 大 き さ を考 え る と恐 ら く70年 コ ン ピ ュー タ界

最 大 の 話 題 の ひ とつ とみ て差 しつ か え な か ろ う。

図2-1はDi6bold社 の 発 表 デ ー タ に も とず く1969年 の 米 国 コ ン ピ ュー タ ・メー

カ ー各 社 の 市場 シ ェ ア ーで あ るがHoneywel1のInformationService事 業 はGEの シ

ェア ー4%と 合 わ せ て8.2%の シ ェア ー を 有 す るに い た り,実 質 的 に2位 の 座 を獲 保 し

た の で あ る。 しか し合 併 発 表 当初,ウ ォー ル 街 の 反 響 はHoneywel1の 決 定 を嫌 って 株

価 を落 した。

これ は 内容 の悪 いGEの コ ン ピ ュー タ部 門 がHoneywellの 足 を ひ っぱ る こ と を お そ

れ た もので,合 併 に よ る数 量 的 な シ ェ アー ・デ ー タが そ の ま ま 全 部 戦 力 増 強 に 結 びつ か

ぬ 可 能 性 が 高 い こ と も考 え て おか な けれ ば な らな い。

な お 図2-1の 円 グ ラ フに よ る とIBMの シ ェ ア ーは,1968年 に 比 べ て 若 干 後 退

し て い る。 これ に 対 してUNIVACは5.3%か ら6.7%と ふ え て お り,Burroughs,RCA

の 向 上 も 目立 って い る。

な お1970年 の 出荷 シ ェア ー はIBMが65.5%と な りお よ そ5%減,さ らにCDC

が28%の 後 退 を示 して い る。 代 って 伸 び を示 して い るの がHISの8.1%Burroughs

の5.7%,NCRの3.8%でHISはGEの 合 併 効 果 に よ る もの で あ る。
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な おEDP/IRの 調査 に よ ると1970年 の出荷額 で一番 の伸 びを示 したの はNCR/
で 約55%増,そ して 次 がDECの35%増,で あ り,逆 にIBMは4%減,CDCは

19%減 と い う結 果 に な った 。(図2-2)

DEC1.4%

Ut8

81%

ネウ
※ノり

univaC

6.401・

図2-1

XDSO.8%

DECO.2%

その他0.3%

その他O.3%

DECO.5%

SDSID%

IBM

722%

回

⑭

匝亘

IBMIBM

70.50/665,5%

1970年,1969年,1968年 米 国 コ ン ピ ュー タ ・メー カ ー

マー ケ ッ トシ ェ ア 比 較(金 額 表 示)
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CDC

1970年 出 荷 額 各 社 の 伸 び率.

(出 典EDPIndustryReport1971-3-12)
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ノ 3.価 格 分 離 の 進 展

価格 分 離の波 は1969年6月23日,IBMに よ って本格 的に ま き起 こ され たが,

この ヌーベル ・バー グの洗礼 は コン ピュー タ界 全体 にお よんで い る。

すで に米国主要 メーカーの うち5社 までが全 面的 な分離政策 に踏み きってい る。 しか

し各社 の実施 方式 には独 自な ものが あ り,い ずれ 分離 が見込 まれ るHeneywellに しろ

Burroughs!に しろそれ ぞれの方式 が打 ち出 され る ことであ ろ う。 表3-1は 各社 の主

要 機種,特 にIBM370/165,155の 新機種 を含 む価格 分離方式 の実状で あ る。

これ に よるとCDCは 装置 メンテナンスか らカス トマー ・ トレーニ ングまで を含 む全般

にわた って分離政策 を実施 し一て い るが,1969年 の年次 報告書 は"価 格分 離 は真空 管

か ら トラ ンジス タに移行 した と同 じく らい革命 的意義 を持 つ"と 訴 えて い る。 これ は

No「「's脹 曙 と して次 の写真 にみ られ るよ うに年 次報 告書 の表紙 に印刷 され てし'

るのだ。(図 ⌒)

円 グラ フを構成 す る各扇形 部分 は,そ れ ぞれ にた ち切 られ てお りハ ー ドウエ ア,ソ フ

トウエ ア,メ ンテ ナ ンス,コ ンサルテ ィング,教 育 のそれ ぞれ が独 立的市場 を構成 す る

様 が うかがわれ る。 こ うした メーカーの新市場形 成,参 入は従来独 立的 に ソフ トウエ ア

や教 育 サ ー ビスな どを行 な って きた専 門会社 に大 きな影 響 をおよぼ しつっ あ る。1970

年 は こ うした新 らしい競争 要件が コ ンピュータ界 全体 に静か にひ ろが ってい った年 で も

あ る。

さて1970年 の米 国 コン ビ。ユータ界,こ とにハ ー ドウエア業界 につ いて特筆 しなけ

れ ばな らな いの は,海 外 コ ンピュー タ市場 の評価 につ いてで あろ う。 す なわ ちこ こ1,

2年 の 間に ヨー ロ ッパ を中心 とす る海 外市場 は単 な る予 備市 場 の様 相 を脱 皮 し,米 国市

場 とな らぶ 巨大 マー ケ ットにな るもの と認識 され つつ あ る。

すで にIBMな どは1969年 の業 績,特 に利益 の貢 献か ら見 てWTC(子 会社 ワー

ル ド・ トレイ ド・コーポ)の 存在が著 し く重要 に な って きた と認 めてお り,こ の点は各

社の姿 勢 に も表われ てい る。
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表3-1

IBM
System/370
model165

CDC

6600

Burroughs

6500

IBM
System/370
Model155

CDC

6400

Univac

1108

GE卜

655

Honeywel1

8200

プロセ ッサー月間 レンタノし科

$51,500

(1,536K-char
memory)

$85,585
(1,310K-char
memory)

$84,900
1(1
,573K-char
memory)

$28,000

(768K-char
memory)

$35,335
(655K-char
memory)

$'35,285

(786K-charl
memory)

$38,500
(786K-char
memory)

$44,951
(786K-char
memory)

、

〃 買 取 価 格

$2,480,000
(1,536K"
")

$3,895,500

(1,310K」
"(

$3,627,600

.(1,573K-"
n)

$1,308,000

(768K-"
"}

$1,446,900

(6551(一"
")

$1,544,400
(786K-"
")

$1,600,000

(786K-"
")

$1,958,400

(786K-1'
")

〃 月間メンテナ ンス

$5,580
(1,536K-"
")

$7,787

(1,310K-n
")

$1,445
(1,573K-"
")

$3,040
(768K-"
")

$3,807

(655K－
n)

$3,670

(786K-"
")

$2,285
(786K-"
")

$3,456
(786K-"
")

装 置 メ ン テ ナ ン ス 一 括 分 離 一 括 一 括 分 離 分 離 一 括 一 括

ソ フ トウエ ア ・プ ロ ダ ク ト
分 離

(1)'

分 離

(2)
一 括 分 離

(1)

分 離
(2)

一 括 一 括 一 括

シス テム ・エ ン ジ ニア リング

・サ ー ビス 分 離 分 離 ・一 括 分 離 分 離 一 括 一 括 一 括

カス トマ ー ・トレー ニ ング ・

コー ス
分 離 分 離 一 括 分 離 分 離 一 括 一 括 一 括

納 入 日 1971年4月 1965年 末

㎡

1969年9月 1920年2月 1966年 初頭 1967年7月 1971年1月 1969年5月

.

注(1)1969年6月23日 以 後

(2)1970年1月61ヨ 以 後
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4.海 外 市場へ の進 出

、

●

,も

●,

主要大 手 コ ン ピュータ ・メー カーに と って,海 外市場 は もはや景気後退 に備 えるため

の補助的位 置で はな くな った。 その戦 略 いかんは企業 の生命 と成長 にかかわ る問題 とみ

られ てい る。ElectronicNews紙 はIBM,Honeywell,UNIVAC,CDC,Xeroxの 各

メーカーの エ グゼ クテ ィブ達 に海外市場 戦略 のいか ん をイ ンタ ビ ュー し,そ の要 旨 を伝'

えてい る。

全体的 に言 え ることは,ど の メーカ ー も,海 外 マーケ ットの成 長性 の高 さを認識 して

い る。 特 に西 欧 は米 国の2倍 の速度で伸 びてい るだけに,マ ーケ テ ィング競争の 焦点 に

な る とみ てお り,こ の他 日本,オ ー ス トラ リア,南 アフ リカなどが有望 だ とされ てい る。

『(WTCデ ー タ処 理理事 副社 長 －FrankJ .Commiskey)

米国以外 の国で強 力な競争相手 が い るとすれ ば それ は 日本で あ る。 将来 日本 は強力な

競 争相手 にな るか もしれな い。

西 独 は近 年最 も有 力な市 場で あ った。 フ ランスと イタ リーそれ に ス イス もまた堅実な

市場で あ る。 英 国 とスペ インは過去5年 間で著 し く重要 性 を減 じた。 しか しスペ インは

政府 の規 制が ゆ るむこ とが考 え られ るた め有望 な市場 とな るか もしれ な い。総 じて ヨー

ロッパでは ユーザ ーは第3世 代機 を買 お うとしてい る。

ヨー ロ ッパ以外 の国で有力 なマ ーケ ッ トが育 ちつつ あ る。 それ はオ ース トラ リアであ

る。IBMの 同国 におけ る販売高 は増 加の一途 にあ る。IBMは オー ス トラ リアに工 場

を建設 したい と計画 してい るが労 働力不足 で思 うに まか せない。

5月 のIBMの 年次総 会で ワ トソ ン会長 は海 外市場の好調 を強調 したが,事 実海外 か

らの注 文 に応 えるため,IBMは 国 内むけの製品 をまわ したほ どで あ る。

(Honeywel1社 ・イ ンター ナ シ ョナ ル ・コ ンピュー タ&コ ミュニケー シ ョン事業

部総 支配人 －AllanL.Rudell)

世界 全体 の コ ンピ ュー タ市場 は年 間25～30%の 率で ふえて い る。 これ は米国 の

15～17%に 比 して一 段 と高 い率 で あ る。
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Honeywell社 の ヨー ロ ッパ で の 売 上 の%は 西 独 で あ げ て い る。 フ ラ ンス,日 本 お よ び

英 国 もま た,よ い コ ン ピ ュー タ市 場 だ がHoneywellは 英 国 に 海 外 戦 略 を 集 中 しよ う と

して い る。 ヨー ロ ッパ で 売 れ る コ ン ピ ュー タ は 米国 と同 様 第3世 代 機 で あ るが,Honey

wel1は 特 に 小 型 か ら中 型 コ ン ビ}ユー タ に強 い。 大 型 機 はサ ポ ー トの 問題 が あ り,ヨ ー

ロ ッパで は取 り扱 って い な い。

(CDC筆 頭 副 社 長 －RobertD.Schmidt)

ア メ リカの コ ン ピ ュー タ ・メー カ ー各 社 は,海 外 マ ー ケ ッ トか ら閉 め 出 し を く らわ な

い よ うに も っと 神 経 を使 うべ きだ。 カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア,メ キ シ コ は西 ヨー ロ ッパ

と と もに よ い市 場 だ が,日 本 は 自国 に コ ン ピ ュー タ産 業 を持 って お り警 戒 心 を高 め て い

る。

ヨー ロ ッパ で の 価 格 分 離 の な りゆ きは 好 ま し くな い 。 しか しCDCも ま もな く ヨー ロ

ッパ で 価 格 分 離 をす るだ ろ う。IBMは コ ン ピ ュー タ 業界 で パ ター ンを きめ て しま う。

我 々 は これ に 対 して 強 く反 撃 で き な い で い る。CDCは ヨ ー ロ ッパ で の価 格 分 離 は,そ

の 国 独 自の 事 情 に即 して行 な って ゆ くっ も りだ。 それ はIBMの 出 方 に大 き く依 存 し て

い る。

(XeroxDataSystems社 －DanMcGurk社 長)

Xeroxは 他 社 と同 様,海 外 の 価 格 分 離 に 深 い 関心 を抱 い て い る。XeroxはIBMの 海

外 で の価 格 分 離 の や り方 に好 意 を持 って い な い 。 す な わ ち海 外 に は シ ャー マ ン ・ア ンチ

トラ ス ト法 は な い か らIBMは ハ ー ドウエ ア価 格 を下 げ な い で ソ フ トウ エ ア の 料 金 を と

って い る。

西 ヨー ロ ッパ は米 国 よ り もは や い速 度 で 成 長 し てい る。 これ は 米 国 の 宇 宙 開 発 が 刺 激

に な って い る。 日本 に つ い て は 貿 易 の 障 壁 が 緩 和 され る よ う望 ん で い る。 海 外 マ ー ケ ッ

トに つ い て述 べ る と南 お よ び北 ア メ リカ以 外 の 国 に っ い て は ロ ン ドンのRankXerox社

が と りし き って お り,こ の ほか フ ラ ンス と 日 本 に 工 場 を持 って い る。 海 外 マ ー ケ ッ トに

つ い て は 今 の と こ ろ ソ フ トウ エア の 開 発 と ビ ジ ネ ス ・テ ク ニ ックの 違 い に っ い て 苦慮 し

て い る。

(SperryRand社,UNlVAC事 業 部 －RobertE・McDonald社 長)

海 外 市 場 で,ソ フ ト ウエ アの 重 要 性 は 高 ま る一 方 で あ る。 海 外 の2,3の コ ン ピ ュー

タ ・メ ー カ ー は特 に ハ ー ドの 面 で テ ク ノ ロ ジー ・ギ ャ ップ を ち ぢめ っ っ あ る。 しか し海
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外の メー カーは ソフ トウエアにつ いては弱 いので,ひ きつづ き米国 メー カーは強 い立場

を維持で きるだ ろ う。

海外 マ ーケ ットは ここ5年 以 内に米 国 内と同 じ く らいの市場 規模 とな ろ う。 日本,西

独,イ タ リー,ス ペ イ ンで 最近 ユニパ ックは子 会社 を設立 した。

(RCA・ コン ピュー タ ・システム事業部 担 当副社長 兼総 支 配人 －L.E.

Donegan)

1975年 まで に海外市場 の規模 は国 内に等 し くな るだろ う。 米国系 メーカ ーは強力

な る海外 子会社 と大規 模な マーケ テ ィング組織 とい った総合力 で強い もの を もってお り,

引 きつづ き世界 の コ ンピュー タ界 を支配 す るだ ろ う。

なお こ うした メー カーの海外 重視 の姿勢 をあたか も側面か らサ ポー トす るよ うに米 国

商 務省 は昨年,一 昨年 にか けて精力 的な動 きをみせ た。 そのひ とつが"ゴ ー ・グ ローバ

ル"と 呼 ばれ る市場調 査の実施 で あ る。"ゴ ー ・グローバ ル"は 「世界市 場への 輸出促

進運 動 」と解 され,各 種輸 出品の中で も特 にEDPに 力 を入れ た市 場調査 で マーケ ッ ト

調査 対象 国 として14カ 国が選 ばれた。(詳 細 は皿 一1参 照)

さて以上 の よ うな全 体的動 向の中で,個 々の コ ン ピュータ ・メーカーは1969年 後

半 か ら1970年 にわた り,ど の よ うな動 きを見せ たので あろ うか。
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5.米 国 コ ン ピ ュー タ ・メー カ ー の 動 向

5-11BM,内 外 に戦線 を拡 大

1970年3月 は じめIBMの 株価が下 落 した。 ウォール街 で は珍 らしい ことであ る。

原因 は 「米 国内の業績不振 とレンタル,直 売比 の崩 れで あ る 」ワ トソ ン会長 は渋い表情

で株 主総会で そ う報告 した と伝 え られ る。確 か にIBMは1970年 不調で あ った。年

間 出荷 シェアーは70.5%か ら65.5%に ダ ウンし,出 荷金 額 は前年 比4%の 下落 をみ

た。(1970年 末EDP/IR調 べ)

しか し彼 は話 がWTC(WorldTradeCo.)の ことにな ると,顔 をかが やかせて

「1970年 は海外戦 略の 時代,IBMは 世界 に伸 び る。」と語 った。

子 会社で あ るWTCの 存在 は,今 やIBMに と って欠 かせ ぬ もの とな ってい る。

1969年 度のIBMの 総売上 高 は72億 ドル(2兆5,920億 円)で あ ったが,そ の35

%に あた る25億 ドル(9,000億 円)は,WTCが 売上 げた ものであ る。特 に利益 にお

け る貢献度 は高 く,WTCが あげた税引後 純利益 は4億 ドル(1,440億 円)で 総合金 額

の43%に あた る。

海 外市場 重視 の姿 勢は,370ニ ュー ・シ リー ズの発 表に もその一 端 を表 わ してい る。

370は360以 上 に海外IBM子 会社 と米 国IBMの 連携 プ レーの産物 であ った。 そ

れ は ま さに生産,販 売の全 面にわ た るもので,多 国籍企 業の道 をIBMが 本 格的 にた ど

りは じめた と見 られ てい る。

1970年 のIBMの 活 動 は内外 にわた って よ り一層 幅広 い もの とな り,従 って 自然

発 生的 に問題,難 問 も続 出 した。 そのひ とつ は外 にあ って は西 ヨー ロ ッパ各国企 業,政

府 の抵抗 の高 ま りで あ り,内 にお いては独禁法 の影 響 とコ ン ピュータ産 業各業種 間にわ

た る トラブ ルの増 大で あ る。 もちろん価 格分 離実施 にお け る摩擦 もあ ち らこち らで起 き

つ つ あ る。 さ らに新分野 開拓のた めに起 ったXeroxと の特許 係争,Coger社 との法廷

闘争 な どIBMを 中心 とす る話題 は,各 方面 にわ た って とぎれ る ことはなか った。
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と ころで1970年 のIBM戦 略 のバ ック ・ボ ー ンは ど こにあ ったのだ ろ うか。

IBMを トレー ス して定 評の あ る業界 誌DPForcus(1970-2)は,1970年 に

おけ るIBMの 経 営戦略 は次の5つ が中心 的 ポイ ン トで あ るとしてい る。す なわ ち,

① 大型 コン ピュータ市 場の膨 大な収入 を確保 す ること。

② リース会社 の買 い取 りが多 く,レ ンタルの体 制が侵 食 されつつ ある分野に新機種

を く り出 し,リ ー ス会社 の脅威 を と り除 いてい くこと。

③ 低価格 の システ ムを売 り出 し,将 来 に おけ る底辺 の顧 客層 を拡 大 してゆ くこと。

④ デー タ通信分野 で優位 を獲 得す るた め,将 来 の大型 データ通 信 システムに対 して

手 を打 って ゆ くこと。

⑤ 価格分 離 をあ らゆ る副次 的分野で 実施 して ゆ くことを研究す る。

これ は1970年,2月 の時点 で の予測 記事 として は実に当 を得 た ものであ った と言

、うべ きで あ る。

まず第1の 大型 コ ンビ.ユー タ市 場 に関 しては,7月1日 の370ニ ュー ・シ リー ズの
〃

発 表が あ る。 さ らに リース会社対 策 としてのDPForcus誌 が言 う新機種発 表 について

は一挙 に合計5機 種 を発表 し360の グ レー ド ・ア ップをはか った。 この中 には システ

ム3の よ うに低価格 の シス テムが含 まれて お り,360シ リーズの上下 の拡 大が 計 られ

るこ ととな った。

大型 デー タ通信 システムにっいて は,370二a-・ シリーズが強力 な通信志 向性能

を備 えた もの として登場 してお り,価 格 分離 はセ ール ス ・エ ンジニア部 隊の増強 と合 い

ま って,着 々と実施 の速度 を早 めてい る。

この他独 禁法訴 訟につ いて はADR,DPF&Gな どの間で示談 の成立 があ り,こ の方

面で は局面が大 きく転 回 しつっ あ るが,新 たにSBCに 対す る風 当 りが強 くな るな ど新

事態 を生み 出 して もい る。

それ では ここでIBMの1970年 度 にお ける上記 の よ うな個 々の動 きと業績 な ど主

な出来 事 をみてみ よ う。

営 業 成 績

1971年1月,IBMは70年 度 第 四4半 期 の 決 算 デ ー タ を発 表 した 。 これ に よ る

と総 収入 は前 年 の7,197,295,441ド ル か ら7,503,959,690ド ル へ と お よ そ4.3%ほ ど 増 大
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した。

純 利 益 は 売 上 高 以 上 に上 昇 し,1969年 の933,873,194ド ル か ら1970年

1,017,521,072ド ル へ と19%の 成 長 率 を示 して い る。(図5-1)

海 外 戦 略

ぷト

ワ トソン会長が 「現在 海外 か らの需 要 に応 ず るため国 内製品 を海外 に まわ して い る 」

と語 った りしてい るのは,単 に低迷す る米 国 コ ンピ ュー タ市場 の穴 うめ と してだ けで な

く,今 後 の マーケ ッ トの主戦場 と して ヨー ロ ッパ大陸 をみて い ることは明 らかで あ る。

アメ リカの各 コ ン ピ ュータ ・メーカーは,ヨ ー ロ ッパ市 場 を米国の倍 の速度 で ふ くれ

あが って ゆ くもの とみ て お り,フ .ランス情報代 表部 な どは1980年 には米 国の コ ン ピ

ュータ設置台 数は240,000台 に達す るが,ヨ ー ロ ッパで は その ころには総計 およ そ

200,000台 の コ ンピ ュータが設置 され るだ ろ うと推 定 してい る。

米経 済誌FORBUSの 表現 を借 りれ ば"TheOtherIBMそ れ はWTC"と い うことにな

るが,こ のIBMの 主 と して ヨー ロ ッパ を中心 に展 開 され る海 外活動 を総括 す るWTC

の営 業成 績 は図5-2の よ うな もので あ る。
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これ に よ る と1969年 のIBMの 総 売 上 高 は,72億 ドル(2兆5 ,920億 円)で あ

った が,WTCは お よ そ35%に あ た る25億 ドル(9 ,000億 円)を 売 上 げ て い る。 ま
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た利益 の方 はrBM全 体 で9億3,000万 ドル(3,348億 円)で あ るものが,WTCは43

%に あた る4億 ドル(1,440億 円)を あげ高 い貢 献度 を示 した。

なおWTCの 売 上の およ そ90%は,ヨ ー ロ ッパWTCの 売 上で あ る。

ニ ュー ヨー クのWTC本 部に は,32カ 国か らの スタ ッフが働 いて お り,ヨ ー ロ ッパ

本部 の持 株会社IBMヨ ー ロ ッパ社 の経営 スタ ッフは アメ リカ人2名,フ ラ ンス人3名

ドイツ人2名 で 構成 されてい る。WTCの 陣容 は全世界108カ 国に336の セールス・

オ フ ィスを持 ち海 外工場 数17(工 場設置国 は フランス,ド イ ツ,イ タ リー,オ ラ ンダ,

日本 な ど13カ 国)研 究所 は ヨー ロ ッパ6カ 国 とカナダな どに7ヵ 所,デ ー タ ・セ ンタ

ーは72カ 国238ヵ 所 にお よんでい る。

従 業員 は10年 間で3倍 以上 も増員 され,1969年 の時点 ではお よそ99,000名 に

達 した。

これ らを統括 してい るのが ニ ュー ヨー クのWTC本 部 で ある。

今 日多 国籍企 業が云 々され てい るがプIBMの 世界戦 略が実質 的に ス ター トした のは

1950年 であ る。 そ して およ そ20年 にわた る歳 月の中で グ ローバ ルな生 産計画,'販

売計 画 を整然 と実施す る組織体 がで きあが った。 これ は コンピ ュータおよびEDP関 連

機器が グ ローバ ルな市 場 を要求 す る製 品であ る ことを考 え併 わせ ると,き わ めて 当然 な

成 りた ちであ ると も言 えよ う。

すなわ ちコ ンピ ュー タその ものの商 品性は,今 後 きわ めて高価 な超大 型機 に主体 を置

くことは明 らかで あ る。 こうした製品 は 自動 車や カ ラー ・テ レ ビな どの耐久 消費財 とは

違い,一 国内 に数 台 も設置 されれ ば十分 であ る し,そ の商業 ベー スで の開発 技術 は きわ

めて高度 な ものが要 求 され る。 いわば現代の最高技術 水準 の集積 体 と も言 える コン ピュ

ータを,そ れ も世界 的 レベル の もの を,生 産 し得 る国 の数 は きわめて限定 されて くるのだ。

このよ うな ことか ら,コ ンピュー タの生産 と販 売活動 は どうして もイ ンター ナシ・ナ

ルな もの にな らざるを得 ない し,こ れ を他業種 にた とえれ ば造船事業 の ごと きもの と言

って も良 いで あ ろ う。

さて従来海外市 場 は補 充的役割 りをなす もの と受 けと られ て きたが,こ こ数年 間の こ

とに1970年 に入 ってか らの 各有力 メーカーの意識 は明確 に海外市 場 を メイ ン ・マー

ケ ッ トと して と らえつ っ あ る。

今 日IBMは 世界市 場の70%を 押 えてい る もの と見 られて い るが,こ れ は こ うした
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業界 の潮流 を考 える ときわ めて強 固な条 件 をIBMに 付与 してい るとい え よ う。米 国 を

含 めて各国 の メーカーは今,こ うしたIBMの 世界 戦略 か ら何 を学 ぼ うと してい るのだ

ろ うか。

あ る意味で,IBMは 設立 当初 の時期 か ら海外市場 を重視 し,育 成す る方 針 を とって

きた。CTRか ら社名 をその名 もInternationalBusinessMachineに 変更 した1924

年 か ら1945年 まで に,す で に30カ 国以上 に支 店,子 会社,代 理 店 を設 置 し,日 本

には1925年 に代理店 を置 いて い る。 これ は主 として会計機 の生産 と販売 が行 なわれ

て いた もので あ ったが1946年 本格 的 にWTCを 設立 してか らは,世 界中 に生産,販

売網 をめ ぐ らす こととな った。

ネ ッ トワー クづ く りの ポ イ ン トは,各 国それ ぞれ の状 況 に即 した マーケ テ ィングと異

国間分 業 と も言 うべ き生産 体制の建設 に あ る。 マ ーケテ ィングは現地人 採用 と米国式,

それ もIBM独 自の巧妙 な マーケティング技術 が混 合 され て威 力 を発 揮 してい る。実際海外

に おけ るIBMの 高収益性 は,イ ギ リスで の業績 に端 的 に表 われて お り,1968年 度

同国IBMの 総売上 高3億 ドル(1,080億 円)に 対 し税 引 き前 の収益 は8,000万 ドル と

資本収益 率は実 に57%に 達 して い る。 これ は ロ ン ドン ・タ イムズ紙の調査 によ ると,

イギ リス企 業中第3位 に属す るとの ことで あ る。

さて 国際分業体制 は部品 および周辺機 器,CPUの 生産 を各 国間で行 な って専 門生産

と現地生産 の経済 的 メ リ ットをあげ,同 時に良質 の労働 力 を米 国以外 の 諸国に求 め,研

究所 な どの設立 によ って,当 該 国の頭脳 資源の 有効活用 がはか られ てい る。

しか し米 国内でIBMの 強大 な勢力 に対 して,独 禁局 が監視 の 目 を光 らせ て い るの と

同様,海 外で もその成長 と影響力 の増大 ぶ りに各 国政府 は神経 を高 ぶ らせ てい る。 。

特 に70年 は西 欧 コン ピュータ関係 者 に シ ョ ックをあた える シンボ リ ックな事 件が あ

った。 それ は総 額750万 ドルにお よぶ コ ンビ。ユ一 夕 ・システムの受注 競争 に,IBM

が打 ち勝 ってEuropeanSpaceResearchOrganizationに 納 入 を発 表 した ことで あ る。

西 ドイツの ダルム シュタ ッ トに設置 され る予定 のESROの コ ンピュー タ ・セ ンターの マ

シンをめ ぐ って西 欧 メーカ ーとIBMが 受注競 争 を展 開 していたの だ。 この セ ンターは,

ヨー ロ ッパの10カ 国が人工衛 星 の共 同開発 を目的 として設立 した ものであ り,ICL

をは じめ とす る西側主 要 メー カーはEurodataと い う共 同受注 機関 をつ く り,IBMと

競合 していた。 西側 各社 はセ ンターの性格 上Eurodataが 有利 と踏んで いたが,そ れ が
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裏 目に 出たわけ だ。

新機種発表による主導権の保持

1970年6月30日,IBMは360に 代 るニ ュー ・ シ リー ズ370を 発 表 した 。 こ

の 時 点 で 発 表 され た の は370/155,370/165の2機 種 で あ る。370/155,

370/165の 性 能,価 格 の 一 覧 は 表5-2の よ うな もの で あ る。

表5-2

370/155,370/165の 性 能,価 格 一 覧

iX

e

370/155 370/165

記 憶

256,000

～

200万 バ イ ト

512,000

～

300万 バ イ ト

CPUサ イ ク ル ・タ イ ム 115ナ ノ秒 80ナ ノ 秒

月 間 レ ン タ ル 料

37,365

～

78.936ド ル

71,445

～

142,675ド ル

買 取 り 価 格

1,801,110

～

3736,080ド ル

3,404,970

～

6,719.360ド ル

最小 月間 メ ンテ ナ ンス料金 6,050ド ル 12,450ド ル

初 納 入 1971年2月 1971年4月

人↓

一

新 システムは設計 に多 くの新 らしい概念 が と り入れ られ,こ れ まで超 大型機 ユ ーザ ー

の みが利用 で きた高 性能,大 容 量 とい う夢 を実現 してい る。 また事務計 算で も科 学計 算

で も現在使用 中の360シ リーズの プログラムを大 きな修正,再 プ ログラ ミングの必要

な く利用で きる。 さ らに高 性能記 憶装置,拡 張 され た入 出力 データ ・チ ャ・ンネル,大 容

量 デ ィスク記憶装置,毎 分2,000行 の印刷装置 とい う多 くの特徴 を備 えて い る。

370シ リーズは明 らかに ピ ック ・ユーザー,例 えばGMと か アメ リカ銀 行 とい った

と ころをね らった ものであ る。 力の あ る大手 ユ ーザ ーが新 シ リーズに乗 り換 えて ゆ くな
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か で,小 規 模 な ユ ー ザ ー に は360の 大 型 機 種 を 安 く使 え るチ ャ ン ス をつ く り,・ グ レ ー

ド ・ア ップ を ね ら って い る。

370の 最 も重 要 な 特 徴 は 個 々 の技 術 的 な もの で は な く,総 合 的 な コ ス ト ・パ フ ォー

マ ン スの 改善 に あ る とModernData誌 は 論 評 して い る。

　

雑 誌,新 聞 な どの 論 も一 般 に コス ト ・パ フ ォーーマ ンス の 向 上 を あ げ て お り,こ れ らは

い ず れ も360に 比 べ て3～5倍 ほ ど改 善 され た もの と して い る。Diebold社 や

QuntamScience社 な ど米 国 の 著 名 調 査 会 社 は,こ の 改 良 機 種 が モ デ ル の数 を増 や して

完 全 に360.と リ プ レー ス す る こ とに よ って,IBMの 指 導 的 地 位 は ゆ る ぎな い もの と

な ろ う と語 って い る。

IBMは370発 表 後,1週 間 た らず の う ち に19台 の 受 注 を受 け 好 調 な ス タ ー'ト を

切 った。 この ニ ュー ・シ リー ズ は,運 営 が 始 ま った価 格 分 離 体 制 の も とで 利 益 を一 層 あ

げ 得 るだ ろ うと み られ て い る。 す な わ ち コ ン ピ ュー タ運 営 に 実 力 の あ る3'60モ デル50

と65の ユ ーザ ー が す べ りこん で く る こ と は価 格 分 離 を や りや す くす るの で あ る。

一 方 ト・プ ・レベ ル の ユ ニザ ー以 外 にIBMは 底 辺 層 に む け て 浸 透 作 戦 を と らた
。 そ

れ が シス テム3で あ る。 ま た11月 に は プ 』 コ ン,シ ス タ ム7を 発 表,新 生 面 め 開 拓 を

計 って い る。 シス テ ム3は 既 存 の ミニ ・コ ン ピ ュー タ界 に シ 。 ック を与 え,Singer

Friedenな ど メ ー カ ーは,次 々 と シス テ ム3へ の 対 抗 機 種 を打 ち出 して きた 。

シス テ ム3は 出 荷,受 注 と も好 調 で 経 済界 の低 調 ぶ りに もか か わ らず,1970年

10月 の 時点 で 出 荷 台 数670台,受 注7,500台 を 記 録 した 。EDPIndustryReport

の 調 べ に よ
.6一と,シ ス テム3の ユ ー ザ ー は 新 規 コ ン ピ ュー タ利 用 者 が80%を 占 め た と

い う こ とで あ る。

この 機 種 はSE,ソ フ トウエ ア が 有 料 化 され,価 格 分 離 の 効 果 が 実 験 され た 。 ま た 当

初 は 存 在 しな か った が 後 に360と の 間 に オ ン ラ イ ン通 信 機 能 を持 た せ て 接 続 す る と と

もに,標 準 カ ー ドを読 み取 る こ とが で き る ア タ ッチ メ ン トを追 加 発 表 した。

な おAuerbach社 の 調 査 予 測 に よ る と,370/155,165の 後 に 続 くIBMの 戦 略

を次 の よ うに 論 評 して い る。 ・

す な わ ち(1)ラ イ ンの 下 限 に む か って モ デ ル を ふ やす.② 高 速 度 伝 送 テ ー プ ・シス テ ム

な ど新 ら しい 周 辺 装 置 の 発 表,(3)新 ら しい コ ミ ュニ ケ ー シ ョン装 置 と ソ フ トウ エ アの 発

表,(4)シ ス テ ム3の シ ス テ ム370と の 関 係 は,依 然 知 られ て い な い。IBMは シ ス テ
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ム3と 互 換性の あ る,そ れ よ りも若干 上の機 種 を発表 す るだ ろ う。(表5-3)

表5-3

シス テム/3ユ ーザーの うちわけ(台 数 の%)

シス テ ム/3

(1970年 中 期)

全 コ ン ピ ュー タ

(1970年6月)

非耐久 消 費 材 産 業

耐 久 消 費 材 産 業

金 融 業

小 売 業

サービス・ビューロー

医 療 お よ び 教 育

州および地方 自治体

そ の 他

25.9%

32.3%

5.4%

12.4%

9.0%

21%

24%

10.5%

18.0%

2α8%

16.1%

43%

9.4%

8.1%

46%

1&7%

1000% 1000%

ユ ーザーの種類別 システム/3購 入状 況(1970年7月)

新 規 ユ ーザ ー(こ れ ま で に コ ン ピ ュー タ を 設 置 して

い な か った ユ ー ザ ー)

360/20
1BMユ ー ザ ー1

130お よ び その 他 のIBMマ シン

IBM以 外 の ユ ー ザ ー お よ び 混 合 機 種 ユ ーザ ー

370シ リー ズ の 影 響

370が コ ン ピ ュー タ 業界 の 各 方 面 に お よ ぼす 影 響 は,広 く深 い もの が あ る。 す な わ

ち,そ れ は コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー は言 うに お よ ぼず 周 辺 機 器 メ ー カ ー,リ ー ス会 社,

OCRメ ー カ ー,COM,ビ ジ ネ ス ・フ ォー ム,通 信 機 器 の各 業 種 に わ た って お り,個

々の 分 野 に お け る イ ンパ ク トは さま ざ まな か た ちで あ らわ れ て い る。

こ こで は上 記 の よ うな 各 業 種 全 体 にわ た って,370シ リー ズ の お よ ぼす 影 響 を端 的

に と らえ て み た い。(表5-4)
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表5-4System370の コ ン ピュ ー タ業 界 に お よ ほ す 影 響

対 象 影 響 の 内 容 理 由 お よ び 問題 点

主要 な コ ン ・中型 か ら大型 システムの ・System/370は プ ラ イ ス/パ フ ォー マ

ピ ュ ー タ ・ 新規販 売 に打 撃 を受け る。 ンスが 高 くな って い る。

メ ー カ ー ・設置 システムか らの大 き ・System/370は 機 能 が 改 善 され て い る。

な利益 が期待 できなくなる。

・既存 の製 品の性能 をグレ ・System/370は 利 用 ユ ー ザ ー が 限定 さ

イ ド ・ア ップす る必 要 が れ て お り,370に 対 す る コ ンバ ー ジ

で て きた 。 。 ン問 題 が 残 る。

・ 正BM以 外 の大 メーカ ーが競 合可能 な

地位 をた もとうと努 力 して い る。

・小型 コ ン ピ ュー タの販 売 ・ユ ー ザ ー は370ラ イ ンの 下 限 シス テ

に微妙 な影 響が でて きた。 ムをIBMが 発表 して くる とみて い る。

小型 コン ビ ・ ミ ニ コ ン ヒ。ユ ー タ ・ メ ー ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン志 向 の 増 大 が 集 信

ユ ー タ ・ メ カーに対 す る潜在 的で は 装置 とか衛星 プ ロセ ッサ ーに対す る需

一 カ ー あるが積極的な影響があ 要 の増大 とな る。

る。(好 因) ・System/370は ミ ニ コ ン ピ ュー タ に 対

す る需要 を減 らす ことはない。

独立周辺機 ・System360用 に 設 置 さ 'System370周 辺 装 置(プ リ ンタ ー を

器 メ ー カ ー れた周辺装置は急 激に取 除 く)はSystem360で 使 用 す る こ と

り替 え られ るよ うな こと は 出 来 な い。370用 の プ リ ンタ ー は

は な い。 比 較的高価 で ある。

・System370と 互 換 性 の ・周 辺機器 メーカーはいずれ も製品 を供

ある周辺機器に対する需 給 す るた め の リー ド ・タ イ ムが 充 分 に

要が出,新 市場が形成 さ あ る。

れ る。

リー ス会 社 ・ リ ー ス 用 コ ン ピ ュ ー タ ・リー ス用System370の リ ー ス会 社 の

360の1部 に対 して悪 影 響 を考 える場合 に は システムの タイ

い影 響 をあた える。 プに よ って影響 の度合 いが異 な ること

を考慮せ ね ばな らない。 また360シ

リーズが いつ返却 され るか,そ の時点

や リー ス用 マ シ ンの償却 期間,減 価 償

却政策 な ど個 々の フ ァクターにっいて

検 討 しなけれ ばな らない。

実際 の リース会社へ の影響が でて く

るの は1972年 ご ろ で あ ろ う。
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対 象

'

影 響 の 内 容 理 由 お よ び 問題 点

リー ス会 社
L

-

1

・360の リ ーrス
1収入 が 徐

々 に低 下 す る。

・リー ス用System370は

タ イ ム シ ェア リ ング会 社

や サ ー ビス ・ビ ュ ウ ロ ウ`

に 対 して は 弱 い立 場 に な

る。

・System3β0の 再 リー ス

が む ず か し く,な りそ うだ。

・IBM以 外 の シ ス テ ム の

リー ス収 入 は大 き く期 待

で きな い。

・370の リ ー ス市 場 が 開

け る。

その 理 由 と し て は,System370は

1971年 の 後 半 で な けれ ば 出 荷 され

な い か らで あ る。 またSystem360は

37・0に よ って簡 単 に 老 朽 化 され るよ

うな ζ とは な い。

・コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・ソ フ トウエ アに

対 す る互 換 性 の 問 題 と コ ンバ ー ジ ョ ン

の 問題 が あ る。

・System370の 持 つ 大 容 量 コ ア ー お よ

びデ ィス ク,高 速 応 答 時 間 は タ イム シ

ェ ア リ ング会 社 に と って きわ め て 大 き

な 改 良 点 と な って い 、る。

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ会 社 は コ ンバ ー

ジ ョン問 題 を容 易 に 解 決 で きる。

・再 リー スが ど の程 度 う ま くで き るか は

ユ ー ザ ー の財 政 状 況,経 済 界 の動 き,

リー ス価 格,マ ー ケ テ ィ ング能 力 に か

か って い る。

・コ ンバ ー ジ ョ ン問 題 が あ るた め

・買 い取 り/リ .一 ス比 率 の 条 件 は保 留

タ イ ム シ ェ

ア リ ン グ会

社

`

・改良 された諸機能 は新規

市場 を大い に開拓 す る も

の とみ られ る。

・装置 の購 入が色 々な問題

を もた らす。

・IBMシ ステム以外の コ

ン ビ。ユー タに対す る問題

が起 る可能性 あ り。 例 え

ば他 メーカーの新 機種発

表 とそれが370に 及 ぼ

す影響

・新 ら しい
.System/370は コ ア ー,デ ィ

ス ク装 置,高 速 処 理 能 力 を持 ち,よ り

速 い レ ス ポ ンズ ・タ イ ム と大 規 模 な オ

ン ラ イ ン ・デ ー タ ・ベ ー ス を提 供 す る。

・競 争 相手 が 新 型 マ シ ン を装 備 す る こ と

に よ って,サ ー ビス 機 能 を改 善 す る可

能 性 が あ る。 ま た 減 価 償 却 期 間 が 問題

と な って く る。

・IBM370に 対 す る主 要 コ ン ヒ。ユータ・

メー カ ーの 反 応 が 重 要 な フ ァク タ ー と

な る。 例 え ばTSS会 社 は 新 規 シス テ

ムが どん な 価 格,性 能 で,い つ 発 表,

出 荷 され るか を注 意 せ ね ば な らな い。
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対 象 影 響 の 内 容 理 由 お よ び 問題 点

・社 内用 タ イ ム シ ェア リ ン ・System370は,従 来System360の

グ ・シ ス テ ム が 増 加 す る 弱 点 と な って い た タ イ ム シ ェア リ ング

こと に よ って タ イ ム シ ェ 機能 を充実 してお り,社 内利用 の機会

ア リング会社 は不利 な情 を拡 大 してい る。

況 に追 い こまれ る可能 性

が あ る。

ソ フ トウエ ・コ ンバ ー ジ ョ ン作 業 用 の ・コ ンバ ー ジ.ン 問 題 は さ ほ ど大 き く出

ア会社 仕事 は な くな った。 て は こな い。

・ ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッ ケ イ ・現 在 のSystem360ソ フ トウエ アは ,

ジは360と 同様に継続 370と 互換 性 があ るか ら。

利 用 で き る。

・新 ら しい ア プ リケ ー シ ョ ・System370は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と

ン開発 の機会 が生れ た。 デ ー タ ・ベ ー ス ・ シス テ ム用 に 新 ら し

い ア プ リケ ー シ 。 ン分 野 を切 り拓 い た 。

OCR製 造 ・大 規 模 な ユ ー ザ ー ・シス 'Data/360-OSは オ ン ・ ラ イ ン ・ デ ー

業 者 一 テ ム用 のRetypeモ ー ド タ ・エ ン トリー を提供 す る。System

に影 響あ り。 3700CR製 造 業者 に対す る影響 が ど

の程度 の ものか につい てはCPUへ の

ロー ド,タ ー ミナル を サ ポ ー トす るた

めのCPUの キ ャパ シ ィテ ィに よ る。

ビ ジネ ス ・積 極 的な好因 を もた らす ・高速 プ リンターが需要 を増大 させ る。

フ ォー ム業 で あ ろ う。
ノ

者 ・否 定 的な面;消 極 面 ・オ ンラ イ ン ・シス テム の増 加 に よ って

ビ ジ ネ ス ・フ ォー ム の 使 用 が 減 少 す る。

COM製 造 ・消 極的 マイナス面 の影響 ・COMの 市 場 は 大 量 の ア ウ ト ・プット・

業者 あ り 。 ア プ リケ ー シ ョ ンに適 し て い る。 特 に

在庫 管理 のよ うな インク ワイア リー/

レ ス ポ ンズ ・シス テ ム の よ うな 。

従 って高速 度 プ リンターはCOMの

マー ケ ッ トを 減 少 せ し め,on-lineデ

一 夕 ・ ベ ー ス ・ シ ス テ ム は プ リ ン ト ・

ア ウ トを減 少 せ しめ る。
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対 象 影 響 の 内 容 理 由 お よ び 問 題 点

デ ィ ス ク ・ ・設 置済 みの システムに対 ・System370デ ィ ス ク はSystem360

パ ック製 造 してはおだやかな影響を と互換 性がな い。 なかんず くSystem

業者 与 え て い る。 370デ ィ ス クは1971年 中 期 な い し

後期 にな らなけれ ば利用 で きない。従

っ てSystem360デ ィ ス クは引 きつ づ

き利用 され るだ ろ う。

通信装置製 ・需要 の増加 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム に 対 す

造業者 る関心 と需要 が高 ま ってい る。

価格分離の実施

1970年1月1日 を期 してIBMは,米 国 とカ ナダで価格 分離 を実施 す ると発 表 した。

これ 以外の 国,ヨ ー ロ ッパ,オ ース トラ リア,ニ ュー ジー ラ ン ド,南 ア フ リカ,日 本 は

1972年7月1日 か ら価格分 離 を行 な うと してい る。

IBMの69年6月23日 の発表 のね らいはど こにあ るのだ ろ うか。

表 面的 に考 え られ る ことは,そ れ が一 連 の独禁 法訴訟 の圧力 によ る もの だ とい うこと

であ る。 しか し実 際 はア ンチ トラス トの行方 を も計算 しつ つ,新 局面 を切 り開い てゆ こ

うとい うもので あ ろ う。価格 分離 に よ ってIBMは ソフ トウエ ア市 場,シ ステム ズ ・エ

ンジニ ア リング市場,教 育サ ー ビス市場 とい う3っ の 巨大な市場 で価格の カサ をひろげ

ることにな ったので あ る。

370の 発表 は明 らかに この新価 格体系 の発効 を意識 してい る。37'Oは 標 準 レンタ

ル価格 が1,900万 円 か ら4,300万 円で360/50の1,400万,/65の2,400万 円に比

べて高 くな ってい るがCPUの 能力 は360/50,65の5～6倍,周 辺装置 を含 んだ

総合処理能 力 は約2倍 とな ってお り,結 局 は値下 げ効 果 を生 んでい る。

Computerworld紙 は この コス ト・パ フ ォーマ ンスの向上 が価 格分離 に よるユーザ ー

の経 費負担18%～30%増 を相殺す るだ ろ うと してい る。

370シ リーズの本格大量 出荷 が始 ま るのは1972年 ごろで,こ れ は米国,カ ナダ

以外 の国の価格 分離 に タイ ミングを合 わせ た もの とい えよ う。

価 格分離 の実施 に と もな う反 響 は,す でに ユーザ ーの間 に様 々なかた ちで あ らわれ て
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お り,な か で も上 昇 必 致 とみ られ るEDPコ ス トを ど う き り抜 け るか と い った 議 論 が 多

くな され て い る。

価 格 分 離 の損 得 に つ い て は,Businessweek誌 はIBMに 有 利 とみ て お り,そ の 論 評

記 事 に よれ ば お よ そ10%程 度 の 増 収 を招 くだ ろ うと して い る。 コ ス ト上 昇 に つ い て は,

実 力 の あ る大 手 企 業 で さ え ま ぬが れ な い とみ て お り,例 え ばFord自 動 車 会 社 な ど は お

よ そ10%ぐ らい 余 分 に 支 出 せ ね ば な らな くな った と不 平 を言 って い る。 ら な み に 同社

の 現 有 コ ン ピ ュー タ台 数 は286台,う ち半 分 以 上 がIBMマ シ ンと い う こ とで あ る。

EDPb費 用 増 が ユ ー ザ ー に しわ よ せ され る と して,は っ き りとIBMに 見 切 りをつ け

た会 社 もあ る。 その う ちの ひ とっSecurityInsuranceGroupは,IBM360/30と40

を360/50に 切 り替 え よ う と して い た が 結 局Honeywel1社 の3200を 買 う こ と に決

定 した。 同 社 は こ の理 由 と して3200は か な らず し も360よ り良 くは な い が,価 格

分 離 に よ って 相 対 的 に経 済 的 マ シ ンに な った と語 って い る。

も っと もユ ーザ ー と ひ と 口 に言 って も,自 分 の と こ ろで ソ フ トウエ ア も開 発 す れ ば教

育 訓 練 も メ ン テ ナ ン ス も実 施 で き る とい うユ ー ザ ー は,サ ー ビス を受 け な い で もす む。

こ う した ユ ー ザ ー は,値 上 げ を味 わ う こ と もな く,逆 に コス トを削 減 す る こ とが で き る。

例 え ば ボ ス トンに あ る保 険 会 社JohnHancockMutUalLifeInsurance社 は,価 格 分 離

に よ って 利 益 を受 け る ユ ー ザ ー の ひ とつ で あ る。 同社 は 年 間180万 ドル(6億4,800

万 円)に もお よぶ レ ンタ ル料 を支 払 った が,価 格 分 離 に と もな う レ ン タ ル料 金 の 値 下 が

りで90,000ド ル(2,940万 円)の 費 用 が 浮 く こ と に な った と報 告 して い る。

さてModernData誌 に 「価 格 分 離 の挑 戦 」 と い う一 文 を投 稿 し たPaulD.Qyer氏

は,通 常 言 う と こ ろ の"30%値 上 げ"と い う数 字 は ユ ー ザ ーの 事 情 に よ って,そ れ ぞ

れ 違 うと して 次 の よ うに 語 って い る。

・50%ぐ ら い のEDPコ ス ト増 加 を か ぶ る ユ ー ザ ー(何 か ら何 まで コ ン ヒ。ユー ダ ・メ

ー カ ー を頼 りに す る
。 つ ま り以 前 の 一括 価 格 の 方 針 で メー カ ーに 臨 め ば そ の く らい の

負 担 を覚 悟 せ ね ば な らぬ。)

・コ ス トの 上 げ 幅5%ぐ ら い の ユ ー ザ ー(自 社 で い っ さい 合 切 で き る ス タ ッフ を獲 得

も し くは 育 成 して い る 企 業。)

こ れ に対 してIBM出 身 で デ ー タ ・デ ィメ ン ジ 。ン社 のLesterM.Gotllieb氏 は,

1970年SJCCで 「中 規 模 な ユ ー ザ ーが 価 格 分 離 に っ い て 最 も悪 影 響 を受 けるだ ろう」
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と述べ てい る。 自社 のEDPス タ ッフも高水 準の要員 が さほどに多 くな く,ハ ー ドウエ

アの利用 も不 充分 な ユーザ ーが一番 損 をす るであ ろ うと言 うの だ。 彼 はむ しろメーカ ー

だ けに頼 らず,外 部の コン ピュー テ ィング ・サ ー ビスやサ 元ドー ト・サ ー ビス を巧 みに利

用 す る小規模 ユ ーザ ーの方 が有利 であ ろ うと語 ってい る。'

IBMの 価格 分離 は,こ うしてユ ーザ ーの間に も様 々な模索努 力 を要求 しつ つ展 開 し

て い る。

ア ンチ トラス トの行方

IBMを 独 禁 法 違 反 で 訴 えて い た と ころ の うち,1970年8月 か ら9月 に か け て4

つ の 示談 が 成 立 した 。

IBMが 示 談 に 持 ち こん だ の はADR,Programatics,LeVinTownsend,DPF&G

で あ る。 訴 訟 取 下 げ の条 件 は 各 社 様 々で あ る。

xADR-IBMはADRに140万 ドル(5億400万 円)に の ぼ る賠 償 金 を支 払

う。 この140万 ドル はADR社 長JohnR.Bennet氏 に よ る と法 廷 闘争 費 用 を含 む

営 業 妨 害 に 対 す る賠 償 金 で あ る と の こ と。 な おADRは 前 述 の140万 ドル の賠 償

支 払 の 外,ADR製 の パ ッケ ー.ジ ・AutoFlow60万 ドル相 当 をIBMに 売 り込 も う

と して い る。

界Programatics-ProgramaticsはADRの 子 会 社 で あ った が ・ 最 近 ロス ア ンゼ ル

ス のComputerMachinery社 が 吸 収 し,示 談 の 原 因 と な った 。

xDPF&G(DataProcessingFinancia1&General社)-IBMはDPF&Gに 法 廷'

闘 争 費 用 を支 払 う こ と,さ らに4,200万 ドル に お よ ぶIBMに 対 す る負 債 の 償 却 期 間

を繰 り延 べ る とい う もの 。

以 上 の一 連 の示 談 成 立 に よ って,IBMの 肩 の 荷 は多 少 楽 に な った が,し か しIBM

を 脅 か す 最 も重 大 な2つ の 独 禁 法 民 事 訴 訟 が いぜ ん 係 争 中 で あ る。 ひ とつ は ニ ュー ヨー

ク連 邦 地 方 裁 に お け る司 法 省 の 独 禁 法 民 事 訴 訟 で あ り,も うひ とつ はCDCの 訴 訟 で あ

る。 両 方 と も,特 に 司 法 省 の 訴 訟 の 行方 はIBMに と って 簡 単 に は 結 着 の つ き そ う もな

い 一 件 と見 られ る。

さてIBMが 依 然 と して残 る ア ンチ トラ ス トの 脅 威 を ど う感 じて い る か を うか が わせ

る ニ ュ ー スが,1970年 末 の11月 に 米 業界 紙ElectronicNewsに よ って 流 され て
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きた。

IBM,SBCを 売却 か?と い う観測 記事 が それ であ る。係 争中 のIBM訴 訟 はあ るいは

同意 条項で結着 がつ きそ うだと同紙 は見 てお り,こ れ に関連 して一 部有 力筋で はIBM

が子 会社SBCを 売却す るか もしれ な いと してい る。

現在 の と ころ業界で は公 けにIBMと 話 し合 いに入 ってい る企 業は ないが,一 部 の大

きな サ ー ビス ・ビ ュー ロ ウの重役 が語 る ところに よる と トヅプ ・レベ ルでの交 渉がす す

め られ てい ると伝 え られ る。業界 の多 くはSBCの 売却可能 性 につ い て疑 問の念 を持 っ

て い るが,観 測筋 ではIBMは 高利 潤 をあげて い るハ ー ドウエ アとソ フ トウエ ア活動 を

ア ンチ トラス トか らの攻撃 か ら守 るた めに,・SBC売 却 を決 意 してい る もの とみてい る。

ところでSBCは ここ1年 間 ぐらいの間 に全 国 のオ フ ィス を25%が た 閉鎖す るとい う

動 きに出て お り,さ らに11月 は じめの時点 で はい ったん ソフ トウエア ・サ ー ビス活 動

を停止 してい る。

また推定4,000万 ドル といわれ るバ ッチ処 理 ビジネ スか ら手 を引 き,推 定500万 ド

ルか ら2,000万 ドル とみ られ るタ イム シェア リング ・ビジネスに主力 を移 しつつ あ る。

こ うした ことか らSBC買 い取 りに一 番情熱 を持 ってい るのは ・Leascoと かADPと い

った最近TSSビ ジネ スに本格 的に エ ン トリー して きた会社で あ ると と りざた されて い

るのだ。

なおSBCのTSSサ ー ビス価格 は ライバ ルが充分 た ら うちで きるてい どの低 さに お

さえて あ り,こ れは コンセ ン ト・デク リー(同 意条項)を 意識 しての ことで あ る。

5-2史 上最大の合併劇

－HoneywellとGE－

コ ンピュータ産 業 は じま って以来 の合併 として内外 をわかせ た ビ ッグ ・メーカー同志

の合併 劇は全 く秘 密裏 に行 なわれ た。

1970年5月 にHoneywellがGEの コン ビs－ 夕事 業部 の主要 部門 を合併 す ると発

表 した とき,ウ ォール街 はHoneywellの 株価 を16.5ド ル も落 して意志 表示 を した。す な

わ ちGEの コン ビ。ユ一夕部 門 はそれ ほ ど評 判が悪 か ったわ けだ。表面 的な数字 だ けで見

るとた しかに従来2位 の座 にあ?たUNIVACを 抜 いてIBMに 次 ぐ地位 を占めたが,本
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当 のGE+Honeywellの 実 力 が 単 な るた し算 で 実 現 した とみ るの は 早 計 で あ る。

合 併 に と もな う内部 組 織 の統 一 と人 心 の掌 握,さ らに は生 産 と マ ー ケ テ ィ ン グの カ ラ

ー調 整 な ど難 問 が 横 た わ って い る。 事 実 合 併 の 結 果 は 前 年 比6%減(1970年 度 出荷

額)と い う結 果 で6億 ドル を 割 る もの だ った 。 しか し こ う した ハ ー ドル を飛 び越 えて 合

併 の 威 力 を発 揮 しよ う と懸 命 の 組 織 努 力 が は らわ れ て い る。

今 度 の 合 併 に は,且oneywel1社 コ ン ピ ュー タ部 門 の 全 て とGE社 ビ ジ ネ ス ・コ ン ヒ。ユ

一 夕部 門 の全 て が 含 ま れ る
。 ま たGE社 コ ン ビ。ユー タ事 業 の 大 きな 部 分 を 占 め る海 外 事

業 部,仏 のBull-GE,伊 のGE.InformationSystemsItaria等 も 合 併 の 対 象 に な って

い る。 た だ し,GEのF.J.Borch会 長 に よれ ば,同 社 の タ イ ム シ ェ ア リ ング ・サ ー ビス・

コ ン ピ ュー タ通 信 装 置 な ら びに プ ロセ ス ・コ ン ビ。ユ一 夕事 業 は,Honeywell社 と の 交 渉

に は 含 ま れ な い 。 両 部 門 合 併 後 は,こ れ を統 合 し て新 会 社 が 組 織 され る こと に な って お

り,出 資 比 率 はHoneywell81.5%,GE18.5%,経 営 権 はHoneywel1社 が 持 つ 。 こ

れ と同 時 に,GE社 はHoneywell社 か ら現 金1億1,100万 ドル(399億6,000万 円)

と 普 通 株150万 株 を受 け と る こ とに な った 。

ヨ

統合の背景と影響

Honeywell社 のJamesH.Binger会 長 に よれ ば,今 回の交渉 は,同 社 とGE社 の

コ ンピュータ事業部 を統合 し,新 会社 の支配 下 にお くこ とに よ って,研 究 ・開発 資金 の

二重投 資 をな くし,資 金 を有効 に使 うた めで あ る。同時 に,両 社の得意 な分野 を生か し,

シ ェアーでは第2位 のUnivacを 抜 き去 り,IBMに 追撃 す る ことに大 きな意義 があ る。

さ らに 同会長 は この計 画 の利 点につ いて次の よ うに語 る。 「新会社 は,Honeywell社 が

現在 提供 してい るよ りもさ らに小型 あ るいは大型 のGE製 コンピ ュー タを入手 し,広 範

な マ シンで,広 くユ ーザ ー を獲 得す ることがで きる。 またGE社 が得意 と してい る ヨー

ロ ッパ市 場は,Honeywell社 が英 国 をは じめ,他 の 欧州市場で強 力な地位 を築 くことに

役立つ 。 さ ら9に・Honeywe11社 の強力 な販売部 隊 を,GEの 仏子会社,Bu11-GEが 生産 し

た小型 コ ンピ ュー タの販 売支援 にあ って,一 挙 に多大 の顧客獲得 をねち うことができる。」

一方GE側 か ら見れ ば ,今 後 の統合 は従来 お荷 物 とな って いた ビ ジネス ・コ ンピ ュータ

事 業部 を,Honeywell社 との提携 で新会社 の支配下 に送 り込 み,無 駄 な投 資 を減 らし,

同時に新会社 でか ねてのね らい,業 界第二位 を実現す る ことにあ る。
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GE社 が コン ピュー タ分野 に進 出 した のは1956年,当 時同社幹部 の中 に は,こ の

分 野でIBMと わた り合 って行 け るか ど うか,懸 念 す る者が いた。 しか し,1963年

HaroldStrickland副 社長 は 「我 々は こ こ2,3年 の うちに第2位 にな ってみせ る。」

と豪 語 していた。 に もか かわ らず,結 局彼 の見 通 しは誤 った もの.とな り,同 社 の コ ン ビ。

ユ一 夕事業 は,昨 年 よ うや く収 支 とん とんの状 態 にな った。 ヨー ロ ッパ の子会社 は,こ

れ まで2億 ドル(720億 円)以 上 の損 失 を計 上 した あげ く,昨 年 は じめて黒字 を出 し

た。 それ まで 米国本社 が尻 ぬ ぐい を して資金調 達等色 々なめん ど うを見 て きたが,今 や

その資金 す ら枯 渇 して しま った。 あげ くの果 て,14週 間 も続 い たス トラ イキ,予 期 も

しなか った他 の分野 の損 失,さ らには米経 済 の後退 によ る事 業不振 な どで,今 年度第1.

四半期 には4,300万 ドルの赤字 を計上 した。 こう した不 振 をはねか え し,ま た来 るべ き

次世代 の コ ン ピュー タを研究開発 段階 か ら,製 作 段階 に移行す る際の膨 大 な資金 を確保

す るため,同 社 は事業 の削減 にふみ切 った訳 で あ る。今後 同社 は1959年 以来,ず っ

と落 ち込 んで きた利 益率 の向上 に専 念 して行 くことに な ろ う。

世界的大企 業 同士の提携 だ けに,そ の及 ぼす影 響は大 きい。 日本 で も日本 電気 が

Honeywellと,東 京 芝浦電 気がGEと コ ン ピュー タ関係 の技 術提携 して お り,日 本 の コ

ン ピュー タ業界 に も何 らかの形 で,影 響が 出 るの は必 至 と見 られ る。 目下,各 国,各 企

業 と も新会社設 立 の成 り行 きを静観 して い る。 また今 度 の統 合で は,仏 か ら大 きな反 響

があが った 。 とい うのは,同 国に あ るGEの 子 会社,Bull-GEが この合併 の結 果,新 会

社 の支 配下 に組み入れ られ るか らで あ る。

フラ ンス政府 はBull-GEの 所 有権移行 に伴 い,フ ラ ンス国 内で レイ ・オ フを行 なわ な

い こと,研 究 セ ンターを アメ リカに移 さぬ ことな どを条件 に新会社 設立 に同意 した。

と ころで今 回の統合 は ユーザーか ら見れ ば どんな意 味があ るのだ ろ うか。一般 的に見

れ ば新 会社 設立 は,ユ ーザ ーに とって は有利 に な ると見 られて い る。例 えばHoneywell

の コン ピュータにGEの ター ミナル とい った具合 に,単 一 の ソースか ら幅広 く周辺機 器

を選択 す ることが で きる。同時 にHoneywe11社 か ら大規模 なサ ー ビス・サポー トを受 け

ること もで きる。 問題 は システムの互換 性で あ るが,こ れ についてGEの ユー ザーは,

コンパ イ ラーの開発 に よ って,ソ フ トウエアの互 換性 とい う問題 を解 決で きると提案 し

てい る。 また 他 の筋 は,互 換 性の問題 が解 決す る前 に,新 らしい コ ンピ ュータ ・ファ ミ

リーが登 場す るだ ろ うと推測 してい る。 もうひ とっの 問題 点 と して指摘 され てい るの は,
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タ イム シェア リング分 野に おけ る活動 について であ る。

既述 の よ うに,今 度 の統合 には,GEの タ イムシ ェア リング部門 は含 まれ てい ない。

この結 果,Honeywell社 の タ イム シェア リング ・ビジネスはGEの おは こ とす る この分

野 で,同 一 の ソースか ら機器 とサ ー ビス を受 けなが ら競合 して行 かね ばな らない はめに

な る。

ヨー ロッパに与 える合併 の影 響

合 併 後 のHoneywe11-GEは ヨ ー ロ ッパ で か な りの 勢 力 とな るで あ ろ う。 本 年 始 め

EDP/IRが 行 な った 調 査 に よ る と ヨー ロ ッパ ・コ ン ビ=一 夕総 市 場 の うち,GEの シ

ェ ア ー は1,2%,Honeywellは2.76%で あ った 。 だ か ら両 者 を合 わ せ る と4%以 上 に

な るわ け だ 。 た だ し これ に はGEの マ シ ンは合 衆 国 製 の み が 含 まれ た 数 字 な の だ。

さて この 数 字 は マ ー ケ ッ トの バ リ ュー(金 額)だ けで は な く台 数 シ ェ アー の 大 きな 事

も意 味 して い る。 ユ ーザ ー設 置 台 数,こ れ に は 受 注 も含 む が,の 観 点 か らは 全 ヨー ロ ッ

パ市 場 の14.5%と な る。 そ して フ ラ ンス一 国 に 限 って言 えば 推 定28%に な るはず で

あ る。 これ に は 老 朽 化 して 代替 期 に あ るBu11社 のGamma10コ ン ピ ュー タ約1,500

台 と そ の 他 雑 多 な 旧 式 の マ シ ンが 含 まれ る。

Honeywel1は 最 近 ヨー ロ ッパ で 小 型 コ ン ピ ュー タ100シ リー ズ に え ら く力 を入 れ て い

る。

特 に現 在 同 社 は,西 独 と フラ ン スで活 躍 して い る。

一 方 英 国 で は
,市 場 の た った2.2%し か 占 有 し て い な い 。 しか しな が ら合 併 が 同 時 に

同 社 の ゴ ン ヒ。ユー タ ・コ ン トロ ー ル 事 業 部 の 製 品 に と って,増 大 す る市 場 に 通 ず る ドア

ー を開 い た 事 は 疑 い もな い こ とで あ る
。(表5-5)

o
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表5-5 一設 置台数 によ る ヨー ロッパ市 場各 社の シ ェアー(台 数)

(受 注 を含む)(%)

■

●

英 国
一

フ フ ンス 1西 独
全 ヨー ロ ッパ

GE 2.2 25 8.0 11.8

Honeywell 5.6 3 1.8 2.7

合 計 7.8 28 9.8 14.5

IBM 38 56 56 49.5

Univac 2.3 2.5 8.8 3.9

Burroughs 2.1 0.9 0.6

NCR 2.6 2.0 2 3.0

CDC 0.75 1.5
一

ICL 42 2.6 2 21

CII 5 2.5
一

Siemens 13 2.4

総 計 94.8 97.75 93.1 97.4

、

Honeywellコ ン ピュ ー タ部 門 堅 調

(1970年EDP/IR6-3)

レ
1969年 ・Honeywe11社 の コ ン ピ ュー タ 出荷 額 は前 年 に 比 べ て15%増 の3億

4,000万 ドル(1,224億 円)と な った 。 同 社 の コ ン ピ ュー タ 関連 事 業 はComputer

CommunicationsGroupを 頂 点 に して 行 な わ れ て お り
,1969年 度 はHoneywe11社

の 総 売 上 高14億 ドル(5 ,040億 円)の25%を こ の 分 野 で あげ て い る。

Honeywell社 の 活 動 状 況 をみ て み る と1969年 は 世 界 市 場 よ り も米 国 市 場 で 重 点 的

に動 き,成 功 を収 め て い る。 好 調 を伝 え られ る主 な シス テ ム に は
,1250,2200,8200,

125,120な ど が あ る。

ま た1969年 後 半 か ら70年 末 に か け てHoneywel1社 は 事 業 の・ワ ク を拡 大 し て い る
。

そ の第1はInfbrmationServices事 業 部 の 教 育用 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クの 建 設 で
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EDINETC(EducationInstructionNetwork)と 呼 ば れ る タ イ ム シ ェ ア リン グ部 門 へ の

表5-6進 出 で あ る
、,セ ン タ ー の第 一 号 が ミ

ネ ア ポ リス に オ ー プ ン した の は70

年9月1日 で あ る。 同社 は ミネ ソタ

州 の50以 上 の 学 校 を対 象 と し,さ

らに は 全 米 各地 に セ ンタ ー を設 立 し

て ゆ く予 定 で あ る 。

さ らに70年11月 の 発 表 に よ る

と注 目 の 店 頭 販 売 シス テ ム(POS)に

も大 々的 に進 出 す る と して い る。 同

社 のPOSシ ス テ ム の 名 称 はTraCom

と 言 い,全 国 的 チ ェー ン ・ネ ッ トワ

ー ク を持 つ フ ァー ス ト ・フー ドチ ェ

ー ンの2店 で テ ス ト中 で あ る。

1.500

1.000

950

900

850

800

750

Computer

Control部 門

Communications

部 門

Information

Service部 門

DataProducts

部 門

H・neyW・11'血 ・・ 売 上 高(1
.42,,993,…)

(1.281,299,990)

(735.000.DOO)

700

(単 位100万 ドル)

65

60

55

50

45

40

35

(単 位100万 ドル)

シ リー ズ200

コ ン ピュー タ ・シス テム

シ リー ズ16

(タ イ ム シ ェア リ ング

用H1648を 含 む)

特 殊 な 通 信 シス テ ムの

開 発

タ イ ム シ ェア リ ン グ

リモ ー ト ・バ ッチ処 理

バ ッチ処 理 ,

ソ フ トウ エ ア

キ ー ・テ ー プ,

芳 スク ・パ ックの 製 造

Honeywell,lnc・ 純利益

(62」481.426)

(38.200.000)

(50.544.560)
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な おHoneywell社 は1969年14億 ドル(5,040億 円)を 売 上 げ て お り,コ ン ビ。ユ

一 夕関 係 部 門 の 売 上 げ は全 体 の25%に 達 した
。 コ ン ピ ュー タ関 係 の部 門 名 と事 業 内 容

は 表5-6の と お りで あ る 。

な お1969年,Honeywell社 の 総 売 上 高 は1,425,993,204ド ル に,純 利 益 は

62,481,426ド ル に 達iし た 。(図5-3)

5-3RCAの 横 ど り作 戦

'

●

●

1957年 に赤字 の川に飛 び込んで 以来,あ ま りぱ っと しなか ったRCAは,IBMと

その新鋭機,シ ス テム370に 挑戦 しよ うと した。業界 で は これ を 自殺 的突撃 と見 るむ

きもあ るが,BusinessWeek誌 はそ うは考 えて いない。 この理 由 は,今 度RCAが 発

表 した新製 品は,ブ ロー ド・ライ ンであ るとい うこ とで,そ の大胆 な新 機種発 表の裏 に

は,何 か新 らしい最良 の戦略 があ るよ うに見 え るか らだ。

RCAコ ンピュータ事 業部 の積 極 的動 きの裏 に は,2人 の人物 が居 ることを銘記すべ

きであ ろ う。1人 は事 業部 マネ ジ ャーLE.Donegan,も う1人 はRobert.W.Sarnoff

会長 であ る。70年 代 を天下分 け 目の 関ケ原 と見 たSarnoff会 長 は,昨 年IBMか ら

Doneganを 引 き抜 いた。SBC(ServiceBureau社)副 社長 の イスにあ った彼 は,今

やRCAコ ンピュータ事 業部 マネ ジャー として,事 業部 の空気 を一 変 して しま った。

RCAに 入 って1年 余,DoneganはIBMか ら引 き抜 いた8人 の重要人物 と,彼 よ り早

くRCAに 移 って いたIBM育 ちの30人 の男 を まとめて きた。

1969年 に コ ンピュー タ生産高が 若干後退 したのに もかかわ らずDoneganは 強気 の

作戦 を と った。 彼の 目標 は3つ

・1972年 までに,米 国内で第2の コン ピュー タ企業 にな る こと。

・1975年 までに,米 国 コン ビDユ一 夕市 場の10%を 確保 す ること。

・国際市 場 に 目を向 け ること。 、

上記3つ の 目標 はいずれ も現 在のRCAに と っては きわ めて遠大 な志 と言 え よ う。 し

か し,こ の 目標 に達 す る意気 がな けれ ば激動 す る この業界でRCAは あ るい は生 き残れ

ぬか もしれ な い。Doneganがt横 ど り作 戦"と 称 した新機種発表 の成功 いかんがRCA

の将来 を決 め るで あ ろう。
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横 取 り 作 戦

DoneganはRCAの セ ー ル ス戦 略 を称 し て,"横 取 り作 戦"と 言 う。 つ ま り彼 の ね ら

い は,新 機 種 を武 器 に,IBM360,370の お 客 を10%が た い た だ こ う とい う もの

だ 。360の ユ ー ザ ーで,上 位 の 機 種 に グ レ イ ド ・ア ップ し よ う と して い るお 客 を,

RCAは 横 取 りしよ う と い うわ け で あ る。

この 魂 胆 は,新 機種 に そ の ま ま あ らわ れ て い る。 例 え ば,ニ ュー ・モ デ ル は 何 れ も

360,370と 互 換 性 が あ るが,コ ンバ ー ジ ョ ン ・コス トを最 小 限 に す るた め,内 部 オ

ペ レ ー テ ィン グの 特 徴 を,で き る だ けIBMの マ シ ンに似 せ て い る。 さ らに 巨大 な競 争

相 手 を向 うに 回す た め,IBMよ り も有 利 な リー ス/買 取 りオ プ シ 。ン を提 供 す る と思

わ れ る。 プ ロ グ ラ ミ ング ・サ ー ビス お よ び周 辺 機 器 にっ い て は,ユ ー ザ ー に対 し一 括 購

入 な い し分 離 購 入 の何 れ を採 って もよ い と い う選 択 権 を与 え るだ ろ う。

工BMの シ ス テ ム370と 同 様,RCAの 新 らし い コ ン ビ。ユー タ は,コ ス ト/パ フ ォ

ー マ ンス を ぐん と 高 めて い る
。 また 新 型 機 は,プ ロ グ ラ ミ ング お よ び そ の 他 の 点 で,

370に マ ッチす る よ うに 設計 され て い る。 これ はDoneganの 言 う"横 取 り作 戦"の 核

心 で もあ る。 た とえ ばDoneganは,次 の よ うな 点 を指 摘 す る。す な わ ち360/50と い

った 中 型 か ら大 型 の シス テ ム を持 って い る お客 に は,370に グ レ イ ド ・ア ップす るた

めに は,こ れ ま で 支払 って い た レ ン タル 料 よ り50%程 多 く支 払 う こ と に な るだ ろ う。

これ に よ って ユ ー ザ ー は,3.5倍 の コ ン ピ ュー テ ィ ン グ ・パ ワ ー を手 に 入 れ る。 これ は

Doneganに よ れ ば,ほ と ん どの ユ ー ザ ーが 欲 して い た 以 上 の 大 きな コ ス ト/パ フ ォー マ

ンス を 実現 し た もの だ 。

一 方 新 らし いRCAの コ ン ビ。ユ一 夕は ,IBM360/50の レ ン タル 料 よ り20%が

た 余 計 に払 って,2倍 以 上 の コ ン ピ ュー テ ィ ング ・パ ワー を ユ ー ザ ーに 与 え るの で あ る。

ア プ ローチ のちがい

新 ら しい コ ン ピ ュー タの 設 計 に あ た って,]BMとRCAが 採 用 した ア プ ロー チ は 著

し く異 な った もの で あ る。IBMの370シ ス テ ム は,"cacheシ ス テ ム"と 呼 ばれ る同

じ メ モ リ ・バ ッ フ ァー ・シス テ ム を 使 用 して い る 。 この シス テ ム は,360/85と そ の

後 の360/195で 初 め て 紹 介 され た もの で あ る 。"cache"技 術 は,比 較 的 低 速 の メ
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イ ン ・メ モ リー を使 って い る間 に,小 型 の 高 速 バ ッフ ァ ・メ モ リか らア クセ スす る こ と

に よ って,CPUが 極 め て 高 速 な 内 部 ス ピー ドを 出 せ る よ うに す る もの で あ る。

RCAの ア プ ロー チ は,"page"と 呼 ばれ る,プ ロ グ ラム ・セ グ メ ン ト用 の ス トレ ー

ジ ・ス ペ ー ス と して活 動 す る高 速 予 備 記 憶 を 引 き出 す こ と だ。 これ は メ ガ ・バ イ ト級 の

容 量 を持 ち,特 に タ イ ム シ ェ ア リ ン グや そ の 他 マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ア プ リケ ー シ

・ ンに と って価 値 が あ る。"VirtUalmemOry"と 呼 ばれ る との シス テ ム は,プ ロ グ ラム

に あ た か も実質 的 に 利 用 可 能 な無 制 限 な メ モ リー を与 え る もの で あ る。

も う一 つ,RCAの 新 機 種 で 特 異 な 点 は,標 準 化 され た メ モ リ(standardized

memory)を 持 って い る こ とだ 。RCAは 新 型 モ デル 発 表 に あ た って ,特 に この 点 を強

調 して い る。RCAは 標 準 化 され た メ モ リの 利 点 を次 の よ うに述 べ る。

・ほ とん どの メ ー カ ーは ,異 な った 機 種 に は 各 々異 な った メモ リを生 産 して い る。 メ モ

リを標 準 化 す れ ば,同 じ メ モ リを 大 量 に 生 産 す る こ と で生 産 コス トを大 幅 に 引 き下 げ

られ る。 つ ま りユ ー ザ ー も メ モ リを 安 く入 手 で き る こ とに な る訳 だ。 この コ ス ト引 き

下 げ の 結 果 は,RCA6とIBM370/155に 明 確 に 現 わ れ て い る
。

・標 準 化 に よ って ,メ モ リは プ ロ セ ッサ ー か ら プ ロ セ ッサ ーへ 簡 単 に 拡 張 され,転 換 で

　

き る。 これ は マル チ ・シ ス テ ム で特 に 重 要 で,オ ペ レー タは こ の融 通 性 に よ って,全

シス テム か ら高 度 な ス ル ー ・プ ッ トを得 られ る 。

・メ モ リの ス ウ ィ ッチ が 可 能 で あ るか ら
,各 メ モ リは イ ン ター チ ェ ン ジす る こ とが で き

る。 これ は バ ック ア ップ ・コ ン ピ ュー タが 必 要 と され る オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム で 大 き

な効 果 を発 揮 す る。 つ ま りメ モ リの 標 準 化 に よ って,バ ック ア ップ ・コ ン ビ。ユー タ は

もは や 同 じ機 種 で な く と もよ い 。 例 え ば 現 在IBM360/50を 入 れ て,バ ック ア ッ

プ用 と して も う1台360/50を 導 入 して い るユ ーザ ー は,RCA7を 入 れ て ,そ の

バ ック ア ップ と して よ り小型 のRCA3を 入 れ れ ば い い こ とに な る
。 これ に よ って,

全 シス テ ム の 導 入 コ ス トは,大 幅 に節 減 で き る こ とに な る。

RCAの 一 連 の 新 機 種 が,IBMユ ー ザ ー の360か ら370へ の 移 行 を さ え ぎ り,

そ れ を横 取 りし よ うと す る意 図 が あ る こ とは 前 に 触 れ た 。RCAの 機 種 がIBMの ど の

機 種 をね ら って い るの か,そ の パ ワ ー を比 較 して見 よ う。

'RCAの モ デ ル2は ,コ ス トとパ ワ ーの 両 面 で,IBM360/30,360/40,そ

れ と シス テム370/145に 照 準 を あ て て い る。 ま た 同 機 種 は,シ ス テ ム370の4
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番手370/135と 直接 の競合機種 にな る もの と思われ る。バ ーチ ャル ・メモ リを備

えたRCA3は,RCA2と 同 じ分 野 をね ら・てい るが・.よ り・ス トの高 い機種 酬

象 に して い る 。

RCA6そ し て 同 機 種 の バ ー チ ャル ・メ モ リ ・バ ー ジ 。 ンRCA7は,IBM360/

40,360/50そ し て370/155を ね ら って い る。

・RCAの 新 機 種 とIBMコ ン ピ ュー タ の メ モ リを比 較 す る と,RCA2お よ びRCA

3は,360/30の65K,360/40の128Kに 比 し,各 々512Kバ イ トま で

持 て る。RCA6お よ び7は,360/50の512Kに 対 し,2メ ガ ・バ イ トま で ア

ップで き る。

.RCA3は,2万 ドル の 価 格 で,バ ー チ ャル ・メ モ リ(2メ ガ ・バ イ トま で)を 備 え

た 最 初 の マ シ ンで あ る。RCA7は8メ ガ ・バ イ トの バ ー チ ャル ・メ モ リを持 ち,価

.格 は36,000ド ル ～37,000ド ル.IBMは370ラ イ ンで は パ ー チ ・ル'メ モ リを

発 表 して い な い 。

・RCAの 新 機 種 は,周 辺 機 器 と し て1分 間1600行 の う イ ン プ リン タ,160-320

KBテ ー プ ・ ドラ イ ヴ,そ れ に ヴ ィデ オ ・コ ンソ ー ル を含 む 。

.RCAとIBMコ ン ピ ュー タの 比 較 は 表5-7の よ う にな る。 表 中ttパ ワ ー"と い う

の は,IBM360/50を1.0と し,イ ンス トラ ク シ 。 ン と ジ 。ブ実 行 のIBMの ミ

ック ス ・テ ス トに もとつ い て い る。 な お シス テ ム370/135お よ び370/145に

つ い て は,rBMで な い外 部 ソ ー ス の 報 告 に も とつ い て い る。(表5-7,図5-4)

■

4

、

■

表5-7
イ

.

メ モ リ 機 種 パ ワ ー 月 間 レ ンタ ル料

(1,000ド ル)

256K 360/50 1.0 14.1

512K 360/50 1.0 19.3

512K 370/155 3.5 21.5

512K RCA6 2.1 16.4

512K RCA7 1.9 17.6

512K 370/145 1.4～1.9 18.0
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65K 360/30 0.26 4.0

131K 360/40 0.45 6.5

131K 370/135 0.70 5.2

131K 370/145 1.90 7.9

131K RCA2 0.69 5.9

131K RCA3 α55 9.4

●

、

3.000
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(Z377.048.OOO)

2,000

(単 位100万 ドル)
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RCACorp-1
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純利益
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●100

(単 位100万 ドル)

●

(151.283,000)
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図5-4

5-4 そ の 他 の メ ー カー

Burroughs

同社 は主 要 メー カーの 中で もNCRに 続 いて一段 と出荷 高 をの ば し,68年 の第6位

か ら第4位 に進 出 した。 これは主 に中型機3500の 好調 に よる もので,同 機は こ こ3年

間,2%,6%,9%と 着 実に出荷 高 を伸 ば して い る。

同社 の69年 度 の活 動 はほ とん どハ ー ドウエ アに集 中 され た。特 にTC-500タ ー ミ

ナルは好評 を得,Burroughs社 の顧客 だ けで な く,IBMの ユ ーザーか らも注 文 を受 け
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た 。 タ ー ミナル の 外 で は,キ ー ・ツ ー ・テ ー プ装 置,キ ー ・パ ンチ,COM(コ ン ピ ュ

ー タ ・ア ウ トプ ッ ト ・マ イ ク ロ フ ィル ム)等 の 各 装 置 に も力 を入 れ て い る
。

Burroughs社 の 昨 年 度 売 上 げ 高 は7億5,900万 ドル(2,732億4,000万 円),う ち

コ ン ヒ。ユ ー タ装 置 か らは41%,3億1 ,500万 ドル(1,134億 円)を あ げ て い る。70

年,あ るい は71年 中 に,コ ン ピ ュー タの 売 上 げ が 総 収 入 の 半 分 以上 に な る こ と は 間違

い な い と思 わ れ る。(図5-5)

UNIVAC社

同社 は コ ンピュータの設置金 額,出 荷 高で依然IBMに 次 ぐ地位 を堅持 してい る。特

に同社 は世界市 場で活発 な活動 を見せ てお り,昨 年,総 出荷 高の40%は 米 国外 に向 け

た もので あ った。

1969年 に出荷 され た主な コン ビ。ユ一 夕は1108,9300,9200,9400の 各

機種 であ った。 なかで も小型機 の9200は 好調で,昨 年の小 型機の 出荷 高 は12%ア
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ップして い る。 また中型機9400の 初 出荷 で中型 機の出荷 高 は3%伸 びた。

UNIVACは 昨年来,周 辺機器 に一層 の力 を入 れ急 激に拡 大す る周 辺機器市 場 に的 を し

ぼ って い る。

UNIVAC社 は親会社SperryRandに と って,今 で はな くて はな らぬ重 要 な存在 にな

ってい る。69年 度 は同社 の総売上 げ高17億2,000万 ドル(6,192億 円)の29%相

当,す なわ ち5億 ドル(1,800億 円)を 汎用 コン ピュー タか ら上 げて い る。

ControlData社

1969年,同 社 の 出 荷 高 は68年 よ り15%減 少 し,2億5,500万 ドル(918億 円)

で あ った。 出 荷 され た コ ン ピ ュー タ の59%は6600で,超 大 型 機7600は2台 が

出荷 され た 。

CDCは こ の と こ ろ連 邦 政 府 関 係 の 受 注 が 伸 び悩 ん で い るが,周 辺 機 器 に 関 して は他

の 主 要 ハ ー ドウエ ア ・メ ー カ ー に売 り込 む等,こ の 分 野 に 強 い と こ ろ を見 せ て い る。 ま

た,Cybernetサ ー ビスの ネ ッ トワ ー ク拡 大 は 依 然 続 け て お り,オ ン ラ イ ン ・バ ッチ ・

サ ー ビス に も多 大 の 努 力 を払 って い る。

さ らに1970年 は 独 立 電 話 会 社 で は,全 米 第2位 のGT&E(GeneralTelephone

&Electronics社)と 組 ん で 株 式 仲 介 人 む け の デ ー タ伝 送 サ ー ビ ス専 門 企 業 を設 立 し た。

合 弁 会 社 の 名 前 はBrokerageTransactionServices社 と い う。

NCR社

同 社 の 出荷 高 は著 しい 増 加 をみ せ,主 要 メ ー カ ー 中 で も最 高 の90%。69年 の 出 荷

高 は1億9,500万 ドル(702億 円)で,出 荷 高 に よ る シ ェア は1.5%か ら2.7%ヘ ア

ップ し た。 出荷 され た コ ン ピ ュー タ は 大 半 が 小 型 機 セ ンチ ュ リー100お よ び200で,

こ の シ リー ズ は 今 後 と も好 調 に 伸 び る と思 わ れ る。

IDCの 予 測 で は,今 年 もNCRの 出 荷 高 は30～40%伸 び る と い う。NCRの69

年 度 総 売 上 げ 高 は18億 ドル(6,480億 円),う ち コ ン ピ ュー タ 関 連 事 業 の 売 り上 げ は

1億7,500万 ドル(630億 円)で15%。 し か し,NCRは キ ャ ッシ ュ ・レ ジス タ ー

や会 計 機 よ り もむ し ろ,最 近 の 広 告 キ ャ ンペ ー ンに は"NCRミ ー ンズ ・コ ン ピュータ"

と 銘 打 っ ほ ど コ ン ピ ュー タ に 熱 を入 れ て い る。
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XeroxDataSystems社

同 社 の出 荷 高 は68年 と ほ とん ど変 らず,7,500万 ドル(270億 円)。

XDSは1974年 ま で に総 売 上 げ 高4億5 ,000万 ドル(1,620億 円)を 目標 に して

い る。 これ は コ ン ピ ュー タ業 界 に あ って は決 して不 可 能 事 で は な い が
,XDSに と って

は ち と荷 が 重 い と思 わ れ る。

GeneralElectric社

同 社 の 出荷 高 は68年 か ら16%上 り,2億9,000万 ドル(1 ,044億 円)に 達 した 。

これ は主 に 米 国 外 で,特 に 仏 のBull-GE ,伊 のGEInformationSystemsItalia

の 活 躍 に 負 う と こ ろが 多 い 。

得 意 の タ イ ム シ ェア リ ング市 場 で は,2位 以 下 を大 き く引 き離 して独 走 して い るが ,

マ ー ケ ッ ト ・シ ェア は68年 の40%か ら
,69年 は31%に 減 少 した 。 これ は 主 に 同

市 場 の 競 争 が 激 化 の一 途 をた ど って い る こ と に よ って い る と思 わ れ るが ,GEは 今 後 と

も この 分 野 で リー ダ ー ・シ ップ を握 って 行 く こ と は確 実 で あ ろ う。

GEの 場 合,総 売 上 げ 高 に 占 め る コ ン ピ ュー タ関 連 事 業 の 売 上 げ は極 め て 小 さ い
。

69年 を 例 に とれ ば,総 売 上 げ 高 は88億 ドル(3兆1
,680億 円),コ ン ビ。ユ一 夕か ら

の 収 入 は3億500万 ドル(1 ,098億 円)で わ ず か3.5%で あ った 。
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6.急 伸 す る ミニ コ ン ピ ュー タ市 場

、

、 層

'

ハ
、

Predicast社 の 調 査 に よ れ ば,小 型 お よ び ミニ ・コ ン ビ。ユー タの 総 出 荷 額 は,1960

年 の1億 ドル か ら1970年 に は6億 ドル に 増 加 し,さ らに1980年 ま で に は ほ ぼ

19億 ドル(5,760億 円)ま で 伸 び る もの とみ られ て い る。

(単 位 百 万 ドル)
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図6-1小 型 コ ン ピ ュー タ総 出 荷 額
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また ミニ ・コ ン ピ ュー タの 需 要 は,1970年 の1.2億 ドル か ら,1980年 に は

10億 ド ル(3,600億 円)に 増 加,す な わ ち10倍 ほ どの 成 長 を示 す もの とみ られ て い

る。 一 方 小 型 コ ン ピ ュー タの 出 荷 は,1970年 の48億 ドル か ら1980年 に は8億

7,500万 ドル(3,150億 円)に 増 加 が 予 想 され て い る。

以 上 の 状 況 を グ ラ フに と る と 図6-1の よ うに な るが,こ れ を見 て も1970年 を 境

と して ミニ ・コ ンが 急 上 昇 に向 か い,小 型 コ ン ピ ュー タが や や な だ らか な 上 昇 線 を描 く

よ うに な る。

台 数 に つ い て は,ArthurDLittleの 調 査 に よ る と1968年 か ら1969年 の 間 に,

お よ そ75%が た 増 大 し,総 計6,000台 に 達 し た。 市 場 は さ らに1974年 に は,

35,000台 相 当 の ミニ ・コ ン ピ ュー タが 設 置 され る と予 想 して い る。 も ち ろん 上 限,下

限 の 幅 は あ り,ArthurDLittleに よ れ ば,コ ス ト ・ダ ウ ン と特 定 分 野 の ユ ー ザ ー,た

と えば 研 究 開 発,教 育,輸 送 分 野 で の 需 要 の伸 びが 高 けれ ば メ デ ィア ン ・カ ー ブの 最 上

段 の 曲 線 が 実 現 す る こ と に な る だ ろ う と して い る。(図6-2)

40,000
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5,000

196919701971197219731974

図6-2

(出 典;AuthurD.littleミ ニCPU出 荷 額 の 上 昇 予 測,1969～1974)
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6-1拡 大 す る利 用分野

Predicast社 に よれ ば,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ は 価 格 で25,000ド ル 以 下 で,一 語 長8

～18ビ ッ ト
1記 憶 容 量4,000語 以 上 の もの で あ る。 これ に 相 当 す るの はDECの

PDP-8,PDP-12,DataGenera1のNova,Honeywell316,Howlett-Packardの

211-A,Varianの520/iモ デ ル な ど。 また 小 型 コ ン ピ ュー タ は価 格 が25,000ド ル

か ら10万 ドル 相 当 の一 語 長8～32ビ ッ トで,メ モ リー容 量4,000～32,000語 の も

の と定 義 し て い る。

ま たAurthurDLittle社 は,一 般 に ミニ ・コ ン ピ ュー タ は25,000ド ル な い しそれ

以 下 の 値 段 で利 用 で き る シ ステ ム と して 定 義 して い る。 集 積 回 路,コ ア ・ メ モ リ,パ

ッケ ー ジ ン グ技 術 の発 達 の 結 果 ミニ ・コ ン ピ ュー タ は,現 在10,000ド ル か ら25,000

相 当 の 汎 用 機 ま で が で まわ って い る。

現 在 の と こ ろ ミニ ・コ ン ピ ュー タ の最 大 の ユ ー ザ ー は 産 業 界 で,利 用 比 率 は全 体 の

42%(1969年 現 在)に お よ ん で い る。 次 が 研 究 機 関 で30%,デ ー タ通 信11%

と な って い るが,1974年 の 時 点 を予 想 す る と産 業 用 は32%に 低 下 し,代 りに デ ー

タ通 信 が24%と 第2位 に 躍 進 し,ビ ジ ネ ス向 け利 用 は20%と な るだ ろ う と言 う。

(図6-3)'

CPU出 荷 先 別%

1965 1969 1974

産 業

デ ー タ 通 信

ビ ジ ネ ス

研 究 所

そ の 他

20

0

0

70

10

42

11

>1

30

16

32

24

20

17

7

総 計 100 100 100

そ の 他 の 中 に は,タ イ プ セ ッテ ィ ン グ,教 育,輸 送 お よ び そ の 他 の

ア プ リケ ー シ ョ ンが 含 まれ る。

(出 典:Authur-D.Little)

図6-3
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図6-41969～1974年 間 のCPU出 荷 ・ア プ リケー シ ョ ン別 成 長 予 想

図6-4は,ア プ リケ ー シ ョ ン別 の 出荷 台 数 推 移 を示 した もの で あ るが,こ れ に よ る

と産 業 用 ミニ ・コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 出 荷 は,一 貫 して 高 い こ とが わ か る。 す な わ

ら1969年 に お よ そ2,500台 と い う この 分 野 の ミニ ・コ ン ピ ュー タは,1974年 に

は9,800台 以 上 に達 す る。

ま た1970年 を 境 と して 急 増 す る デ ー タ通 信 分 野 の ミニ ・コ ン ビ。ユー タ利 用 は,

1969年650台 の もの が1974年 に はZ500台 と な り,こ れ に 次 ぐ ビ ジ ネ ス分 野 で

の利 用 は100台 以 下 か ら6,000台 以 上 と な る。

研 究 機 関 む け の ミニ ・コ ン ピ ュー タ市 場 は,引 き続 き成 長 を見 せ るだ ろ う。 す な わ ち

1969年1,900台 と い う設 置 台 数 は,1974年 に は5,000台 と な り増 加 はす るが,

や や 増 加 率 は 減 少 し て い る。 た だ タ イ プ セ ッテ ィ ン グお よ び教 育 の 分 野 は 成 長 は緩 慢 で

あ る。

図6-4は,セ ン トラル ・プ ロセ シ ン グ ・ユ ニ ッ ト(CPU)の1969年 ～1974年 の

期 間 に わ た る平 均 価 格 の,著 る しい 降 下 ぶ りを表 示 して い る。 これ に よ る と1台 あ た り,
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価 格 は16,000ド ル か ら11,00、0ド ル に な る と して い る 。 新 技 術 は,1971年 ご ろ、

CPU 、コ ス トを著 る し ぐ削 減 し始 め る こ とに な るとい うの だ。

『この よ うに して
,ミ ニ ・コ ン ヒ。ユー タ の 出 荷 台 数 は 恐 ら く5倍 に もふ くれ あ が る こ と

が予 想 され る。 しか し,こ れ を金 額 換 算 す る と1億 ドル か ら3億4,000万 ドル見 当 で,

だ い た い3倍 ぐ らい と い う額 に な るだ ろ う。 総 合 シ ス テ ム に 対 す るセ ン トラ ル ・プ ロセ

サ ー の 額 の 比 率 は,1969年 に は お よ そ2:1で あ る もの が1974年 に は4・11に

な る と推 定 され る。 これ は シ ス テ ム に 占 め る周 辺 装 置 部 の 出 荷 額 が 増 大 して い る こ と の

反 映 で あ る。 さ て総 シス テム の 出 荷 額 は;1969年 の 約2億 ドル ～2億5,000万 ドル

よ り1974年 に は11億 ドル ～14億 ドル に 達 す るだ ろ う。

さて1970年 は 米 国 内 で の 不 況 も あ って,海 外 市 場 の 存 在 が 大 き く ク ロ ー ズ ・ア ッ

プ され た 年 で あ るが,米 国 の ミニ ・コ ン ピ ュ「 タ界 は ど¢)く らい の 割 合 い を 梅 外 マー ケ

ッ トに む け て い るの だ ろ うか 。

表6-1ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ:出 荷

項 目 1960 1965 1970 1975 1980

金額(100万 ドル)

科学+工 学用 2.0 11.8 43.0 67 65

プ ロ セ ス'コ ン ト ロ ー ル 03 4.5 19.0 62 154

通 信 そ の 他 デ ー タ 処 理 『 22 17.0 123 616

車輌船舶飛行機および軍用 1.2 7.0 17.0 30 45

輸 出 1.5 4.5 24.0 63 120

合 計 5.0 30.0 120.0 345 1000

台数(千 台)

科学+工 学用 0.08 0.5 2.5 4.8 5.4

プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル 0.01 0.2 1.1 4.5 12.8

通 信 そ の 他 デ ー タ処 理 『 0.1 1.0 9.0 51.3

車輌船舶飛行機および軍用 0.05 α3 1.0 2.2 3.5

輸 出 0.06 0.2 1.4 4.5 10.0

合 計 0.2 1.3 7.0 25.0 83.0

平均価格:千 ドル/台 25 23 17 14 12
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Predicast社 の 調 査 は,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ の 出 荷 は,金 額 に して1960年150万

ドル で あ る もの が,1970年 に は3,400万 ドル,さ らに1980年 に は1億2;OOO万

ドル に 伸 び る と し て い る。 ま'た 台 数 で は60q台 か ら1,400台,さ らに は10,000台 に

.達す る と し て い る。(表6-1)

ま た 小 型 機 を含 ん で い る が,小 型 お よ び ミニ ・コ ン ピ ュー タ の 出荷 額 に 占 め る輸 出 高

の 割 り合 い は,次 の 図6-5の よ うに な る と して い る。

1970年6億 ドル

睡 翻 科学・工学用

プ ロ セ ス コ ン ト ロ ー ル

〆 】 通信その他データ処理

[コ 輔 ・船舶飛 礫 およ輝 用

睡 麹 輸 出

1980年18億7,500万 ドル

'図6-5小 型 お よ び ミ ニ ・コ ン ピ ュー タの 出荷

(出 典:Predicast・ レ ポ ー ト)
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な おPredicast社 の 調 査 は,AurthurDLittle社 と 違 って,産 業 界 む け ミニ コ ンお

よ び小 型 機 を科 学 ・工 業 用,プ ロセ ス ・コ ン トロー ル 用,車 輌,船 舶,飛 行 機 な ど に 分

け て 計 上 して い る。

」

●

、

6-2激 化する市場競争

値下げ,マ スプ ロ体制,新 市場 開拓が第 一ポ イ ン ト

1970年 予 想 され た競 争 激 化 状 態 は,思 った よ りた い した もの で は な か った が,こ

の筋 の 専 門 家 達 は,来 年 の 初 め ま た は そ の後 に わ た って,衝 撃 は 切 迫 した もの に な る と

予 測 し て い る。

これ まで 多 くの ミニ ・コ ン ピ ュー タ ・メー カ ー が 市 場 の将 来 性 を見 込 ん で 国 内,海 外

で 拡 張 政 策 を採 って きた が,今 後 そ の 政 策 は 逆 に命 と りに な る だ ろ うと い う。 彼 らの 見

る と こ ろ に よ る と,そ の 原 因 は 運 営 資 金 の澗 枯 に 求 め られ る と い う。

さ らにIBM社 が 新 し く出 した ミニ ・コ ン ピ ュー タ やWestinghouseの 参 入 な どが 競

争 激 化 の 背 景 をつ く り出 して い る。 す な わ ち ミニ コ ン市 場 全 体 の 拡 大 に もか か わ らず,

1971年 は 弱 小 企 業 に と って きび しい 環 境 と な りそ うで あ る。 今 ま で の と こ ろ は,紳

士 的 な 競 争 で,少 数 の もの が"価 格 戦 争 イ/"と 叫 ん で い る位 で あ るが,こ の 競 争 の 特 徴

は,こ れ まで の 機 種 と 比べ て,低 価 格 で あ りな が ら,高 性 能 の 機 種 が 売 り出 され て い る

こ とで あ る。

極 人最 近 に な って,や っと産 業界 の 一人 の リーダーが,価 格 戦 争 が 存 在 して い る こ と を認

め た。 これ に よ る と,1970年 に 見 られ た 市 場 競 争 激 化 の きざ しは,価 格 切 下げ競 争 に シ

ンボ リックに 現 わ れ て い る。 実 質 的 に 価 格 切 下 げ 競 争 は,1969年10月 か ら始 ま った 。

この 時 点 で はDigitalEquipmentCorp.のPDP-8の 動 きを見 越 して,カ リ フ ォル ニ

ア州 ア ー ビ ンのVarianDataMachinesと 同 じ く,ニ ュー ポ ー ト ・ビ ー チ のComputer

automationが,自 社 の 製 品 価格 を 大 幅 に 引 下 げ た 。 な おPDP-8は 現 在,100台1

組 で,2,800ド ル に まで 下 が って い る。

マ サ チ ュー セ ッツ 州 サ ウス ボ ロ ー市 に あ るDataGeneralCorp .は,技 術 的 に進 歩 し

て い るた め に,こ の 価 格 戦 争 で勝 利 をお さ め て い る とみ られ て い る。

DataGeneral社 は,同 社 のsupernovaSCに
,MOS/LSI技 術 を,ま た 低 速 度Nova
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1200及 び800に,LSI/MS技 術 を使 用 して,技 術 面 の 障 害 を克 服 して 価 格 競 争 で

有 利 な 立 場 に 立 った 。

主 な メー カ ー は これ にっ い て 次 の よ うに 述 べ て い る。 「価 格 競 争 の ポ イ ン トは,大 量

生 産 に よ って 得 た,記 憶 構 成 部 品 の 利 益 幅 を 犠 牲 に す る こ と に あ る。 」

ミニ ・コ ン ピ ュー タ が 大 量 生 産 経 済 の メ リ ッ トを持 つ こ とは あ き らか で あ る。 この 傾

向 は 競 争 激 化 の 中 で,ま す ます 助 長 され て ゆ くで あ ろ う。

ArthurD.Littleの 副 社 長FredirickG.Withington氏 は 次 の よ うに述 べ た 。

「小 規 模 だ が,も うけ は 多 い とい うよ うな 企 業 は,も は や 存 在 す るの はむ ず か しい 。 大

量 に しか も,広 範 囲 の 機 械 を つ く り,ソ フ トウ エ ア もサ ー ビス も提 供 しな け れ ば な らな

い 。」

一 年 前 業界 で は1975年 ま で に1台 の 価 格 が10
,000ド ル に下 が るだ ろ う との 予 想

が一 般 的 だ った が,多 分,予 想 通 りに な るだ ろ う し,場 合 に よ って は8,000ド ル に な ら

な い と もか ぎ らな い。

ま た ニ ュー ヨ ー ク州,ワ ッピ ン ガ ー ・フ ォー ル に あ る,メ モ リ ・メ ー カ ー,Gogar

Co】叩.の マ ー ケ ッ ト ・リサ ー チ ・マ ネ ジ ャー,JohnDanieli氏 は,次 の よ うに述 べ た 。

「価 格 戦 争 が 続 い て い る こ と は事 実 だ が,そ れ に勝 利 の 旗 を 上 げ た者 は,ま だ一 人 もい

な い 。 現在,市 場 は 明 らか に傷 つ い て お り,規 模 の 小 さい メ ー カ ー は,今 後,困 難 な 時

期 を迎 え る と思 わ れ る。 す な わ ちユ ーザ ー は ま もな く倒 産 しそ うな 感 じの 小 さな メ ー カ

ー か らは 品 物 を買 わ な い の で
,そ の よ うな メ ー カ ー が,た ち う ち しよ う とす れ ば,価 格

を切 り下 げ る しか な い の で あ る。 」

Danieli氏 は 最 近,調 査 を 行 な った結 果 次 の よ うな こ と を述 べ て い る。 「現 在,こ の

市 場 に 登 場 して い る162の メ ー カ ー の うち,1974年 ま で 生 き残 れ る の は,そ の う

ち た った60パ ー セ ン ト位 で あ ろ う。」

生 き残 った メ ー カ ー の 中 で も,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ を生 産 して い るの は,多 分,8社

か9社 位 で,あ とは それ らの ミニ ・コ ン ピ ュー タ を,特 殊 な ア プ リケ ー シ 。 ン及 び シ ス

テム に適 合 させ る よ うに な るだ ろ う。

ニューヨークの 証 券 ブロー カーBuinhameの ア ナ リス トで あ るJqckLukin氏 は ・ 「大 量

倒 産 は さ け られ な い。 」と予 測 して い る 。 同 氏 は,ま た 次 の よ うに述 べ た 。 「私 は,混

乱 状 態 に も う突 入 して い る と思 う。 す で に か な りの 数 に上 る中 小 企 業 が 窮 地 に 陥 って お
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り,や っと の こ とで 倒 産 を もち こた え て い くと こ ろ もあ る。」

そ れ で は これ らの 中 小 企 業 は,ど の よ うに して もち こた えて い るの で あ ろ うか 。

Lubin氏 は,そ れ に 対 し て次 の よ うに 論 証 づ け て い る。 「彼 等 は 一 年 ほ ど前 に,か せ

い だ 資 金 に か じ りつ い て な ん とか や って い る の で あ る。 現 在,融 資 を うけ るの は 難 しい

状 態 で,金 融 業 者 が 市 場 の 競 争 が 烈 しい こ と に気 付 き始 め た か らだ 。」

VarianとHewlett社 の 見 解

カ リフ ォル ニ や州 に あ る2つ の 主 要 な ミニ ・コ ン ピ ュー タ ・メー カ ー の 役 員 達 は,ミ

ニ ・コ ン ピ ュー タ業 界 に,き び しい 生 存 競 争 が 始 ま って,弱 い 者 が ふ る い お と され て 行

く状 態(こ れ を シ ェ イ ク ・ア ウ トと い う)に あ る こ と を み と め た 。 カ リフ ォル ニ や州 ア

ー ビ ン市 に あ る
,VarianDataMachineの マ ー ケ テ ィン グ担 当,副 社 長,H.S.Stovac

氏 は,多 くの 会 社 は ま だ 創 業 資 金 で 生 き延 び て い るか らだ と述 べ た 。

同氏 は ま た 「会 社 が も う け る こ とが 出来 るか ど うか を立 証 す るた めに は,そ の 会 社 に

tt第2ラ ウ ン ド"の 資 金 と利 益 が あ る か ど うか を見 れ ば よ い
。」と も述 べ て い る。 ま た

Varaian社 の エ グ ゼ グ テ ィブ は,「 最 近 の 価 格 切 り'下げ に 対 して は,主 要 ミニ ・コ ン

ピ ュー タ ・メー カ ーに 責 任 が あ る。」とみ と め た 。 そ して 「価 格 切 下 げ を断 行 した の は,

主 に 当 社 とDEC,及 びDataGeneralで あ る。生 産 技 術 が 改 良 さ れ た こ とが,価 格 切下

げ の 主 な理 由 だ が,利 ざや は機 種 に よ って か な り切 りつ め られ て い る 」 と述 べ て い る。

θ

上 記,2人 の エ グ ゼ グ テ ィブ は,「1970年 代 に は,新 市 場 が い くつ か栄 え るの で

は な い か 。」と予 想 し て い る。

Stover氏 は,「 か な りい い 性 能 の 機 種 の価 格 が,400万 ドルか ら500万 ドル台 に

まで 下 が れ ば,売 込 み の 可 能 性 は い っぱ い あ る。 こ う し た有 望 マ ー ケ ッ トと して,当 社

で も25な い し30件 も リス ト ・ア ップ して い る。 立 場 上,特 定 の もの を名 指 しす る こ

と は出 来 な い が,そ れ らの う ちか な りの 件 数 が 薬 品,医 療 を サ ポ ー トす る分 野 に 関 係 し

て い る。 そ し て この分 野 の マー ケ テ ィン グ ・ポ イ ン トは,機 械 その もの の 使 用 とい うよ

り,特 殊 な デ ー タ ・プ ロセ シ ング作 業処 理 を行 な うた め の もの で あ る 。 その 他 は,生 産

工 程 コ ン ト ロー ル分 野 に 関 連 して い る。

も う一 つ,大 きな 分 野 は デ ー タ ・コ ミ ュニ ケ ー シ 。ンで あ る。」

Perkins氏 は,「Hewlett-PackardCo.は,学 校 な どの 教 育 分 野 の 他 に,医 薬 ア プ
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リケ ー シ ョ ンが,大 きな市 場 可 能 性 を有 す る と見 て い る。 当社 が 特 に 興 味 を抱 い て い る

分 野 の一 つ は,教 育 シス テ ムで あ る。'

学 生 に,コ ン ピ ュー タ の プ ロ グ ラ ム を ど の よ うに行 な うか を教 え るた め に,一 つ の ア

プ リケ ー シ 。 ンに,ハ ー ドウエ ア と ソ フ トウ エ ア の両 方 が 関係 して 来 る。 も う一 つ は,

小 学 校 な どに,コ ン ピ ュー タ を使 っ、た 教 育 シ ス テ ム を売 り こむ こ と だ。」 と述 べ た 。

Hewlett-ParkardCo.の エ グゼ グ テ ィブPerkins氏 は,「 当 社 は タ イ ム シ ェ ア リ ン

グ に 関 して,ま だ ま だ 強 気 で,他 の 支 社 と も活 動 して,デ 一 夕 コ レ ク シ ・ン お よ び パ イ

プ ラ イ ン,ガ ス,水 道 な どの 公 益 事 業,そ の 他 の シス テ ムの モ ニ タ リ ング 部 門 で,い い

取 引 を行 な うつ も りで あ る。 」 と語 った。

さ らに両 社 の役 員 は,海 外 市 場 が 有 望 で あ る と い う見 通 しで 同 意 見 で あ った。

Stover氏 は,「Varian社 は 来 年,事 業 の20パ ー セ ン トを,ヨ ー ロ ッパ と カ ナ ダで

行 な うつ も りで あ る。」 と述 べ た。

ア メ リカの メー カ ー は 今 年,各 社 の 製 品 の 約40パ ー セ ン トを海 外 に 輸 出 す るつ も り

で あ り,海 外 市 場 は,1年 に25パ ー セ ン トも成 長 して い る と言 わ れ て い る。

6-3ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー の 動 向

DEC,売 上23%増

本 社:146MainStreetMaynard,Mass.

DigitalEquipmentは,社 歴13年 。 米 国 の 研 究 開 発 会 社 で 技 術 開発 を進 め る金 融 機

関が 半 数 出資 で 設 立 され た 。DECは,小 型 ミニ ・コ ン ピ ュー タ分 野 に お け るIBMと

い わ れ て お り,そ の マ ー ケ ッ ト ・シ ェ アは40～70%で あ る。 こ の会 社 は,モ デ ュー

ル と 回路 板 を作 る事 業 か らは じめた が,直 ち にDECのPDP-1が 科 学 者 ,技 術 者 に よ

って 熱 狂 的 に受 け入 れ られ て か らい ち早 く小 型 コ ン ピ ュー タ に重 点 をお きか えた 。 こ の

モ デ ル(10万 ドル で 売 られ,性 能 的 に は それ 以 上 の もの と同 様)は ,直 ちにPDP-5

とPDP-8に よ って 受 継 が れ た 。 これ は 最 初 の本 格 的 ミニ ・コ ン ヒoユ一 夕 で,PDP-8

は 最 もポ ピ ュラ ー な もの で あ る。 こ の会 社 はPDP-10モ デ ル で,タ イ ム シ ェ ア リ ング
カ

市 場 に現 在 参 加 して い る。PDP-10の 出 荷 は最 近5,000台 に な って お り,設 置 台 数 で
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は 第3位 とな っ て い る。`、

DECは マ サ チ ュー セ ッツ州 メ イ ナ ー ドの 古 い繊 維 工 場 を改 装 し て操 業 を は じめ た が,

研究 開発(現 在売上 げの10%を あて てい る)に 重点 をおい てお り,一 貫 して利 益 の全

部 を再 投 資 に あて て き て い る。DECは 積 極 的 か っ知 識 を十 分 そ な え た営 業 力 を持 って

お り,ユ ー ザ に対 して ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジや,プ ロ グ ラ ミ ング援 助 を提 供 して い

る。 前 年 に は 売 上 げ が23%は ね 上 って,8,800万 ドル に 達 し た。 一 方,利 益 は37%

で900万 ド ル上 昇 した にす ぎな い 。DECは 設 立 後10年 ま で は 株 式 を公 開 して い な

か った し,合 併 活 動 な ど は将 来 殆 ん ど行 な わ れ な い か,行 な わ れ て も きわ め て 限 られ た

もの で あ ろ う。

と こ ろで ミニ ・コ ン ピ ュ・一 夕の コ ス トは非 常 に 安 い の で,利 益 を あ げ るに は,多 量 に

売 りさ ばか な け れ ば な らな い 。IBMの 超 大 型 機,360/195が 組 み 立 て に 丹 精 な 手

仕 事 を必 要 とす るの と違 って ミニ コ ンは,デ トロイ トの 自動 車 工 場 の よ うに,次 か ら次

とつ く られ な け れ ば,利 益 は得 られ な い 。DECは 米 国,カ ナ ダ,プ エル ト リコ,英 国

に6つ の オ ー トメ化 され た製 造 工 場 を もち,そ の延 面 積 は200万 平 方 フ ィー トに も な

る。1台 の ミニ コ ンを作 るに は,わ ず か な空 間 と わ ず か な金 が あ れ ば こ と足 りるが,こ

れ だ け の 製 造 施 設 を整 え るに は,多 くの 時 間 と資 金 が 必 要 に な る。 ミニ コ ンで も うけ る

に は,こ れ が 大 事 な 要 素 に な るの で あ る。

製 品 の 約25%は 米 国 外 に売 られ て お り,海 外 で の評 価 も高 い 。 現 在DECは,米 国,

カ ナ ダ,プ エ ル ト リコに 工 場 を持 って お り,,販 売 網 は ヨー ロ ッパ,・ 日本,オ ー ス ト リア

な ど全 世 界 に も って い る。DECは コ ン ピ ュー タに 加 え周 辺 装 置,モ デa－ ル,コ ンバ

ー タ
,DRTな ど も製 造 して い る 。 、

IBMの シ ス テ43か ち の 挑 戦 は 厳 し くな い と考 え られ て い る。 それ は シス テ ム3が,

会 計,ユ ニ ット・レ コー ド用 で あ る の に 対 して,DEC製 品 は,科 学,産 業用,教 育用 だ

か らで あ る。DECの 当 面 して い る競 争 相 手 はHoneywe11,Loc㎞eed
,iRaytheon,

XDS,な ど 多 くの 関連 新 参 企 業 の 一 団 と さ らに わ ず かで あ るが 古 くか ら・の 電 子 工 業 会 社

の 製 品 で あ る。.∵ .・ 一 －tTl

な おDigitalEquipmentCorp・: .の,1969年 の 営 業 成 績 は,t・・j売上 高 ・87,867,000

一ドル,純 利 益 は9 ,329,000ド ル に 達 した 。(図6-6・)t;1"、 、:一・
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－ 信 頼 で き る シス テ ム;ビ ュー レ ッ ト ・パ ッカ ー ドの 成 功 の鍵 ・一

本 社:.1501pageMillRoadpaltoAlto,calif.

HewlettＬPackardCo・ は ・196
.6年2116Aで 市 場 に参 入 して きた 。1968年 に

2116Bに 取 って 代 わ った 。2116Bは16ビ ッ ト語 の 機 械 で基 本 的 な メ モ リは8,192

語 で あ るが,16K,24K,ま た は32Kま で 拡 大 で き る。 ア ド ・タ イ ム は3.2μ8ec

で ・ 基 本 的 な イ ンス'ト ラ ク シ ・ ン'レ バ ー トリ合 計 は7 ・0で あ る。2116Bの 基 本 価 格

は$25,000で あ っ た 。
、

まナ『同社 は」2114Aお ・‡びBを 提供 してい る。 これ らはいずれ も4Kか ら8Kま で

のiモ リを持 つtこ機械 であ る。AζBの 相違 はBは 直 接 イモ リ ・・アク.セス,高 速1/0

お よ び マル チ プ ラ イオ リテ ィ ・イ ン タ ラ プ トを持 って い るが,Aは 持 って い な い こ とで

あ る。2114Bの 最 小 限 度 価 格{ま$8,500で,
、Aは それ よ り多 少 安 い 。

2114Sと2116Bは 同 様 の イ ンx .ト ラ ク シ ョ ン ・・レ バ ー ト リ を 持 ち,プ ロ グ ラ ム は
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共 通 して い る。"・ こ、.・ ㌧:ヒ"い ㍉`㌧

以 上 の よ うなH二P社 の ミニ ・コ ン ピ ュー タ に 対 す る 世 評 は 高 い 。1そ してH二P社 で

興 味 あ る こ どは ア プ リケrシeン ・シ ス テ ム を パ ッケ ー ジに して い るご とで あ …る。

た と え ば,2000Aは2H'6Bに 基 づ い た ・16タ ー ミナル'・・タ イ ム ジ ェア リン グ ・シ

ス テ ム で,テ レ タ イ プ ラ イタ っ きで あ る。 た だ し16タ ー ミナ ル な しで$90 ,000で 売

って い る。「2005,Aは16Kメ モ リっ きの2・ ・116Bを 使 った りア ル タ イム ・マ ル チ プ ロ

グ ラ ミ ング ・シ ス テ ム で,74,100ド ル で 売 っ て い る。2007AはPencil-marked

カ ー ド
.と2114Bを 使 った 教 育 用 コ ン ピ ュー テ ィ ン グ ・シス テ ムで あ り;価 格 は21,400

ドル で あ るの で,大 部 分 め 学 校 の 予 算 以 内 で 十 分 に 購 入 でき るポ

これ らの ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジは ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウ エ ア,イ ンタ ー フ

ェー シ ン グ,イ ンス トラ ク シ 。 ン を含 み,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ の す ぐれ た 利 点 を持 って

い る。 す な わ ち価 格 は 安 く,売 上 げ 量 は高 い か らで あ る。

H-P社 の ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ の 約%は 製 造 業 者 で.ま た%は2000Aパ ッケ ー ジ を

通 じて タ イ ム シ ェア リン グ施 設 で 使 用 され て い る。

H-P社 の ミニ ・コ ン ピ ュー タの 残 る%は 科 学,ビ ジ ネ ス,教 育 施 設 の 各 分 野 で 使 用

され て お り,プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ル ・ア プ リケ ー シ ョ ンの 仕 事 はOEM(Ortginal

EquipmentsManufactUrer)に 任 せ て い る。(OEMと は 周 辺 機 器 お よ び ミニ コ ン ビ。

ユ一 夕 ・メ ー カ ーの こ と,こ こで は 他 の ミニ コ ン ・メ ー カ ー を指 す)
、

H-Pは 周 辺 機 器特 に 磁 気 デ ー プ ・ ドラ イ ヴ,カ ー ド ・リー ダ ー,光 学 式 リー ダー を

作 り,ラ イ ン ・プ リン タ ー,高 速 力 パ ンチ,デ ィス ク ・ ドラ イ ヴ,大 量 メ モ リは 下 請 で

生 産 して い る。

Hewlett-Packardは,売 上 げ3.24億 ドル の 記 録 を 達 成 した ,き わ め て まれ な 成 功

した 会 社 で あ る。H-Pの ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ売 上 げ は ,年6倍 で 伸 び て い る とい わ れ

て お り,約1,500台 がoEM,`タ イ ム シ ェ ア リン グ,そ の 他 め ユ ー ザ の 間 に 設 置 され て

い る。H-P社 の コ ン ピ ュLタ ・フ ァ ミ リー は ,設 計 で は汎 用 で あ るが,装 置 用 で あ る。

この コ ン ピ ュー タ は 広 範 な 環 境 条 件 で 機 能 し装 置 の 管 理 ,割 込 み な どの 操 作 が で き るよ

うに な って い る。 これ は独 立 型 と して 使 用 す る こ と もタ イム シ ェ ア リング ・シス テ ムの

部 分 と して使 う こ と もで き る○ ジ' .・ …'`
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こ の 会 社 は,広 範 に わ た る電 子 機 器 や卓 上 計 算 機 も製 造 して い る。 製 造 工 場 は5つ の

州 に置 か れ て い る ほか,海 外 で は,,西 独,ス コ ッ トラ ン ド,日 本 に あ る。 営 業活 動 は全

世 界 の115の 営 業 所 を通 じて行 な わ れ て お り,全 売 上 げ の26%が 海 外 か ら.の もの で

あ る。 この 会 社 は 評 価 も高 く,資 金 的 に も 強 力 な バ ック が あ ㌧ シ ス テ ム ・、マ ー ケ テ ィ

ング の方 法 を行 な って い る。

H-P社 の 競 争 者 は,DECとData ,Genera1で あ り,デ ÷ タ通 信 で はVarianで あ

る..,."・' .・ …

;な お .Hewlett-Packard社 の1969年 売 上 高 は,・ ミニ.1コ ン ピ ュー ダ を含 ん で

323,780,000ド ル で,前 年268,849,0,00を 大 幅 に上 ま わ り,純 利 益 は25,585,000

ドル に 達 した。(図6-7)・L
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Hewlett-PackardCo・

(163.61&OOO)

(単 位100万 ドル)

売1:高
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Hewlett-packardCo.

10

(単 位100万 ドル)

純利益

(25.585.000)

(13.970.00)

196519661967'1968196919651966196719681969

図6-7

そ の 他 の メー カー

その 他 米 国 の ミニ コ ン ・メ ー カ ー と主 要 製 品 は,表6--2の と お りで あ る。
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正 誤 表

頁 誤 正

3頁 表 題:世 界 の 設 置 コ ン ピ ュー タ

斜線 の部分 は1966年 の デー タ

20頁 表2-4参 照 資料 の項
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表6-2 小 型,超 小 型 メー カー ・一 覧
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BeckmanInstruments

Fullerton,Calif.
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,N.J.
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Technology
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Detroit,Mich.
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CascadeDataSystems
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Clary

.,SanGabrie1,Calif.

CollinsRadio

Dallas,Tex.

ControlData

.Minneapolis,Minn.

Com-Comp

Hauppage,N.Y.

CompilerSystems

Ridgefield,Conn.

Con)puterAutomation

NewportBeach,Calif.

ComputerDevelopment
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LosAngeles,Calif.
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ComputerTechnology
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Digiac/DigitalElectr・nics

Plainview,N.Y.

DigitalComputerControls

Fairfield,N.J.

DigitalEquipment

Maynard,Mass.

DresserSystems

Houston,Tex.

Elbit'Computers
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ElectronicEngineering
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GreatSouthwest/Scienti丘cControl

,Carrollton,Tex.

Hetra/ComputerNetworkSystems

Melboume,Fla.

Hewlett-Packard

PaloAlto,Calif.

Hitachi

Tokyo,Japan

Honeywell

Framingham,Mass

IB]M

WhitePlains,N.Y.

Imlac

Waltham,Mass.

-lnformationTechnology

Sumyvale,Calif.

ihterdata
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IntemationalComputing,Ltd.

(ICL)/Elliott
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Baltimore,Md.
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Motorola

Phoenix,Ariz.

NationalCashRegister:NCR

Dayton,O.

NiPPonElectronics
白T
okyo,Japan・

NorthAme垣caエPhilips

NewYork,N.Y.

No寸hAmericanRockwell/
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I汽.Lauderdale,Fla.

Tran8i8torElectronics:TEC

Minneapoli8,Minn.

TeledyneSystems

Northridge,Calif.

TempoComputers

Orange,Calif.

Uni-Comp

Northridge,Calif.

USM/IRA/SpirasSy日tems

Waltham,Mass.

VarianAssociate8

1rVine,Calif.

ViatronComputer

Bedford,Mass.

VictorComptometer
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WilkinsonComputerSciences/Foto
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COMPANIESwithNewModelsorCustom-MadeModelsonwhichdataarenotyetavailable:

Ampex,RedwoodCity,Calif.

Barry-Wright,Waltham,Ma88.

BlockEngineering,Cambridge,Mass.

Cintra,MountainView,Calif.

CompagineIntemationalPourLtlnformatique,France

Datatype,Miami,Fla.

DiehlGMBH,W.Germany.

EssexIntemational,Ft.Wayne,Ind.

Ferranti,Italy

LittonIndustries,BeverlyHill8,Calif.

LTV/ComputerTechnology,Chicago,m.

NorthernScientific,Middleton,Wis.

Siemens,W.Gernany

TexasInstruments,Dallas,Tex.

Tele血nken,W.Gemlany

Unitech,Austin,Tex.
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7.コ ン ピ ュー タ周 辺 機 器 市 場

米 国 の調 査 会 社Predicast社 の 調 べ に よ る と,全 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム に 占 め る周

辺 装 置 の割 合 い は1965年 に50%に 達 し,さ らに1973年 に は69%,1978

年 に は74%に 達 す る と して い る。(スAOシ ャ ル ・レ ポ ー ト昭 和45年 版 海 外 に お け る

情 報 産 業 の 動 向 参 照)

ま たDiebold社 の 調 べ で は,1970年 で 約60%,1975年 に は65%が 周 辺 装

置 で 占 め られ ると予 測 して い る。(図7-1)
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図7-1

周 辺 機器 隆盛 の原 因 は,

イ ンタ ラク ションの開発,

ハ ー ドウ エ ア に 占め る製 品 別 装置 の 割 合 い

(Diebold社 よ り,当 財 団 専 務 理 事 あ て提 供 資 料)

リ モ ー ト ・デ ー タ ・プ ロセ シ ング の発 達 と,マ ン ・マ シ ン ・

さ らに は 大 量 情 報 記 憶 に 対 す る大 きな 要 求 が で て きた こ とに
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あ ろ う。

ま た コ ン ビ。ユー タ ・ア プ リケ ー シ 。 ンの拡 大 に と もな って,プ ロ ッター ,CRTデ ィ

ス プ レイ,POS(店 頭 販 売 シ ス テ ム)な ど各 種 の イ ン プ ッ ト
,ア ウ トプ ッ ト装 置 が 開

発 され る よ うに な って きた 。 こ と に これ は タ ー ミ ナル装 置 に著 る し く見 られ る傾 向 で,

ア イ デ アに 富 む 製 品 が1969年 か ら70年 に か け て多 く.出 ま わ るよ うに な って きた 。

こ う した 意 味 で,イ ン プ ソ ト/ア ウ トフ.ッ ト装 置 と して,1970年 に 一 般 的 に注 目

を集 め た の は キ ー ・ッ ー ・テ ー プ,キ ー ・ツ ー ・デ ィス クお よ び 文 字 認 識,音 声 応 答 装

置 な ど で半 導 体 技 術 の 改 良 の進 展 が これ ら装 置 の コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス を向 上 させ,

製 品 の 市 場 化 を促 進 して い る。

Electronics誌1971年1月4日 号 は,大 容 量 記 憶 市 場 の1970年 総 売 上 高 は3

億1,930万 ドル と報 じて い る。 大 容 量 記 憶 は大 規 模 デ ー タ ・ベ ー ス の 開 発 が 話 題 に な っ

て い るお り,重 要 な 位 置 を 占 め る もの と見 られ て い る が ,1971年 は さ ほ ど 市 場 規 模

が 拡 大 しな い と予 測 して い る。(表7-1)

,

◆

島

表7-1 メ モ リー市場 予測

1970 1971 1974

コ ア ー ・ メ モ リ ー

磁 気 テ ー プ

磁 気 ドラ ム ・メ モ リー

磁 気 デ ィ ス ク

48.7

73.0

39.2

158.4

56.3

78.6

43.7

167.3

69.8

110.0

53.2

278.0

総 計 319.3 345.9 511.0

(単 位:100万 ドル)

もっと もこの調 査 に よると,1974年 に は市 場規 模は倍 ちか くにな り,記 憶 装置 を

含ん だ周 辺装置全 体 に対 す る需要 は増 大す る ことは あ って も,決 して減少 す るよ うな こ

とはない。 ことに少 な くと も今後10年 間,周 辺装 置 は コ ンピュー タ ・システムの コ ス

ト・パ フ ォー マ ンスに強 い影響 をお よぼす制 限条件 にな ると見 られ て い るのだ。

それで は次 に周辺 機器の 中で も,特 に注 目 を集 めてい るター ミナル装置 につい て,

1970年 の動 きをみてみ よ う。
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7-11970年 の ター ミナ ル市 場

McGrow-Hil1社 発 刊 の 雑 誌Electronics(1971-1-4)に よ る と・1970年 の

リモ ー ト ・タ ー ミ ナル 装 置 の総 売 上 高 は カ プ ラ ー を含 め て3億50万 ドル に 達 した と い

う こ とで あ る。 そ して1971年 に は,3億3,260万 ドル に 達 す る と見 られ て い る。 同

誌 の 誌 上 予 測 は カ プ ラ ー を含 め て次 の 表7-2の よ うな もの で あ る。

句

亨

表7-2
モ ー ト ・タ ー ミナ ル市 場 予 測

1970 1971 1974

リモー ト・タ ー ミナル 装 置 総 売 上 高

タ ー 琴 ナ ル

カ プ ラ ー

300.5

183.0

117.5

332.6

2046

128.0

485.3

285.0

20α3

(単 位:100万 ドル)

4

さて ひ と 口 に タ ー ミナ ル装 置 と言 って も各 種 の もの が あ る。 例 え ば イ ン プ ッ ト装 置 と

して は,ア ル フ 。一 ・二 。一 メ リ 。ク ・キ ー ボ ー ド,オ プ テ ・カ ル ・キ ・ ラ ク タ ー リ

ー ダ ー
,タ ッチ ・ トー ン電 話 器,CRTタ イ トペ ン,テ レ タ イ プ ラ イ ター,音 声 入 力装

置,モ ニ タ リ ン グ ・シス テ ム,光 学 デ ー タ集 収 装 置 な ど。 ま た ア ウ トプ ッ ト装 置 と して

はCRTデ ィ ス プ レ イ,ラ イ ン プ リン ター,タ イ プ ラ イ タ ー,音 声 応 答 装 置,プ ロ ッタ

・-
s大 型 ス ク リー ン ・デ ィス プ レ イ,CRTマ イ ク ロ フtイ ル ム装 置 な どが あ る。

Predicast社 の 調 査 に よ る と,入 力,出 力 お よ び入 出 力 装 置 の 市 場 概 況 と マ ー ケ ット

規 模 に つ い て は 次 の よ うに な る と し て い る。

†

?

7-2入 力装置,入 力,出 力 お よび入出力装置市 場 の展望

キー ボー ド装置

入力装置 の ほとん どは,キ ーボー ド装置で 占め られ る。 この種 の装置の オ〔 レーテ ィ

ング速 度は,伝 送速度 や コ ンピ ュータ機能 に くらべ てたいへ ん遅 い。 この ス ピー ドの 問
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題 は キ ーボー ド入 力 システムにお ける ノ ン ・キ ーボー ド装置 あ るいは,バ ッファ付 き装

置の利用 に よ って解 決 され るに ちがい ない。 これ と同 じ効果 を もた らす方法 の1つ と し

て,カ セ ット ・レ コーダの利 用が あ る。 実際 問題 と して,こ の両方の ア プロー チが採 用

され る可能 性 は強 い。1980年,ノ ン ・キー ドラ イブ装 置の売 上げ 高 はキー ドライブ

装置 の それ を追 い越 し,そ の後 バ ッフ ァ付 き装置 は従来 の装 置 を追い越 す だろ う。

デー タ収集装 置

デー タ収集 装置 は,機 械 的 な ノ ン ・キーボ ー ド入 力用 と して バ ッジ ・カー ド及 び その

他 を用 い る。 この装置 は生産,倉 庫,在 庫 な どの管理 用 と して広 く利 用 され るだろ う。

また この装 置は工場 の作 業工程 の デー タを記 録す るた めに も使 うことが で きる。 デー

タ収集装 置 は,入 力装置 の主要 な部分 とみな され る。 しか し,1968'年 の 売上高 のた

った15%に す ぎない。

文字読取り装置

'

→

5

4

文字読取 装置 は,磁 気あ るい は光 学の ど ち らかで行なわ れ る。将来 後者 は前者 よ りも

重要 にな るだ ろ う。

この装 置 の市場 は クレジ ッ ト会社,銀 行,保 険会社,及 び航空な どに及 んでい る。 ま

た売上 目録 や市 場傾向 をた だちに記録 し維 持す るた め小売店 で使 われ てい る。

光学 文字読み取 装置 の見 通 しは大へ ん明 るい。価格 は大幅 に下 が るだ ろ うし,読 み取

り可能 な文字の種類 は増大 す るだろ う。 デ ータ入 力 において は,労 賃が装 置の価格 よ り

ず っと高 い。OCRは た ぶん1968年 の 装 置 売 上 の た った10%を 得 るにす ぎな い

だ ろ う。 しか し売上高 は,入 力装 置 売上高 の半 分 以上 に も達す ると見 られ る。

出力装置

ビジュアル ・デ ィスプ レイ装 置

ビジ ュアル ・デ ィス プレイ装置 は,現 在 使われ てい る出力装置 の大部 分 を占めて い る

と考 え られ る。 これは将来 にお いて も変 らない だ ろ う。 デ ィスプ レイ装置 には2つ の基

本 的な型 があ る。第一 の型 は,連 続 的に デ ィスプ レイ され る情 報が 完全 に アウ トプ ッ ト

され る もの で,デ ィス プ レイ上 の どんな変化 もコ ン ピュータによ ってつ くられ る。第二
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の型 は,コ ン ピュー タに特定の情 報 を質 問で きるもので,装 置 は常 に キーボー ドとCRT

の組 み合せ か ら成 ってお り,ア ル ファベ ッ ト及 び数字の どち らの文 字 もデ ィスプ レイす

る ことがで きる。金融 機関 と増大す る座 席予約市 場 は,デ ィスプ レイ装置 に と って現在

最 も大 きい アプ リケ ー シ。ンであ る。ニ ュースの選択 や簡単な情報 検索用 とし ての この

装置 の利 用 は増大す るだ ろ う。 ユ ーザ ー として は行政 部,支 配 人,技 術者,看 護婦,及

び修理 エ ンジニ アが含 まれ る。現在 ほとん どの ビジ ュアル ・デ ィス プ レイ装 置 は"ソ フ

ト ・コ ピー"の み を取 り扱 う。 したが って,情 報 は制 限 され た時間 内で のみ利 用で きる。

しか し今後 は"ハ ー ド ・コ ピー ・で ア ウ トプ ットで きる機能 を備 えた装 置 の シ ェアが 増

大す る と考 え られ る。

ハ ー ド ・コ ピー 装 置

ハ ー ド'コ ピー装 置 は,現 在 出 力 装 置 市 場 の 約40%を 占 め て い る。 テ レタ イ プ,プ

リ ン タ ー,プ ロ ッタ ー,ロ ボ ッ トプ リ ンタ ーす な わ ち 自動 プ リ ンタ ー の た めに,IBM

Selectricを 変 換 す る電 子 装 置 及 び 光 電 複 合 装 置 が これ に含 ま れ る。 これ らの ハ ー ド ・

コ ピ 三装 置 の ほ とん どは,伝 送 速 度 や コ ン ピ ュー タ の 演 算 速 度 に く らべ て,プ リン トの

ア ウ トプ ッ ト速 度 が 遅 い と い う欠 点 を持 って い る。 と は い え,緩 衝 装 置 は この ハ ン デ ィ

キ ャ ップ を 減 少 させ るだ ろ う。 ハ ー ド ・コ ピー装 置 は今 後10年 間,マ ー ケ ッ ト ・シ ェ

アを 得 る こ とは な い だ ろ う。 この 型 の装 置 売 上 高 は,1978年 に 出 力 装 置 の30%あ

る い は57,000台 が 計 画 され て い る。 これ は10年 間 で ほ ぼ9倍 の 増 加 に 相 当す るだ ろ

う。

その他出力装置

その他 の出力装置 には,マ イク ロフ ォー ム ・レコーダー,カ ー ド ・パ ンチ装置 が含 ま

れ る。 この型の装置 を使用 す る傾 向 は一般 に少 ない。 これ らの装 置 は伝送 や ス トレー ジ

時間 の利用 の点 で経 済的 であ る。音 声応答装置 の可能 性は重要 であ るにちがいな い。全

体 と して,こ れ ら,そ の他の出力装 置は1978年 には出力装置市 場の10%を 獲得す

ることが計 画 され て い る。
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入出力装置

入 出力装置 の売 上台 数 は,現 在全 ター ミナル売上高 の55%を 占めてい る。低価格 入

力装 置の急 激な増加 に もかかわ らず,こ の パーセ ンテー ジは将来 に おいて も伸 び るだ ろ

う。

じ

⑨

亀

◇
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8.コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業

8-1コ ン ビL－ タ ・サ ー ビ ス産 業 の 構 造 と市 場 規 模

コ ン ピ ュー タ市 場 専 門 の 調 査 会 社 と して 名 高 いIDC(InternationalDataCo.,)が 発

表 した デ ー タに よ る と,(1970年9月9日 号 －EDPIndustryReport)CPU,周

辺 機 器 な ど ハ ー ドウエ ア を除 い た コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 関連 市 場 の 規 模 は,1969年

末 の 時 点 で お よ そ18億9,000万 ドル(6,704億 円)に 達 した もの と み られ る 。 さ らに'

1970年 に は これ が22億7,500万 ドル に ま で拡 大 す る と見 て い る。

そ の 内訳 は 以 下 の とお りで あ る。

1969年 売 上高 1970年 売上高

① リース業 370 465

② 請 負,契 約 ソ フ トウ

エ ア お よ び パ ッケ ー ジ ・ 450 700

ソ フ トウエ ア

③ バ ッチ処理 計算 サ ー

ビス 840 950

④ リ モ ー ト ・ ア ク セ ス ・

コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 90 125

⑤EDP教 育 140 175

タ

■

(単 位:100万 ドル)

ま た これ とは算 定 基 準,デ ー タ と も違 って い るが,や は り著 名 な 科 学 技 術 市 場 専 門 調

査 会 社QuentamScience社 のSamsonTrends(1970年1月 号)は,1969年 度

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス関 連 産 業 の 市 場 規 模 は お よそ34億 ドル(1兆2,240億 円)に

も達 し た と見 て い る。 これ はIDCに 比 べ て,倍 ちか くの数 字 と な って い るが,分 類 基

準 の 違 い を考慮 す る と さ ほ どの こ と は な い 。 と い うの はSamsonTrendsの 場 合,業 種

は 全 部 で6種 類 あ る。 す な わ ら,① メ ンテ ナ ンス②EDP教 育 ③ ソ フ トウエ ア④ サ ー ビ
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ス ・ ビ ュ ウ ロ ウ(計 算 セ ン タ ー)⑤ フ ァ シ ィ リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト⑥ ネ ッ ト ワ ー ク'・ イ

ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス で あ り,こ の 内 訳 は 表8-1の よ う に な る 。

表8-1

一

1969年 売 上高
1975年 売上 高

(推 定)

① メ ンテ ナ ンス 400 1,200

②EDP教 育 300 600

③ ソ フ トウ エ ア 1,700{ 5,,500

④ サ ー ビ ス ・ ビ ュ ウ ロ ウ 600 1,500

⑤ フ ァ シ ィ リ テ ィ ・ マ ネ ジ

メ ン ト 200 2,000

⑥ ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン フ ォ

メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス 200 2,500

.(単 位100万 ドル)

表8-1に つ い て 予 め断 って お く と,IDCに 比 べ て リー ス業 が入 って い な い が,代

りに メ ンテ ナ ンス,フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト,ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォメ ー シ ョ

ン ・サ ー ビス と い う新 項 目が 入 れ られ て い る。 リー ス に つ い て は,ハ ー ドウエ ア の カ テ

ゴ リー とみ て い る た め 除 外 した と思 わ れ る。 ま た フ ァシ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トに つ い

て は,一 部 で は ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス に 含 め て い る と こ ろ もあ るが,後 に 述 べ る よ う

に これ は独 立 分 離 して扱 わ な けれ ば な らな い 特 異 な キ ャ ラ ク タ ー を持 った 商 売 で あ る。

さ らに ネ ッ トワー ク ・イ ン フ ォメ ー シ.ン に っ い て は,SamsonTrends独 自 の命 名 で,

こ の 中 に は 通 常 言 う と こ ろ の リモ ー ト ・バ ッチ,リ モ ー ト ・ア ク セ ス ・コ ン ピ ュー テ ィ

ン グお よ び 各 種 の情 報 提 供(別 名 デ ー タ ・バ ン ク ・サ ー ビス と も言 う)サ=ビ ス ・ビ ジ

ネ ス を含 ん だ オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を さす もの で あ る。 従 ってIDCの リ モ ー ト ・ア ク

セ ス ・コ ン ピ ュー テ ィン グ を は るか に上 ま わ る数 字 が 記 入 され て い る の だ
。

な お,ソ フ トウエ ア と計 算 セ ン タ ー ・サ ー ビ スの 場 合,IDCとSamsonTrends社

の デ ー タ が 逆,す な わ ちIDCは ソ フ トウエ ア よ りサ ー ビス ・ビ ュウ ロ ウの 売 上 額 が 多

ノ

い と して い るが,Samsonは 逆 に 少 な い と して い る。 これ は ほ とん どの 会社 が 計 算 サ ー
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ビス とソ フ トウエア ・サ ー ビスを兼ねた 業務 を行 な って い るた め,業 種 区別が あい まい

に な るか らであ ろ う。

しか しと もあれ1970年 後半 の時点 で,一 般 的にCPU,周 辺機器市 場 お よびサ ー

ビス産 業 を含 む コン ピュータ産 業の種 類には次の よ うな ものが ある と言 ってよいだ ろ う。

(図8-1)コ ンピ ュータ産業業 種分類

・汎 用 お よ び専 用 コ ン

ピ ュー タ

・周 辺 機 器

・コン ピュー タお よび

周 辺装 置 むけ付属品

ない しは消 耗品

コ ン ピ ュー タ産 業

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス

関 連 市 場

サ ー ビス ・ビ ュウ ロ ウ

ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス

(請 負 い 契 約 開発 プ ロ グ ラ・ム

お よ び汎 用 ソ フ トウエ ア ・パ

ッケ ー ジを含 む)

EDP教 育

フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン

ネ ッ トワー ク ・イ ン フ ォ メー

ソ ヨ ン ・サ ー ビス

(バ ッチ お よ び リモ ー ト ・ア

ク セ ス ・コ ン ピ ュー テ ィ ン グ

と各 種 情 報 提 供 サ ー ビス を 含

む)

メ ンテ ナ ンス

ス

◎

,

■

■

図8-1

そ れ で は コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 関連 産 業 に は,現 在 どれ ぐ らい の企 業 が 活 躍 し,ど

れ ぐ らい の 人 が 職 を得 て い るの で あ ろ うか 。

1970年9月 のBusinessAutomationに よ る恒 例 の 企 業 調 査(AnnualReference

Guide)に よ れ ば,情 報 産 業 の う ちハ ー ドウエ ア関 係 企 業 を 除 く ソ フ トウエ ア関係 企

業 の 数 は,お よ そ2,700社(ソ フ トウエ ア ・プ ロ グ ラ ミン グ,TSS,サ ー ビス ・ビ ュ
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ウロウ,パ ンチ ・サ ー ビス,調 査 コンサ ルテ ィングを含 む)で,こ れ に教 育900社,

出版 その他380社 とな ってい る。 またADAPSOの 調 査(第3回 データ処 理 サー ビス

産業調 査)で は,デ ー タ処理(計 算 セ ンター)ソ フ トウエア,タ イム シェア リングの 日

業種 を合わせ た企 業数 は1969年 で1,700社,1970年 で1,850社 に達 す る と

してい る。(図8-2参 照)

従 業員数 につ いて は,や は りADApsOの 発表 によ ると計算 セ ンター,ソ フ トウエ ア,

タイム シェア リ ングの3部 門で働 く者の数 は,1968年 の時点で約12万 人 としてい

る。 平均規 模 の従 業員 は85人 であ るが,こ の業界 は大 きい ところか ら小 さい ところま

で その差 が著 しく,従 業員 も小規 模 な企 業で はわず か3人 であ るの に,大 手企 業で は

740人 とま ちま ちであ る。 一般 的 には歴 史の古 い会社が 多 くの従 業員 をかか えて い る

が,中 に は社歴3年 以内に して500人 以上の規 模 を持つ 企業 もあ り,こ れ は最近 の業

界動向 にみ られ る大規 模TSSネ ットワー ク建設 のあ らわれで あろ う。

なおサ ー ビス地 域 か ら見 る と,全 国的規 模 でサー ビス して い る企 業 は,地 方 を対象 に

してい る企業 よ りも4倍 ほ ど多 くの従 業員 を抱 えて お り,従 業員構 成はサ ー ビス ・エ リ

アの範 囲 と密接 な関係 を持 ってい る。 また人 口100万 人 以下 の地域 の場合,従 業員 数

は平 均 して25人,一 方 人 口2,000万 人以上 の地 域 では175人 で あ る。 また人 口

2,000万 人 以下 の地域 に サ ー ビス してい る企 業の場合,従 業員 の ほぼ6%は セール ス

マ ンで,各 セ ールス マ ンは1人 あた り45の 顧 客 を持 ってい るとい う結果 がで た。一 方

2,000万 人 以上 の人 口の都 市でサ ー ビスす る会社 は,約 倍の12%ち か く(全 従 業員

に対 し)の セ ールス マ ンを雇 い,各 セ ールス マ ンあた り顧 客数 は85人 とな ってい る。

なお大 きな地域 をサ ー ビス対象 としてい る企 業 は,平 均 して1,500以 上の カ ス トマ

ー を持 ってお り
,こ れ は人 口100万 以下の地域 で サー ビス してい る企 業の25倍,人

口300～2,000万 人の場合 の10倍 とな ってい る。企 業調査 に当 ったADAPSOの レ

ポ ー トは,次 のよ うな言葉 で しめ く くられ てい る。 「データ処理産 業 はまだ 日があ さ く,

急 激 に成長 してい る。 企業 数 は今 なお増加す る傾向 にあ るが,多 数 のセ ンター を持 った

一群 の 巨大 な企 業 も出現 して い る。 企業の増 加 その ものは,70年 代中 頃 を ピー クに し

て下 り坂 にな るだ ろ う。 しか し事業 所の数 は,70年 代全般 を通 じて増 加 しつ づけ る も

の と思 われ る。」

一88一

∨

θ



◆

〉

、

8-2コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 の 経 営 体 質 と問題 点

1970年 の コン ビ。ユー タ ・サ ー ビス関連産 業 は,確 か に全 体的 には企 業数,売 上高

と も増加 して い るが,そ れ は内部 に業界 再編成 と全般 的収益低下 とい う矛 盾 を含 んだ も

ので あ った。 これ は コンピ ュー タ ・サー ビス事 業 だけに限 った ことで な くハ ー ドウエア

業界 を含 めた コン ヒ。ユータ産 業界全体 の現象 であ った。

原因 とされ る ところは色 々あ るが,米 国経済 全般 の不 調 を口にす る者 が一番 多い。 し

か し直接 の要因 はやは り業界独 自の体質 に あろ う。ADAPSOは これ を 「業界 の急激な

成長 がつ く りあげ た ひ弱で,問 題の多 い土壌が原 因 」としてい る。1970年 は,は か

らず も リセ ッションの中で コン ヒ。ユー タ ・サー ビス関連 各企業 が内蔵す る諸問題 をさ ら

け出 した年 と考 えて よいだ ろ う。

1969年 後 半 か ら70年 後半 にか けて,ソ フ トウエ ア,タ イム シェア リング,リ ー

スな どコ ン ピュータ ・サ ー ビス関連事業全 体に わた り"業 績悪化"と い う名 の寒波 が襲

来 した。

大手 各社 の業績低下 は著 る し9,1969年 の売上高 では独 立 ソフ トウエ ア会社中第

5位 の座 にあ ったCAI(ComputerApplications社)が,1,400万 ドル ちか くの赤

字 を出 して倒産,GT&E(電 話 会社Genera1Telephone&Electric)社 に吸収 され

るな どをは じめ,CUC(ComputerUsage社),Informatics社 な ど大手企 業が赤 字

を出 し,営 利企 業転向第1年 目の大SDC(SystemDevelopment社)で さえ も世間 の

冷 い風 を味わ った。'

ソ フ トウエ ア業界 だけではな い,タ イム シ ェア リング ・ビジネス もかな りの シケ模様

で あ った。1970年8月Wesconで 開催 され た 「タイム シェア リング ・サ ー ビスの評

価 」と銘 うった部会で は,"タ イム シェア リング会社 は再編成期 に入 ってお り,将 来 は

安定 し力opあ る有力企業10社 ない し12社 が 残 ることに なろ う"と の意見 が 出 され注

目され た もので あ る。 事実 これ を裏 づけ るよ うに1970年 初頭 で,小 規 模な タ イム シ

ェア リング会社 約20社 が倒産 し,(FORBES調 査)こ れ に呼応 す るかた ちでITT ,

GEな ど もい くつかオ フィス を閉鎖 した りしてい る。SamsonTrendsな どは,現 在 米

国で利益 をあげ てい るTSS会 社 は,約200社 ちか くの うち"た った5社"と 断言 して
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い る ほ どだ 。 さ らに ほ ん の2年 ほ ど前 ま で は,あ た か も"ぬ れ 手 に ア ワ"の よ うな商 売

だ と 喧 伝 され て い た コ ン ピ ュー タ ・ リー ス事 業 に も不 況 の 風 が 吹 きわ た り,Levin-

Townsend,Dataprocessing,GACな ど 業 界 の しに せ が 赤 字 な い しは,事 業 閉 鎖 の

う き 目 に あ って い る。

も ち ろ ん皆 が 皆 悪 い わ け で は な い。 こ う した状 況 の 中 で も着 々 と利 益 を上 げ た り,事

業 を拡 大 した た くま しい 会 社 もあ る。 た と え ば ソ フ トウ エ ア ・ビジ ネ ス で はComputer

&SoftwareやPla皿i㎎Research社 な どが それ で あ る。 ま た タ イ ム シ ・ア リ ング で

はKeydata,Rapidata,Allen-Babcockと い った会 社 の 地 道 な 発 展 ぶ りが 高 く評 価 さ

れ た。

米 国 全 体 を お お った リセ ッシ 。 ンの 影 響 とい う こ と もあ ろ うが,70年 代 コ ン ピ ュー

タ界 の 不 振 は 事 実 で あ った。 し か し この 中 で も着 実 に 成 果 を挙 げ 得 た 企 業 もあ った と い

う こ とに な る と,結 局 つ ま る と こ ろ経 営 の 問 題 で は な い か とい う声 もあ が る。 一 口 に す

べ て をtt経 営 力 の 差"と して か た ず け て良 い もの か ど うか は別 と して,1970年 と い

う年 は これ まで 順 風 満 帆 に 伸 び て きた コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・ビ ジ ネ スの 経 営 問 題 を

関 係 者 の 意 識 の 上 に は っ き りと浮 び上 が らせ た 年 で あ る と言 え よ う。 ㊨

ソ フ トウ ェ ア

5%術

施設拡張

11%

財 政

16%

オ ペ レ ー シ ョン

オ

θ

図8-3デ ー タ処 理業 界が直面 してい る問 題点
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1970年ADAPSOの 第3回 デ ータ処理 調査 によ ると,現 在 デー タ処理 業界(計 算

セ ンター,ソ フ トウエア,タ イム シェア リング)が 直 面 してい る問題 は,主 要な もので

8つ あるとい う。 これは要員 問題 に始 ま り,オ ペ レー シ。ンの ささいな問題 にい了こる も

ので,ア ンケー ト調査 に寄せ られ た 回答の中で,210の 問題 が指摘 され たの を分類 し

た ものであ る。210の 問題指摘 を分類 してみ て,一 番 多 いのが要員 の問 題で全体 の

29%を 占めた。 次が マーケテ ィング,財 政,施 設拡 張,競 合,技 術,ソ フ トウエ ア,

オペ レー シ.ン の順 とな ってい る。(図8-3参 照)

それ では個 々の問題 につ いて簡 単 に説明 しよ う。

要 員 の 問 題

67%の 企 業 は,何 らか の 要 員 上 の 問題 に 直 面 し て い る。 す な わ ち大 半 の 会 社 が 優 秀

な ス タ ッフ,特 に プ ロ グ ラ マや シス テ ム ・ア ナ リズ トを獲 得 し,保 持 す る こ と が む ず か

しい と訴 え て い る。 この 外 で は 要 員 訓 練,す ぐれ た セ ー ル ス マ ンの獲 得,給 与 の 高騰 等

が 問 題 点 と して 指 摘 され て い る。

ADAPSOと 同 じ よ うにBusinessAutomation誌 が マ ー ケ ッ ト ・リサ ー チ会 社

MarketFacts社 に 依 頼 して 集収 した デ ー タ を もと に発 表 した,恒 例 の 第12回 全 米

EDP要 員 調 査 に よ る と,全 デ ー タ処 理 要 員 の 平 均 週 給 は,1969年 に 比 べ5～9

%増 加 して い る。 同 調 査 は,米 国 全 域 を対 象 と し た 大 規 模 な もの で,EDP要 員 に つ

い て2,175の 報 告 書 を も とにEDP業 種 を27職 種 に 分 け て,ま と め た もの で あ る。

これ に よ る と,全 デ ー タ処 理 要 員 の 平 均 週 給 は,1969年 度 に く らべ る と5～9%増

加 して い る。 内訳 を見 る と,デ ー タ処 理 の マ ネ ジ ャーの 週 給 は,前 年 の303ド ル(10

万9,080円)に 比 べ7%伸 び て325ド ル(11万7,000円),シ ス テ ム ・ア ナ リ シ

ス ・マ ネ ジ ャー は,前 年 の280ド ル(10万80円)か ら8%上 って304ド ル(10

万9,440円),シ ス テ ム ・ア ナ リ シス と プ ロ グ ラ ミ ン グ ・マ ネ ジ ャー の場 合 は,前 年

平 均 週 給274ド ル(9万8,640円)か ら6%ア ップ して289ド ル(10万4,040

円)。

一 方
,プ ロ グ ラ ミン グ ・マ ネ ジ ャー は9%の 増 加 を見 せ,274ド ル(9万8,640

円)と な って い る。 な おEDP関 係 職 務 別 給 与 と その 増 加 分 は 次 の 図8-4の よ うに な

る。
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職 種 ・ 分 類 給 与 額'69-'70

3全 デ ータ処 理 の マ ネ ジ ャー一(303)-1221
デ ー タ 処 理 の マ ネ ジ ャー 　 (265)-251290

システム ・アナ リシス の マ ネ ジ ャー 〃Z㈱Z微 ζ(280)〃 クZ〃%クZ4%Z㎜Z〃ZζZI241304

主 任 ・シ ス テ ム ズ ・ア ナ リス ト㎜(253)-221275
シニア ・シ ス テ ム ズ ・ア ナ リス ト W(230)～181248
ジ ュニ ア ・システム ズ ・ア ナ リス ト…(189)-1釧207

ア ナ リシス&プ ログラ ミングのマネジャー …(274)-Z…151289
主 任 システム ズ・アナリス ト/プ]グ ラマ ㈱ ・(244)～21256
シごア・システムズ ・アナリスト/ヲ1ログラ∨、(214)'-151229

ジュニア ・システムズ・アナリス ト/プログラマ W(171)嚇121183

プ ロ グ ラ ミ ン グ の マ ネ ジ ャ ー Z嚇(251)-ZZ〃Z微231274

主 任 プ ロ グ ラ マ 〃W(217)'-171234

シ ニ ア ・ プ ロ グ ラ マ 、(190)-101200

ジ ュ ニ ア ・ プ ロ グ ラ マ 輪(152)、i2164

コンピュータ・オペ レイションの マネ ジャー %Z"(211)"zwン ク筋ZクzZクZl13■224

主 任 コ ン ピ ュ ー タ ・オペ レー タ づク%(160)-9■169

シ ニ ア ・コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レ ー タ
微(139)微81147

ジュニア ・コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レ ー タ 4㌘(119)Z31122

コンピュータ ・1/0コ ントロプ レ・マネジャー 微(161)-71168

デー タ 通 信 ・コンソール ・オペ レータ %(114)Z〃 剣41118

ユ ナイ ト・レコー ド装 置 の マネ ジャー
クZクZクク〃〃Il76)ク 脇%%Z勿51181

ユ ナイ ト・レコー ド装i置 の オ!'ミレ一夕
%づ(114)〃 微91123

テ ー プ ・ ラ イ ブ ラ リ ア ン Z%(、115)〃 ク】11■126

キ ー パ ン チ ・ス ー パ バ イ ザ ー W(.131)ク 微81139

主 任 ・キ ー パ ン チ ・オ ペ レ ー タ %(110)微101120

%(100)Zク471107

%(90)Z6196

シ ニ ア ・キ ー パ ン チ ・オペ レ ー タ

ジ ュニ ア ・キ ー パ ンチ ・オ ペ レ ー タ

唖'69年

[==コ'70年 の増加分

.図8-4EDP給 与 報 告'69-'70
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マ ー ケ テ ィ ング

唱

、

`

マーケテ ィン グを問題 と したのは90社 中42社 。特 に指摘 され て い るの は新製 品の

.開発 ・検討,新 らしい顧客の獲得 と保持,コ ス ト政 策,市 場 可能 性の決定 な どであ る。

ADAPSOの 調 査 で 指 摘 され るまで もな くコ ンピュー タ ・サー ビス産 業で マー ケ

テ ィングカ の弱 さが云 々され るよ うに な ったの は,今 に始 ま った ことで はない。 業界 誌

や経営 コ ンサ ル テ ィング ・サ ー ビス業者達 は この分 野で成功す るに は技 術力 よ りもむ し

ろマーケ テ ィング能 力 にあ ると してい る.くらいで,た とえばDatamation誌 で ロバ ー ト

V.ヘ ッド(マ ネ ジメ ン ト ・イ ンフォメ ー シ。ン ・システムズ協会 の会長)な どは,「 お

そ らく今 日活 躍 してい るソ フ トウエア会社 の うち,専 門 の マーケテ ィング要員 を職員 と

して持 ってい る会社 は,わ ず か5%に 過 ぎな いと思 う」と語 ってい る。

さ らに大部 分の企 業では,会 社 の社長 が主 な市場 開拓者 で,彼 の人 柄 と事 業の傾 向に

よ って,よ い仕事 もやれ ば悪い仕事 もや って いる とい った のが実情 であ る。概 して,今

日までは,ソ フ トウエ ア事 業 は売 り手市 場 であ ったが,顧 客 は次 第 に世馴 れ て きて,よ

り好 み をす るよ うに な って きだ した。 この よ うに,市 場 開発の専 門家 を欠 く企 業は,切

迫 した危機 に直面 して い る。 そ こへ い くと専門 的な市場開 発能力 を持 ってい る企 業は,

市場 保持 の力で グンと差 をつけ る。 ほ とん どの企 業,大 企 業す らもよ く理解 して いない

のだが,必 要 があ って既 製品,っ ま り専売 パ ッケー ジにと びつい て くる場合 と,専 門 的

サー ビスの市 場開拓,っ ま りこれ か らプ ログラ ミングの契 約 を売 り込 もうとい う場合 と

は全然違 うのであ る。 、

ソ フ トウエ ア製 品 とサー ビスの新規販 売 と市場 維持 にお け るマーケテ ィングの専 門家

の役割 につい て,産 業界 内部 で大 きな理 解が なけれ ば,こ れか らはその他 の点で優 秀な

ソ フ トウエ ア技術 を持 って い る会社で も大抵 は市 場開発技 術に欠 けてい る ことが命 と り

どな るで あ ろ う。

財 政

財政上 の問題 を指摘 したのは35%,こ の問題 は大 きく運用 資本 と利益 の2つ に分か

れ る。運用 資本 の獲 得 と,流 動 資金の コ ン トロール を問題に したのは21社 。 一方 コス

ト・コン トロール と低利益 を問題 に したの は11社 で あ る。
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このADAPSOの 第3回 調 査 によ ると1968年 の時点 で,予 想 された よ うに タ イム

シェア リング会社 は,大 きな損失 を こ うむ ってい る。 しか しデータ処理 会社(計 算 セ ン

ター)の7.0%損 失 は意 外 と され てい る。 これは ソ フ トウエア業界 の ビ ッグ20に 入 る

7社 が,68年 に85%～250%と い う損 失 を計上 したのが原 因 と してい る。 とい う

のは,多 くの会社が サ ー ビス ・ビュウロウとソ フ トウエア会社 を兼 ねてい るか らだ。 さ

らに1969年 か ら70年 には,こ の傾 向は一段 と強 ま ってい よ う。前記 の ロバー ト ・

V.ヘ ッド氏 は 「ソフ トウエ ア会社 の有価証券報 告書 を概観 す ると余 りに利益率 が低 く,

これが ウ ォール街 で もてはや され た株か と思 うほ どであ る。 」 と語 ってい る。 彼に よ る

と平均 は税 引 き後 の純益で約5%と して い るが,ADAPSOは もっと低 いデ ータを出 し

て い る。(表8-2)

表8-2.デ ー タ処 理会社,タ イ ムシェア リング会社,ソ フ トウ

エア会社 の財務 構成比較

デー タ処理会社 タイム シェア リン グ 会 社 ソフ トウエア会 社

.

企 業 数 61 4 3

装 置 支 出 26.5%(25) 3&0%(40) 1&0%

給 与 支 出 47.0(48) 420(32) 520(50)

その他の運営支出 2α0 41.0 15.0

営 業 利 益 6.5
一21

.0 15.0

その 他 支 出項 目 12.0 120 1,3.0

税 引 前 利 益
一5
.5

一33
.0 20

税 1.5 0.0 1.0

税 引 後 利 益
一7
.0

一330 1.0

流 動 資 産 47.5 6α0 70.0

固 定 資 産 35.0 25.0 10.0

そ の 他 の 資 産 17.5 15.0 20.0

流 動 負 債 38.5 25.0 25.0

長 期 負 債 25.0 35.0 25.0

財 産 物 件 の純 価 36.5 40.0

、

50.0

才

の

'
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、

ψ

この 表8-2に よれ ば,長 期負債,流 動 負債の 割 り合 いが高 く,税 引前,税 引 後利 益

の割合いが低 くな ってい る。

企 業 競 争

ADAPSOの 調査 に回答 を寄 せ た16社 中,5社 は銀 行 を,3社 は非 営利 団体 をそ し

て その他が コン ピュー タ ・メーカーを主 な競争相 手 と して挙 げて い る。 また他 の調査,

例 ばModernData誌 で は,デ ータ処理 業 者は業界以 外 の分野か らどん どん競 合企業 が

参 入 して くるこ とを脅威 としてい る と伝 えてい る。

この場 合業者49%が 銀行,47%が メーカー,そ れ に10%が 大学 を大 きな競争相

手 と して こ もa"も に指摘 して い る。 そ してADAPSOか らは1968年 までの3カ 年間,

全体 と して競合状 態が高 ま ってい るとい うデータが出 され てい る。(図8-5)

競 合 状 態196619671968

5
A… ・競争 相手が ない と

答 えた会社10

B… や や競 争 があ ると

答 えた会社

C… 競 争が おだや かだ36

と答 えた会社

D… ・競争 が激 しい と答

えた会 社

多角化にひそむ問題

国 里_

B15

7一

＼ ノ

ン

39

/

34

/

/
〃
/

35

＼

40

/

回

図8-5 競争についての意識

49

これ は利 益 率 の 低 さ と も関 係 して くる の だ が,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス業 各 社 は,ほ

と ん どが,ソ フ トウエ ア,タ イム シ ェア リ ング,教 育,計 算 サ ー ビス,コ ンサ ル テ ィ ン
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グな ど兼 ねてお り,た とえ1まあ る大手 ソ フ トウエ ア会社 な どは ソ フ トウエア を看板 に し

ていて もその実教 育サ ー ビスで糊 口を しのいで い ると さえ言 われ てい る。 あ る意味で,

様 々な 関連事 業 に手 を出 してい る ことは,専 業一 本や りでは食 えぬ ことを示 してい る。

コンピュータ

タイム の 販 売

13%

〈業界全体〉

その他2%

〈デ ータ・処理 会社 〉
'

デー タ処理

18%

タ イム シ ェ ア リング

育教

%22

ソフ ト

ウェア

4%

リ ー ス

12%

そ
の
他

∪

`

ρ

〈 ソ フ トウ 三 ア会 社 〉 〈 タイムシェアリング会 社 〉

図8-6デ ー タ処理 サー ビス産業 は どんな業 種 から収 入を得 てい るか。

(ADAPSO調 査)
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図8-6は,各 ビジネスが どん なサ ー ビ1を 提供 してい る蛾 を示 してい る。 これ によ

ると全 体 と して は,デ ータ処理 か らの収 入が 一番多 く,ソ フ,トウエ ア,タ イム シ ェア リ

ングが少 ない。 また ソフ トウエ ア会社 は教育,デ ー タ処理,コ ンサル テ ィングな ど他方

面 に均 等 に手 を伸 ば してい るのが注 目され る。

1970年 の特徴 的現象 と して,大 手 の ソフ トウエ ア会社 で情報提 供 サー ビス を行 な

っていた会社 や,タ イム シェア リングをサ ー ビス していた会社 の業績 が悪化 した ことが

あげ られ る。

た とえばCAIで,同 社 はSpeedataの 開発 に資 金 を食われ て屋 体骨 を崩 した と さえ言

われ るほ どだ。 多種サ ー ビスは,投 資 の決定 と退 け際 がむず か しく,経 営 のバランスを失

す る恐れ が あ る。 もっと も悪 い面 ばか りでは ない。 コン ピュー タ ・サ ー ビス産 業 は,総

合サ ー ビス形 態 にむか ってい る と も言われ る。 た とえば ソ フ トウエア会社 は,コ ンサ ル

テ ィング機能 を持 たね ばな らぬ と も言われ て い る。 ファ シィ リテ ィ ・マネ ジメン トの拾

頭 な どは,こ の傾 向 を表わ してい る もの と思 われ る。

小規模企業集団の問題

コ ンピュータ ・サー ビス業界 は,ほ とん どが中小 規模 ない しは極 小規模企 業の群 体で

あ る。 た とえばADAPSOの 調査 では,売 上 げ規模100万 ドル以下 のサ ー ビス企 業が

1,400社 中1,160社 あ り,600万 ドル以上 はわずか30社 に満 たな い として い る。

(表8-3)

表8-3

売 上 げ 規 模 会 社 数
会 社 あ た り

平 均 売 上げ高

総 売 上 げ 高

(100万 ドル)

100万 ド ル以 下

100万 ドル～600万 ドル

600万 ドル 以 上

1,160

210

30

$400.00・0

$2,500,000

$465

525

600

計 1,400 $1,590

さ らに100万 ドル以下 の企 業の年 間平 均 売上高 は,わ ず か40万 ドル(1億400

万 円)と い う ことで あ る。 企 業規模 が小 さけれ ば,一 社 あた りユ ーザー数 も少 ない。 こ
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れ もADAPSOの 調 査 によ ると,99人 以下 が全体 の半分以上(1968年 で57%)o

を占めてい る。(図8-7)

顧 客 数 会 社 の 比 率

0-49 ＼ 1966 1967 1968

43%

/

/

4多

32% 31%
50-99

100-149

26%27%

一

//

/

/

150-199

28%200-249
14%

18%

250-299

17%

6%

6% 7%

300以 上
4qム 5%

% 5%

11%1% 8%＼ 〆'

1.5丘1.6%

図8-7

この よ うな規模 の小 ささは過 当競争 を招 く原因 と もなる し,ま た不況 に弱 い体質 と も

な って い る。 とい うのは,こ れは当然 ユ ーザ ーの質 に も関係 してい るか らだ。す なわ ち

一企 業 あた りユ ーザーが少 ないばか りでな く
,そ れ が小額支 出 しか しない顧客 で もあ る

のだ。 た とえばADAPSOに よ ると,年 間5,000ド ル以下 の小 さなユ ーザ ー を抱 え る

会社 は,全 体 の%に 達 す る とい うの だ。

その他 サー ビス業界 の経営 の問題 としてあ げ られ る事項 には,通 信 回線 と装置 につ い

て とか,プ ロ ジェク ト管理 な どオ ペ レー ショナルな点が 多い。
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9.ソ フ トウエ ア産 業 の 動 向

●

亀

'

IDC(111ternationalDataCo・,)の 発 表 デ ー タ に よ る と
,請 負 い契 約 お よ び ソ フ トウ

エ ア ・パ ッケ ー ジの 売 上 高 は1969年 の 時 点 で
,4億5,000万 ドル(・1,620億 円)に

達 し,1970年 に は お よ そ7億 ドル(2,520億 円)に な った もの と推 定 され る。 さ ら

に1974年 に む か って,グ ラ フは 急 上 昇 をみ せ 約25億6 ,000万 ドル に もな ろ うと い

う。(図9-1)

(単位:100万ドル)

～560

2500一

970
2(XX)一

470

1500一

1 )50
looo一

700

500一 450

270

175

100

5 釦
50

擁 1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974

図9-1ソ フ トウ エ ア 請 負 い 契 約 お よ び ソ フ トウ エ ア ・パ ッケ ー ジ の 売 上 高 推 移
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結論 的に言 って,ソ フ トウエ ア市 場 の規 模(ユ ーザ ーの 内部 ソ フ トウエア投資 お よび

メーカ ーの無料 サ ー ビスと自社 内投 資 を除 く)は 年 々高 くな ってお り,独 立系 ソフ トウ

エア ・サ ー ビス市場 が米国で形成 され た と思われ る1963年 に比べ ると,ソ フ トウエ

ア総投 資額全 体に 占め る割 り合い は年 々高 ま りつつ あ る。

例 えばやは りIDCの デー タで あ るが,19'63年 の時点で は全 体のわず かO.3%

(総 投資額19億2,500万 ドル)で あ った ものが,1968年 には4.8%(総 投 資額59

億5,000万 ドル)と な り,69年 には6.6%(総 投 資額83億5,000万 ドル)と 増加 し

てい る。 そして本格 的 な価格 分離 が始 ま った70年,さ らに それ 以降 は この増加率 は一

層急 速 にな るだろ う。

と ころで ソ フ トウエ ア市 場 のひ ろが りとい うこ とにっいて は,大 手 ソフ トウエ ア会社

Informatics社 のWalterF.Bumer博 士 が次の よ うな興 味 あるデ ータをあげてい る。

す なわ ち外 部の サー ビス会社 か ら金 を出 して購入 す るソ フ トウエアの比率 は,1970

年 には全 ソフ トウエ ア投資額 の8%に 達 して い る。 しか しこの割 り合 い は急速 に拡 大 し,

5年 後 の75年 には全 体 の34%,さ らに1980年 には50%に ものぼ るだ ろ うと し

てい る。

さて この よ うな市 場規 模が予測 され るソ フ トウエ ア ・マーケ ッ トに は,現 在 どれ く ら

いの企 業が活 動 して い るので あ ろうか。ADAPSOの 調 査 によれ ば,ソ フ トウエア会社

の数 は全米で500社(1970年)と い うことで あ るが,同 協会 の調査 は,ソ フ トウエ

ア業 務が主体 とな ってい る企 業につい ての もので あ るた め実 際の企業数 は,お よそ

1,200社 ぐ らい(ICP調 べ)と 見 られ てい る。

新規 参入企 業 は,市 場成長 率 およそ25%と いわれ る拡大 ス ピー ドに対応 した数 で あ

ることが一応推 定 す る ことがで きる。 しか し事業 の失敗,合 併,そ の他の理 由によ る事

業の中止 を考 慮 に入 れ ると,過 去数 力年間の実質 的平均増加 率 は20%ぐ らいだ と思 わ

れ る。この点 につ いて米 国の調査会社Diebold社 は,価 格 分離 によ るメーカーの市場進

出の本格 化お よび米 国経 済の成長鈍 化傾向が新規 企 業の創業 テ ンポを急落 させ るだろ う

と してい る。 また業界 の あるオ ブザ ーバ ーは,米 国 の ソ フ トウエア会社 の数 は現在 の

1,200社 らか くか ら1971年 には一 挙 に565社 まで減 って しま うだ ろ うと公言 してい

る もの もい る。

事実1970年 とい う年 は,全 体 の ソフ トウ土 ア売上高上昇 の中 で,企 業の合併,一
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時 閉鎖,倒 産 な どが例年 に な く著 し く多 か った年 で あ る。 これ は コン ピュー タ関連 サー

ビス産 業の展望 の項 で も述 べ た ことで あ るが,ソ フ トウエア業界だ けに限 った現象で は

なか ったので あ る。 ただ ソ フ トウエ ア業界の場合,は っき り違 うこ とは他 サー ビス業界

に比べ て,著 名な大手 ソフ トウエ ア会社 の悲惨 な結末 が演 じられ,衆 目を集 めた点で あ

る。

その よい例 がCUqとCAIで,前 者 は大幅欠 損,.大 量 解雇 を行な い,後 者 は と うと う

倒産 しGT&E・(独 立 電話会社)の 子 会社 に吸収 され て しま った。 両社 は と もに1969

年 度ベ ス ト10に ランクされ ていた企 業だ けに,大 きな反響 を呼ん でい る。 さ らにその

他Informatics,SDCな ど大手企 業の赤 字決 算 と業績 不振 は,1970年 の ソ フ トウ

エ ア産業を特 徴づ けた最大 の舞台装置 で あ った と言 えよ う。

もっと もこ うした中に あ って も,PRCと かCSIと い った企 業 は着 々と売上 を伸 ば し,

利 益 をあげ て いる。 人 々は これ を見 て考 えた。 一体 何が"そ の差"を つ け る原 因 とな っ

たのか と。

1970年 とい う年 は,業 界関係 者の間 に この疑念 が明確 に浮彫 に され た年 で あ る。

これ までくつ わ を並 べて と もに成長 して きた ソ フ トウエア会社 に おけ る明 暗が,独 立 ソ

フ トウエ ア会社の経 営 とは何 か とい う問い かけ を生 みつつ あ るのだ。

●

9-1ソ フ トウエア会社 の経営 問題

■

ロバー ト・V・ ヘ ッドは,ソ フ トウエア会社 の経営 の問 題点 と して12の 項 目をあげ

てい る。す なわ ち,プ ログ ラム保護,マ ーケ テ ィング ・スペ シャ リス ト問題,タ イム シ

ェア リング会社 との関係の 問題,成 長 と拡大 の問題,要 員 の問題,収 益 性 の問題,政 府

施 策の 問題,小 企 業増加の 問題,コ ンサ ルテ ィング障壁の 問題,株 式 市場 の問題,コ ン

ピュ三 夕 ・ス.〔シ ャリス トの職業道 徳の問題,価 格 分離の 問題が それ で あ る。

1970年 には,ソ フ トウエア産 業界で この よ うな反 省 とか問題指 摘の声 が高 ま った

ので あ る。 た とえば ロバー ト・V・ ヘ ッドの他に も,証 券 ア ナ リス トな どか らソ フ トウ

エア会社 の経 営の 問題点 と して,ソ フ トウエ ア ・プログラムの研 究 開発費用繰 延べ処理

とい う会計 上の障壁 が指摘 された。またADPNewsletterは,"大 組 織化 の危 機理論"

な る ものを紹介 してい る。 これ ら各 者の問題指 摘 は多岐に わた るが,い ずれ も見 る角度
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こそ違 え同一の基盤 に立 づ内容 を語 ってい るよ うだ。

さて ここで は色 々と提起 され た個 々の注 目すべ き指摘 につい て,も うす こ し詳 しい検

討 を加 えてみ よ う。

(1)プ ログ ラム保護 の問題

この問題 は特 に,1969年6月23日 以降 の価格 分離進行 とと もに重視 されつつ あ

る。 ソ フ トウ土ア自体 が商品性 を持 ち,独 自の流通機 構 を確立す るた めには,今 後解決

しなければな らない問題が山積 している。 なか で もソフトウエア の保護 は最 も急 務 とされ る

もので複写,盗 用の有 効 な防止策 が各方 面か ら要求 され てい る。

もっと も現在の この方 面 にお ける状況 は,プ ログラム保護 の最善の方策 について,合

意に達 していな いため百花線 乱 とい うところで,'決 め手 とな るよ うな手 段が生れ ていな

い。

今の ところソ フ トウエ ア保護 につ いて は,3つ の考 え方 があ るよ うだ。 ひとつは特 許

に よ ってのみ ソ フ トウエ アは保 護 され るのだ とす るもの,も うひ とつ は特許以外 の保 護手

段,例 えば著作権 だ とか特別保 護立法 だ とか い う ものが 有効 だとするもの,そ して最後 は

契約上 の合意の メカ ニズム を通 じて,も しくは現在の商取 引上 の機密 保護法 の適用 に よ

って,ソ フ トウエ アの保 護がな され るとす るものであ る。

現在 の と ころ,こ の3つ の うち著作 権法 によ ろ うとい う意見 が弱 くな って,代 りに特

許権 と特別立法 の動 きが 目立 ってい る。 また特 許庁 自身,モ ー ビル石 油公判 のケ ースを

検 討す ると発 表 して お り,特 許庁 特許委員会 のWilliamE.SchuylerJr.委 員長は

「今 や我 々はPraterとWie事 件の判定 を検討 し,す すんで保 護すべ きメ リ ットを基

礎 に して,コ ンピュー タ ・プログラムの特許 適用 の問題 を考 えてい きたい。」 と語 って

い る。

1970年4月 のSJCCで は;ソ フ トウ エ ア権 が論 議 され3つ の 特 許 系 争,Prater-

Wieケ ー ス,BernhrantFetterケ ー ス,JohrMachoryケ ー ス(い ず れ もソ フ トウ エ

ア特 許 化 系 争 で勝 訴 を収 め た)に つ い て 報 告 され た。

な お 業 界 最 大 の 企 業IBMは 独 自の行 き方 を と って お り,自 社 の プ ロ グ ラム ・ラ イ ブ

ラ リー利 用 ユ ー ザ ー に対 して,商 法 上 の 保 護 手 段 に よ ろ う と し て い る。

1970年 中 期 まで の ソ フ トウエ ア保 護 の 動 きに っ い て は 次 の 表9-1に ま とめ た。

-102一

夕

⑨



'

`

表9-1ゾ フ ドウエア特許問 題の経緯

ソ フ トウ エ ア 会 社
特許庁,裁 判所,

議会

コ ン ピ ュー タ ・

メ ー カ ー

コ ン ピ ュー タ ・

ユ ー ザ ー,そ'

の 他

1968年 1月 特許改正公聴会

に於て米特許法

律協会,電 子工
}

業協会,米 化学

協会および小企

業協会の代表者

その他の出席者
'

は,コ ン ビ ュ ー

タ ・ プ ロ グ ラ ム
↓

が特許 を うけ ら

れ るか ど うかに

対 しては何の意

見 も表明 しなか

' っ た 。

4月 ADRソ フ トウエ ア 上院司法小委員 SJCCで は ソ

特許第1号 取得 会で プロ グラム フ ト ウ エ ア 特 ・

(特 許公告番号 特許を検討 許 と価格 分離.

3380029) へ が話題の中心

5月 ADR社 長 リ 、
:

チ ャ ー ド ・ ジ 、

` ヨーンズIBM

の一括価格体

制 は独 禁法違,

反 と声明

10月 ダ ACMが 主 催 ・

して第1回 ソ

フ ト ウ エ ア 年 』
づ

次 大会開 催,

特許問題を討

議
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ソ フ トウエ ア 会社.
特許 庁,裁 判所,

議会

コ ン ピ ュー タ ・

メ ー カ ー

コ ン ピ ュー タ ・

ユ ー ザ ー,そ

め 他
1

10月 モ ー ビル石 油

の ソ フ トウ エ

ア特許 申請 を'

認 め られ る

12月 米国関税特許が 1968年7月1

モ ー ビル石 油の 日までに価格

ソ フ トウ エ ア特 分離のための

許 にな ると判決 方針を打 ち出

すと発表

特許庁再審を要 CDC,IBMを

求 独禁法違反で

告訴

1969年 1月 ADAPSOタ イ ム シ 司法省,独 禁法 IBM,リ ー ス

エア リング部 門新設, 違反でIBMを 会社DPF&G

特許 問題などに力 を 告訴 に独禁法違反

入 れ る で訴 え られ る
4

3月 ソ フ ト ウ エ ア ・ マ ー 関税控訴裁に公 IBM,モ ー ビ シカゴで特許

ケ テ ィ ン グ ・セ ミ ナ 聴会開催の アピ ル石油公判に 法律専門家集

一開催(ICP主 催) 一ルが寄せ られ 反対声明 団が生 まれ る.

ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッ る 。 メ ン バ ー は

ケー ジな どの販売方 メ ー カ ー,ソ フ ハ ネ ウエ ル, ユ ー ザ ー,ソ

法 な どにっ いて検 討 トウエ ア会 社, モ ー ビル石 油 フ ト ウエ ア会
、

モー ビル石 油 な 公判に反対声 社 が集 ま って

モー ビル石 油公 判 を ど 明 ソ フ トウエ ア

め ぐりAISCが 支持 特 許 セ ミナー
、

を表明 を開催

「eascoの 子 会社主

催 で ソ フ トウ エ ア保

護 セ ミナ ー を 開 催,

メ ー カ ー,ユ ー ザ ー,

ソフ トウエ ア会社 が

A 参加
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ソ フ トウエ ア 会 社
特許庁,裁 判所,

議会'

コ ン ピ ュー タ ・

メ ー カ ー

コ ン ピ ュー タ

ユ ー ザ ー,そ

の 他

5月 プ ロ グ ラ マ テ ィク ス

社IBMを 告訴

6月 PRG(ソ フ トウエ ア IBM,ソ フ ト

特許 グル ープ)設 立 ウ エ ア と パ ー

ドウ エ ア の価

ADAPSOは すべ て 格 を1970年

の メーカ ーに価格分 1月 か ら分 離

離 をす るよ うに ア ヒ。 すると発表
一 ル

PRGが ソ フ トウエ

ア保 護に関す る研究

会を開催

8月 US特 許庁,ソ

フ トウエ ア特 許

検討に傾 く

9月 特 許 庁,モ ー ビ

ル石油公判のケ
一スを検討す る

と発 表,ソ フ ト

ウエア特 許の検

討 にの り出す

10月 第2回 ソ フ トウ エ ア

権大会開催

ADRの 弁護士 は

IBMが ソ フトウエア

特許制度樹立を妨害

して い ると訴 えた
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ソ フ トウ エ ア 会 社
特許庁,裁 判所,

議会

コ ン ピュー タ ・

メ ー カ ー

コ ン ピ ュー タ ・

ユ ー ザ ー,そ

の 他

12月 IRS(歳 入 局),

ソ フ トウエ ア税

制 上の取 りあつ

かい にっ いての
＼

ガ イ ドラ イ ン発

表

1970年 4月 SJCC,「 ソ フ

トウエ ァ特許

および著作権1

に 関す るバ ネ

ル デ ィス カ ッ

シ ョ ン開 催

6月 ApPliedData

Research社 は,同

社の専有権付 き

Autoflowパ ッ ケ ー

ジの特許 権iを認 め ら

れた

7月 特許法協会の全

国協 議会,ソ フ

トウエ アの法 的

保護のための研

究委員会設立

② マー ケテ ィング能 力の不 足 と多角化の問題

ADAPSOの コ ンビ。ユ一夕 ・サー ビス産業調 査 で も指 摘 され た ことだが,マ ーケテ ィ

ング上 の悩 みは コ ンピ ュータ ・サ ー ビス会社 に特 に強 い もので あ る。 なかで もソ フ トウ

エ ア会社 は極 めて若 く,ア イデ ィア中心 のサ ー ビス活 動 を行 な うた め優 秀な マーケテ ィ

ング ・マ ンを数多 く必 要 と してい る。 それに ソ フ トウエ ア会社 その ものが,今 後 の主戦

場 と して一 対 一 の請 負 い 契 約 で はな くて,専 有 権付 プ ログラムの製作 販売 とい う方 向

を と らざるを得 ない ことを考 える となお さ らで あ る。
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●

、

な お この マーケテ ィング能 力の 問題 にっ いて は,多 少 す でに前章 に述 べ た ところ もあ

るが,こ こでは もうひ とつ違 った ア、ングルで この 問題 を論 じてみ よ う。

それ は マーケ テ ィング能力 とい うよ り,あ る程 度企画,開 発 能力の 問題 にな るか もし

れ な い。 と い うの は,前 章 の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 で のADAPSOの 分 析 に も示

され て い た こ とで あ るが,ソ フ トウ エ ア会 社 に よ って は 一 体 何 が 主 た る ビ ジネ ス で あ る

の か わ か らぬ ほ ど,コ ン ピ ュー タ に 関 係 した 多 方 面 の 商 売 を行 な って い る こ と が あ る。

ま た それ ほ ど極 端 で は な く と もた い て い の ソ フ トウエ ア 会 社 は教 育 訓 練,出 版,コ ンサ

ル テ ィン グ,タ イ ム シ ェア リ ン グ,サ ー ビ ス ・ビ ュウ ロ ウ を兼 ね て い る の だ
。 前 述 の

ADAI)SOの 調 査 に よ る と典 型 的 な ソ フ ト ウエ ア会 社 は ソ フ トウエ ア業 務36%,教 育

22%,デ ー タ処 理18%,コ ン サ ル テ ィ ン グ13% ,そ の 他 と な って い る。

多 角 化 は特 に 大 手 ソ フ トウエ ア会 社 に 多 く見 られ,Dieboldの 調 査 に よ る と,主 要 ソ

フ トウエ ア会 社 の 活 動 分 野 は次 の 図9-2の よ うな もの で あ る とい う
。

特 殊 向 汎 用 専有権付 サービス フプシ リテ ィ・ リモ ー ト・・㍉ チ オンライン オンライン・データ教育
ソフトウエア ソフトウエア パプケージ ピュロウ マネジメント サービス 計算サービス ベース・サービス サービス

その他 ・

App"edDa【aResロrch o ◎ o O ブループIJン ト

出版

Aut。 輪1`cDataPr。ceSSIng

◎ o o マーケ7ト ・リサーチ

出版

Comロ 」terApplica``ons o o o o o マ ー ケ フ ト ・リサー チ

出版

Com輿terSciencesC。rp. o O o o o o o
コンサルタント

出版

C。mputerUsageC。 叩a町 o O O o o o ダイレクト・メール

C。mw`匝g&Soft鳩re o o o o o o ダ イレ ク ト・メー ル

ク レジ ット・ビュ ロ ウ

InformatiCS o o o ◎ ◎
P』ni㎎Research(b叩, o o o

コンサルタント
エンジニアリング・
リサ・一チ

.

O－ 現在行なっている分野

◎ 一・緬 ・碇励

図9-2大 手 ソフ トウエア会社 の活動分 野

様 々な仕事 に手 を出 した方 が良 いのか,そ れ と も専業化へ 向 った方 が良 い のか,こ れ

につ いて は何 ん と も言 えない。 その会社独 自の 判断に よ るべ きだが ,多 角 的な サー ビス

活動 には それ な りの落 し穴 が あ り,ま た専 業化 に も不利 な点 が多 い。 しか し1970年

の実績 データを見 る と面 白い こ とが わか る。 それ は図9-2の 活動 分野の中 で ,多 方

面に手 を拡 げて い る会 社の業績 が良 くない ことだ。 例 えばCSC,CAT(Comput6r
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ApPlications),CUC,Informatics社 な どで あ る。

CSCはComputicketを 閉鎖 し,CAIは 倒産吸収,CUC,Informaticsは 大幅 な

赤 字 を出 した。 一方PRCADPな ど専 業化の強 い ところは利 益 をあげ,多 角 化に進 ん

だ会社 ではComputer&Software社 の みが利益 を得た ので ある。

多角 化の弱 さは力 の分 散化 であ る。兵砧 線 を伸 ば し,戦 線 を拡大 した と ころへ 不景気

が来 た りす るとど うして も足 もとが危 くな るの だ。

しか し多 角化の 魅力 もまたあ る。 これ は ソ フ トウエア ・ビジネ スその ものが利幅 の小

さい商売 にな りが ち とい うことを考 えれ ば納得 がゆ く。 つ ま り専 有権付 プログラムや,

タ イム シェア リング,教 育,フ ァシ ィリテ ィ ・マネ ジメ ン トな ど利益 をあげ ると予想 さ

れ る分野 に手 を伸 ば した い と考 え るのは 当然 だ。 そ して この方 向で成功 す るの には ど う

して もマネジ メン トの経営 能力,そ れに新規 ビジネスに参入 して も大丈夫 なプ ランニ ン

グと マーケ テ ィングの能 力なので あ る。 それ が多方 面での企 業活 動 の支 えとな るのだ。

●

(3)成 長 と拡 大に伴 う諸 問題

前述 の ロバー ト ・V・ヘ ッドは 「音速 の壁 」とい う表現 を使 って この問題 を説 明 して い

る。 彼の説 くと ころに よると,ソ フ トウエ ア会社 が非常 に大規模 に成 長 した ときに は,

極 めて興味 のあ る現 象が現 われ ると言 う。 すな わ ち従業員 規模が2,000名 に達 した時,

人事 の問題 があ らゆ る階層 で起 きるよ うにな ると言 う。 退 職者が ふ え,管 理者 ない しは

上級 スタ ッフ レベルの離脱 が高 まる とい うの だ。

これ はそ もそ もソフ トウエ ア会社 とい う技能 集団 は,一 定の適正 規模 を持 って い るの

では ないか とい う説 を生み 出す ことに もな ってい る。

同 じよ うな現象 につ いては,DieboldGroup社 のADPNewsletterも 指摘 してい
プ 「＼

る。 これ に よ ると,ソ フ トウエ ア会社,特 に請 負い契約 プログ ラム開発会社 が急 速 に規

模 を拡大 した結果,人 件 費が利益 を圧迫す るほ ど高 くな り,お ま けに プログラム開発 の

生 産性 がは っき りと低下 す る とい う。 ウ ォール街の証券 アナ リス ト,Donaldson,

Lufkin&Jenretteの 副社長L。RobertJohnson氏 は これ を 「大組織 化の危機理 論 」

と して発 表 してい る。 この 内容 を簡単 に言 うと次の よ うにな る。 す なわ ち大 ていの会社

は,ま ず コ ンビ。ユー タ関連会社 で働 いていた プ ログラマーの グルー プに よ って設立 され

る。 当初彼 らはパー トで人 を雇 った りしてい るが,そ の うち仕事が入 って来 て,収 入 を
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あげ るよ うにな る と創業者 は新 た に人 を雇い組織 を拡 げ る。

こ うして事 業は拡 大 し成長 を続 けてゆ くが,そ れ には限界点 があ るのだ。Johnson氏

に言わせ ると従業員 約500名 の レベルが問題 だ とい う。500人 まで は従業員 ひ と り

当 りの利益 や収入 が急速に増大 す るとい う。 そ して500人 か ら1,000人 の 間で,そ

の会 社 は売上 高の増 加率 を上 まわ るオーバ ー ・ヘ ッド ・コス トの上 昇 とい う危機 に さ ら

され る ことにな る。 さ らに人 事問題が複雑 なか た ちで現 われ て くる。 これ について

.Johnson氏 は こ う語 る。 「集 団が比 較的 小規 模 な うちはよい。 大 きな集団 になれ ばな る

ほ ど人 々は協 調性が な くな り,互 いの連 けい プ レー よ りも個 人的に動 こ うとす るよ うに

な る。 創業時 の高い仕事へ の情熱が 消 え,従 業員は組織 に魅力 を感 じなくなってくる。そして

有能 な人材 の離脱 が ふえて くるの だ 」彼の見 ると ころに よ ると,500人 ～1,000人 規

模の むずか しい段階 にあ る会社 の離 職率は,年 間 およそ30%に もの ぼ るだ ろ うとい う。

さ らに要員の給与上 昇傾向 が加わ る と,悪 循 環の原 因 をつ くることにな ると してい るの

だ。

■

o

s

(4)資 金調 達 の問題

ロバ ー ト・V・ヘ ッ ド氏 の言 うところによ ると 「ソ フ トウエア会社 が大衆資金 や資本利

得 をか き集 め るの を まの あた りにす る と,そ れが 目的で新 会社 を続 々 と建 ててい るので

はないか と思 われ,清 潔の イメー ジとは程 遠い もの を感 じないわ けにはゆか ない 」とい

うことだ。

ここ数 年来 ウ ォー ル街 では,た しかに"ソ フ トウエア"と か"タ イム シェア リング"

とい った言 葉 は投 資家の耳 に心地 よ く響い たに違 いない。 ことに ソ フ トウエア業界 は,

利 殖 の恰 好 な対象 だ った もので,株 価 は急騰 してい た。 はなはだしいもの は株価収益 率が

80分 の1で も,さ ら・にほとん ど0に な った状態 の企 業 で も投資対象 としてみな され て き

た し,か ろ うじて収 支 トン トンの会社 な らその将 来性 を買われた とい う。

そして こう した金 融界の動 きを見 て,ソ フ トウエア会社 の経 営者 は素早 く資金 操作 の

方 法 を身 につけた し,そ の限 りで は豊か な資金 を一 時的 にせ よ手中 にす ることはで きた、

しか しこの甘 い生 活 には落 し穴 が あ るの だ。

[
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表9- .2.

総資産に対する割合(%) 総資産に対する割合(%)
収 入に対する

割 合(%)一.
.'

' 無 形

固定資産
流動資本 長期負債 純 収 益

無形固

定資産

稼 働

資 本

長 期

負 債

営 業

収 益

減価償

却 率

PlaEmingResearchCorp. 17.3 64.1 1.3 16.9 8.9 33.1 6.・5 9』.1 0.7

ComputerSeiencesCorp・ 51.0 10.7 131.7 27.7 16.0 3.3 40.6 20.6 7.7

ElectronicDataSystems 9.0 73.2 19.3 30.9 5.1 42.1 11.1 28.6 2.6

ComputerUsageCo・
一 81.9 一 (3)

一 70.1 一
(3) 1.0

ComputingandSoftware,Inc・ 29.2 76.4

,

12.6 37.7 11.3 29.5 4.9 12.3

BoltBeranckandNewmanInc. 7.1 64.9 81.7 7.7 2.8 25.3 31.9 4.7 5.6

AutomaticDataProcessing,Inc.1 29.6 35.0 2.2 20.4 23.0 27.2 1.7 17.7 1.8

URSSystemsCorp・ 9.2 48.1 19.7 22.6 3.7 19.3 7.9 8.1 1.2

ComputerApPlications,Inc・ 763.5 397.0 1900.3 (3) 23.4 12.2 58.2 (3) 1.6

Informatics,Inc.
一 86.1 43.8 .(3)

一 28.0 14.2 (3) 1.0

UniversityComputingCo・ 16.0 (4) 94.7 14.8 5.8 (4) 34.6 21.5 18.8

ComputerTechnology,Inc. 30.8 33.9 19.4 8.0
「

17.5 19.2 11.0 4.4 1.2

平 均 25.5 48.3 78.5 19.7 9.7 18.8 29.7 16.7 6.8

■

、
吟
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⑤ 繰 り延べ資産(会 計上の問題)

ソ フ トウエア会社 が金融市 場で資 本調達 を行 な うた めに は,株 式 を高値 の水準 に とど

めて お く必要 が あ るのだ。株 式 を高値 に してお くた めに は,会 社は 目をみ は るよ うな劇

的な成長 を続 けなけれ ばな らな い。

この課題 を前 に して ソ フ トウエ ア会社の経営 者が と った手段 の うち,最 も危 険な もの

の ひとつ が繰 り延べ 資産処理 とい う会計処理方 法で あ る。 す なわ ちソ フ トウエアの 開発

費用 をオペ レーテ ィング費用 として取扱 わ ないで,繰 り延べ資産 として処理す る。 す な

わ ち当面 の利 益 の幅 を大 きくと って 帳簿面 を良 くす るた め,開 発 費 を どこか で一 時 に償

却 して しまお うとい うのだ。FORBUS誌 は言 う。 「これ は合 法的 なや り方 か もしれ な

いが きわめて危険 だ 」と。

同誌が指摘 す るよ うに,研 究 開発費 とい って も,成 果 としての"物"が 残れ ばい いが,

事 実は ほ とんど エ ッセ ンスの 大部分 は無形 の かた らを取 る。 例 えば倒産 したCAIな ど,

残 ったの は研 究開発 費 を頭脳化 したEDPス ペ シャリス トだ けで あ った と言 って も過言

ではない。

表9-2はDieboldGroup(ADPNewsletter)が 作 成 した,主 要 ソフ トウエア会

社 の財 務構成 データで あるが,こ れ によ ると倒産 したCAIの 無形 固定資 産の数字 が著

るしく大 きい。 もっと も同社 の場 合,長 期 負債 も大 き く,減 価償却 が極度 に小 さい。

⑥ 価格分離と競争の問題

業界 の王 者IBMと コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業 界 との 最 も深 いか か わ りは,良 きに し

ろ悪 し きに っ け価 格 分 離 か ら生 れ つ つ あ ると 言 って も よ い。

価 格 分 離 は コ ン ビ。ユ一 夕 ・サ]ビ ス会 社 に 新 た な ビ ジネ ス分 野 を 開 い た と い う。 特 に

ソフ トウエア業 界 で は,プ ロ グ ラム に 対 価 が っ け られ,独 自 の ソ フ トウ エ ア専 門 市 場 が生

れ る とい う こ とで 好 感 を持 って迎 え られ て い た。

だ が は た して そ う だ ろ うか?

OyerProfessionalComputerSciences社 のPaulD.Oyer氏 は 「IBMが ハ ー

ドウエ アで70%と い う市 場 支 配 力 を持 つ こ と を忘 れ て は な らな い 」 と言 う。IBMは

ハ ー ドウ エ ア と 同様 ピ 否 そ れ を基 盤 と して い るか ら こ そ ソ フ トウ エ ア や コ ン ピ ュー タ ・
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サ ー ビス市 場で も,強 大 な力 をふ るうことが予想 され るのだ。

ソ フ トウエア会 社の立場 で こ うした危機意識 を持 つBroandonAppliedSystemsの

Richard,H.Brandon氏 は,「IBMは コ ンピュータ ・ユーザ ーが外部 の ソ フ トウエ

ア ・サ ー ビスに投下す る金 の うち少 な くと も60%は ポケ ットに入れ るだ ろ う」と断言

してい る。

先 のOyer氏 は価格 分離後,ソ フ トウエア会社 は どの よ うな方法 でIBMと 競争 して

ゆ けばいいのか とい った テーマで,調 査 を行 な った りセ ミナーを開催 した りしてい るが.

同氏 に よ る と 価 格 分 離に よ って ソ フ トウエア会社 は,最 強の競 争相手 を迎 えね ばな ら

な くな った と言 う。

この 巨人 は優秀 な人材 を多数抱 えてお り,そ の上,"札 つ き"の 難 問で あ る人 事管理

にた けてい る。 彼 らは シス テム ・アプ ローチ と高 度 なプ ランニ ングに よ って仕 事 を遂行

してい る。

それ にIBMは 何万 とい う セ ー ル ス マ ン,セ ール ス ・エ ンジニアを用 意 して お り,

顧 客 との 関係 はこれ に よ って 強固 な ものがで きよ う。

価 格分 離後,ソ フ トウエ ア会社 はIBMと の競争 をどのよ うに行 な って ゆけばいいの

か。 価格分 離の ユ ーザ ーに対す る影 響にっ いて継 続的調査 を行 ない,か つ セ ミナーな ど

を開催 して この方 面で著 名な実績 をあげつ つあ るOyeiCProfessionalComputer

Sciences社 のPaulD.Oyer氏 は,ソ フ トウエア会社 がIBMと 競争 して成功 を収 め

るに は次 のよ うな条件 を考慮 しなけれ ばな らない としてい る。

●

■

●

■

●

■

●

●

要 員管理 に重点 を置 くこ と

自社の ス タ ッフに対す る継続 的訓練

ハ ー ドワー クと長 時間勤 務 を実行 で きる素地 をつ くる

自社 の業務全般 に対す るシステム ・アプ ローチ

市 場に関す る豊 富 な知識

す ぐれた セ ールスお よびマーケ テ ィングおよび プラ ン

商 品質の 高揚 およ びサ ー ビス

正直で功 妙な戦略

自滅す る企 業 も多 い ことだ ろうが多 くの会社がIBMに 挑戦 し,成 功 を収 め ると思 わ

れ る。 ところで この よ うな会社 は上記 の条件の うち,特 に セー ルス ・エ ンジニアの充実

一112-・
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に今後 は意 を配 るだ ろ うといわれ る。

ず ば り言 って,価 格分 離後 の ソ フ トウエ ア会社 の戦略 の ポイ ン トは,セ ールス技 法 と

と もに製 品 とサー ビスの両方 に よ く通 じたEDPセ ールス スタ ッフを,ど れ だ けかか え

てい るかに ある と言 われ る。

■

■

▼

■

θ
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10.ネ ッ ト ワ ー ク ・イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・

サ ー ビ ス

10-1NISビ ジ ネ スの 構 造

通 常 言 う と こ ろの タ イ ム シ ェ ア リ ング と デ ー タ.・ バ ン ク ・サ ー ビス に っ い て,Samson

TrendsはNetworkInformationServices(ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォメ ー シ ョン ・サ

ー ビス)と い う言 葉 で これ を表 現 して い る
。

す な わ ち ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォメ ー シ 。 ン ・サ ー ビス は,一 般 的 に 呼 称 され る デ ー

タ ・バ ン ク ・サ ー ビス と タ イム シ ェア リ ング ・サ ー ビスが 含 ま れ て お り,会 話 型,リ モ

ー ト ・バ ッチ
,デ ー タ ・バ ン ク ・オ ペ レー シ.ン よ り成 る もの だ と い う。 そ して そ の 業

種 構 成 は,具 体 的 に は 次 の よ うな もの だ と して い る。

多少 ユ ニー クな把 握 の仕方 だが,

的に見 て きた これ まで の把握 方法 よ りも合理 的か もしれ ない。

スに して も,現 在ほ とん ど(約80%)が 科 学技 術計算 であ る状況 か ら,次 第 に事務処

理 サ ー ビスに移行 しよ うとしてい るし,Tymshareな ど科 学計算 中心 会社 が フォーチュ

ンの デ ータ ・ベ ース ・サ ー ビスを行 な うよ うにな ってい る。 さらにGEは 病 院む け専用

タ イム シェア リング ・サ ー ビス(医 療 情報提供 と各種計算 サ ー ビス を含む総合 サービス)

と全 国科学技 術計算 ライブラ リー ・ネ ッ トワークを結合 しよ うとしてい る。
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・ 科 学 技 術 ア プ リケ ー シ 。 ン

・ 一 般 ビ ジ ネ ス ・ア プ リケ ー シ ョ ン

(会 計 お よ び在 庫 管 理 サ ー ビス を含 む)

・ 教 育

デ ー タ ・ベ ー ス ・オ リエ ンテ ィ ッ ド ・サ ー ビス

(ク レ ジ ッ ト,一 般 財 務 情 報,株 価,リ ザ ベ ー シ 。ン ・サ ー ビ スな ど)

ア プ リケ ー シ ョ ンズ ・オ リエ ン テ ィ ッ ド ・サ ー ビス

(病 院 む け,建 設 業 界 む け,TSSサ ー ビス な ど限 定 され た 対 象 分 野 へ の サ ー ビス)

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス を計 算 サ ー ビス中 心

と い うの はTSSサ ー ビ

●

じ

■



■

`

こ う した こ と を考 え合 わ せ る と,リ モ ー ト ・バ ッチ ・デ ー タ,・バ ン ク ・オ ペ レ ー シ ョ

ンを含 あ た オ ン ラ イ ン ・サ ー ビスの 把 握 の あ り方 の 方 が 無 理 が な い よ うに 思 え るの だ。

さて,そ れは と もか くと して,SamsonTrendsは ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・

サ ー ビス の市 場 規 模 は,1969年 に は 総 額2億3,200万 ドル(835億2,000万 円)

と な り,19"75年 に は21億'5,000万 ドル(7,740億 円)の 市 場 規 模 に な る もの と予

想 し て い る。(図10-1)

1969年 総 額2億3,200万 ドル ・1975年 総 学21億5,000万 ドル

●

戦 術 アブ・ケー・・ン 搬 。,。ネス 声↓学輸

41,2%

11,9%

τ曙 _撚 ぷ ≒ ㌫
教育

図10--1(SamsonTrends1970-4)

そ れ で は こ こでSamsonTrendsの 定 義 す る各 種 の サLビ ス(科 学技 術 ア プ リケ ー シ

。 ン,一 般 ビ ジ ネ ス,教 育,デ ー タ ・べ]ス ・オ リエ ン テ ・ ド,ア プ リケ ー シ.ン ・

オ リエ ン テ ッ ド1)に つ い て 個 々 に 触 れ るか た ち で,現 在 の状 況 と今 後 の動 向 に つ い て

述 べ て ゆ こ う。

IQ-2科 学 技 術 ア ブ.リケ ー シ 。ンお よ び一 般 ビ ジ ネ ス ・ア プ リケ ー

シ ョ ン

通 常 言 う と こ ろの タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス とい うの が,こ の 部 分 に 該 当す るだ

ろ う。SamsonTrendsに よ る と,1969年 の 時 点 で 科 学技 術 ア プ リケ ー シ 。 ンと一

般 ビ ジネ ス ・ア プ リケ ー シ 。 ンの マ ー ケ ッ トは,1億3,400万 ドル と い う こ とに な っ
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て い る。 これ に対 して,経 済 誌FORBESは(1970年6月15日)1969年 で タ イ

ム シ ェ ア リ ング ・マ ー ケ ッ ト全 体 の 売 上 高 は,1億5,000万 ドル に達 す る と発 表 して

い るが,両 者 の 発 表 デ ー タ の 間 に は さほ どの 開 きは な い 。

さ らにFORBESは,TSSの 市 場 成 長 率 は 年 間50%ぐ ら い と み て お り,1970年

代 中 頃 に は お よ そ20億 ドル(7,200億 円)の 市 場 規 模 に な ろ う と して い る。 これ に

対 し てSamsonTrendsは1975年 の 時 点 で は,科 学 技 術,一 般 ビ ジネ ス を含 む タ イ

ム シ ェ ア リ ン グの市 場 の規 模 は,お よ そ15億 ドル に達 す る もの と推 定 し て い る。

さて 業 界 一 般 の 常 識 と して,1969年 の 時点 で1億 ドル を超 え る マ ー ケ ッ ト ・サ イ

ズ に 成 長 した とみ られ る この 分 野 の ビ ジネ ス は,発 生 後 わ ず か7年 とい う若 さで あ る。

ち な み に最 初 の 商 用 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス は,1963年 マ サ チ ュー セ ッツ 州

ケ ンブ リ ッジのAdamsAssociates社 の 手 に よ って 行 な わ れ た。 そ して本 格 的 な 市 場

形 成 が は じま った の は,1964年 か ら と され て い る。

1969年 か ら70年 に か けて,米 国 の 情 報 処 理 産 業 界 は この 若 い市 場 に"第1コ ー

ナ ー を まわ った走 者"と い う イ メー ジ ・メ ー キ ン グ を行 な った。 足 な らし を終 って,い

よ い よ長 駆 そ の 健脚 ぶ りが 試 され る こ とに な った とい う こ とだ ろ うが,70年 も後 半 に

な るに 従 って,こ の 競 走 者 集 団 の ペー ス と走 法 が 一 層 細 か く観 察 され る こ と に な った。

1970年 に タ イ ム シ ェア リ ング市 場 が 見 せ た 特 徴 は 大 まか に言 って3つ あ る。 ひ と

つ は過 当競 争 状 況 で あ り,も う ひ とつ は ビ ッグ ・レー スの 展 開,そ して 残 りは科 学 ア プ

リケ ー シ ョ ンか ら一 般 ビ ジネ ス ・ア プ リケ ー シ ョ ン ・サ ー ビスへ の 移 行 の動 きで あ る。

あ る い は これ ら をひ っ く るめ て,第1コ ー ナ ー を ま わ った タ イ ム シ ェ ア リ ング市 場 は,

60年 代 とは 違 った 新 た な競 争 段 階,本 格 的 な市 場 形 成 期 に 踏 み こ ん だ と言 って もよ か

ろ う。

GEの タ イム シ ェ'ア リン グ ・オ ペ レー シ 。 ン部 長PaulW.Sage氏 は 言 う「タ イ ム シ

ェ ア リ ン グは成 長 の 第1段 階 を終 って 新 ら しい コ ー ナー に 入 った 」 と。 そ して彼 は,こ

の 業界 が 新 らしい 舞 台 設 定 を は じ めつ っ あ る兆 候 と して,70年 初 頭 に み られ た 大 量 の

企 業 倒 産 と1億 ドル 規 模 の 全 国 ネ ッ トワ ー ク建 設 競 争,い わ ゆ るttビ ッ グ ・レ ー ス"を

挙 げ て い る。
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過 当 競 争

過当競争 と業界再 編成状況 が進行 しつっ あ るとい う見 方 は,今 や 業界 一般 の意見 とい

って よい。FORBESの 調査 レポー トに よ ると,1970年 初頭 の時点 で小規 模な タ イ

ム シェア リング会社約20社 が倒産 し,さ らに これ に呼応 したかた ちで 大手 サ ー ビス会

社 もかな りの縮 小計画 を実施 した。 特 に業界参入2年 以下 の企 業が リセ ッシ1ン の中 で,

あお りを く らってつぶれ た例 が 多い。 例 えば1969年 か らサ ー ビスを始 めたInter

Access社 は70年7月 に入 り,資 金 ぐ りの苦 しさか ら倒産,1年 も持 ち こ耐 え られ な

か ったが,同 社 のス ポー クスマ ンは 「当初100の ユ ーザ ーが あ った。 しか もあと数 カ

月 もあれ ばなん とか利 益 も出たの に 」とい うセ リフをは いてい る。

19 ,70年 倒産 の代表 的 ケー スで あ る。特 に首都 ワシ ン トンでは政府支 出引 き締 めの

影 響を まと もに受 けた会社,DelphiaSystems,DialDataandComputな どの倒 産が

注 目 され た。 去 る8月 にWesconで 開催 され た 「タイム シェア リング ・サー ビスの評価」

と題す る部会 で は 「将来ぼ う大な数 の タ イム シ ェア リング会社 は減少 してゆ き,安 定 し

た有力な10～
,12の タイム シェア リング ・サ ー ビス会社が 生 きの こることにな ろ う」

とい う基調報 告が行 なわれ たのは,こ の よ うな状 況 を反 映 しての ことであ る。 さ らに

EDP調 査会社 の立場 か らSamsonSciences社 は 「現在 全米 で活 躍中 のTSS会 社 の

うち利益 をあ げてい るのは,約200社 の うちわず か5社 」と断言 し,Tymshare,

Allen-BabcockComputing,Rapidata ,On-lineSystems,Keydataの 名前 を挙 げ

てい る。

これ らはいずれ も独立 系企業 であ り,こ の業界 で利益 を生み 出すのが ,い か にむずか

しいか を証明 した よ うな会社 だ。例 えばKeydata社 。 この会社 は米国で 最 も古 い歴 史

を持つ企業 だ。 同社 はAdamsAssociates社 の子 会社 と して タ イム シェア リング ・サ

ー ビスを実施 して きた
。 オー プ ン時 には マサチ ューセ ッツ州知 事,MIT理 事 長 らが あ

い さつ し,多 数の投 資家 が あっ まる とい う華か さで あ ったが ,1966年 に は危 機的状

態 を迎 え,一 時は死亡 通告 さえ出 され たほ どだ。 しか しその後な ん とか苦境 を脱 して

1970年5月 に創業以 来始 めて黒字 を計上 した。 さ らに6月,7月 と黒字 を続 け7月

の営業総収 入 は50万 ドル(1億8,000万 円)を 突破 したので あ る。es

足か け"8年 目の春"と い うKeydataの この苦 闘は ,一 体 何 を物語 って い るのか。
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ひと ことで言 って,そ れ は 「タ イム シェア リングは なかなか もうか らない商 売だ 」と

い うことで あ る。 特 にKeydata社 の選 んだ道 は,当 初 か ら困難が予 想 され ていた しろ

ものだ った。 社 長のJohnT.Gilmore氏 は言 う 「我 々は困難 だが競争企 業が容易 に進

出 して こないよ うな,し か も必 要 と され るサ ー ビス を提供 す る とい う仕 事で あ り,よ り

良 い将来 が約束 され るよ うな道 を選 んだ 」。

Keydata社 は配 当計算 サ ー ビス,棚 卸 し在庫管 理,ク レジ ッ ト・チ ェ ック・在 庫分析

サ ー ビスな どの提供 とい うサ ー ビス分野 をね らい,主 として中 小規 模企業 を対 象 として

い る。 現在 同社 で開発 されたパ ッケ ー ジは2,000種 類 あ り,200社 ちか くの ユーザ ー

はほ とんどが年商100万 ドル(3億6,000万 円)か ら2,000万 ドル(72億 円)て い

どの企 業で,大 企業 は デ ュポ ン,フ ァー ス ト ・ナシ 。ナル ・シテ ィ銀行,ポ ラロイ ド社

とい った ところであ る。

Keydataの よ うなサ ー ビス企 業のむずか しさは,価 格 競争 よ りもサ ー ビスの内容で成

否が きまるよ うな特殊 な産 業,応 用 市場で の市場確立 にあ る。 さらに その よ うな ビジネ

スの方 式 は労 力 ばか りがか か ってな かなか利益 をあげ るこ とが で きない。

この点は同 じ種類 のサ ー ビスを提供 して い るAllen-BabcockComputing社 と同 じ

で あ り,両 者 とも長 い期間 をか けて黒字企 業に致 達 した こと も暗示 的で あ る。

しか しGilmore社 長 も言 うよ うに 「コ ンピュータ を使 って 問題 を会話形式 で取扱 う

とい った種類 のサ ー ビスは,必 然 的 に価格 競争 と競合 激化 を招 くとい う性質 上,将 来 は

限界 が くる」と判断 した ことは独 立系 タイム シェア リング ・サー ビス会社 としては賢 明

な生 き方 であ った。 それ は上記 の よ うな業界再編成 の動 きや次 にのべ るよ うな大資 本に

よ る本 格的競合激 化の徴候,ビ ジネ ス ・ア プ リケ ー シ 。ンへ の需要移行 に柔軟 に対処 で

きる足 場 を築 くことにな るか らで あ る。

ひ

'

奄

■

ビ ッグ ・レー ス の 展 開

1969年 か ら70年 にかけて,米 国 タ イム シ ェア リング業界で は技 術力 も資本 力 も

x第3四 半 期 決 算 報 告(10月31日 ま で の3ヵ 月 間)に よ る と,売 上 高130万 ド

ル(4億6,800万 円)純 益5万 ドル(1,800万 円)を 記 録 した。 な お1969年 同

期 に は売 上 高87万1,000ド ル(3億1,356万 円)赤 字 額31万6,000ド ル(1

億1,376万 円)で あ った。
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●

あ る大 手 サ ー ビス企 業 に よ る全 国 規 模 サ ー ビス ・ネ ッ トワ ー ク建 設 競 争 が 華 や か に 展 開

され た 。

GE,SBCと い った す で に ネ ー シ 。ン ・ワ イ ドな ネ ッ トワ ー ク を持 つ 先 発 企 業 を追 っ

てCDC,CSC,McDonnell.Automation,Tym-Share,Com-Share,Ucc,WUと

い った 各 社 が そ ろ って 大 規 模 な タ イ ム シ ェ ア リ ング の ネ ッ トワー ク投 資 を敢 行 して お り,

そ の 規 模 は いず れ も1億 ドル 以 上 と い う もの で あ る。

この 投 資 レ ー スの 背 景 につ い てGEのSage部 長 は,「 独 占 的 な サ ー ビス ・エ リア を

持 つ こ と。 ま た 特 殊 な サ ー ビス を実 施 す る こ と。 これ が 生 き残 る条 件 だ 」と語 る。 ワ シ

ン トンのADAPSOで 開 催 され た 第29回 経 営 者 会 議 の パ ネ ル デ ィス カ ッシ 。 ンで も,

70年 代 の タ イ ム シ ェ ア リン グ産 業 は,広 範 囲 な サ ー ビ ス を提 供 す る た めの 大 規 模 な 多

重 ア ク セ ス ・シ ス テ ム に 向 うだ ろ うと い う見 方 が 主 流 を 占 め た。 これ らの シス テ ム は

1971年 後 半 か ら72年 に か け て本 格 的 な稼 動 が 始 ま るの で,現 在 の1位GE(マ ー

ケ ッ ト ・シ ェ ア40%),2位SBC(IBMの 子 会 社 で,マ ー ケ ッ ト ・シ ェア19%)

と い う市 場 構 造 を大 き く変 え て し ま う可 能 性 が 十 分 に あ る と され て い るの だ。

そ れ で は こ こで,主 要 各 社 の全 国規 模 ネ ッ トワ ー ク投 資 に つ い て 簡 単 に紹 介 して お こ

う。

GE(GeneralElectric)

現 在42都 市 で もオAOレ ー シ 。 ン中 の タ イ ム シ ェ ア リ ング ・ネ ッ トワ ー ク を150都

市 に拡 大 し よ う と して い る。 全 ネ ッ トワ ー クの 稼動 は1971年 と い う こ とで,GEは

新 た に カ ナ ダ に 本 格 進 出 す る こ とに な った。 この ほ か ク リー プ ラ ン ト,ロ ス ア ンゼ ル ス,

Teaneckの 各 都 市 の セ ンタ ー に 数 台 のGE635を 導 入 して ス ー パ ー ・コ ン ピ ュー タ ・

セ ンタ ー をつ くろ うと して い る。 大 型 セ ン タ ー は相 互 に 高 速 回線 で 結 ばれ る こと に な る

はず で,最 終 的 に は全 米200以 上 の 都 市 か らTSS利 用 が 可 能 とな る だ ろ う。ま たGE

の 発 表 に よれ ば,む こ う3年 間 に2億 ドル 相 当 の マ ンパ ワー と人 員 をつ ぎ こむ と い う。

CDC(ControlData)

CDCはIBM,GEに 続 いて タ イ ム シ ェ ア リ ン グ事 業 へ の進 出 を計 画 して お り,そ の

た め現 在 デ ー タ ・サ ー ビ ス部 門 が ベ セ ス ダ工 場 に お い て,ハ ー ドウエ ア と プ ロ グ ラ ミン
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グの 強 化 を行 な って い る。 一 応 順 調 に ス ケ ジ ュー ルが す す ん で ゆ け ば,1971年 早 々

にCDC33005台,66007台 の タ イ ム シ ェア リン グ全 国 サ ー ビス網 が 稼 動 す る とみ

られ て い る。 今 の と こ ろ ニ ュー ヨー ク,ワ シ ン トン ・バ ル チ モ ァ地 域 でTSSサ ー ビス

の 実 験 を行 な って い るが 結 果 は 良 好 と伝 え られ る。

CDCの シ ス テ ム はCybernetと 呼 ば れ,通 信 シス テ ム に は1秒 間 約5,000キ ャ ラ

ク ター の伝 送 速 度 を持 つ 広 帯 域 回線 お よ び公 衆 電 話 回 線 をi使 用 す る。

CSC(Computer .SciencesCo.,)

Infonetの 略 称 で 呼 ば れ るCSCの イ ン フ ォ メー シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス は,

ニ ュー ヨー ク,ロ ス ア ンゼ ル ス ,サ ン フ ラ ン シス コで オ ペ レ ー シ ョ ン を開 始 して い る。

同 社 の 発 表 に よ る と最 終 的 に は 全 米20都 市 以 上 の サ ーt"ス ・エ リア を持 つ とい うこ と

で,現 在 シス テ ム を拡 張 中 で あ る。CSCのTSSサ ー ビスは,一 説 で は ソ フ ト ウエ アに

手 工 ず った と い う乙 と で,こ の た め同 社 が これ まで 経 営 して い た コ ン ビ ュー テ ィケ ット・

サ ー ビ スの 要 員 をlnfornetに 移 した と の 噂 もあ る ぐ らい だ 。CSCはUNIVAC1108

をInfonetサ ー ビス用 と して20台 使 用 す る予 定 で あ る。

SBC(ServicesBeaurouCo .,)

SBCはGEに 類 似 した シ ス テ ム を建 設 す べ く,タ イム シ ェア リ ング ・シ ス テ ム を拡

張 中 で あ る。 現 在 は 昨 年 か らの 拡 充 計 画 を ひ と まず 達 成,全 国8大 都 市(ニ ュー ヨー ク,

シカ ゴ,グ リー ブ ラ ン ド,ロ ス ア ンゼ ル スな ど)か らIBM2741テ レ タ イ プお よ び互

換 性 の あ る タ ー ミナル に よ って 利 用 す る こ と が で き る よ うに な った。 ネ ッ トワ ー クの 拡

張 は ひ きっ づ き続 行 され るが,Ca11/360と 言 われ るBASIC,PL/1 ,FORTRAN・ と

と もにSBCの あ らゆ る ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リー が 利 用 で き る。

McDonellAutomation

McDonnellは こ の ほ ど新 た に,セ ン トル イ ス,デ ンバ ー,ヒ ュー ス トン,ロ ス ア ンゼ

ル ス,ニ ュー ヨー ク,ワ シ ン トンの 各 都 市 を結 ぶ ネ ー シ 。 ン ・ワ イ ドの タ イ ム シ ェ ア リ

ン グ'サ ー ビ ス ・ネ ッ トワー クを建 設 した。 この シ ス テ ム は ,セ ン トノヒイ ス にXDS

Sigma7コ ン ピ ュー タ を設 置,科 学 技 術 計 算 プ ロ グ ラム を サ ー ビ スす る もの で,同 社
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では この ネ ットワー クをさ らに拡張中 と言わ れ てい る。

Tymshare

獅

■

Tymshare社 は,タ イ ム シ ェ ア リ ン グお よ び 他 の 高 速 コ ン ピ ュー タ ・デ ー タ の 伝 送 を

対 象 と した 全 国 的 デ ー タ通 信 ネ ッ トワ 「 ク を建 設 中 で あ る。

TYMNETと 呼 ばれ る この 新 しい シ ス テ ム は,す で に一 部 で 稼 動 して お り,1971年

ま で に は全 国 的 に稼 動 す る予 定 で あ る。TYMNET完 成 の あ か つ きに は,合 衆 国,カ ナ

ダ の各 地 に設 置 され て い るTymsatsと 称 す る衛 星 コ ン ビ。ユー タ処 理 装 置 が,ベ ル社 の 専

用 回線 を通 じて,Tymshare社 の 中 央 コ ン ビ。ユー タ ・シ ス テ ム に 連 結 され る こ とに な っ

て い る。 こ のTYMNETを 利 用 して,全 国 各 地 の 加 入 者 は カ リフ ォル ニ ア州,キ ュバ ー

チ ノ に あ るTymshare社 の 全 国 コ ン ピ ュー タ
,あ る い は ロ ス ア ン ゼ ル ス,ボ ス トン,ニ

ュー ヨー ク,ワ シ ン トンな ど に あ る同 社 の コ ン ビ。ユ一 夕 ・セ ンタrに 即 座 に ア クセ ス で

き る。

●

`

、

●

この ほ か 昨 年SDSを 吸 収 して コ ン ピ ュー タ産 業 に お ど り こん だ コ ピー業 界 の 覇 者

Xerox社 の 動 きや,リ ー ス業 界 の 雄Leascoの 計 画 が注 目 され て い る。

まずXeroxで あ る が,同 社 は1970年 始 めXCS(XeroxComputerServices)と

い う子 会 社 を設 立,タ イム シ ェア リ ング ・ビ ジネ ス と ソ フ トウエ ア業 務 に 乗 り出 した
。

ロ ス ア ン ゼル スのIsaac-Dobbsを 買 収 したXCSは 在 庫 管 理 プ ロ グ ラ ム を 含 む ユ ー テ

ィ リテ ィ ・パ ッケ ー ジ を入 手 した。 そ して 現 在 サ ル トレイ ク周 辺 の 小 規 模 会 社 を中 心 に

ロ ス ア ンゼ ル ス市 役 所 な ど ,地 方 自 治体 とか 電 力 会 社 む け に 】ASと 呼 ば れ る総 合 会 計

計 算 サ ー ビス を行 な って お り,現 在 サ ー ビス ・エ リ ア を拡 張 中 で あ る。

XCSは 現 在,ロ ス ア ンゼ ル ス で 大 規 模 な カ ス トマ ー ・ベ ー ス を開 発 中 で あ るが
,こ

れ はTSSセ ン タ ー を ロス 以 外 の 大 都 市 で 開 設 す るた め の 準 備 作 業 で あ る と され て い る。

これ につ い て 社 長 のJames.S.Compbell氏 は 「我 々 は ロ ス ア ン ゼル ス地 区 で10
,000

の タ ー ミナル を持 つ 」 と言 って お り 「米 国 の主 要 大 都 市 で タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビ

ス を提 供 す るよ うに な るだ ろ う 」と も語 って い るの で
,ネ イ シ 。 ン ・ワ イ ドの ネ ッ トワ

ー ク建 設 に 乗 り出 す の は ま ちが い は な い と見 られ て い る
。 同 社 の 計 画 の 詳 細 な タ イ ム テ

ー ブ ル に つ い て は
,ElectronicNews誌 の イ ン タ ビ ュー に よ る と1971年 に は 複 数
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都 市 に 手 を伸 ば す だ ろ うと い う。

またLeascoResponse社 の 動 き も最 近 はか な り注 目 され て い る。 同 社 はIBM360/

65を 使 用 して い るが,大 量 の360シ リー ズ の 購 入 を計 画 中 と伝 え られ 全 国 規 模 の

TSSと リ モ ー ト ・バ ッチ ・サ ー ビ スに 野 望 を持 って い る と伝 え られ る。 お 面 白 い こ と

にLeascoの こ の 野 望 が チ ラチ ラ と見 えが くれ した 出 来 事 が11月 に 起 った。ttIBM,

SBC売 却 か?"と い う シ 。 ッキ ングな キ ャ ッチ ・フ レー ズ が それ を運 ん で き た の で あ

る。

1970年11月18日 のElectronicNews謡 は,IBMが 独 禁 法 系 争 の 影 響 を受 け

て 子 会 社 のSBCを 売 却 す るか もしれ な い と い う噂 を流 して い るの だ。 業 界 の 多 くは こ

のSBCの 売 却 可 能 性 に つ い て 疑 問 の 念 を持 って い るが,ア ンチ ・トラ ス'トの 成 り行 き

次 第 で は事 態 は 意 外 な 方 向 に発 展 す る可 能 性 が あ る。 今 の と こ ろ業 界 で は,公 にIBM

と話 し合 い に 入 って い ると言 って い る企 業 は な い が,LeascoとAutomatedData

Processi㎎ 社 がSBC買 収 に 興 味 を持 って 動 い て い る と伝 え られ るの だ。

さ て この よ うな ビ ッグ ・レー ス の展 開 は タ イム シ ェ ア リ ン グ市 場 全 体 に と って,何 を

意 味 す るの か。

ElectronicNews誌 は,恒 例 の 「コ ン ビ》ユー タ ・トレ ン ド」の 中 で"独 立 タ イ ム シ ェ

ア リ ン グ会 社 対 ハ ー ドウ エ ア ・メ ー カ ー の戦 闘 準 備 体 制"と 表 現 して い る。 す なわ ちネ
ト

ー シ 。ン ・ワイ ドな タイム シェア リング ・ネ ットワー クが稼動 す る1971年 の姿 は,

独立系 専門会社 とハ ー ドウエ ア ・メーカー中心の サ ー ビス会社 の対決 にな ると言 うのだ。

この見解 は一 理 あ る。 とい うのは大 メー カー達 は金 融引 き締 めの さ中に も,強 引 な拡

張策 を実行 し顧 客 リス トを一 気に ぶ厚 な もの に しょ うと計 ってい る。一 方 これ に対 して,

ビ ッグ6社 の残 り20%に ひ しめいてい る200社 ちか くのサ ー ビス会 社 は,価 格 の引

き下 げ や専 門化の方 向 におい こまれ ざるを得 な くな ってい るか らだ。

■

サ ー ビス ・ア プ リケ ー シ ョ ン の 変 化

独立 系専門会社 が大手 サ ー ビス企 業 と対抗 す るに は,専 門化 され たサ ー ビス を提供 し.

なけれ ばな らない と言 われ てい る。 その代表 的な例がKeydataやAllenbabcockで あ

った。

両社 の場合,在 庫 管理 や各種 会計計算 な ど一般 ビジネス ・アプ リケー シ 。ンと言われ
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る分 野 で,独 自の サ ー ビス体 系 を築 い て い る。QuantumScienceの レ ポ ー トで も,科

学 用 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス市 場 は1973年 ま で に急 成 長 す るが,そ の 後 は年 商4億

ドル程 度(1,440億 円)に 停 滞 し,競 合 が 激 化 す るた め 純 利 益 率 は低 下 して ゆ くだ ろ

うと して い る。 これ に 対 して ビ ジネ ス ・ア プ リケ ー シ.ン の 分 野 で は,現 在 の2,000万

ドル か ら75年 に は9億 ドル(3,240億 円)へ と拡 大 す る こ とが 予 想 され て い る の だ。

す な わ ち,70年 代 の タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス市 場 は一 般 ビ ジネ ス ・ア プ リケ

ー シ
。 ンが 主 戦 場 と な る。 従 って 大 手 企 業 は大 規 模 な ネ ッ トワー ク建 設 推 進 と と もに大

挙 して ビ ジネ ス ・ア プ リケ ー シ 。ン分 野 に く り出 そ うと して い る。 こ の た め 当然 独 立 系

小 規 模 会 社 の ね らい と ぶ つ か り合 う こ と に な る だ ろ う。

と こ ろで 配 当計 算 サ ー ビ ス,棚 卸 し在 庫 管理,ク レ ジ ッ ト ・チ ェ ック,在 庫 分 析 サ ー

ビス な ど と い う種 類 の サ ー ビス は運 営 が む ず か しい。 例 え ばKeydataを 例 に と る と,'

1965年 に 同 社 は24の カ ス トマ ー を対 象 に 操 業 した が,そ れ は全 部 カ ス トマ ー ・デ

ザ イ ン ・シ ス テ ム で標 準 パ ッケ ー ジで は な か った 。 同社 は そ の 後 サ ー ビス ・サ ポ ー トの

面 で 行 きず ま った が,顧 客 と共 同 して 開 発 に あ た り,現 在 で は2,000の パ ッケ ー ジ を

持 つ と と もに顧 客 サ ポ ー トの や り方 に つ い て も独 特 の方 法 を あ み 出 して い る。

こ う した こ と を見 るに つ け て も,一 般 ビ ジネ ス む け タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス は

物 量 作 戦 の み で は うま くで きぬ とい う こ とが わ か って きて お り,こ の 点 で独 立 系 サ ー ビ

ス企 業 の 食 い込 む 余 地 が あ る よ うだ。

●

10-3デ ー タ ・ベ ー ス ・オ リ エ ン テ ッ ド ・サ ー ビ ス

一

こ の範 ち ゅ うに含 まれ る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス の 種 類 は 多 く,そ の 数 は 年 々増 加 の

途 をた ど って い る。QuantumSciences社 に よ れ ば 現 在 代 表 的 デ ー タ ・ベ ー ス ・オ リエ

ンテ ッ ド ・サ ー ビス と され て い る の は ク レ ジ ッ ト,一 般 財 務 情 報,株 価,リ ザ ベ ー シ ・

ン ・サ ー ビス な どで あ る と して い るが,通 常 デ ー タ ・バ ンク ・サ ー ビス とい わ れ る もの

は デ ー タ ・ベ ー スの 中 味 を売 る と い う こ とで 全 部 この 範 ち ゅ うに 含 まれ るか も しれ な い。

AMAでTimeShare社 のR.T .ブ ウ シ ェル社 長 ら同社 の ス タ ッフが 発 表 した論 文 で

述 べ られ て い る代 表 的 な ビ ジネ ス ・デ ー タ ・バ ン クの 種 類 に は,次 の よ うな もの が あ げ

られ て い る。
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ビ ジ ネ ス ・デー タ ・バ ン ク

1.市 場 デー タ

・ 生産確認(ProductIndustification)

・ 市 場規 模デ ー タと分析

・ 顧 客 と見 込み 客の確認

2.財 務 デ ータ

・ 個人 と機関 の信用 状況

・ 証券分 析の ための企業財 務 データ

・ 株式 や社債 の相 場 ,価 格 お よび関連 データ

3.官 庁 デ ータ

・ 労働 統計

・ 国勢調 査デ ー タ

・ 企 業経 済 、

4.そ の他

・ 法律 検索 ,判 決例,法 規

・ 就 業配置 システム

・ ホテル ,輸 送,催 し物 のた めの予 約 デー タ

遠 隔地点 の ター ミナルか らアクセス され るデー タ ・バ ンクは,コ ン ビ。ユー タに貯 え ら

れ るデー タが収集 された り,消 去 され た りす る作 業が速 い こと,お よび検索 され た デー

タが正確 な ことに価値 が あ る。 この種 のデ ー タ ・ベ ース ・オ リエ ンテ ッド ・サ ー ビスは

今 の と ころ限 られ た分野 で行 なわれ てい るが,い ずれ その種 類 は1～4の 全域 にわ た っ

て実施 され る ことにな るだ ろ う。

次 に現在 の時点 で,サ ービス活動 が行 なわれ てい る各種 の オ ンラ イ ン ・デー タ ・サー ビ

スを簡 単に紹介 して お こう。
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Aリ ザ ベー シ ョン ・サ ー ビス

社 名 サ ー ビ ス 内 容

TelemaxCorp 各種観光 この業界 の最古参 の会社。 ホテル,モ ー

リ ザ ベ ー シ ョ ン テル は60室 を処理 で きる。 航空 機は 日

本航 空,BOACな ど海外航 空 を含 む主要

大手 ほとん どと契約 してい る。 また アメ

リカ ン航 空 のSABREと は コ ン ピュータ ・

システム同士 が直接 結合 され る とい う初

の 試 み を と った。

NARS 各種観光 今後5カ 年間 に1億 ドル(360億 円)

(Nationa1 リ ザ ベ ー シ ョ ン を投 じて全米 ネ ッ トワー クを作 る とい う

Accommodations 独立専 門会社。 当初 タ ー ミナル はTC

500を600台,次 の3年 間 に テ レ タ イ

Reservations
プな どを含む4,500台 を導 入 しよ うと し

Service,Inc.) て いる。 同社 も他社 の ネ ットとの結合 を

考 えて い る。

InternatiOnal リ ザ ベ ー シ ョ ン リザ ベ ー シ ョ ン ・サ ー ビス に か か わ るす

ReservationCo.
施設運用代行 べ ての業 務 を代行す る特異 な企業 で,ハ

(PRCの 子 会社)
ワー ド ・ジ ョ ンソ ンお よ び タ ウ ン ・タ ウ

ナー の 両 モ ー テ ル ・ヂ ェー ン とす で に 契

約 を結 んで い る。

ATARComputer 米国内航空路線 ATC(米 国航空 運輸会議)の メ ンバーが

System社 専用 リザベ ー シ 加入 して国内線 を中心 とした座席予約,

(Auto]maticTrave1
ヨ ン と くに各社 間乗 り継 ぎ予約 ので きるのが

特徴 だがATARは この サ ー ビス を請 負
AgencyReservation)

うことを 目的 に設立 され た。 す でに

3,000社 加 入で応答 時間3秒 が 自慢。
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社 名 サ ー ビ ス 内 容

UniversalReservations

Systems社

(CDCSAFIR.シ ス テム)

各 種 観 光

リザ ベ ー シ ョ ン

CDCが この業界進 出 のため創立 した新

会社。 オ ムニバ ス式 の リザベ ー シ 。ン情

報 シス テムの提供 と他 ネ ットワー クとの

結合 サ ー ビスを重点 に置 くとい う。

ReservationsWorld

(Diner'sClub】 迫c.と

Litton社 の 子 会 社)

ホ テ ル ・モ ー テ

ル 予 約

ク レ ジ ッ トで 著 名 な ダ イ ナー ズ ・ク ラ ブ

と シス テ ム デ ザ イ ン を したLitton社 に

よ り運 用 され て い る。 対 象 は 当 面 ホテル ・

モ ー テ ル の予 約 。

AmericanExpress

Reservation社

総合観光 予約情

報 サー ビス

American

Express社 の子

会社

"ス ペ ー ス ・バ ンク"と 名 命 され た この

サ ー ビ ス は ホ テ ル,レ ン タ ・カ ー の予 約

サ ー ビ スで 世 界 規 模 で 行 な わ れ る。

サ ー ビス提 携 先 は エ ー ビ ス,パ ー ツ な ど

大 手 レ ンタ カー 会 社 と,2,000の ホ テ

ル な ど。

メ ンフ ィス に2台 の360/40を 置 い て

常 時1,200ヵ 所 の ホ テル ・モ ー テル の

23万 室 の情 報 を管 理

HolidexNetwork社 ホ テ ル ・モ ー テ

ル 予 約 専用

HolidayInn's

の 経 営

全米最大 の モーテル ・チ ェー ンの予約 を

中心 に海 外の契 約ホ テル を含 む。

ター ミナルを持 ち込んで い る大 口ユーザ

ー の数 はすで に22社 にお よんで い る。

InternatiOnal

Researvation社

1969年7月 操 業 開始,現 在 同社 が 扱

って い る ホ テ ル は3,000軒,部 屋 数30

万 ル ー ム,レ ンタ ・カ ー60万 台,米 国

だ け で な く欧 州 大 陸 に も進 出。

ReservatiOnWorld社 Dinersク ラ ブ

の子 会社

1970年4月,RCAの 協 力 を得 て営

業開始。

一126一

■

A

■

'



●

臼

●

B財 務,株 式情 報

社 名 サ ー ビ ス 内 容

InStitUtiOnal

Networks・ 社 サ ー ビス

コ ンビ'ユー タによ るプ ロ ッ ト・トレー ド

(機 関投 資家同 志の大 口証券売 買)の 処 理

お よび仲介 サ ー ビス

キ ーデー タが シス テムを設 計

現在1,200の 銘柄 が利 用可 能

AutoExService社 オ ー ト エ ッ ク ス ・

サ ー ビ ス

ブ ロ ック ・ トレー ドの 情 報 サ ー ビ ス。

トレー ドの全 面 的 処 理 は行 な わ ず 。

Banker-Ramo社 テ レ クオ ー ト

皿,IV

株 式 相 場 情 報 サ ー ビス。 同社 製 テ レ フ ァイ

ル コ ン ピ ュー タ3台 を中 心 に1,40 .00台 の

タ ー ミナ ル が 稼 動。

テ レ ク オ ー トの デ ー タ ・バ ン クに は全 国

16の 証 券 取 引 所 の8,000銘 柄 が収 録 。

UltronicSystems社

(通 信 会 社GT&Eに

よ り設 立)

テ レ ク オ ー ト ・サ ー ビス と同 じ で 相 場 間 合

せ サ ー ビ ス。 全 米3,000ヵ 所 に タ ー ミナル

を置 く。

ScatlinElectronics

(DowJonesと 合 併)

ク ォ ー ト ロ ン

ダ ウ ビ ュ ー

サ ー ビ ス

株式 市場情報 サー ビス

TransLux社

(周 辺 機 器 メ ー カ ー

Recognition

Equipment社)

TransLux-Jet、

サ ー ビ ス

株 式 相 場 情 報 サ ー ビス

全 国5,000台 の リモ ー トCRTタ ー ミ ナル

を置 く。
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社 名 サ ー ビ ス 内 容

Input社 Cowpw-U-Gain 株式 情報 サー ビスで イ リノイ州Highland

サ ー ビス パ ー クで営 業。 月毎 の株価の変動,配 当お

よび長期,短 期 の予測 を流す。

WU社 SICOMサ ー ビス wuは70年9月 に,従 来 のSICOMサ ー

(WestemUni・n)

`

ほか ビスに新 しい サー ビス機能 をつ け加 えた。

新サー ビスは証券取引所の出来高 と証券業
'

者 の店頭注文 を比較照合 す る ことができる。

SBC(IBMの 子 会 全 国主要都市 か らアクセ スで きる証券 デ ー

社) タ ・ベ ー ス を完 成 した。 これ は 株 式 お よ び

債権 に関す るデー タをサ ー ビスす る。 この

サ ー ビ スは バ ンカ ー ・ラ モ が協 力 し,ユ ー

ザ ー はCALL/360に ア ク セ スで き る。

Cク レジ ッ ト ●

社 名 サ ー ビ ス 内 容

AssociattedCredit 銀 行,百 貨店,商 社 な どを対 象に消費 者信

Services社 用 に 関す る情報 を提供 してい る。 傘下 に

CreditBureauofGreaterHoustonお よ

びCreditBureauCo.,を 有 し,こ こ で 営

業活動 を行 な ってい る。

IndianapolisCredit イ ンデ ィ・ア ナ ポ リス一 帯 の900店 以 上 の

Bureau社 加 盟商 店 にむけて オ ンライ ンで ク レジ ッ ト

情 報 を流 して い る。 各 商 店 に は …CRT'も し

くは キ ー ボ ー ド ・プ リ ンタ ー を設 置。 取 扱

件数 は約100万 件
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社 名 サ ー ビ ス 内 容

CreditData社 両 社 と もに消 費者 の支払能 力 をチ ェ ックし,

Credit この情報 を銀 行 とか ガソ リンス タ ン ドに販

Inter-Communication 売 し て い る。

社
'

●

D法 律検索

●

社 名 サ ー ビ ス 内 容

ASPENSystems IBM360/40を2台 使 って全 米50州
'

の法 令情 報 を集 め,判 例 検索 サー ビスを行

な う。 現 在 まで に 約30の 州,1,000の 法

・

へ

律 事務所 が クラ イア ン トとして登録 され て

い る 。

ComputerSerching WUと の協 同事業 が破 れ た ロー ・リサ ーチ

Services社 社 が看 板 をぬ りか えて行 な ってい るサ ー ビ

ス で,1966年 か ら コ ン ピ ュー タ 化 した 法

令 検 索 シス テ ム ・サ ー ビスで あ る。

上 記 の よ うな サr－ ビス は 毎 年 種 類 が ふ え て い る。QuantumScience社 の 調 査 に よ る

と,1969年 現 在 総 額2億3,200万 ドル ちか くの ネ ッ トワー ク ・イ ン フ え メ ー シ.ン ・

・サ ー ビス の うち約30%が こ の 種 の ビ ジ ネ ス か らの売 上 げ と して お り
,1975年 に い

た って も(ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォメ ー シ 。ン'サ ー ビス は総 額21億5,000万 ドル に

拡 大)そ の割 り合 い は30%前 後 で あ ろ うと して い る。

現 在 デ ー タ ・ベ ー ス ・オ リエ ンテ ッ ドな タ イム シ ェ ア リ ング ・サ ー ビス を志 ざ して い

る企 業 は い くつ か あ り,た とえ ばTelstatSystems社 の 財 務 情 報 サ ー ビス やGEの 経

済 予 測 サ ー ビス な どが そ れ で あ る。

この サ ー ビス は と もに 磁気 テ ー プ ・レベ ル の もの で あ るが,い ず れ もで き るだ け早 期

に オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス 化 し た い と して い る。 中 に は フ ォー チ ュ ンの よ うに 自社 で つ く
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った企 業 デ ー タ を もと に デ ー タ ・ベ ー ス をつ く り,Tymshareな ど 各 タ イ ム シ ェ ア リ ン

グ会 社 の ネ ッ トワ ー ク を通 じ て サ ー ビスす る とい う の もで て きた。

商 務 省 関係 お よ び歳 入 局,統 計 局 の連 邦 政府 関 係 デ ー タ は,今 の と こ ろ いず れ も磁 気

テ ー プ,カ ー ド ・ベ ー スで あ り,民 間 企 業 で も同 じ よ うに1次 加 工 情 報 を取 り扱 って い

る会 社,た と え ばDun&Bradstreet社 な ど も磁 気 テ ー プ,紙 テ ー プ,カ ー ドの フ ォ

ー ム で 売 って い る
。 しか しや が て こう した とこ ろが,オ ンラ イ ンで サ ー ビス をす るよ うに

な って く るで あ ろ う。

な お 現 在 の と ころ デ ー タ ・ベ ー ス ・オ リエ ンテ ッ ド ・サ ー ビス 事 業 の 問 題 点 と して は

デ ー タ ・ベ ー ス を ユ ー ザ ーが 利 用 す る 際 の フ ォー マ ッ トの 互 換 性,お よ び もの に よ って

は デ ー タ ・ベ ー ス を 呼 び出 し た う えで,さ らに 計 算 の た め に必 要 な 特 定 の 情 報 を検 索 す

る ラ イ ブ ラ リー ・プ ロ グ ラ ム の 整 備 充 実 に 力 を そ そ ぐ とい う点 が あげ られ よ う。

10-4そ の 他 病 院,教 育,銀 行 な ど特 定 業種 む け タ イ ム シ ェ ア リン

グ ・サ ー ビ ス

病 院 む け タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビ ス

SamsonTrendsに よ る と1970年 中 頃 の 時 点 で,1,000万 ドル(36億 円)マ ー

ケ ッ トを構 成 して い る とい う。 そ し て これ が1975年 ま で に は20倍 以 上 の2億1,200

万 ドル に もふ くれ 上 が る と され て お り,こ の方 面 の市 場 が きわ め て 有 望 で あ る ことが 明

らか に され て い る。

な おSamsonTrendsに よ る と現 在1,000万 ドル市 場 を構 成 して い る病 院 む け タ イム

シ ェ ア リ ン グ ・サー ビスの う ち,84%ま で が患 者 会 計 業 務,保 険 料 金 支 払 計 算 な ど一 般

ビ ジネ ス ・ア プ リケ ー シ 。 ンで,13%が 統 計 分 析 な ど科 学 技 術 ア プ リケ ー シ ・ ン,さ

らに3%ち か くが 手 術,食 餌 ス ケ ジ ュー リン グ,看 護 ノー ト作 成 な ど病 院 む け特 殊 ア プ

リケ ー シ 。 ン ・サ ー ビス で あ る と言 う。

しか し この よ うな 現 在 の サ ー ビ ス 内容 も1975年 ま で の 市 場 拡 大 と と も に形 態 が 変

化 し,一 般 ビ ジ ネ ス ・ア プ リケ ー シ 。 ンの全 体 に 占 め る率 が55%と 大 き く後 退 。 これ

に代 って 病 院 む け 特 殊 ア プ リケ ー シ ョ ンが41%と 増 加 し て ゆ く もの と推 定 され て い る。

こ う したSamsonTrendsの あ げ る デ ー タに よ る限 り,病 院 む けTSSサ ー ビスが 成

一130一

●

'



●

計

●

■

一 般 ビジネス ・アプリケーシ・ン

(55%)

科 学 計 算 アプ リケー・
ン(4%)

病 院 む け ア プ リケ ー

(41%)

1975年 病 院 向 け

タ イ ム シ ェア リン グ

サ ー ビス は 総 額

2億1,200万 ドル

とな る。

(推 定)

図10-2

一 般 ビジネス ・アプリケーシ
ョン

(84%)

科学計算アプ リ

ケーション

(13%)

病 院 む け 特 殊 ア プ リ

ケ ー シ ョン(3%)

1970年 病 院 向 け

タ イム シ ェ ア リ ング

サ ー ビス は 総 額

1,000万 ドル

(出 典8amsonTrends)

功 す るか否 かの重大 な キーポ イ ン トは看 護 ア プ リケー ションな ど病 院 むけ専用 サー ビス

の開発 と運営 に あ るわけだが,そ の ア プ リケー ション ・サ ー ビスの展開 はいつ ごろ を境

い として行 なわれ るよ うにな るのだ ろ うか。

SamsonTrends誌 は それ を1972年 以降 としてい る。 す なわ ちこの 時期 は総 合病

院情報 システムが中小規 模病院 に も次第 に浸透 しは じめる時期で あ り,経 済性 その 他か

ら考 えて それ 以前 で は早す ぎ,ま た以後で は競争 面か ら見 て遅 す ぎ るとい うわけだb

Samson誌 以外 の見解 として,一 般 的 に見 て も,需 要 と採算 性 とい う点 か ら手 術,食

餌 スケ ジ ュー リング,看 護 ノー ト,診 断 プ ログラムな ど特殊 アプ リケー ション ・サ ー ビ

スが本格化 す るのは1972年 か ら75年 にかけ てであ ると され てい る。 この よ うな見

通 しの上 に立 って,大 手 各社 では試行錯 誤で サ ー ビス を部 分的 に行 な ってい る。 た とえ

ばMcDonellAutomation(航 空 機会社McDonell-Douglas社 の子 会社)な どは,オ ン

ライ ンで の各種 看護 アプ リケー シ 。ン ・サ ー ビスを実施中 と伝 え られ,ま たLockheed

社 は,一 般 ビジネス ・アプ リケー シ 。ンと看 護活 動 アプ リケ ー シ。ンを含 めた総 合病院
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シス テ ム完 成 を 目前 に して い る。 ま たGEは,同 社 の 実 施 す る全 国 タ イ ム シ ェア リ'グ

・サ ー ビス網 と
,医 療 関 係 タ イム シ ェア リ ング ・ネ ッ トワ ー クを接 続 させ,科 学 技 術 計

算 な どは,全 国 ネ ッ トの プ ロ グ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リー をユ ー ザ ー に使 用 させ,病 院 む け 特

殊 シ ス テ ム に,今 後 の 焦 点 を絞 ろ う と して い る。

さて この種 の サ ー ビス分 野 で活 躍 す る企 業 の 顔 ぶれ で あ るが,業 界 の 規 模 か ら見 て 一

番 大 きい の がMcDonellAutomationとGEのMedinetで あ る。

McDonell社 が この 業 界 に参 入 し て きた の は,1970年 は じ めの こ とで,Sisters

ofThirdOrderofSt.Francisの 開 発 した 病 院 情 報 処 理 シス テ ム を入 手 し て か らで あ

る。 この シ ス テ ム は,す で に それ 以 前 に 宗 教 関係 病 院 や,非 営 利 病 院 な どで 運 転 され た

もの で,実 用 性 は か な り高 い と され て い る。

MedinetはMcDonell社 よ り も古 く,1966年 にBB&N社 と の合 弁 事 業 とい う形

式 で ス ター トし,1968年 に い た ってGEが 単 独 で 商 用 サ ー ビスに こ ぎつ け,同 社 の

イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス事 業 部 の 手 で 運 営 され て い る。

そ の他 代 表 的 サ ー ビス会 社 と して は

・MedicalComputerSystems社

(子 会 社AmericanMedicalComputerCentersで 運 営)

・ComputerCommunicationsNetwork社

・MedicalInformationTechnology社

・Computer-Comon社

・Travcon社

'SharedMedicalSystems社

・HospitalcomputerCenter社

・GamutSystems社

(ManagementData社 の 子 会 社)

・NDC(NationalDataCommunications)社(同 社 はREACHシ ス テ ム<Real

TimeElectronicsAccessCommunicationsforHospital>と 呼 ば れ る 一 般 ビ ジ

ネ ス ・ア プ リケ ー シ 。 ン と看 護 活 動 プ ログ ラ ム を持 つ 汎 用 総 合 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を

(ベ ッ ド数200ぐ ら い の 病 院 む け)販 売 して い る。(図10-2)
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銀行,教 育,そ の他

シ カ ゴのAmericanNationalBankの 子 会 社Tele-DataCo
.,は,IBM360/40,

50を 使 用 して17の 銀 行 を対 象 に,各 銀 行 の 預 金 や 抵 当貸 付 等 に 関 す る デ ー タ を一 括

保 管 す る と と もに,預 金 の 出 し入 れ に と もな う事 務 の オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム処 理 サ

ー ビ スや 毎 日 の ス テ ー トメ ン トの 作 成 な どの サ ー ビス 業 務 を行 な
って い る。

各 銀 行 に タ ー ミナル が 設 置 され,ベ ル よ り各 銀 行 が 借 用 した専 用 回線 に よ ってTele-

Data社 の コ ン ピ ュー タ に つ な が れ て い る。 こ の コ ン ピ ュー タ に は1社 平 均1万 口座 程

度 の 情 報 が イ ン プ ッ トされ て お り,各 銀 行 は 預 金 の 出 し入 れ が あ った と きに は タ ー ミナ

ル の キ ー をた た くだ けで 自社 の コ ン ビ,一 夕 を利 用 して い るよ うにTele-Dataの マ シ

ン を利 用 で きる。

Tele-Dataは,昼 間 は オ ン ラ イ ン ・リア ル タ イ ム ・サ ー ビス を行 な い,夜 間 は ス テ ー

トメ ン ト作 成 な ど を行 な って い る。 な お この 種 の デ ー タ ・バ ン ク ・サ ー ビス は ニ ュー ヨ

ー ク
,シ カ ゴ,ク リー プ ラ ン ト,ロ ス ア ンゼ ル ス な ど の 大 都 市 で か な り一 般 化 され て お

り・ シカ ゴだ け で もTeleDataの 他,HarrisTmst&SarvingBank
,NationalCash

Register,GeyhoundComputer社 な ど が 同 様 の サ ー ビ ス を行 な って い る。

教 育 分 野 に む け て の,タ イム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス に力 を入 れ て い る と こ ろ と して

は,CDCや ハ ネ ウ ェ ル 社 な どの 名 前 が あ げ られ よ う。 殊 に ハ ネ ウ ェ ル社 は ,ミ ネ ソ

タ地 域 で100ヵ 所 の 学校 を リン クす る大 規 模 な 教 育 用 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クの

建 設 を明 らか に した 。

1970年10月19日 のEDPDaily誌 の 伝 え る と こ ろに よ る と,1971年 度 に

は10万 人 以 上 の生 徒 が,ミ ネ ソ タ地 域 で ハ ネ ウ ェル の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シス テ ム

を利 用 す るだ ろ う とい う こと だ。

ハ ネ ウ ェル社 の 教 育 指 導 ネ ッ トワ ー ク(Edinet)事 業 部 の マ ネ ジ ャー で あ るAnton

F.Vierli㎎ 博 士 は,コ ン ヒ.・一 タ を教 育 の ツ ー ル と して 使 う場 合 の3つ の 主 要 な 険 路

を指 摘 して い る。 彼 の言 う と ころ に よ ると,コ ン ピ ュー タ に 関連 した 教 育 素 材 の 欠 如 ,

効 率 的 な教 師 用 訓 練 プ ロ グ ラ ムの 不 足,資 金 の 不 足 の3っ が ハ イ ス ク ー ル ・レベ ル で の

コ ン ピ ュー タ利 用 教 育 を む ず か し く して い る 要 因 とな って い るの だ と言 う
。

ハ ネ ウ ェル 社 の新 サ ー ビスEdinetは こ の よ うな ネ ック を打破 す るた め の もの と され
,
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ネ ッ トワーク参加 校の経費 は月額300ド ル程 度です むだ ろ うとさオtてい るg計 画 の詳

細 は 未だ発 表 され て いないが,Edinet事 業部 に よ ると,こ の タイム シェア リング ・セ

ンターには大が か りな教 育用 プログラムが盛 り込 まれ てお り,訓 練教 師用 セ ミナー,研

修サ ー ビス もスケ ジュール に盛 りこまれ てい ると伝 え られ る。

その他注 目す べ きサー ビス事 業には,コ ンヒ。ユータに よる判例検 索 サー ビスが あげ られ

よ う。 この分 野 はかつてWUが 一 枚加わ って,ロ ー・リサーチ社 がサ ー ビス していたが,

その後 同社 は営 業 を停止 していた。

しか しその需要量 がか な り存在 す るところか らピ ッツバ ーグにAspenSystems社 と

い うサー ビス会社 が出来,こ の会社 で現 在30ヵ 所 の州政 府機 関と,1,000以 上 の法

律 事務所 お よびその他公共 機 関に対 して法 令情報 をサ ー ビス してい る。Aspen社 は

IBM360/40,2台 を設置 し,こ れ に は50州 の法 令情報が ス トアーされ てい る。 す な

わ ち判例の特定 の ケー スに関す る単 語 や熟語 が収録 され てお り,コ ・ンピ ュータは これ ら

を リス ト ・ア ップす るイ ンデ ックス ・プログラム を持 ってい る。

AspenSystemは 要求範 囲内で72時 間以 内に法令 を プ リン ト ・アウ トす る。'さち

に50州 につい て各 州の法令 を対照 比較 す る作 業 も行 な ってい る。 なお先輩格 の ロー'

リサーチ社 については,か つ て の営業部 門 を もとに コ ン ピュー タ ・リサー チ ング ・サ ー ビ

ス社 を設 立,IBM360/67を 設置 して,本 年9月 よ り再 度稼動 す る ことにな った。
'

'
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11.注 目新 興 ビ ジ ネ ス ・ 「フ ァ シ リテ ィ ・

マ ネ ー ジ メ ン ト

年 間 成 長 率65%,1973年 に は15億 ド ル(5,400億 円)-IEE

ComputerGroupNews－ さ らに1975年 に は20 .億 ド ル(7,200億 円)-

SamsonTrends－ と 推 定 され,驚 異 的 成 長 が 期 待 され る新 しい コ ン ピ ュー タ ・サ ー

ビ ス ・ビ ジ ネ スが 出 現 した 。 フ ァシ ィ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト ・サ ー ビス(Facility

ManagementServices)と い うの が それ で あ る。 この 新 規 なサ ー ビス 事 業 は高 度 な コ

ン ピ ュー タ 運 営 とEDP人 事 に頭 を 痛 め る コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー に と って 大 きな 福 音

に な る とま で 言 われ て い る。

11-1フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トの 定 義

●

●

こ の ビジ ネ ス は一 体 どん な 仕 組 み の もの な の か?こ れ に つ い て は ま だ 明 快 か つ,一 般

的 に合 意 に 達 す るよ うな解 答 は な され て い な い と言 って も良 い。 た と え ばADAPSOで

は,日 に 日に コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業 界 で 重 き を な して く る この 新興 事 業 を,な ん と

か 説 明 しよ うと努 力 して き たが,1今 日 に い た って も最 終 的 に有 効 な 定 義 を下 し得 な い で

い る。 この 作 業 を 実 施 中 のADAPSOフ ァ シ ィ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・グ ル ー プの 責 任

者JackMooney氏(InternationalComputerManagement社 々長)は,「 会 社 に 問

い 合 わ せ た り,文 献 を調 べ てみ て もす っ き り した 定 義 を把 み 出 す こ と は む ず か しい 」 と

語 って い る。

しか し明 快 な定 義 で な く と ぷ 少 な く も業 界 一 般 で は 「 フ ァ シ ィ リテ ィ ・マネ ジ メ ン

トと は コ ン ビoユー タ の管 理 運 営 を外 部 に請 負 わ す こ と。 す な わ ち コ ン ピ ュー タ ・シ ステ

ムの 設 計 ,開 発,設 置,運 営 を一 貫 して 代 行 サ ー ビスす る こ とで あ る。 」 と受 け と られ

て い る。(BusinessWeek1969年10-18)

.・さ らに これ を も う少 し拡 大 した解 釈 と し てCambridgeComputer社 の フ ァ シ ィ リテ

ィ ・マ ネ ジ メ ン トに つ い て の定 義 が あ る。 これ に ょ る と 「ユ ー ザ ーの デ ー タ処 理 に つ い
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て の 要 望 全 般 に わ た って完 全 な責 任 を負 う専 門 コ ン ピ ュー タ ・マ ネ ジ ャー の 機 関;こ れ

を 我 々 は フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トと名 付 け て い る。 我 々 は ユ ー ザ ー の シス テ ム を

全 般 に わ た って設 計 し,設 置 し,運 営 を行 な う。 我 々 は設 備,要 員,ソ フ トウエ ア を管

理 す る。 さ らに ユ ー ザ ー の マ ネ ジ メ ン トに ガ イ ダ ン ス も提 供 し よ う 」とい う こ とに な る。

自分 の商 売 の ワ ク を狭 く し な い で,う ん と ひ ろ げ て お こ う とい うわ け で もあ る まい が,

や は り フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビス会 社 の 社 長DouglasM,Pannell,Jr

氏(ComputerTec㎞ology社)に 言 わ せ る と,「 顧 客 と の 長 期 契 約 の もとで,シ ス テ

ム 分 析 ,設 計,プ ロ グ ラ ミ ン グな らび に コ ン ピ ュー タ運 営 を含 む 徹 底 的 な 経 営 コ ンサ ル

テ ィ ン グ ・サ ー ビス を提 供 す るサ ー ビス会 社 を頭 に 描 い て も らい た い。 」 の だ そ うだ。

サ ー ビス ・ビ ュウ ロ ウ型 の サ ー ビス と マ ネ ジ メ ン ト ・コ ンサ ル テ ィ ング ・サ ー ビス を統

合 した もの,こ れ が フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト会 社 の 特 徴 を つ く って い る とい うの

だ。 さて,こ の 他 この 種 の ビ ジネ ス を定 義 し よ う とい う試 み は 多 彩 な もの が あ るが,実

際 に こ こで は新 興 ビ ジネ スの 発 生 原 因,発 生 の 経 過 をみ る こ と に よ って,揺 れ 動 く解 釈

の 周 辺 を固 め て み た い。

●

11-2新 興 サー ビス拾 頭 の背景

コ ン ピ ュー タの 関 係 要 員 の 人 件 費,プ ロ グ ラム作 成 費,運 営 費 は ど ん どん 上 昇 し,今

や ハ ー ドウエ アの2倍 に な ろ う と し て い る。EDP総 費 用 が年 間200億 ドル(7兆

2,000億 円)を 越 す の は 合 衆 国 だ け だが,さ らに 毎 年20%の ペ ー ス で 増 加 して 行 き

そ うで あ る。

.こ の 高 度 成 長 の 見 通 しに つ い て,一 番 心 配 され るの は人 材 の 不 足 だ。EDPの 必 要 性

が あ り,金 もあ るが,人 が 足 りな い と い う深 刻 な 悩 み はす で に コ ン ピ ュー タ界 の 慢 性 的

持 病 とな って い る。 米 業 界 誌ComputerGroupNewsの1970年3～4月 号 に あ る プ

ロ グ ラ マ ー と シス テ ム ・ア チ リス トの将 来 予 測 に よ る と,1970年 に は シ ス テ ム ・ア

ナ リス トで10万 人 の不 足(18万5,000名 の 需 要 に 対 して供 給 能 力 は8万5,000名),

プ ロ グ ラ マ ー で9万 人(23万5,000名 の 需 要 に 対 し て供 給 能 力 は14万5,000名)と

な って お り,さ らに1973年 に は シス テ ム ・ア ナ リス ト30万 人,プ ログ ラ マ ー24万

人 の 不 足 が 予 想 され て い る と い う。 そ して こ の マ ン ・パ ワ ー の 欠 乏 が コ ン ピ ュー タ産 業
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成 長 の 足 を引 っぱ る と見 られ て い る。(図11-.1・)

o

口
5004003002001000100200300400500

単 位1,000人

図11-1プ ロ グ ラ マ ー と シ ス テム ・ア ナ リス ト需 要 予 測

`

要 員 不 足 の結 果 は,EDP関 係 ス タ ッフの サ ラ リーの 高 騰 と な って 表 われ る。EDP要

員 の 職 業 紹 介 会 社RobertHalfPersonelAgenciesInc.の 調 査 に よ る と1975年 で

ジ ュニ ア ・プ ロ グ ラ マ ー の 最 高 給 は年 俸12,000ド ル ～15,000ド ル(432万 円 ～

540万 円)に な り,さ らに1980年 に は22,000ド ル ～27,σ00ド ル(792万 円

～972万 円)に 達 す る とみ て い る
。EDP関 係 の 仕 事 は ソ フ トウ エ ア会 社 の 例 を と る ま

で もな く,人 件 費 の 占 め る割 り合 い が 非 常 に 高 く,こ れ はEDPオ ペ レー シ.ン ・コ ス

トの増加 にただ ちにはねか え ・て'!る ・1＼1

1964年 のSDC(SystemDevβloplne単Co.)の コン ピュー タ ・オペ レー テ ィング

調査 に よる と,必 要経費 につ いては ユーザ ーの規 模 と比例 して増大す る ことが 明 らかに

な った。 特 に人 件費 につ いて は大型 コン ピュータ装 置 を運営 す るユーザ ーの1人 あた り

給 与額が高 い ことが わか った。 これ は単 純に考 えて もうなず け る ことで,大 規 模 システ

ムの運 営 には深 い経験 を積 ん だ質 の高 いス タ ッフが必 要 なので ある。参 考 までに装置規

模 に よる週間給 与の 関係 を示す調査 デ ータを掲 載 してお こう。(表11-1)
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表11-1 装 置規模 によ る週間 給与 とEDP要 員数

(BusinesAutomation66-7) K=1,000

EDP装 置規 模

(レ ンタル幅)
$1-3K $3-6K

層

$6-12K $12-25K $25-50K

平均 月額 レンタル料金 $1,500 $1,500 $9,000 $18,500 $37500

調査対象会社数 201 437 590 462 277

従 業 員 数 1,902 5,811 1ぴ444 17,950 19,402

従業員数/会 社数(A) 9.46 13.30 2279 3885 70.04

主 任 システム・アナ リス ト

の平均週給
$212 $211 $213 $225 $228

シス テ ム ・ア ナ リス トの

平 均 週 給

`

163 163 165 173 176

主任 プ ログラマーの平 均

週 給
171 175 186 191 202

プ ログ ラマーの平均週 給 133 137 146 150 158

主任 オペ レー ターの平均

週給
147 146 147 154 160

オ ペ レー ターの平均週 給 107 106 106 111 116

EDP要 員 の平均週給(B} 155 156 160 167 173

一 企 業あた りEDP要 員

の平均支払 週給(A×B)
$1,466.30 $2.07480 $3,646.40 $⑤48795 $12,116.82

経費 とい うことでは直 接 自社で 雇用 す るス タ ッフの給 与の ほか,コ ン ピュータ界全 体

として プロ グラム作 成費 の上昇傾 向が ある。 ソフ トウエ ア ・コス トの上 昇 は1960年

代 第3世 代機の コ ンバー ジ ョン ・シ.ッ クが起 った ころには じま り,そ の ころには要 員

不 足が は っきりと顕在化 して きた。 特 に価格 分離発表後 は,ソ フ トウエアに価格 をつけ

て販売 す る ことにな ったた め,ユ ーザ ーには以前 の一括 販売 に比べ て実質上 の値上げが

お よんでい る。 これ につい て,業 界 の調査 会社,コ ンサ ル タ ン ト会社 はいずれ も30%

程度 の値上 りと発表 してい る。

コ ンゼ ユー タ ・ユーザ ーの頭 を悩 ませ るの は経費 の圧迫 だけで はない。 アプ リケー シ

・ン ・システ ムの レベル ・ア ップに ど う対処す るか とい う問題が あ る。 大型 の計算機 を

使 ってす る仕事の水 準は どん どん 高 くな って行 き,質 的 な ものだ けでな く量 的に も拡 大

して行 く。 冒頭 にあ った サ ウス ・ウ ェスタLン 社 の よ うに短期間 に大量 の コ ンバ ー ジ・
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ン作 業 をしなければ な らない事態 も生 じ るし,ま た新 しい経営 戦略 を実施 す る立 場か ら

EDPス タ ッフに実力以上 の仕事が持 ち込 まれ る ことが ある。要 員が足 りな い し,す ぐ

にで もプ ログラムが欲 しい時は,今 注 目の ソフ トウエ ア ・パ ッケ ー ジを使 うことにな る

が,こ れ に して もパ ッケー ジ利用の実 際の コス トは見積 りを軽 くオーバー して2,3倍

に な って しま うことが 多い。 また優秀 な スタ ッフの獲 得や引 き抜 き防止 も神経 を使 う。

さ らに最大の問題 と して,企 業経 営者 が社 内の コ ン ヒ。ユータ専 門家の専 門能 力の評価 と,

管理 を行 な うことが ます ます むずか し くな ってい る。

これ ら全部 を含 めて経営者 や責 任者 に と って高価 な大型 システムの コス ト/パ フ ォー

マ ンスを引 きあげ るの はひと仕事で あ るが,逆 に こうした ことか らフ ァシ ィリテ ィ ・マ

ネ ジメ ン ト ・サ ー ビスに対す る需要が 生 まれ ることに もな るのだ。

11-3新 サ ー ビ ス会 社 の 売 り物

●

⑳

ら

■

フ ァシ ィリテ ィ ・マネ ジメ ン ト会社 が多大 の関心 を集 めて い るのは,単 に プ ログラ ミ

ング代行 とか,要 員派 遣 を行 な うことによ る,便 利 屋 的 イメー ジが買われ てい るか らで

はない。 上記 した よ うにEDP要 員,EDPコ ス ト上 昇,急 速 に複雑 高度化す るEDP技

術状況 な ど,コ ンピ ュー タ ・ユーザ ーを と りま くあ らゆ る頭痛 の種 を効 果的 に治療 す る

ことがで きるだ ろ うとの期 待が あ るか らに他 な らない。

フ ァシ ィリテ ィ ・マネ ジメ ン ト・サ ー ビスが売 り物 とす るもの,も しくは この種 の会

社で なけれ ば売れ ない もの,そ れ は,EDPコ ス トの相対的節減 と,ユ ーザ ーの システ

ムを洗練 され た高 度な水準 に引 きあげ る"力"で あ る。 特に,単 に安 い プ ログ ラム ・サ

ー ビス を提供 した り
,要 員 の効 果的活用 にっ いて ア ドヴ ァイス してEDP費 用 を切 り下

げた りす るのが本 旨で はない ことが,注 目 され る。

「ユ ーザ ーに してみれ ば,ま ず コス ト・ダ ウ ンとい う形 で成果 が あがれ ば納得で きる
ザ

と こ ろ だが 同 時 に シ ス テ ム 自体 が 効 率 的 に 改 善 され,む し ろ一 定 期 間 に 浮 い た コ ス トは

シス テ ム の レベ ル'ア ップの た め に 再 投 資 し て もい い の で は な い か。」Industry

ComputingCo.の ジ 。 ン ・M・ ス キ ャ ンダ リオ ス社 長 は こ う考 え る。 そ して フ ァ シ ィ

リテ ィ ・マネ ジ メ ン ト会社 の 立 場 と し て サ ー ビス を利 用 す るユ ーザ ーの メ リ ッ トは 次 の

よ うな か た ち を と る だ ろ うと,極 め て 大 ま か な コス ト節 減 と配 分 に つ い て 説 明 して い る。
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(表11-2)こ れ に よ って彼 は,ユ ー ザ ー は フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トを利 用 す

る こ と に よ って 約15%の 経 費 を節 減 で き る こ と。 そ して こ の経 費 は プ ロ グ ラ ム ・メ ン

テ ナ ンス や 新 ら しい シス テム 開 発 に再 投 資 され るべ き こ と を述 べ て い る。

表11-2コ ス ト節減 と配合 の割 り合い

ユ ー ザ ー 自身 が オ

ペ レー トした 場 合

ファシィリティ ・マ ネ ジ メ ン ト・

サ ー ビス を受 け た 場 合

装 置 使 用

オ ペ レー シ ョ ン

プ ロ グ ラ ム ・メ ン テ ナ ン ス

新 し い シ ス テ ム お よ び プ ロ

グ ラ ム の 開 発

$100
65%

$86

$4315%

$5820%

$143=50%

$61=21%

$83=29%

計 $287100% $287100%

こ の 表 を見 る と フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社 の ス ペ シ ャ リテ ィが ど ん な 型 態 で

発 揮 され る の か。 ス ペ シ ャ リテ ィ発 揮 の 目 的 が ど ん な と こ ろに あ るの か を明 確 に 読 み と

る こ とが で き る。 す な わ ち,ま ず,15%の オ ペ レ ー シ 。 ン ・コ ス トの 節 減 は フ ァ シ ィ

リテ ィ ・マ ネ ジ メtz・ト ・サ ー ビス がEDP装 置 の 能 力 を フ ル に使 い切 る能 力 を 持 ち,こ

れ を提 供 す る こ とが で き る こ と を 暗示 して い る。 ま た シ ス テ ム の メ ンテ ナ ン ス(高 水 準

維 持)と 新 シス テ ム 開 発 に再 投 資 す る とい う こ と は,カ ス トマー の持 って い る人 と マ シ

ンの 潜 在 可 能 性 を め い っぱ い に掘 り起 す こ と を意 味 して い る。 これ はEDP装 置 を,い

か に つ か うか とい う点 で 高 度 な ア ング ル,も し くは ビ ュ ウー ・ポ イ ン トを持 って い な け

れ ばで きな い こ とで あ る し,サ ー ビス を実 施 す る 点 で カ ス トマ ー のEDP需 要 と総 合 力

をか な り ロ ン グ ・ラ ンに ん で い な けれ ば な らな い こ と を 示 して い る 。 ダ ラ スの 億 万

長 者 と して華 々 しい デ ビ ュー を したEDSのH.RossPerot社 長 の 「世 界 中 の ど の会 社

よ りも,コ ン ピ ュー タ をい か に 使 うか に っ い て の ノ ウハ ウ は,う ちが 持 って い る。 」 と

い う豪 語 の 裏 に は,フ ァシ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トとい う商 売 の真 髄 が に じみ 出 て い る

よ うだ 。

さ て,こ の よ うに 説 明 して く る と,あ た か も フ ァシ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社 は,

総 合 的 なEDP管 理 サ ー ビス しか行 な わ な い 会社 と思 わ れ る 恐れ が あ る。 この た め 次 の
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こ と を付 言 して お か ね ばな らな い。 す な わ ち フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社 は全 体

のEDPシ ス テ ムの 一 部 分 の 請 け 負 い 作 業 も行 な う と い う こ とだ。 た と え ば コ ン ビ。ユ一

夕装 置 の 選 択 導 入 コ ンサ ル テ ィ ン グや,プ ロ グ ラム ・コ ンバ ー ジ ョ ン作 業 で あ る。 これ

は普 通 の ソ フ トウ エ ア会 社 で も行 な って い る こ と だ が,彼 らは きわ め て 効 率 的 に作 業 を

し,全 体 の 中 で それ を位 置 づ け る スペ シ ャ リテ ィを 持 つ と 言 う。 これ に つ い てSouth

Western生 命 保 険 会 社 のEDP副 部 長WilliamE.Underwood氏 は こ う語 る。 「我

々 は第3世 代 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム へ の コ ンバ ー テ ィ ン グを し よ うと した が ,こ の

仕 事 を完 成 させ る に は 外 部 か ら優 秀 な ス タ ッフを 雇 って こな けれ ば な らな い。 これ を 自

社 の ス タ ッフで や る と して も,最 低5年 は か か るだ ろ う。 しか し これ をEDS社(新 興

の フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト社)に 託 せ れ ば18ケ 月 ぐ らいで や って くれ る。 」 同

社 は コ ン ピ ュー タ利 用 経 験 の 深 い ユ ー ザー と し て知 られ る会 社 で あ るが,こ の ほ ど ダ ラ

ス の 新 興 フ ァシ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社EDS(ElectronicDataSystems社)と

の 間 に フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト ・サ ー ビス契 約 を結 ん だ。EDSは こ れ に よ って

Southwestern社 のEDPス タ ッフに 代 って コ ンバ ー ト作 業 を遂 行 す る こ と に な った。

最初の顧客は政府機関

●

●

■

ファシ ィリテ ィ ・マネ ジメ ン ト ・サー ビスの ス ター トはAEC(ア メ リカ原 子力委員

会)と かGSA(一 般調達庁),NASA(宇 宙開発 局)の よ うな大規 模 に コン ピュータ・

システムを使 ってい る政府 機関 であ る。 あ る意 味 で こ うした公 的機関 は常 に人材 不足で

あ り人 材の 獲得が仕事 と もな ってい る。 これ には勿論 給料が安 い こと もあ ろ うが ,プ ロ

ジェク トごとにス タ ッフが移動 した りす るの も原 因 であ る。 こ うした ことか ら政府行政

庁 むけに要員 を派遣 した りす るケ ー スが増加 したの だ。 そ して複雑 大規 模な,金 に糸 目

をつ けない仕事場で,次 第 に高級 スペ シ ャ リス トが養成 されて ゆ くことにな る。

この段階 では まだ政府 機 関が発 注 した数億 ドル と言われ る ファシ ィリテ ィ ・マネ ジメ

ン ト契約 もさほ ど注 目 され なか ったが ,ハ ー ドウエアとソ フ トウエ アの価格分 離 を機会

に,こ の ビジネス方 式 に ど っと関心が集 ま ることにな った。殊 に これ に よ って値上 りが

必至 とな り,シ ス テムの評 価選択 がむず か しくな るとあ?て フ ァシィ リテ ィ ・マ ネ ジメ

ン ト会 社は次 々に契 約 を受注す る ことに な ったので あ る。 そ して ここ1年 ぐらいの間に,

ウォーノレ街で2つ の超人気企 業が誕生す る ことにな った。
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1つ はComputerTechnologyで,L.T.V航 空 会 社 か ら20ヵ 月 前 に分 離 した 会 社

で あ る。 もう1つ の会 社 は ダ ラ スのEDS(ElectronicDataSystems)で あ る。 同社

はCT社 ほ ど大 き くは な い が,こ こ数 年100%以 上 の成 長 を み せ,現 在 収 入 は1,640

万 ドル に達 して い る。

他 のEDPサ ー ビス会 社 が こ の 魅 力 的 な市 場 を め ざ して 現 在 次 々 と名 乗 りをあ げ ている。

先 に述 べ た,IndustryComputing社 や,FacilityManagementServices社,

1。t。m・ti。nalC。mputerM・nag・m・nt社,C・mputing&S・ftM・are社 な ど は 新 興 会

社 で あ り,規 模 の 小 さい と ころ で あ るが,コ ン ピ ュー タ界 の老 舗 と して 非 常 に 実 力 を持

って い る会 社 も フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トの看 板 を掛 け て い る。 こ の な か に は,ソ

フ トウエ ア専 門 サ ー ビス会 社 の 第 一 人 者CSC(ComputerSciencesCo.)や 営 利 市 場

ニ ュー ・エ ン トリー の 巨人SDC(SystemDevelopmentCo.)と い った と こ ろが あ る。

現 在 の と こ ろ フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社 の ユ ーザ ー は 主 と してCategomia

BlueShieldAssn.の よ うな 健 康 保 険 団 体 や 医療 機 関,銀 行,証 券 な ど金 融 機 関 それ に

ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド運 営 会 社 な ど が あ る。 さ らにDouglasM.ParnellJr.社 長

(ComputerTechnology)に よ れ ば,潜 在 顧 客 は層 が 厚 い とい う こ とで 輸 送 ・ 流 通 ・

教 会 な らび に州,地 方 自治 体 な ど が 将 来 の 有 望 な お 客 と い う こ と だ。

フ ァシ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トの 問 題 点

点

句

フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビス は,ま す ます 高 度 化 す る大 手 コ ン ピ ュータ ・

ユ ーザ ー や利 用 経 験 が 浅 い 小 規 模 ユ ー ザ ーか らす れ ば,面 倒 な 仕 事 をい っ さい が っ さい

任 せ き って しま う こ とが で きる便 利 な 存 在 とい う こ とに な るが,し か しユ ーザ ー が フ ァ

シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社 に頼 り切 って しま う とい うこ とは ど うい う こ と な の か?

現 在 の と ころ,ユ ー ザ ー とサ ー ビ ス会 社 間 に横 た わ る契 約 金 額 に つ い て の 意 見 の 食 い

違 い を除 け ば,フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビス の 最 大 の 問 題 は機 密 の保 護 に

あ る よ うだ 。

考 えて み て も よ い。 フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社 の ス タ ッフの 方 が 当概 企 業 の

弱 点,利 点 そ こ まで 行 か な く と も業務 上 の ポ イ ン トに っ い て 精 通 す る機 会 が深 い こ と も

あ り得 るの だ。

フ ァ シ ィ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社 は,単 な る プ ロ グ ラ ム通 以 上 の 仕 事 をす る。 従 っ
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て顧客 に対 して彼 らはその資料,情 報 を保護 す る義 務が あ るの だ。

さ らに システ ムの融通 性につ いて も顧客 とサ ー ビス会社 との間 には一定 の距離が保 た

れ な くて はな らない。 とい うの は フ ァシ ィリテ ィ ・マネ ジメン ト ・サ ー ビス会社 はあ く

まで外部 の請負 い人で あ る。 これ を認 識 してユ ーザー は 自 らの権限 でいか な る システ ム

の場合 で も仕様書 を出 させ,自 社が 介入で きる大幅 な融 通性 を持たせ るべ きだ とい う声

が高 い。 これ はEDPオ ペ レー シ 。ン管理 につ いて も言 え ることだ。 いか な ると きで も

望みの 時 に,即 座 に システムの運営情況 を知 り得,か っ 運用 の方 向 と コス トが適 正で あ る

か ど うかの判断 だけは ユーザ ーが持 たね ば主 客転倒 して しま う。 これ らの コン トロール

はユーザ ーの責任 であ り,任 せ ると言 って も,簡 単 に放棄 しては な らない事項 で ある。

と ころで フ ァシ ィ リテ ィ ・マネ ジメ ン ト会社 とユー ザーの間に横た わ る これ らの問題

は,そ の まま フ ァシィリテ ィ ・マネ ジメ ン ト会社 の経 営の むずか しさにつ なが るのだ。

一般 にユ ーザ ーがサ ー ビス会社 にあれ これ と注文 をっ け,命 令 をテ キパ キす る ぐらい

な ら問題 はない。DouglasM.ParnelJr.(CT社 長)は 言 う。 「一般 にユ ーザ ーは

自分が デ ータ処理 オ ペ レー シ。ンに何 を期待 し,か っ何 を必要 と して い るか を本 当に認

識 していない ケー スが多 い 」た めに フ ァシ ィリテ ィ ・マネ ジメ ン ト会社 はユ ーザ ーをサ

ポー トし,彼 らの ゴールを決 定 し,最 短距離 の ルー トを探 さな くて はな らな いのだ。 こ

れは なかなかむず か しい ことだ。

さて 最後に契約 が固定的 かつ長期 的にわた るがた めに発生す る問題 につ いて言及 して

お こ う。

イ ンフレ進 行化 の もと,そ れで な くと もEDP業 界 の進 度 の早 さは,コ ス トの上 昇 と

マ シンの老 朽化 を招 きやす い。開 発 コス トの予測 を誤 ったばか りに相 当ひ どい打撃 を く

った実 例 もあ る ぐ らいだ。プ ロジ ェク トの遂行 と完成 に ファシ ィリテ ィ ・マネ ジメン ト

会社 が最 も注 意 を払 うゆえんであ る。
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12.中 古 コンピュー タ市場 の形成 と今後 の課題

中古 コンピ ュータ市場 は,登 場 して まだ 日が浅 いが,米 国 とい う広大 な土壌の 中で,

着実 に成長 しつsあ る。IBMの 新型 モデル,シ ス テム370を は じめ とす る今年 の新機

種 ラ ッシュに よ って,360シ リーズが中 古 マ シ ンにな るの は時 間の問題 にな った。 数

年後,360シ リー ズが中古市場 に 出まわれ ば,同 市場 は爆発 的 に大 きくな ることは必

至 で あ る。

現 在 中 古 市 場 で 取 引 き され て い る マ シ ンは,IBM1401を 中 心 とす る第2世 代 機 だ。

市 場 規 模 に つ い て は,種 々 の調 査 結 果 や予 測 が あ るが,平 均 的 な と こ ろ を見 る と,1970

年 は5,000万 ドル(180億 円),今 後5年 間 で一 挙 に10倍 ・に は ね上 って1975年

ま で に は5億 ドル(1,800億 円)の 大 台 に の る。(Elect・ronics誌70・ 年8月31日

号)ち なみ にBusinessWeek誌 は,中 古 市 場 の 規 模 を,196B年1,000万 ドル～1,500

万 ド ル(36億 円 ～54億 円),1970年3,0'00万 ドル(108億 円),1975年6,000

万 ドル と報 じて い る。(同 誌68年11月16日 号)な お ロ ー ル ドワ イ ドな市 場 規 模 に

つ い て は,英 国 の 中 古 企 業Promodata社 に よれ ば,1970年1億2,000万 ドル

(432億 円),1975年7億2,000万 ドル(2,592億 円)と な る。(EDP

EuropaReport'70,4-29)

一 体 中古 コ ン ピ
ュー タ を取 り扱 って い る企 業 とは,ど ん な と こ ろ な の か 。 勿 論 大 手 ハ

ー ドウ エ ア ・メ ー カ ーや リー ス会 社 も
,成 長 す る市 場 に 目 をつ け,進 出 す る気 配 を見 せ

は じ め て い る。 ま た す で に 中 古 品 の 専 門企 業 と して 売 り出 し中 の と こ ろ もあ る。 か と思

う と,た った1人 の人 間 が,社 長 兼 従 業員 で,何 もか も電 話1本 で切 りまわ して い る と

こ ろ もあ る。 こ の よ うに 中 古 コ ン ビ。ユ一 夕企 業 とい って も,種 々雑 多 で あ るが,中 古 専

門 企 業 と して は,一 応 ブ ロー カ ー と デ ィー ラ ー とい う二 つ に 区 分 され る。(表12-1)

ブ ロ ー カ ー と は,売 れ そ うな 中 古 コ ン ヒ。ユー タ を探 し出 し,売 り手 と買 い手 を ひ き合

わ せ,手 数 料 を[と る。 他 方 デ ィー ラ ー とは,中 古 コ ン ピ ュー タ を 自分 で 買 い入 れ,そ れ

を ス ト ック して お き,顧 客 の要 求 に 応 じて,中 古 品 を販 売 して い る業 者 だ。 ブ ロ ー カ 一
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表12-1米 国大手 中古 コン ピュー タ業者

'

r

社 名 本 部 備 考

TimesBroker社 ニ ュ ー ヨ ー ク 価格 ガイ ド季報発行

AmericanUsedComputer社 ボ ス ト ン 最初のせ り市 を開 く

TLWComputerIndustries ラ ト ラ ン タ

NewYorkAuction社 常設の中古品せ り市開催

BusinessComputers社 ダ ラ ス

InformationProcessingSystems社

AssociatedComputerServices ヒ ュ ー ス ト ン

は,電 話1本 で簡 単に仕事 がで き,手 数料 をとれ るところか ら,自 宅 を利 用 した り,街

の片す みに小 さな事務所 を設 けて,1人 で や って い る もの が多 い。 デ ィー ラーは,い わ

ゆ る中古 コ ン ピュータ会社 といわれ る もので,現 在30社 ほ どに のぼ って いゐ 。

中 古 コ ンピュータ企 業 の宣 伝方法 は,種 々様 々で あ る。 ダ イ レク トメール,電 話,個

別 訪門,新 聞,雑 誌へ の広告 ・ しか し彼等 は メーカーか らユ ーザー ・リス トをこ っ

そ りと手 に入れ てお り,取 引 きの見込 みは あ らかた っけてい る。 と ころが中古市 場が登

場 してまだ 日が浅 い こと,中 古 企業 の存在 が顧 客 にと って は少 しあ いまいな こ と,例 え

ばみす ぼ らしい事 務所 や個人 宅で営 業 した りしてい るところか ら,中 古企 業の宣伝 は,

問題 とな る場合 も多 い。 この典型的 例が今 年 ア トラ ンチ ック市で 開かれ たSJCC(春

季 合 同 コ ンピュータ会 議)で 見 られ た。世界 的に有名 な この会議 の会場 で,American

usedcomputer社 のAdolfF.Honosson社 長 は,自 ら胸 に プラカー ドをかか げ,中

古 品 の宣伝 をして歩 いた。 プラカー ドには,「IBM140181%引 き,PDP-10

25%引 き,Honeywe11-20056%引 き」とある。 同社長 の雄 姿 は,SJCCを 取

り上 げた各 新聞やT.Vで 報道 された。ところが他 の中古企 業 は,社 長 自 らサ ン ドイ ッチ

マ ンにな ることは中古企 業 の イメー ジを ます ます悪 くす るもの だ と非 難 をあ びせ た。

され ばとニ ュー ヨー クのTimeBrokers社 は,中 古 コ ンピュー タのせ り市 を開 いた。

同社 は この せ り市で100万 ドルの取引 きを見込 んで いた が,実 際は26,900ド ルに し

かな らなか った。 最高値 の入札 は,1.0.AData社 が売 りに出 したIBM360/20で,
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これ は新 品当時の値 が11万7,165ド ルだ ったが,こ のせ り市 では5万2,000ド ル

の値 がつ け られた。TimesBroker社 は,入 札 に対 して,各 々25%の 手数 料 をと った。

このせ り市 が思 うよ うに成功 しなか った理 由 は,種 々取 沙汰 され てい る。 「適用 性の少

ない,ふ ぞ ろいな装 置 を売 りに出 したか らだ。 」「このせ り市 は一度 限 りの もので,今

後何 度 も同 じよ うな市 が開 かれ る確 証 もなか った。 」 「周 辺装置 をそ ろえてせ りにか け

れ ば,成 功 していたで あろ う。 」 「競売 参加者 が,競 売 につい て不慣 れだ ったか らだ。」

TimesBroker社 のせ り市 は,か な らず しも失敗 した訳 では ない。とい うのは,中 古

コ ンヒ。ユー タのせ り市 と'いう奇抜 な商 法に 目をっけ,常 設のせ り市 をやろ うとい う企 業

が登 場 したか らだ。StandardPrudentia1社 の子 会社で,1916年 以来 毛皮の せ り市 を専

門 にや って きたNewYorkAuction社 がそれ だ。同社 は中古の周辺 装置 を豊 富にそ ろえ,

多数の顧 客に ア ッヒ。一 ル して行 くかま えで あ る。

こ うした様 々な中古 コ ンピュータの宣伝,販 売方 法 の中で,最 近注 目を集 めてい る も

のに,TimesBroker社 が出 した 「中古 コン ピュータの価格 ガ イ ド」(PriceGuide

forUsedComputers)が あ る。 この冊子 は年4回 季報 の形 で出版 され,現 在の中古 品

価格 情 報 を網羅 してい る。 同社のJosephW.Kirby設 備部門担 当副社 長 に よれば,こ

の ガイ ドには各種 コ ンピ ュータだけでな く,周 辺 機器 につい て も現 在の中古市 場呼 び値

が記 載 され て お り,デ ー タは年4回 同社 の全 国 マーケテ ィング施設 を通 じて更 新 され て

い る。 ちなみ に この ガ イ ド ・ブ ックを見 ると,旧 式の ユニパ ック ・ソ リ ッド ・ステー ト

80シ ステムは325ド ル,32Kコ ァのIBM7094装 置は,当 初 の230万 ドルに

比 し,42,000ド ルで入手 で きる。

この よ うに中古 コ ン ピュータの価 格は,新 機種 の発表 に と もない,ど ん どん下 って い

る。 しか し各装置 は マ シンの旧 さと普 及度,さ らに仲介 業者に よ って種 々様 々であ る。

一般 にIBM360/30は 新品当時 に く らべ て
,45～50%割 引 き,360/65は

20%引 きで売 られ て い る。 ただ し中古品の残余 価値 で念 頭に置 いてお くべ きことは,

トータル ・システム,CPU,周 辺装 置は各 々別 々の比率 で減下す るとい うことだ。 と

い うの は顧客 は周辺装 置 は高 い維 持費 がかか ること,ま た性能 が急 激に伸 びてい るとい

うことか ら,CPUは 買 って も周 辺装置 は買 いひか えてお く者が多 か った。 ところが業

務 が複雑 にな るにつれ,新 たな周 辺装置 が必要 とな り,周 辺装置 に対す る需要 は非常 に

高 くな った。 中古品 の価格 は,こ の よ うに各装置 の型,特 徴に よ って異 な るが,一 般 に
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は次 の フ ァクターに よ って中古品の価格 が左右 され る。

◇ そ の コ ンピュータは,ま だ生産 され てい るかor生 産 中止 にな ってい るか。

◇ その シス テムは,例 えばIBM7080の よ うに,シ リーズの最 後 の もの か,or

360/30の よ うに,後 に大 した再 プログ ラ ミング ・コス トを要 しない高級 マ シン

が 出 る もの か。

◇ メ ーカー側 がつ けた販売価格

◇ 利用 価値,維 持 管理 費 ・

◇ 装置 は ス タ ンダー ド型 かor極 く一 部 で しか利用 され ない特殊 な もの か

◇ 科学 アプ リケ ー シ。ン用 かor商 用 か

これ らの 要素が微妙 に組み 合わ され て,中 古 品の価格 が決定 され る。 この意 味で も,

先程 のTimesBroker社 の 「中 古 コ ン ピュー タ価 格 ガ イ ド」が行 きわ たれ ば,こ れが

中古品 の一定価 格 にな るか も知れ ない。

さて中古 コン ピュー タの市 場 と業者 にっ いて見 て きたが,今 度 は中 古 コン ピュー タの

ユ ーザ ーの意見 と,中 古市場 がか か えてい る問題点 を眺 めてみ よ う。

中古品 のメ リッ トー 何 よ りも先ず 安い こと

中 古 コン ビ'一 夕の利 点 は,大 きく分 けて,次 の4っ に しぼ ることが で きる。 す なわ

ちコス トが安 い こと,納 入が早 い こと,整 備 が行 き届 いてい る こと,メ ーカ ーか らメ ン

テナ ンス ・サー ビスを受 け られ ることだ。

一体 中古品 とい うのは㌃ どの位安 くな ってい るの か?こ れ は各中古 品の普 及度,古 さ

それか ら仲 介業 者に よ って,若 干の差 異が あ るが,中 古品全体 としては,20%～80

%割 引 かれ てい る。 例 えばIBM360/65は20%引 き,360/30は ほぼ30～50

%引 きにな って い る。 第2世 代機の場 合は,実 に80%近 くも安 くな ってい る もの さえ

あ る。 中古市場 の主役 は,今 の所IBM1401な どの第2世 代機 であ るが ,IBM360

/30を は じめ とす る第3世 代機 も出 回 りは じめた。360/30は 急 激に中古市 場 に進

出 してお り,360/40,360/50も 幾台 か,た まには360/65が 市場 に出 る こと

もあ る。

一方
,こ れ らの 装置 に見 合 った周辺 装置 も,か な りの割引 き価 格で手 に入 るよ うに な

った。 現在IBM2311デ ィスク ・ドライブは ,IBMリ ス ト価格 の40%引 きで手 に
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入 る。2841デ ィ ス ク ・コ ン トロー ラ ー は約30%引 き だ が,2314(Mod1)ド ラ

イ ブな ん か は,5%し か 割 引 か れ な い。2314-A1お よ びA2は,中 古 品 市 場 に 出 ま

わ るほ ど,ま だ生 産 され て 日が 経 って い な い 。 テ ー プ ・ ドラ イ ブの 分 野 で は,2401

(Mod1)が た く さ ん 出 回 って い る。 この装 置 は,IBMリ ス ト価 格 の70～80%で

入 手 で きる。 その外,中 古 市 場 に 出 て い る もの と し て は,IBM2821コ ン トロ ー ル ・ユ

ニ ッ ト(マ ル チ プ レ クサ ー ・チ ャネ ル用)が あ り,リ ス ト価 格 の 約9,0%,そ れ か ら・

2803お よ び2804テ ー プ ・コ ン トロー ラー は,リ ス ト価 格 の70～80%の 値 が

つ け られ て い る。(図12-1)

大 手 中 古 デ ィー ラ ー であ るTheComputerExchange社(CEI)に よ る と,IBM

360/40中 古 品 を同 社 か ら買 え ば,IBMか ら5年 間 の レ ンタ ル 契 約 で 賃 借 した 場 合

に 比 し,233,710ド ル も コ ス トが節 約 され る と い う。'た だ し約 手 と し て,レ ン タル の

場 合,価 格 は ワ ン ・シ フ ト ・オ ペ レー シ.ン に 基 づ く もの と し て計 算 して あ る。 こ こで

い う レ ン タ ル料 は,ワ ン ・ シ フ トで,1ヵ 月 当 りの ハ ー ドウエ ア使 用 時 間 が1・76時 間

まで の 場 合 で あ る。 と い うの はIBMで は この 制 限 を越 え た場 合,1時 間 に つ き レ ン タ

ル ・ベ ー ス の110%の 追 加 料金 を取 って い るか らだ。(i麦12-2)

表12-2中 古 コ ンピュー タを買 った場合 の節 約高

(IBM360/40,128K,デ ィ ス ク ・シス テ ム4台,シ ン グル ・

シ フ ト ・オ ペ レー シ 。 ンで5年 契 約 の レ ンタ ル との 比 較)

IBM月 間

レンタル料

リー ス会社 か ら

賃 借 し た 場 合

(IBMレ ンタ

ルの74%)

IBM月 間

メ ンテ ナン

ス料

IBMか ら

買 った場合

中 古 業 者

CEIか ら

買 った場 合

メ ンテ ナンス料

総 コ ス ト

節 約 高

$12,414

×60

$9,186

×60

$73750

×60

$562,510

$44,250

$606,760

$138,080

$466,880

$44,250

$511,130

$233,710

$744,840

$744,840

$551,160

$44,250

$595,410

$149,430

$44,250

$44,250
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ミニ ・コ ン ピ ュー タ も安 く 入手 可 能

さて 中 古 市 場 で は 第2世 代 機 は勿 論 の こ と,第3世 代 の 中 古 品 も安 く手 に入 る よ うに

な りつ つ あ る。 また 最近 の 傾 向 と して は,ミ ニ ・コ ン.ビ ュー タ が 中 古 市 場 に 流 れ 込 ん で

い る こ とだ 。 ミニ ・コ ン ピ ュー タの 場 合,入 手 可 能 な ハ ー ドウ エ アの 大 半 は,DEC

(DigitalEquipment社)のPDP-8シ リ ー ズ(約6,500台 が 生 産 済)で あ る。 大 手

中 古 デ ィー ラー,AmericanUsedComputer社 のSonnyMonosson社 長 に よれ ば,

ミニ ・コ ン ピ ュー タ が 中 古 市 場 に 出 回 わ る よ、うに な ったの は,研 究 所 が ミニ ・コ ンを利

用 し た調 査 プ ロ ジ ェ ク トを止 めた た め,手 持 ちの 多 数 の ミニ ㌧コ ン ピ ュー タ を安 く手 離

した こ と,タ イ ム シ ェア リ ング ・システム な どで,ユ ー ザ ー が 新 ら しい装 置 を導 入 した た

め,既 存 の ミニ ・コ ン ピ ュー タ を手 離 し て い る こ と,新 らしい プ ロセ ス ・コ ン トロ ー ル ・

シス テ ム を導 入 し よ う と して い る工 場 が,手 持 ちの 古 い ミニ ・コ ン ピュ ー タ を手 離 す な

どの 理 由 を あ げ て い る。

表12-3はComputerDicision誌 が ま と め たPDP-8シ リ ー ズ の 新 品 価 格 と中

古 価 格 の 対 照 表 で あ る。

表12--3DEC,PDP-8シ リー ズ の 新 旧 価 格 表

、

型 新 品 価 格 中 古 価 格

PDP-8 $18,000 $8,500

PDP-8/S 10,000 5,500

PDP-8/L 8,500 6,000-8,000

PDP-8/1 12,800 10,000-11,000

PDP-8/E 5,000 X

さて中古 品の メ リ ットとして,そ れ がいか に安 くな ってい るか を見 て きたが,最 後に

忘れ てな らぬ重 要な事項が2つ あ る。1つ はIBMの 価格分 離政策 であ る。 このハ ー ド

ウエ アとソ フ トウエアの価格 切 り'離しに よ って,ユ ーザーは1ケ 月 あた りのEDP費 用

が,全 体 と して5～25%高 くっ くよ うにな ることに気 付いた。 コス ト節減 の意味で,

手 頃な コン ピュータを,中 古市場 で物色 しよ うとす るユ ーザ ーは,こ の と ころ増加の一
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途 をた ど ってい る。 もうひとつ は 工RS(連 邦 歳入 局)が,従 来 新 らしい設備 の購 入 者

に与 えて いた7%の 投 資税 ク レジ ッド を撤廃 した こ とであ る。 これ によ って,新 品 と

中古 品の価格差 は ζれ まで以上 に大 きな もの にな った。

他 のメ リッ トー 何 よ りも納 入がはや い こと

中古 コ ン ピュータは,価 格 が安 い こ とに加 えて,納 入 が極 めて早 い とい うメ リッ トも

あ る。 大手の 中古 デ ィーラーは,自 分 の所 で中古 品 を購入 し,在 庫 と して保 有 してい る

し,種 類 も豊 富だ。 これ らの中古 品は,い つ で も納 入 で きる状態 に あるの で,顧 客 か ら

注文 をとると,数 週間 で引渡す ことが で きる。 他方 メーカーか ら直 接買取 るに しろ,レ

ンタルす るに しろ,あ るい はまた リー ス会社 か ら賃 借す るに しろ,数 ケ 月時 にな 数 年 か

か ることさえあ るのだ。 「安 い,早 い 」は今 や 中古デ ィー ラーの殺 し文句 だ。 ユーザ ー

の側で も,実 際 に中古 品 を購 入 して見 て,そ の利点 は十分認 めてい る。 こ こで ユーザ ー

の声 を具 体例 をあげて 聞いて見 よ う。

Oセ カン ド・ハ ン ドで もセカ ン ド・ベター にあ らず

先ず メ リーラ ン ド州のConteeSand&Gravel社 の デー タ処理 マ ネジ ャー,Arthur

Shipe氏 の弁,「 我 々は新 らしい コ ンピュー タを追加導 入す るに あた り,IBM360シ リ

ーズお よび'Univac
,Honeywel1社 の第3世 代機 を検 討 して きた。 しか しこれ に5年 前

のIBM1401を 加 えて,我 々の仕 事 と コス ト/パ フ ォー マンスを再検 討 して見た結果,

結局中 古品 を選 んだ。 確 かに中古 品は消耗 してい るが,ま だ使 い切 った訳 で はない。 メ

ンテ ナンスさえ しっか りやれ ば,こ れか ら5年,10年 は持 つ。 勿論新型 機種 は処理 ス

ピー ドが速 い。 しか し中古 の1401装 置 だ ってか な りの ものだ。 私 はすで に この装置
|

を使 ってい るが,そ れ は十分 我 々の 要求 を満 た して くれ て い る。 中古 の利 点 は安 い こと

だ けで はない。 納入 の はや さだ。 一般 的に言 って,中 古 品デ ィー ラーは,注 文 を受 けた

日か ら,30日 以 内に納入 して くれ る。 それ に中古品 のデ ィー ラーは,我 々が欲 しが っ

て いる装置 をす ぐ見 つ けて くれ る し,場 合 によ って は,部 品 を取 りはず した り,入 れ換

えた りして,別 の コン ビ。ユ一 夕を作 りあげ て くれ る こと もある。」

南 部最 大のデ ータ処理 会社,ManagementService社 のW.B.Brown副 社長 は こ

う語 る。 「ハ ー ドウエアは発注 し,設 置 し,稼 動 す る まで3週 間 しかかか らなか った。

蘂注)新 しい設 備購入 者 に対 す る税金 の免除
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我 々が購 入 した中 古品 はIBM1401だ が,こ れ は 今 までIBM360で や って きた仕事

の一部 を,安 く効 果 的に処 理 して くれ る。」

ダ ラスのSouthwesternDrug社 で は;中 古 コ ンピ ュー タに切 り換 えた が,こ の際 そ

れ を購入 しな いで,大 手 中古品 デ ィー ラー,BusinessComputers社 か らリースす る

とい うや り方 をと った。 同社のRayEaskey購 買担 当 マネ ジ ャーは,「 我 々は中古 の

IBM360を リース した。 これ はH∋Mの 現在 の価格 よ り20%も 安 い料金 で借 りる こ

とが で きた。」と語 ってい る。

さて中古 コン ピュー タの メ リッ トは 「安 い,は やい 」ばか りではな い。 中古品 といえ

ど も整備は行 き届 い てい るし,ま た購入後 の メ ンテ ナ ンス ・サー ビス も行 き届 い てい る。

これ は 工B]Mtが 中古 品で も差別 な しに メンテ ナ ンス ・サ ー ビスを実施 してい るか らであ

るが,IBMの 外,他 の大手 メーカー も,中 古品 を扱 ってい る所 は その メンテ ナンスに十

分配慮 してい る。 大手 メーカーが直接中古市 場 に参入す るの は,こ れか らだが,こ れ は

中古市 場 に大 きな インパ ク トを与 える ことにな ろ う。 中古市場 に イ ンパ ク トを与 え る要

素 として,主 な もの は メーカーの動 き,リ ース会社 の動 き,そ して具体 的に は価格分 離,

不景気,新 機 種発表 な どが あ る。

中古市 場へ のイ ンパ ク ト ・メー カー はいかに取 り組 んでい るか

OlBM

中 古品の大半 はIBM製 コン ビ"一 夕であ る。IBMが コ ンビ。ユー タ市 場で,確 固た

る地位 を築 いてい る ことが,中 古仲 介業者の商売 を安定 させ,彼 らを うるお して い る主

要因 なの だ。 中古品 の業者 は,IBMと い う巨大 な活 火 山の,火 口の まわ りを うろつ き

なが ら,巧 み に その 火勢 を利用 して い ると も言 え る。長 い 間IBMは これ らの中古業 者

を静 観 して きた。IBM自 身 は,レ ンタル満期で戻 って きた マ シンにつ いては,こ れ を

補修 し,も との販売 価格 あるいは レンタル価格で,再 び顧 客 の手 に渡 してい る。 もし

IBMが,CDC(ControlData社)が や ってい るよ うに再販 売部門(ResaleSystem

Division)を つ くって,こ の中古市場 に進 出 した ら,ど うい う事態 が起 るか?IBM火

山の火 口を うろつ く中古業者 は,忘 却 のかなたへ と吹 き飛 ば され ることは必至だ。果 し

てIBMは 中古市場 へ進 出す るだ ろ うか?答 えは 「疑わ しい 」と しかいい よ うが ない。

IBMと い う巨大 な火 山の中 で,満 を持 して待機 していた マ グマが,ひ とた びそのはけ
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口 を中古市 場へ向 け たな ら,独 禁法 とい う名の暗雲 が,ま た して もその頂 上 に,厚 く低

くおおいかぶ さ ることにな る。

IBMは 同社 か ら売 られ た り,レ ンタル された装 置で あれ,中 古業者 あ るいは リース

会社 を通 じて顧客 の手 に渡 った装 置で あれ,IBM製 の マ シンには,区 別 な くメ ンテ ナ

ンス ・サ ー ビス を実施 してい る。 これが中古 市場 にIBM中 古品 が あふれ る主要 因なの

だ。 キ ャビネ ッ トにつ いた ス リ ッパの あ とや,コ ー ヒー ・カ ップの あとを除 けば,第 一

ユ ーザ ーがIBMか らメ ンテ ナ ンス ・サー ビスを受 けていたた めに,中 古 品 とい えど も

IBM工 場 で生産 され たばか りの新品 とほ とん ど変 りが ない。 勿 論中古 デ ィー ラーは,

第二 ユ ーザ ーに売 る前 に,み が きをか けた り,塗 装 した りす るか ら,コ ー ヒー ・カ ップ

の あ とな どは,き れ いに消 され てい るのが普 通 だ。 こ うして中古 品 は,外 見 も,そ して内

部 も新品 と くらべ て,決 して見 お と りがす る もので はない。

もっと も,中 古 デ ィーラー 自身 は,メ カニ カルあ るいは エ レク トリカルな点検修理 は

や らない。 デ ィーラーが第一 ユ ーザ ーか ら買い取 った装置 が,ど うして もその種 の修 理

をや る必要が あ る場合 は,IBMの 手 でそれ をや らせ ることにな る。 とい うの は この種

の作 業 をア ウ トサ イダ ーがや ることは,IBMメ ンテ ナ ンス契約 を破 る ことにな るか ら

だ。

メンテナ ンス契 約 を失 うこ とは,ハ ー ドウエ アの価値 をゼ ロに帰 す ことに等 しい。従

ってIBM中 古 品 を扱 う全て のデ ィー ラーは,第 二 ユーザ ー(デ ィー ラーの顧客)が

IBMか らメ ンテナ ンスを受 け られ るよ うに,中 古 品の保 護 には万 全の対 策 をと ってい

る。 二a－ ヨー クの大手 デ ィー ラー,IOAData社 のCharlesRubenstin社 長 は次 の

よ うに語 る。 「当社 は倉 庫 にあ る中古品 には,パ ワー さえ与 えず に,第 一 ユ ーザーか ら

買 い上 げた ままの状 態 に して あ る。 第一 ユーザ ーの手 元 に ある うちは,IBMか ら完 壁

なメ ンテ ナ ンスを受 けていた か ら,当 社の 中古品 は,安 心 して第二 ユーザ ーに使 って も

らえ る。」一方米 国全土 に中古品の倉 庫 を持 ってい るComputer'Exchange社(CEI)

では,倉 庫 に あ る中古品 に ポ リスチ レンの袋 をか ぶせ,密 封 し,IBMの 技 師が来 るま

で何 者に も触れ させ ないよ うに して い る。 同社 は中 古品 を購入 しよ うと してい る顧 客に,

次の よ うに警告 して い る。 「もしあ なたが[BM中 古品 を買お うと してい るな ら,IBM

がデ ィーラーの倉 庫 にあ る中古品 に対 して,メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス を して くれ るか ど

うか確 かめ るべ きだ。 もしIBMが メ ンテ ナンス を断 るよ うな装置 であれ ば,買 って も
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使 い もの にな らない。」

IBM以 外 の メーカ ー製の コ ンピュー タは,今 の ところほ とん ど中古 市場 に顔 を出 し

てい ない。 それ で もあ る種の装置 は,最 近市 場に流れ 込んで い る。 なかで も前述 した ミ

ニ ・コ ンビ。ユータ界 の 巨人,DEC製 の中古品 は,こ れか らもこの市場 での シェアー を

伸 ばす ことにな ろ う。IBM以 外の大手 メーカーは,中 古品 や下 取 り品 をど う扱 ってい

るのだ ろ うか?彼 らの進 出が,中 古市場 に最大の イ ンパ ク トを与 え るとい うか ら,今,中

古 デ ィー ラー は,メ ーカーの動 きに は大 いに神経 を使 って い る。

OBurroughs

同社 は中 古 コ ンピュータの取扱 い はや って ない。 レンタル期限静が切 れて戻 って きた

コ ンビoユ一 夕や,更 新 化で戻 って きた装置 は,点 検 され再調 整 され て,同 社の レ ンタル

プールに貯 蔵 され る。 そ して これ らの装 置 に注文 が あ った場 合 に も,は じめの値段 と

同 じ価格 で出て行 く。Burroughs社 は下取 りを認 めてい るが,そ の パー セ ンチ～ ジにつ

いて は話 したが らない。

Burroughs社 製 の中古 品が,デ ィー ラーの手 を通 じて第二 ユーザ ーに手渡 された場

合 は,同 社 で は一応 その装置 を検査 し,同 社の技 術明細書 と一 致すれ ば,メ ンテ ナ ンス

・サ ー ビス を提供 してい る
。

OControlData社

同社 の場合,レ ンタル され た装置 に対 しては,自 由 買い取 り選 択 を通 じ,安 くこれ を買

い上 げ るよ う顧客 に奨 励 してい るた め,同 社製 の中古品 はそ う多 くは中古市場 に出 まわ

らな い。 もしCDCコ ン ピュータの ユ ーザ ーが,下 取 りを望 んだ場合,同 社 は これ に応

じて い るが,そ の パ ーセ ンテ ー ジに ついて は語 ろ うと しない。下 取 りされ て,CDCに

戻 って きた装置 は,CDC再 販 売部門(ResaleSystemsDivision)に 集 め られ る。 こ

の部門 に プー ル され る装置 は,CDCが すで に生産 を止 めた もの,例 えば3200装 置 な

どで,こ れ は50～70%割 引 かれ て,新 らしい顧 客に売 られ て い る。

またG-20,G-15そ れ か らLGP-30な どの第2世 代 機 もこの部 門で再販売 され

るが,こ れ らの装置 は90%も 値引 きされ る場合 もある。 ただ し現在 も生産中 の コ ンビ

x注)IBM以 外 の メー カ ー は ,自 社 の 賃 貸 方 式 に つ い て,普 通ttリ ー ス"と い う

言 葉 を用 い る。 しか し こ こ で は,第3者 リー ス会 社 の 賃 貸 方 式 と区 別 す るた め,

"レ ン タル"と い う語 で 統 一 す る
。
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ユ一 夕や周辺装 置は,も との価格 の まま売 りに出 され てい る。

中 古業者 を通 じて取 引 きされ た コ ン ピュー タにっ いては,ど んな装置で あれ,CDC

はサ ー ビスを提供 してい ない。従 って もし第二 ユ ーザ ーが,CDCか らメ ンテ ナ ンス ・

サー ビスを得 よ うとすれ ば,か な りの金 を支払 って,機 械 を もとの形 に修 繕 し,CDC

の技 術検査 をパ スさせ な けれ ばな らない。

ODigitalEquipment社

同社 は コン ピュー タの下 取 りを認 めてお り,そ れ を再販 売す る時 は,ユ ーザーにか な

り割引 いて売 ってい ると見 られ る。 特 に旧式 とな ったLINC/8装 置 な どが,こ の部類

に入 る。 もっとも同社 の スポー クスマ ンに よれ ば,同 社 の顧 客 はたいて いの場合,中 古

とな った装置 よ りも,新 型 モデルを購入す る傾 向に あ る。

中古 デ ィー ラー を通 して,第 二 ユ ーザーに渡 った装置 について は,サ ー ビス契 約 を提

供 してい る。 なおDEC製 中古品 の価 格 について は,P参 照。

OGeneralEiectric社

下取 り品の価格 は,そ の時点 におけ るその装 置 の市場 価値 と シス テム構成 に よ って決

めて い る。 下取 りされ て入 って きた中古品 は,同 社 の場合 その ままの状 態 で割引 き価格

で売 る。 または修理 を加 え,塗 装 し直 して売 る場合 もあ るが,こ の場 合 もその程度 に応

じて割引 きして売 ってい る。何 れの場合 に して も,割 引 き率 は様 々だが,200シ リー

ズの よ うに,も はや生産 され てい ない マシ ンに対 す る割 引 きはか な り大 きい。

同社の場 合,納 入 され るコ ンピュータの60%は レ ンタルで,買 取 り選 択 も一緒 に提

供 してい る。 この場合,買 取 り選 択 は レンタル契約 を結 ぶ時 にか わ され るが,選 択の条

件 は システムに よ って異な る。 デ ィー ラー を通 じて取引 きされ た装 置 につい ては,同 社

の一般 的方針 として,そ の装置 が明細 通 りで,し か も近 くに 同社 の メ ンテ ナ ンス施 設が

あ る場合に限 って,契 約 を結 んで い る。 もし明細 どお りでない場合 は,同 社 で は許 容技

術水 準 まで その装 置 を到達 させ る『のに いか程金 が かか るか,そ の評 価 をや って くれ るこ

とにな って い る。

OHoneywe川 社

同社 は レ ンタル期限が切 れた り,下 取 りされ て戻 って きた装 置 を,き れ いにみが き上

げ,再 び新品 と して売 った り,レ ンタルした りしてい る。 同社 はIBMと 同 じく一価格

制(One-PriceShop)で,戻 って きた装 置で もまた もと と同 じ価格 で売 りに出 して
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い る。

デ ィー ラーの手 を通 じて売 られ たマ シンにつ いては,同 社 は その点検 をし,必 要 な場

合 には 同社 の技 術明細費 に合 うよ うに再調 整 した後 で,第 二 ユ ーザ ーと メ ンテ ナ ンス契

約 を結 んで い る。 この 場 合 第 二 ユ ーザ ー は,こ れ に要す る費 用 をHoneywe11社 に支

払 わね ばな らない。

ONationalCashRegister(NCR)

同 社 の 製 品 の ほ とん どは レンタ ルで,期 限 切 れ で 戻 って く れ ば,い つ で も再

調 整 され,レ ンタル ・プールの中 に入れ て おかれ る。 注文 があ った場合 は,は じめと全

く同 じ レ ンタル料 で賃借 され る。 ただ し,も う生産 していない装置 に対 して は,割 引 き

が あ り,主 に315が この対象 にな ってい る。

中古 デ ィーラー を通 して取 引 きされ た 同社製装 置 にっ いて は,Honeywell社 とほぼ

同 じ方針 をと ってい る。

ORCA

同社 は顧 客が コ ンピュー タを更新 す るために返 却 して きた古 い装置 を下取 りし,こ れ

を新 しい大型 システムの購入 代金 の一 部 に当て る ことを認 めて い る。 またSpectra70

/45な どが,中 古品 とな って返却 され て きた場合 は,割 引 き価格 で再 販売 してい る。

ただ し下 取 りの範 囲 とか,中 古品 の割引率 につ い ては公表 して いない。

同社 は レンタル顧客 に対 して,買 取 り選択 を提供 してい る。 これ によ って顧 客 は,レ

ンタル した装置 を,リ ス ト価 格の75%で 買い取 ることがで きる。 この場合 レ ンタル期

限 は,6年 契約 のみ に限 られ てい る。

中 古仲介業 者 を通 じて,第 二 ユ ーザ ーの手に渡 った装 置 につ いて も,メ ンテナ ンス ・

サ ー ビス契約 を結 んでい るが,ど ん な条件 で契約 を出すか は,公 表 して いない。

OUnivac

同社 も下取 り政 策 は持 ってい る。 しか し下取 りす る装置が,す でに市場 か ら姿 を消 し

た もの であ る場合 は,下 取 りは認 めない。 下取 りして戻 って きた装置が,す で に生産 中

止 にな ってい る ものな らば,現 在 の市場 価格 で再販 あるいは再 レ ンタル され る。 これ は

値下 げ して行 なわれ る場合 もあ るし,そ うで ない場 合 もあ る;ま だ生産中 で あ る装 置の

場合 は,も との ままの価格で再 び外部 に出 され る。

技 術 明細 に見合 う装置で あれ ば,デ ィーラー を通 じて取引 きされた機械 に対 して も,
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メンテナ ンス契 約 を提供 してい る。

O・Xerox'DataSystems(XDS)・ ・.・,

す でに生産 中止 とな った9シ リーズにっい ては,レ ンタル満期 あるいは下取 りで戻 っ

て きた場 合,割 引 き値段 をっ けて い る。Sigmaシ リー ズにっ いては,再 塗装 して オ リ

ジナル価 格 をつ け てい る。 下取 り割引 きは,そ の装 置が何年 前の ものか,構 造,オ リジ

ナル ・コス ・トな ど を検討 して決定 してい る。 その具 体的 パー セ ンテー ジは公 表 してい な

い。 同社 も買取 り選択 プラ ンを有 してお り,こ れ によ り顧客 は,レ ンタル を開始 した時

か ら,そ の装置 の買取 りに向 って,自 動的 に ク レジ ットを つ くる ことに な る。

デ ィー ラーの手 を通 じて売 られ た中古品 も,第 一 ユ ーザーがXDSと サ ー ビス契約 を

有 していれば,第 二 ユーザ ー も同 じサ ー ビス を受 け られ る。 もし第一 ユ ーザーが,こ れ

を持 っていなか った場合 は,XDSの 技 師が点 検 し,必 要 とあ らば明細 規定の レベ ルに

戻 し(有 料),サ ー ビス契約 を発行 す る。

他のイ ンパク トー リー ス,価 格分 離,新 機種,不 景気

大手 メーカーの動 きが,中 古市 場 に最大の インパ ク トを与 え るの は事実 と して も,そ

の外 に忘れ てな らぬ重 大 な フ ァクターが幾 つか あ る。 なかで も リー ス会社の動 向,価 格

分離,新 機種の登 場,不 景気 は,中 古市場 に多大 の影 響 を与 えて い る。 しか もこれ らの

要素 は,ひ とつ ひ とつ ば らば らにでは な く,各 々密接 に 関連 しあいなが ら,イ ンパ ク ト

を与 えてい る。

リース会社 は全部 で20億 ドル相 当のIBM360シ リーズ を所 有 してい る といわれ

る。 そ して,第 一 回 目の リー ス契約 はほぼ満期 をむか え,第 二 ラウ ン ドに入 ろ うとして

い る。 しか しなが ら顧 客 は,コ ンピュータの大型 化 を指 向 してい るた め,小 型装置 の リ

ー ス市 場 は底 をつ いて きた
。 しか も小型装置 の場合,顧 客 は リース会社 と賃 借契約 を結

ぶよ りも,中 古デ ィー ラーか ら中 古品 を買 い取 ろ うとす る傾 向が出 てい る。 とい うのは,

中古品 が今後何年後 に どの程 度の価 値 を有す るか予 測で きるよ うにな ったた め,顧 客 は

中古品 を買い取 って,好 きな時に これ を再販売 した方が 得策 だ と考 え出 した か ら.だ。 さ

らに リース会社 に と って悪 い ことには,彼 らは余 りに償却 期間 を長 く見積 り過 ぎた。 こ

のた め実 際の コ ン ピュータの価値 が,リ ー ス会社 の簿記上 の償却価 値 よ りも,急 速 に下

落す るとい う事 態に陥 い った(Forbes誌)そ して これ に追 い打 ちをか け るか の ように,.
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IBMの システム370を は じめ とす る各社 の新型機 ラ ッシュで ある。 リ ー ス 会 社 は

すで にIBMの360シ リー ズで もうける ことには見切 りをつけた。 この徴候 は69年 に

すで に現われ てい る。 リース会社 の コ ンピ ュー タおよび関連機器購入 高 は,64年1,000

万 ドルだ ったが,68年 には10億 ドル と急 増 した。 ところが1㏄(ihternational

Data社)に よ ると69年 に は4億 ～6億 ドル(前 年比40～60%減)に 減 少 した とい

われ る。 金利の 上昇,第4世 代機 の イ ンパ ク トなどに押 され,リ ース会社 は68年 を

IBM360で 商売 す る最後 の年 とふ んだのであ る。 しか しなが ら リース会 社 は莫大 な額

にのぼ る手持 ちの装置 を,-今 後 も何 とか 最良の方法 で さばいて行 かね ばな らない。・コ ン

ピュータ ・サー ビス業 をは じめ,事 業 内容の多角化 だ けで は,こ れ だけの在 庫 は さば き

切れ ず,今 や手 持 ちの コ ン ピュー タ を中 古市場 に流 出 して,そ こに活路 を開 こ うとす る

よ うにな った。 サ ンフラ ンシス コの大手 リース会社,BootheComputer社 は,す で に

中古 コン ピュータの販 売 に手 を出 してお り,実 績 をあげ てい る。 リー ス会社所 有の コ ン

ピュー タは,ほ とん どがIBM360シ リーズであ ること,し か もそれ は莫大 な量 にの ぼ

るこ と,そ して シ ステム370の 登 場で,そ れ が順次中 古市場 に出現 して くることを考

えれ ば,リ ース会社 の中 古市場進 出は,中 古 デ ィー ラーに と っては脅 威で あ る。

さて昨年米 国 を襲 った経 済不況 は,米 国の シ ンボル と も見 られ る自動車・ 航空宇宙界

の大手 企業 を,の きなみ赤 字 に陥 し入れ,多 くの失業者 を出 した。 中古 コン ピュータ市

場 にっいてみれ ば,今 その打撃 を測 ることは難 しい。 あ る投資家 は,「 中古 コ ン ピュー

タ産 業 は,耐 不景 気産業 だ。 」とほめち ぎる一方,当 の中古品 デ ィーラ ーは,不 景気 か

ら打 撃 を受 けた こと を認 めてい る。 しか しなが ら不景気 で損害 をこ うむ ったの か,あ る

いは そ うで ないの か,こ こで は さ して重 要 な意味 を持 た ない。 要は大手 のユ ーザー も,

小規模 な ところ も,経 済不況 に よ って,EDP費 用 とい うもの をあ らた めて考 え るよ う

にな った ところにあ る。 顧 客は コ ン ピュー タの コス ト/パ フ ォー マンスを再 検 討 し,価

格 に注 目し,自 分 の処理すべ き仕事 と装 置の 性能 を吟 味 し,よ り安 い中古 コ ンピュー タ

に関心 を示 す よ うに な った ので ある。従 って昨年 の経済鈍 化は,中 古 業者の売 上げ高に

は実質 的に は響 いたか も知 れ ないが,長 い眼で見 れ ば中 古市場 に とって は好 ま しい結果

を もた らす こ とに なろ う。,
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価格分 離のイ ンパク ト

端的 にい って,価 格分離 は中古市 場 を活 発化す るのに,大 き く貢 献す るだ ろ う。 先 に

も触れ た よ うに,価 格分離 の実施 と,IRS(連 邦 歳入局)が 新機種 購入 に対す る7%

の投資税 クレ ジ ッ トを撤廃 した こ とは,中 古市場 に何 よ りも大 きい イ ンパ ク トとな るか

も知 れ ない。

価格分離政 策の中 で,特 に重要 なの は,ソ フ トウエアをハ ー ドウエアか ら切 り離 して

賃貸 す るとい う決定 であ る。 この ため将 来 中古 品 を買取 る者 は,新 機 種 と中古 品 の価格

を検討す るだけで な く,必 要 な コ ン トロールおよ び アプ リケー シ。ン ・プ ログラムに支

払 わねば な らぬ コス トも考慮 に入 れ なけれ ばな らない。 っ ま り単 にハー ドウエ アのみ な

らず,ソ フ トウエ ア も分 析す ることにな る6言 いか えれ ば,メ ー カーの ソ フ トウエ アだ

けで な く,独 立 ソ フ トウエ ア会社 や ソフ トウエ ア ・ブ ローカーの もの も分析す る必要 が

出 て くる訳 で,こ れ を分 析,検 討 して決定 を下す とな ると,デ ー タ処理 マ ネ ジメ ン トの

仕事 は,か な り複雑 な もの にな る。 しか しこの比 較検 討 を効果的 に,し か も正確 にや っ

た者 に と っては,大 きな利 益が もた らされ るとい うわ けだ。

一般 的に次 の よ うに言 われ てい る。IBMが 発 表 した価 格分離政策,そ の他の メーカ

ーが行 な った ほぼ 同 じ分 離政 策 に よ って
,デ ータ処理 コス トは,大 幅に引 き上 げ られ る。

何 故 な ら,ハ ー ドウエ アの買取 り価格 および レンタル価格 の低 下 は,リ ース ・プ ログラ

ムに対 して支払 わね ばな らぬ追加 額に比べ て,極 く小 さいか らだ。 どこの企 業のEDP

マネ ジ ャーに して も,'IBMが 価格分 離 を発 表 したか らとい う理由 だけで,予 算 を大幅

に増や して くれ と頼 む こ とはで きない。 む しろ今 日の情i勢は,適 切 な中古品 を買 い入 れ

て,EDPコ ス トを効果 的に削減す るよ う,マ ネ ジ ャーに圧力 がか か って い る。 価格分

離 は,一 方 で中古品 の需要 を高 め中古 デ ィー ラー および リー ス会社 を助 け ると同時 に,

中 古市場 での競争 をかな り厳 しい ものに して行 く ことに な りそ うだ。特 に今 もって実態

がつか めない,1人 あ るいは少 数 グル ープで街 のか たすみ にみ すぼ らしい事務 所 を構 え,

電話1本 で ビジネス をや ってい る中古 ブローカー な どは,価 格分 離 によ って息 の根 を止

め られ るか も知 れ ない。 中古市場 も,そ うそ う甘 い もので はな くな りつ つあ るのだ。

価格分 離 のつ いで に,中 古 品 を取扱 う場合の ソ フ トウエアに ついて触れ てお く。 普通

中古 デ ィー ラー を通 して,第 一 ユ ーザーか ら中古 品 を買 い取 った場合,シ ステム ・ソフ
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トウエ アに し ろ・ ア プ リケ ー シ ・ ン ・パ ・ケ ー ジに し ろ・ 装 置 と一 緒 に そ の ま ま第 三 ユ

ー ザ ー に 引 き渡 され る
。 し か し第 二 ユ ー ザ ー が,こ れ を そ の ま ま使 用 で き る こ とは,先

ず 無 い とい って も過 言 で は な い。 第 一 ユ ーザ ーの オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム が 非 常 に

調 子 がよ か った と して も,第 二 ユ ー ザ ー の 要 求 とニ ー ズが 別 な らば,ど うし よ う もな い。

例 えば 第 一 ユ ーザ ー がBSAMの よ うな特 定 の モ ジ ュー ル を有 し てい た と し て も,第 二 の

ユ ーザ ー はQSAMを 必 要 とす るか も知 れ ない 。 あ る い は も っと小 さい(OR大 きい)オ

ペ レー テ ィ ング ・シ ス テ ムが 入 用 か も知 れ な い。 コス トの 問 題 は こ こで は大 した もの で

は ない 。IBMの 中 古 品 の場 合,オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シス テ ム は,少 額 の 配 給 チ ャー ジ

を 出す 以 外 は,IBMが 無 料 で 提 供 して くれ る。 従 って も しあ な た が 中 古 コンピュータ を

を買 う場 合,オ ペ レー テ ィ ング ・ シス テ ム は 自分 の 要 求 に 見 合 うよ う特 別 に 設 計 して も

ら うべ きで,他 人 の オ ペ レ ー テ ィン グ ・シス テ ム は破 棄 す べ きで あ る。 ア プ リケ ー シ ョ

ン ・プ ロ グ ラ ム に つ い て も,同 じ こ とが 言 え る。 一 般 的 に言 って,『 これ らの パ ッケ ー ジ

は,IBMパ ッ ケ ー ジ を何 らか の 形 に 修 正 した もの か,あ るい は 第 一 ユ ー ザ ー用 に 特 別

設 計 され た もの だ。 この 場 合 も,た と え第 二 ユ ー ザ ー が 同 じ ビ ジ ネ ス で そ の パ ッケ ー ジ

を使 うに しろ,再 プ ロ グ ラム し て は じ め か らや り直 す 方 が 理 に か な って い る。 何 れ に し

て も,第 一 ユ ー ザ ー の ソ フ トウ エ ア を そ の ま ま い た だ くと い う具 合 い に は 行 か ず,中 古

品 利 用 者 に と っ て,ソ フ トウエ ア は慎 重 に検 討 しな け れ ば な ら ない 要 素 で あ る。

欧州の 中古 コン ピュー タ市 場

「コン ピュー タを買 お うとす る人 は,先 ず 最初 に中古 コ ンピュータ を見 る。 新機種 を

見 るの はその後 だ。」 これ は英国 の中古 デ ィー ラー,CRB《ComputerResaleBrokers

社)が,中 古品 を販売す る時の合言葉 だ。 今 や この言葉 は,欧 州全 土にわた って広が り

つつ あ る。 欧州 の中古市場形 成過程 も,規 模 は違 うに して も,米 国 の それ にほぼ類似 し

て い る。

蘂 ユ ーザーのEDPコ ス トに対す る意識 が高 ま り,「 最初 に中 古 コンピ ュータを 」

とい う概念 が普及 してい る。

蒔 大規模 システムヘ グ レー ド ・ア ップす るユ ーザ ーが急増 してい るところか ら,既

存の シス テムが中 古市 場へ 出回 りは じめてい る。

受 ユ ーザー は コン ピュータが新 らしいか らとい って,も はや飛 びつか な くな ってい
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に の三 つ を主要素 として,欧 州 に も中古 コン ピ ュー タ市場 が出現 した。 しか しこれ ま

での とこ ろ,5年 前 に創立 された中古 業界の老舗 ℃RBに して も,年 に1台 か ら最 大で

も10台 売れ れ ばいい と ころで,欧 州 中古市場 は,よ うや く独 自の地位 を築 いた ばか り

と言 え る。

O欧 州中古業者 の先駆者,CRB

CRBの 創立 は1966年 。 同社 ははや くか ら,中 古 コ ンピュータを国際市 場で売 りさ

ば こ うとい う戦 略 を持 ってお り,本 拠地 英国 の外,西 独,ス カ ンジナビア,ス イス,オ

ース トラ リアお よび南 ア フ リカに子会社 を設立 した
。 さ らに最近 で は子 会社 を持 た ぬ国

々 とも連 絡 をつけ てお り,特 に米 国市場 は,中 古 品 を売 るとい うよ り,中 古 品 を掘 り出

す のに利 用 して いる。 また 同社は 中古 品の販売 だ けで な く,他 の分野 に も手 を伸 ば して

い る。 最近 の ソ フ トウエア ・パ ッケー ジの開発販 売活動 は その好例 で あ る。

,cRBと 中 古市場で 覇 を競 ってい るのが,仏 の'Prorbodatatrだ 。 同社 は仏 の リー ス

会社,LocaFranceSAの 子 会社 で,Loca社 はCRBの 最初 の仏 子会社 を買収,こ れ

をPromodata社 に譲渡 す るとい ういわ くがCRBとPromodataの 間 にあ る。1970

年4月,Promodata社 は英 国に子 会社 を設 立,CRBと 真 向 うか ら対決 す る方針 を打

ち出 した。 英国子 会社 は,西 欧 と豪州の中古 市場 をカバ ーす るチ ェー ンの第1弾 として

設立 され,将 来 スイス,西 独,オ ース トラ リアおよ びニ ュー ジー ラ ン ドに子 会社 をつ く

って行 く予定。Promodata社 も,事 業 の多 角化 を計 ってお り,米 国'CDC(Control

Data社)と 提携 し,CDC製 の デ ィス ク ・ドライ ヴを仏市場 で販売 しは じめた。 一方

CRBは,仏 中古市 場 での返 り咲 きをね らって お り,今 後 め両社 の動 きが注 目 され る。

'
CRBとPrombdata社 が,中 古 市場 を開 拓 してい る間 に's国 際的 マーケ ット網 を持

つ大手 リース会社 も,こ の分 野 に進 出 して きた。 今 の と ころはBootheComputer社 だ

けで あ るが,71年 あ るいは72年 の うちにはLeasco社 が,次 いでGreyhound社 も

欧州中古市場 進 出 をね らってい る。 これ も米 国の中 古市場の パ ター ンと同 じで,CRB

や.Promodataに と って は,大 きな脅威 に な るで あろ う。

英国のハ ー ドウエ ア ・メー カー,ICL(㎞ternationalComputers社)は,こ のほ

ど中古品の取扱 いに関す るス テー トメ ン トを発表 したが,こ れ は中古仲介 業者 には中途

半端 な もので,ICL製 中古 品が,欧 州 に多 く出 回わ るよ うな もので はない。第一 に今
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回の ステー トメ ン トで は,対 象 に な った装 置が,1900,System/4,4100,

1004お よび80カ ラム ・カ ー ド ・システムのみで,こ れ らの装置 は まだ7年 位 しか

経 ってい ない。 第二 に 「装置 はICLに よ って 撤去,再 設置 され ねばな らない。6ケ 月

以上,放 置 され た ものはい けない。ICLが 認可 した条件 の もとで保 管 され ねば な らな

い。」 この よ うに,ICLの 中古品 に対 す る態 度は,中 古業者 を奨励 す るとい うよ りは,

む しろICL自 らが中古市場 に乗 り出す ことに よ って,中 古デ ィー ラーの立 場 をよ り苦

しい ものに追い や った。 こ うい う点 か ら見 て も,英 国は じめ欧州市場 で も,従 来通 り

工BMの 中古品 がほぼ独 占的に取引 きされ ることにな る もの といわれ る。

なお参 考 まで に欧州市場 で,中 古 コ ンピ ュータ を扱 ってい る企 業 とその実績 を表12

-4 ,12-5に 示す。

◎

表12-4中 古 コ ン ピュ ー タ ・ブ ロー カー の 営 業 成 績

会 社 名 設立年月日 国 籍 営 業 地 域 総販売台数

CRB 1966 イ ギ リス
イ ギ リス ・ヨー ロッパ

大 洋 州
約20

プ ロモ デ ー タ社 1967 フ ラ ンス
フ ラ ン ス ・ イ ギ リ ス

ヨ ー ロ ッ パ ・大 洋 州
約16

エ レ ク トロニ ック

ブ ロ ー カ ー 社
イ ギ リス イ ギ リ ス

－

SEEC イ ギ リス イ ギ リ ス
一

●

、

表12-5リ ー ス 会 社 の 営 業 成 績

会 社 名 設立年 国 籍 営 業 地 域
総 中 古 コンピュータ ・

リ ー ス 台 数

ブ ー ズ
1967

1968

ア メ リカ

ス イ ス

(ア メ リカ)/イ ギ リス ・

ヨー ロ ッパ

ヨー ロ ッパ 内6台

3～4台

セ ン トー ル 1969 イ ギ リス イ ギ リス/ヨ ー ロ ッパ 1

リ ー ス コ 1968 ア メ リカ (ア メ リカ)/ヨ_ロ ッ パ

1971,72年 に 営

業 開始
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中古市場の将来

中 古デ ィー ラーは,顧 客が中 古 コン ピュータに対す る知 識 を広 め,デ ータ処理 コス ト

に注 目す るよ うに なれ ば,中 古市場 は どん どん拡 大す ると見 てい る。 また各調査 会社 の

予測 とか,統 計 を見 て も,中 古市 場の将来 はば ら色に輝 やい てい る。 しか しなが ら中古

品 デ ィーラーに と って は,近 い将来H∋Mが この分 野で真 向 うか ら競争 をい どんで くる

の ではないか,と い う懸念 が ある。'システム370の 納入 が開始 され,360シ リーズ

が今 の よ うに360/30だ けで な く,順 次大 型装 置まで中古 市場 に出 て くれ ば,IBM

も何 らかの対策 を取 って くるか も知 れ ない。

最近 および今後の方 向 としては,海 外 に中 古市場 を確立 しよ うとい う動 きが あ る。 ニ

ュー ヨー クのEBM(ElectronicBusinessMachines社)は,欧 州の中古 業者 と取 引

きして,米 国のハ ー ドウエ アを輸出 してい る。BusinessComputer社 は東南 ア ジアに

中古 コ ン ピュー タを輸 出 した 実績が あ るし,ま た南 ア メ リカに輸出 した業者 もあ る。

米 国以外の 国は,米 国の技 術に2～3年 の遅 れ を とってい るか ら,米 国製 中古品 を輸

出す るとい う動 きは,極 く当然 の こ とだ。 少 な く とも欧州人 とい うの は,保 守 的 な傾向

を もってお り,性 能 の高 い マ シンが開発 され て も,手 持 ちの機械 の調子 が よけれ ば,そ

れに か じ りつ いてい る。1950年 代の は じめ,米 国の鉄 道がす っか りデ ィー ゼル機 関

に切 りかえ られ た時,仏 の 国鉄が米 国の 旧式 化 した蒸気機 関 をその まま買 取 り,今 なお

それ を走 らせて い る。確 か に デ ィー ゼルに比べ れ ば,蒸 気機 関は性能 が落 ちるけれ ど も,

とにか く動 くのだか らいい とい う訳 だ。 これ は中古 コ ンピ ュータについ て も,そ の まま

当て はま ると言 える。

こ うして中 古市場 が確 立化 して く ると共 に,先 に述べ た種 々の フ ァクターの イ ンパ ク

トの外に,中 古市 場 には全 く新 らしい問題が 出て きた。 それ は中 古業 者の信用 問題 であ

る。 つ ま り中古市 場 の発展 と共 に,え たいの知 れ ない ワ ン ・シ 。 ップ(何 もか も一人 で

きりまわ してい る中古 ブ ローカー)が 激増 し,顧 客の信用 を落 して い る。 これ は大手 の

中古 デ ィー ラー も大 いに気 を使 って い る問題で,例 えばBusinessComputer社 などは,

商 業地区 に小 ぎれ い な事 務所 を構 え,セ ー ルスマ ンに も 「IBMの セール スマ ン 」と同

じよ うな身 な りを させ,「 中古の プ ロフェ ッシ。ナル 」とな る ことを目標 にか かげて い

る。
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な お 表12-6,12-7に 米 国 の 大 手 中 古 デ ィー ラ ー と,

て い る企 業 の 一 覧 表 を示 す 。

表12-6

AmericanUsedComputerCorp.

15SchoolSt.

Boston,Mass.02108.

'(617)227 -8634 .

BootheComputerCo.

DatawareDivision

lMaritimePlazaSuite1560

SanFrancisco,Calif.94111.

(415)989-6580.

TheComputer ,Exchange,Inc.

30East42ndSt.

Newyork,N.Y.

(212)661-5870・

10017.

DataAutomationServices,Inc.

4・858CashRd.

Dallas,Texas75247.

(214)637-6570.

中 古 コ ン ピ ュ ー タ を取 扱 っ

大 手 中 古 デ ィー ラ ー

InformationProcessingSystem日 ・Inc・

467SylvanAve.

EnglewoodCliffs,N.」.07632.

(201)871-4200.
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BusinessComputers,'Inc.

・10844ShadyTrail

Dallas,Texas,75220.

(214)358-0235.

CorporateComputers,'Inc.

120East23rdSt.

NewYork,N.Y.10010.L

(212)867-0664.

MAIEquipmentCorp.

300E.44thSt.

NewYork,N. .Y10017.

(212)557-3500.

TLW,Inc.

3570AmericanDr.

Chamblee(Atlanta),Ga.

(404)451-1895.

YaleIndustriesCorp.

299Madi.Ave.

NewYork,N.Y.10017.

(212)687-4947.

30341.

,
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10ADataCorp.

383L・f・y・tte
.St・

NewYork,N.Y.10003.

(212)673-9300.

表12-7

ACSEquipmentCorp.

ABLEComputer]]easingCorp.

AllDataProcessingMachines,Inc.

AutomationCo.,

BresnahanComputerCorp.

BusinessMachinesCorp.ofAmerica

CTCComputerdorp.

CenturyDataSystems.

ComputerLeasingCo.

ComputerProcessingUnlimited

ComputerTechnology,Inc.

GeneralElectricCo.

Ha1asyCorp.

そ の 他 中 古 業 者

ComputrailCorp.

Computyne・Inc・

血1ternationalComputerEquipment,Inc.

111temationalDataProducts,Inc.

IIltemationalOfficeAppliances,Ins.

LMCDataIhc.

一165－

Cyber-Tronics,Inc.

DataCorp.

DataEquipment&SupPliers,Inc.

DataManagementServices,Inc.

DatronicRentalCorp.

Dynanamics,Inc・.

EBMCompany

ExecutiveComputerSystems,Inc.

GMAComputerCorp.

NationwideComputerSalesCorp.

OrlginalComputerProductsInc.

Pearl,L.A.,Co.

Santacroce,Greenie&MoeCorp.

ScientificResourcesCorp.

ServiceAssociatesInc.



LectroComputer]LeasingCorp.

Ma皿agementDataCorp.

Marion,William,Co.

Mcavghlin,G.S.,Associates,Inc.

MichiganBusinessMachines.

NCC]leasing,Inc.

NationalNegotiableLeasingService.

CummitComputerCorp.

TimeBrokers,Inc.

UniversityComputingCq.

WebsterComputerCorp.

WorldComputerCorp.

WorldwideCompute'rServices

ZeinitronCorp.

●

■
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●
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III西 ヨ ー ロ ッパ の 情 報 産 業

概 況

西 ヨー ロ ッパ の ソ フ トウ ェ ア

お よ び タ イ ム シ ェア リ ング

3.西 ヨ ー ロ ッパ の 周 辺 機 器市 場

4.イ ギ リ ス

5.フ ラ ンス

6.'西 ドイ ツ

7.イ タ リー

8.ベ ネ ル ッ クス3国

9.ス カ ン ジ ナ ビ ア 諸 国



■

●

◆

'

●

∀

、



1.概 況
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EDPIhdustryReportの ワ ー ル ド ・ワ イ ド調 査 に よ る と,西 ヨー ロ ッパ に は1970

年1月 で24,380台 の コ ン ピュ ー タが 設 置 され て い る。 この う ちEEC諸 国 は15,030

台,EFTA諸 国 は8,810台 で あ る。

西 ドイ ツ は設 置 台 数 シ ェア ー,金 額 シ ェ アー と もに西 欧 の ト ップ を い っ て お り,こ れ

に イギ リス,フ ラ ンス が つ づ い て い る。 米 国 の 各 コンピュータ ・メ ー カ ー はCPUと 周 辺

装 置 を含 め たEDP装 置 の 売 上 げ は,西 ヨー ロ ッパ は米 国 の2倍 の 速 度 で 拡 大 して い る

とみ て い る。(表1-1)

表1-1

国 設置台数%

CPUあ た り

平 均 価 格

(1,000ド ル)

設 置 金 額

(100万 ドル)
%

西 独 6,07016.5 355 2,165 20.1

フ ラ ン ス 4,50012.2 295 1,330 124

イ タ リ ー 2,7307.4 185 505 4.7

オ ラ ン ダ 1.08029 295 315 29

ベルギー/ル クセンブルグ 6501.8 310 200 1.9

EEC計 15,03040.8 300 4,515 420

イ ギ リ ス 5,91016.0 280 1,660 15.4

ス イ ス 87023 340 295 27

ス カ ン ジ ナ ビ ア 1,5204.1 340 515 4.8

EFTAそ の 他 5101.4 275 140 1.3

EFTA計 8,81023.8 295 2,160 24.2

ヨ ー ロ ッ パ そ の 他 5401.5 275 145 1.4

ヨ ー ロ ッパ 計 24,38066.1 295 7,270 67.6
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な お フ ラ ンス のBIPEC(BureauI,lnformationsetdePrevisionsEconomiques)

の 発 表 デ ー タに よ る と,1975年 ま で に 西 欧4カ 国 の コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 は,

63,100台 に な る だ ろ うと い う。 そ して この 間 の 伸 び は なん と338%に 達 す る。 西 欧

4カ 国 とい うの は 英,独,仏,伊 で あ るが,同 局 の 予 測 に よ る と この う ち イ タ リー の 伸

び が 一 番 大 き く,434%ち か くに な るだ ろ う と され て い る。

コ ン ピ ュー タ利 用 に 関 して は,西 ドイ ツが い せ ん 主 導 権 を と り,英 国 ダ フ ラ シスが こ

れ に つ づ くとみ られ て い る。 各 国 と もEDP投 資 額 増 加 率 はGNPの そ れ を上 まわ る も

の とみ られ て お り,ち な み に1968年 の コ^ン ピ ュ一 夕投 資 額 をGNPと 比 べ て み る と

各 国 と も次 の よ うな 数 字 が で て い る。

西 独1:3%,フ ラ ンス1%,イ ギ リス1.5%,イ タ リーO.9%。 そ して これ が1975

年 に は 次 の よ う に な る とい う。

西 独2.2%,フ ラ ンス2.3%,イ ギ リス2.5%,イ タ リー1.5%,こ う した 数 字 を も

とに 算 定 す る と1975年 で4カ 国 の 総 合 数 は63,100台 と な るが,そ の う ちわ け は 大

型21,000台,中 型16,700台,小 型43,800台 と な って い る。(表1-2)

●

表1-2

国 名 196琴 年 設置台 数 1975年 設 置 増 率

西 独

フ ラ ン ス

イ ギ リ ス

イ タ リ ー

4,640

4,200

3,990

1,610

19,800

1&800

15,900'

&600

327

347 .

298

434

計 14,440 6a100 338

`

L

こ れ らの 諸 国 に お い て,米 国 メ ー カ ー 製 コ ン ピ ュー タ の 占 め る割 り合 い は きわ め て 高

い。 特 にIBMの そ れ は 群 を抜 い て お り,西 独 で は 全 体 の57.1%,イ ギ リス30.4%,

フ ラ ン ス65.7%,イ タ リア68.8%,ベ ネ ル ック ス51 .8%と な って い る。(図1-1)

な おDiebold社 の 調 査 に よ る と,西 ヨー ロ ッパ の コ ン ビ。ユ 一 夕市 場 全 体 に お け る各 コ

ン ビ。ユー タ ・メー カ ーの 分 布 状 況 は次 の よ うな もの に な る と言 う。(1970年1月 現

在)(図1-2)
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竃鑓

図 ゴ ー2

こ の 調 査 に よ る と,IBMは65%と い う2年 前 の状 態 か らや や ス ペ ー ス をせ ば め て

い る。ICLは 設 置 台 数 シ ェ ア19%と 第2位 を占 めて い るが,そ の地 位 は ま す ます 強

固 に な ろ う。 た だ こ こで指 摘 され な け れ ば な らな い の は,西 ヨー ロ ッパ に設 置 され て い

る デ ィ ジ ィタル ・コ ン ピ ュー タの ほ ぼ80%は,ア メ リカ で 設 計 され た もの か,も し く

は ヨー ロ ッパ の 子 会 社 に よ って納 入 され た もの で あ る とい う こ とで あ る。

コ カ コー ラ とIBMは,世 界 中 ど こへ 行 って も見 られ る と は良 く言 わ れ る こ とだ が,

こ こ数 年 来,こ のIBMを 含 め た 欧 州 企 業 の ア ンチ ・ア メ リカ ンの 感 情 と行動 は強 ま り

こそ す れ 決 して 弱 ま る もの で は な い。

英 誌FinancialTimes(1970-4-27)は,ヨ ー ロ ッパ に お け る コ ン ピ ュー タ産

業 の 将 来 と題 し て,今 後5年 以 内 に 西 ヨー ロ ッパ で は150万 人 が コ ン ピ ュー タの製 造

お よ び販 売,サ ー ビスに 従 事 す る こ と に な ろ う。 そ して コ ン ピュー タ産 業 の 総 売 上 高 は

75億 ポ ン ドとな り,.売 上 規 模 に お い て,今 日の 自動 車 産 業 に匹 敵 す るだ ろ う と して い

る。 さ らに これ に は きわ め て 悲 観 的 な見 通 し を付 言 して い る。 す な わ ち 「現 在 の傾 向 が
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変 わ らないとす ると,西 ヨー ロ ッパ市場 の約80%は,ア メ リカ企 業に支配 され,全 体

の コ ンビ。ユ一 夕貿易収支 は1億7,000万 ポ ン ドの赤 字 にな ろ う」

ヨー ロ ッパ各 国の 国産 メーカー と政府 にすれ ば情報産業 が 自動車 とな らぶ一 国産 業の

中核 とな ること,お よ び最大 の成長 戦略産 業で あ るこ とを考慮す ると,心 中に不安 を抱

かず にはい られない のだ。

イギ リス,フ ランス,西 ドイツとい った主要 各国 はそれぞれ独 自の情報 産業振興政 策

を打 ち出 してお り,国 産 の優 秀な コン ピュー タを生産す る体制 をつ くろ うと力 を入 れて

い る。 さ らに最近で は ヨー ロ ッパ 主 義 の旗印 さえあげ られ,EECの 科 学技術 委員会

はEEC6カ 国 と イギ リス を含 めた超大 型 コ ン ビ。ユ一 夕の開発体 制 をつ くろ うと工 作 し

た こともあ る。

しか しこの よ うな協 同体制 樹立の動 き も現 在の ところ坐折 の感 をまぬがれ得 ない。 そ

れ をあ るてい ど決定 的に印象 ず けた のはEurodataがIBMに 敗北 したあの事件 で あろ

う。

750万 ドル とい う金額 は決 して少 な くは ない。 しか し国際的 コ ン ピュータ界 の取引

で は とび っ きり巨額 とい う金 額で はな い。 西 ヨー ロ ッパ諸企 業に と ってそれ はむ しろ金

額 に換算 で きぬほ どの重要 性 を持 つ もので あ った。 とい うの は750万 ドル の コ ンピュ

ータ購 入 を発 表 したの は ヨー ロ ッパ10カ 国が人工衛 星の共 同開発 を目的 と して設立 し

たEuropeanSpaceResearchOrganizationで あ り,IBMを 含 めた米国企 業 と西 ヨ

ー ロ ッパ ・メーカ ーが受注 競争 を競 うこ とに な っていたか らであ る。

西 欧 メーカー一はEurodateと い う"共 同受 注"機 関 をつ く り,ア メ リカ,こ とにIBM

に対抗 してESROか らコ ンビ。ユ一 夕の受注 を勝 ち とろ うとしてい たのだ。しか しこれ は

ESRO委 員会 で6対4の 票 決 が出 たた めIBMの 手 にお ちた。 敗因 はEurodata設 立時

に,ジ ーメ ンス と フィ リ ップスが参 加せず足 なみ がみだれ た ことだ と言 われ るが,現 在

にいた って もEurodataは その機能 を発揮 しないまま存続 の危機に見 舞われ てい る。

超 大型機の 開発 とEurodataが その可能性を薄 めてしまった現在,ヨ ー ロ ッパ各 メーカー

は どの よ うな動 きをみせ てい るのだ ろ うか。

1970年 中 頃,パ リか ら仏,英,米 協 同の大 コ ンピュー タ ・グル ーフ。実現 か?と い

うニ ュースが送 られ て きた。 す なわ ち フランスのCIIは イギ リスのICLと 協 同販売協

定 や,技 術協 力な ど密接 な関係 を結び たい との意 向 を表明 し,同 時 に アメ リカのCDC
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と新 らしい技 術協定 を結 んだ。CIIとCDCの 新 協定 にはThomsonCSFが 介在 して

お り,CDCはCIIに デー タ ・バ ンク技 術 な どソ フ トウエ アを含 む イ ンフ ォメー シ 。ン

を提供 し,ThomsonCSFはCDCの 調 査依頼 に応ず るとい うもので あ る。3社 は合 同

でベ ル ギ・一にInternationalDataと い う調査会社 を設 立 した。

3者 接近の背 景の ひ とつ は,HoneywellとBullGEの 合併 にあ る。国 内の不振 にあ

せ るCDCと,Honeywe11とBul1の 結合 を認 めた フ ランス政府の 対抗策等 が,結 びつ

きを促進 した とみ られ てい るのだ。

西 ドイツで は,や は り政 府 のて こ入れ でSimensとAEGTelef皿kenが,共 同態勢

をとる ことにな った。 同社 は,大 型 コ ンヒ。ユータの設計 とマー ケテ ィング業 務で密接 な

協力 関係 を樹立 した。両社 はICLとCIIの 近接 には ソ ッポを向 いてい るよ うだ。

Simensは 大型商用 コン ビ。ユ一夕に関す るICLとCIIの アプ ローチは将 来 性がない と

して い る。

一 方 ヨー ロ ッパ ・コン ピュータ界 の雄,Phalipsは,英,仏 系 会社 と話 し合 いをつづ

けてい るが,そ の理 由の一部 は 同社 が英仏 両 国の電子産 業 に巨額 の投資 を行 な ってい る

か らで あ る。 また 同社 は,Honeywe11とGEの 合併 に相 当比重 を置い て見 てい る。

さて こうした協 同化 ない しは合併 に よ って米 国企業 に対峠 しよ うとい う試みが模索 さ

れつ つ ある と同時に,ヨ ー ロ ッパ ・コ ンピュータ ・メー カーは逆 に アメ リカに積極進 出

すべ きだ とい う声 もあが ってい る。

著名 な経済誌Economist(1970-4-4)は 「世界各 国の コン ピュータ産 業は,ア

メ リカの発 展 を傍 観 していて はいけ ない。 その技術 ばか りに依存 していた らアメ リカに

追 い つ くことは不 可能 だ。 唯一 の方法 は アメ リカの後 退期 を利用 して喰い込 む ことだ 」

とい う論 評 を掲 げた。

これに対 して,何 故 に米 国 との力の差がっいたのかを究明 し根本 的な対策 を講ず るべ きだ

との意見 もある。こうした人 々には,OECDの 調査 報告 「コ ンピ ュー タ技術 格差 」が ひとっ

の回答 とな ろ う。 同 レポー トは コ ンピュータ開発 の歴 史的経過 を積み上 げて広範 な検 討

を行 な ったが,米 国 メーカ ーの"力 の秘密"に つい ては,巨 額な研究 開発投 資,す ぐれ

た マーケテ ィング政策 にあ る としてい る。

新 らしい方向 を求 めて,あ るいは また過去の経移 を検 討 して,ア メ リカ企 業の進歩 に

対抗 しよ うとい う試み は,そ れ はそれ な りに重要 で あ る。 しか し現在の 時点 で,現 実 的
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に 一 番 力 を入 れ な け れ ば な らない こ と,そ れ は 性 能 的 に も経 済 的 に も優 れ た コ ン ビ.ユ ー

タ をつ く る こ と だ。 この 意 味 で イ ギ リスのICLは1908Aに 賭 け,フ ラ ン スに は

IRI880に 望 み を 託 すCIIが い る。 も っ と も,米 国 メ ー カ ー が1970年 に い ず れ も一

連 の 新 機 種 の 発 表 を して い る中 で,こ れ らの 欧 州 メ ー カ ー は一 種 の あせ りを持 って い る

こ とは た しか だ。

しか し この よ うな状 況 の 中 で も,EDPEuropaReport(1970-12-31)に よ る

と,1969年6月 か ら1970年7月 に か け て西 ヨー ロ ッパ 製 コ ン ピュ ー タの 設 置 台

数 は16.8%ほ ど 伸 び た と い う。(こ れ に は ス ウ ェー デ ンのSAABお よ び 東 欧 経 由 の

若 干 の マ シ ンが 除 か れ て い る。)

と こ ろで 米 国 のEDPIhdustryReport誌 は,1970年,西 ヨー ロ ッパ市 場 に お け

る特 徴 的 な動 き と し て① 米 国 企 業 の 拡 充 計 画 ②ICL,ジ ー メ ン ス の勢 力 拡 大 ③Philips,

Olivetiの 拾 頭 を挙 げ て い る。

後 に述 べ る よ うにPhilips,01ivetiの 動 きは た しか に 西 欧 市 場 に大 き な影 響 を与 え

つ つ あ る。 そ れ に本 国 市 場 の不 振 か ら米 国 企 業 の 海 外 進 出 は著 る し く強 ま った。 例 え ば

IBMを 除 く,米 国主 要企 業GE-Honeywell,BurroughsCDCの 動 きに も それ が あ ら

わ れ て い る。

GE/Honeywell

BullGEとGEISIは,1969年 ～70年 にかけて全製 品の55%を 海外,主 とし

て ヨー ロ ッパにむけ て出荷 してい る。 またHoneywe11の 海外 事業 は過 去2年 間黒字 を

計 上 してい る。 従 って両者 の合併 は きわめ て大 きな意義 を持つ。

Burroughs

同社 は,1969年 か らス コ ッ トラン ド工場 でデ ィスク記憶 装 置の生産 をは じめた。

Burroughsが 強 い基盤 を築 いてい るの は,イ ギ リス とカ ナダで,1970年 に は両 国

で162億 円 もの研究開 発投資 を行 な ってい る。

CDC

CDCは,そ の ほ とん どが超大型機 の出荷 であ る。 同社 は海 外デ ータ ・セ ンタ ー網 を
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拡 充 す る一 方 で(グ ロー バ ル ・サ イバ ネ ッ ト)イ ス ラエ ル の ミニ コ ン ピュー タ ・メー カ

ーElbitComputerの 株 式 の うち
,イ ス ラ エ ル政 府 分 を肩 代 り し経 営 に参 加 した 。Elbit

はCDCと の 提 携 の下 で,西 ヨー ロ ッパ 市 場 に進 出 し よ う と して い る。 ま たSIA(メ

トラ ・イ ンタ ー ナ シ ョ ナル)か ら米 国 企 業 が 受 注 した うち で は 海 外 最 大 規 模(14億

4,000万 円)と 言 わ れ る ソ フ トウエ ア開発 を請 け 負 った。

さて こ こでCPU以 外 のEDP市 場 に 目 を転 じ て み よ う。 φ

▲
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2.西 ヨー ロ ッパ の ソフ トウエ ア お よ び タ イ

ム シ ェア リン グ市 場

■

十

●

w

欧州 の ソ フ ト ウエ ア市 場 は好 調 の 波 に 乗 って い る。 業界 有 力 筋 の推 定 に よれ ば,ヨ ー

ロ ッパ ・ソ フ トウエ ア 市場 の マ ー ケ ッ ト ・サ イズ は 年 間4億 ドル(1,440億 円)と い

う こ とで,年 間 成 長 率 は15か ら20%と み られ て い る。

専 有 権 付 ソ フ トウ エ ア ・パ ッケ ご ジ と,請 け 負 い 開 発 ソ フ トウ エ ア を含 む この マ ー ケ

ッ トの 高 い成 長 率 は少 な く と も こ こ3年 間 は っ つ く もの とみ られ,米 国系 企 業 お よ び地

元 の企 業 は登 り調 子 で あ る こ と を は っ き り認 め て い る。 西 欧 ソ フ トウエ ア市 場 の 好調 は,

経 済 界 全 体 の 低 迷 に足 をひ っぱ られ て い る ア メ リカ,カ ナ ダの マ ー ケ ッ トと ま さに 対 照

的 な状 態 とな った。 この た めADR(ア プ ラ イ ド ・デ ー タ ・リサ ー チ社)を は じ め とす

る米 国 企 業 の 進 出 に は 力 が 入 って お り,一 方ICLな ど 欧 州 企 業 も勢 力 拡 大 は この と き

とばか りに本 腰 を入 れ て と り組 ん で い る。

さて 英 国 の ソ フ ト ウエ ア市 場 は,現 在少 な く と も年 間1億7,500万 ドル(93Q億 円)

と推 定 され るが,lCLの 応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・マ ネ ー ジ ャー で あ る ロ ビ ン ・P.ギ ブ

ソ ン氏 は 英 国 ソ フ ト ウエ ア市 場 は 年 間20%以 上 の 率 で拡 大 し て お り,こ の うち約40

%ち か くの ソ フ トウエ アがICLか ら 提供 され て い る と確 信 し て い る。

さ らに ギ ブ ソ ン氏 に よれ ば コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム の複 雑 高 度 化 に した が って ソ フ ト

ウエ ア専 門 企 業 を利 用 す る ユ ー ザ ーの 数 が ヨー ロ ッパ で は 増 加 して い る とい う こ とで あ

る。ICLは 最 近 ロ ン ドンにDataSkil社 と い うソ フ トウエ ア開発 サ ー ビス会 社 を設

立 した。 こ の会 社 はICLの ユ ーザ ー が パ トロ ン と な って い る よ うな もの で あ る。 また

この会 社 でICLコ ン ピ ュー タ用 に 開 発 した オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム がICLコ ン

ピ ュー タの 装 置 に使 用 され て い る。

と こ ろで 専 有 権 付 ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジに っ い て は ヨー ロ ッパ で は ど うか とい え

ば,ギ ブ ソ ン氏 の み ると こ ろ で は ア メ リカ と違 って フ ァ イル ・マ ネ ジメ ン トとか 汎 用 処

理 プ ロ グ ラ ム は さ ほ ど ポ ピ ュ ラー に ゆ きわ た って は い な い。 特 に英 国 で は コ ン ピ ュータ ・

タ イム とか,特 殊 な 仕事 を扱 う個 別 ユ ー ザ ー む け に 開 発 され る ソ フ トウエ アに,ユ ー ザ
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一 は魅 力 を感 じて い る とい わ れ る
。

英 国 で 設 計 され る ソ フ トウエ アの ほ とん ど半 数 ちか く は産 業 界 む け ア プ リケ ー シ.ン

で,ICLは こ の 種 の マ ー ケ ッ トに 約70種 の ア プ リケ ー シ ョ ン ー.パ ッケ ー ジ を用 意 し

て い る。 これ は す べ てICLの ユ ーザ ー に 開 放 され て い るの だ が,こ のICLの ソ フ ト

ウエ ア整 備 は米 国 勢 の 浸 透 をむ ず か し く して い る とみ られ て い る。

一 方 これ に 対 して 米 国 を中 心 とす る海 外 企 業 は現 在 ヨ ー ロ
ッパ全 体 に わ た って競 争 条

件 が シ ビアaに 激 し くな って お り,こ の 傾 向 は 将 来 も拡 大 す る だ ろ うと み て い る。ADR

の 社 長 ジ 。 ンR.ベ ネ ッ ト氏 は 「我 々は 米 国 で や って い る よ うに 欧 州 で も同 じ よ うな競

争 を展 開 しつ つ あ る。 条 件 は ち っ と も違 い は しな い 」と語 って い る。

ADRは 先 ご ろ虎 の子 パ ッケ ー ジ ・オ ー トフ ロ ーに つ い て ソ フ ト ウエ ア特 許 権iを取 得

し意気 高 し とい った と こ ろ だが,同 社 は こ の オ ー トフ ロー ・シ ス テ ム を これ ま で に

1,200本 売 りあ げ て お り,こ の う ち200本 が 海 外 む け で あ った 。 欧 州 で は フ ラ ン ス,

ス ウ ェー デ ンで その 大 半 を さば い た とい う。

オ ー トフ ロ ーの 発 売 はi9'6;6年 で あ った が,ADRは こ の専 有 権 付 ソ フ トウ エ アか

ら これ ま で に推 定600万 ドル(21億6,000万 円)の 収 益 をあ げ た とい わ れ る。 さ

らに伝 え られ る と ころ に1よ れ ば 同社 は 現 在 南 ア フ リカ,メ キ シ コ,南 ア メ リカで 新 しい

マ ー ケ ッ トを開 拓 し よ う と活 動 し て い る。

ADRは ヨ ー ロ ッパ で この オ ー トフ ロー の ほ かStarと か,Roscoeと い った ソ フ トウ

エ ア ・シス テ ム を どん ど ん 売 り込 ん で ゆ こ う と して い る
。 ス タ ー はPDP-8を 対 象 機 種

と した ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジで 航 空 座 席 予約 用 電 話 応 答 処 理 プ ロ グ ラ ム で あ る。

Ro8coeは オ ン ラ イ ン ・プ ログ ラ ム ・テ ス トお よ び デ バ ・キ ング用 の プ ロ グ ラ マ ー補 助

プ ロ グ ラ ム で あ る。

ADRやLeasco「SCと い った 米 国系 企 業 以 外 に も新 規 に ヨー ロ ソバ市 場 で 勢力 を拡

大 し よ う とす る米 国企 業 が ふ え て い る。 ニ ュー ヨー クの イ ン フ ォデ ー タ ・シス テム ズ社

は ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス子 会 社,イ ン フ ォ ・デ ー タ ・シス テ ム ズ ・イ ン タ ー ナ シ 。 ナ

ル社 を設 立 した。 同 社 は 情 報 検 索 用 ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジINQUIREを オ ー ス トラ

リア,西 独,ス イ ス で売 りま くろ う とい う。 現在,チ ュー リ ッピの コ ンサ ル タ ン ト会 社

IFA(InstituteforAutomation)と の 間 に 商 談 が 進 行 中 で あ り,本 年 末 に は フラ ンス,

英 国 に も進 出 を 予 定 中 とい わ れ る。
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EDPリ ソ ー ス社 は西 独 のEDPリ ソ ー ス ドイ ツAGと い う子 会 社 を拡 張 強 化 す る こ と

に した。 この 会 社 は コ ン ピ ュー タ ・リー ス お よ び ソ フ トウエ ア販 売 に 従 事 して お り支 店

を4つ 持 ち,リ ー ス実 績 は1,400万 ドル 相 当 と'いわ れ る。

ジ 。 ン ・デ ィー ボ ル ド社 の子 会 社 ジ ェ ミニ ・コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ム ズ 社 は パ リに あ

って オ ラ ン ダの 有 力 企 業3社 との合 弁 で ヨー ロ ッパ で運 営 を拡 張 しよ う と して い る。 新

会 社 パ ンデ ー タ(Pandata)社 は オ ラ ンダ に 設 置 され40%の 株 式 と経 営 権 を ジ ェ ミニ

が 持 つ こ と に な った。 パ ー トナ ー は オ ラ ン ダ最 大 の保 険 会 社Nationable-Nederlanden

と ヨ ー ロ ッパ最 大 の 化 学 会 社 の ひ とっAKZO.V.Vで,す で に オ ラ ンダ電 信 電 話 会 社

(PTT)を ユ ー ザ ー と して獲 得 した とい わ れ る。

ソ フ トウ エ ア専 門 会 社 や メ ー カ ー とい った い わ ゆ る ソ フ トウエ ア ・ビ ジ ネ ス 業 者 だ け

で は ない 。 最 近 は西 ヨー ロ ッパ で も,ユ ー ザ ーが 自社 のEDP技 術 を売 りに 出 す ケ ー ス

が 多 い。 そ の 代 表 的 な もの がRossRoyceとLoydes;Midland両 銀 行 の 共 同設 立 か

ら な るSystemsInternationalで あ り,BOACで あ る。特 にBOACは 英 国 を代 表 す る

航 空 会 社 と して 世 界 各 国 の 航 空 旅 客 サ ー ビス会 社 に ソ フ トウエ アや 情 報 サ ー ビス を行 な

って い る。1970年,同 社 の 華 々 しい活 動 を代 表 す る もの の ひ とつ にICLと 手 を組

ん で ソ連 の 国営 航 空Aeroflotか ら大 規 模 な 航 空 ア プ リケ ー シ ョ ン を受 注 した。 ま た航

空 関係 ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジで はKLM航 空,Qantas航 空 との 間 に それ ぞ れ10

万 ポ ン ドに の ぼ る商 談 を と りま とめ た。

タ イム シ ェ ア リ ング ・サ ー ビ ス の方 は,イ ギ リス で は 幼 年 期 を過 ぎ成 年 期 に 向 い つ つ

あ る。 そ の 他 の ヨー ロ ッパ 諸 国 も数 ヵ 月 の お くれ が あ るに せ よ成 熟 期 に 達 し よ う と し て

い る。 一 番 活 動 が 活 発 な イギ リスで は 現 在30～40の 業 者 が 各 種 の タ イ ム シ ェ ア ド

・オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス を提 供 して お り
,そ の 他 ヨー ロ ッパ 各 国 で は2～3の 大 手 サ ー

ビス会 社 が サ ー ビス を 提供 して い る。 ・

大 手 の サ ー ビス会 社 は主 と し て科 学 計 算 ア プ リケ ー シ 。ン をサ ー ビス して お り,ビ ジ

ネ ス'オ リエ ンテ ィ ッ ドな問 題 を扱 うよ うに な った の は こ こ2年 ぐ らい 前 の こ とで あ る。

代 表 的 な会 社 と し て はlIBM,Butt-GE,DeutscheDatel-GesellschaftFuver

DatenjemverarbeitungMBH,SIAIntemationalそ れ}こICLとCDS(Computer

DataSystems)合 弁 のCDSIL(ComputerDataSystemsInternational)な ど で あ

る。
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3.西 ヨー ロ ッパ の 周 辺 機 器 市 場

大 部分 の周辺 機器装 置 は,米 国 メー カーか らヨー ロ ッパ市場 に提供 されてい る。

ヨー ロ ッパ ・コ ンピュー タ ・メーカ ーは,は じめは 自分 自身 で周辺 機器 を開発 してい

たが,彼 等が販 売で きる装 置の数 は,き わめてわず かで あ り,し たが って きわ めて割 高

1こつ し、了こo・

メーカーでは,一 般 的に一方 が他か ら購 入 した が らない し,ま た米 国の方 が この分野

で は技 術的 に進 歩 してい たの で,ヨ ー ロ ッパの会社 は,自 社 で開発 で きない周辺 機器 に

つ いて は米 国か ら購入 し始 めたので あ る。

ひとに ぎ りの ヨー ロ ッパ周 辺機器 メーカーは,こ の時点 に おけ る競 争 で生 き残 り,成

功 を収 めた。 それ らの会社 に は次 のよ うな もの が あ る。

●

■

●

ス ウ ェ ー デ ン のAtvidabery-Facit紙 テ ー プ ・パ ン チ,リ ー ダ ー

フ ラ ン ス のCompaniedesComrteurs－ 磁 気 テ ー プ ・ ト ラ ン ス ポ ー ト

英 国 のDecca－ 磁 気 テ ー プ ・ ト ラ ン ス ポ ー ト

Elliot－ 紙 テ ー プ ・ リ ー ダ ー

BritishTabulatingMachineCo.一 カ ー ド ・ リ ー ダ ー,パ ン チ,プ リ ン タ ー

PowersSamasCo.-SamastronicStylusプ リ ン タ ー

今 日ICLは,同 社 の コ ン ピ ュー タ の 周 辺 機 器 の 大 半 を製 造 して い る。

オ ラ ン ダのElectrologicalは,philips向 け の 周 辺 機 器 の 大 部 分 を製 造 して い る。

Telefunkenは,Siemells用 の い くつ か の 周 辺 機 器 特 に 磁 気 テー プ装 置 を提 供 して

い るが,Simensの 方 で は,自 身 で プ リンタ ー と カ ー ド装 置 を手 が け て い る。 イ タ リー

で は,GEに 合 併 され た01ivettiが,GEの タ ー ミナ ル製 品 を作 って い る。

ス エ ーデ ンのAtvidabergは,依 然 と して紙 テ ー プや 磁 気 テ ー プ準 備 装 置 を提 供 して

い る。

デ ン マ ー クのRegnecentralenは,高 速 紙 テ ー プ ・リー ダ ー を作 って い る。

ICLは,ヨ ー ロ ッパ に お け る最 大 の周 辺 機 器 メ ー カ ーで あ るが,そ の 提 供 品 目の い

4

タ

'

一178一



s

4

且

〉

くつ か は 直 接,間 接 に米 国 か ら取 り入 れ た もの で あ る。 それ らに つ い て簡 単 に述 べ て み

る と以 下 の 通 りで あ る 。

デ ィス ク ・パ ッ ク お よ び ドラ イ ブ

英 国 で はExchangeableDishStoresと 呼 ば れ て お り,こ れ らの 製 品 は,.Data

RecordingInstrument社(DRI),な ら び にICLの 子 会社 に よ って積 極 的 に 売 り出

され て い る。

コ ン トロー ル デ ー タ社 も,特 にOEM提 供 業 者 を 通 じて,ヨ ー ロ ッパ に 大 量 の デ ィス

ク ドラ イ ブ を売 り込 んで い る。

固定 デ ィ ス ク ・ス トレー ジ

Bryant4000がICL向 け に 製 造 され て い るけ れ ど も,ヨ ー ロ ッパ で 設 計 され た大

型 固 定 デ ィス ク とい う もの は存 在 し な い。

バ ロ ー ス は ,特 別 オ ンラ イ ン ・ア プ リケ ー シ 。 ン用 に,い くつ か の 固 定 ヘ ッ ド ・デ ィ

ス ク ・フ ァイ ル を提 供 して い る。DataProductsは こ の 分 野 で は きわ め て 強 力 で あ る

が,第3世 代 装 置 を や す や す と切 り抜 け る こ と は で きな か った。 デ ィス ク ・ ドラ イ ブが

導 入 され て 以来,ド ラム は もはや,新 しい シ ス テ ム の 重 要 な ス トレー ジ装 置 とは い え な

くな った 。

プ リ ン ター お よ び カー ド装 置

Analexが プ リンタ ー の 分 野 で重 要 な 位 置 を 占 め,ま たUptime社 が カ ー ド装 置 分 野

に侵 入 して きて い るが,プ リ ンタ ー と カ ー ド装 置 の 大半 を供 給 して い るの は や は りIBM

とICLで あ る。

紙 テ ー プ装 置

Facitは,ヨ ー ロ ッパ の 紙 テ ー プ装 置 の 大 部 分 を作 って い る。磁気 テ ー プへ の 変 換 に

使 わ れ るRegnecentralen紙 テ ー プ ・リー ダ ー も重 要 な製 品 で あ る。

デ ィ ス プ レイ

商 用 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム用 の 視 覚 デ ィス プ レ イの メ ー カ ー と して は,Raytheon,

英 国 に あ る 同社 の子 会 社Cossor,ICL,Ferranti,Plesseyな ら び にGEC-Marconi

な ど が あ る。 多 くの 視 覚 デ ィス プ レ イは,レ ー ダ ー,ト ラ フ ィ ック処 理 シス テ ム な らび

に,コ ン ピ ュー タ に よ る設 計(CAD)な ど に 利 用 され て い る。
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光 学文字読 取 り装置(OCR)

OCRは,装 置が割 高で あ るた め当初 予想 されていた ほ ど,ヨ ー ロ ッパ で急 速 な伸 び

は示 さなか ったが,Plesseyが,こ の方 面の重 要な研 究会社 で あ るとと もに提供業者 と

な ってい る。

周辺機器市 場 におけ る将 来動向'

ヨー ロ ッパの周 辺機器会 社 は,ア メ リカの よ うに,大 手の メーカーに背 い て この市場

に乗 り込 む とい うこ とをや らない。 その理 由は そ うす るこ とが,反 倫理 的で あ るとと も

に時 として不法行為 に な ることが あ るか らであ る。

また,ヨ ー ロ ッパで は思 い切 って資本 を投下 す ることが難 しいので あ る。 しか し,最

近 にな ってい くつ かの新 しい有望 な小会社 が設立 され るよ うにな った。

将 来 あ主要な提供 業者 は,技 術 の中心 地 にお ちっ くこ とにな りそ うであ る。

た とえばICLは,古 典 的 な周辺機 器 を専 門に扱 ってい るStevenageに あ る

EquipmentGroup研 究所 に,ま たOCR－ 磁気記録周辺 機器 を専 門 に扱 ってい る

Staines・ な らび にKidsgroreはDataRecordingInstmbentCo.に 。Philipsは

Eindhovenに 。SiemensはMunichに 。 とい った具 合で あ る。

周辺 機器の提供 業者 は,本 体 提供業 者 と提 携 す る か,あ るい は,特 定の メーカー と

の 間でplag-to-plagの 互 換性 を もたせ ること を狙わ ない と,成 功 を収 め るとはお もわ

れ ない。

しか しこの分 野は オ ンラ イン ・アプ リケ ー シ。ン向けに,特 に ター ミナルの分 野で相

当伸 び る もの と見 るこ とがで きる。

喜

↓
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1970年1月 イ ギ リスの コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 は5,910台 と な った 。(EDP

IndustryReport調 べ)

シ ェ ア ー を メ ー カ ー別 に み る と,1969年 以 来ICLがIBMを 抜 い て トップ の座 を

確 保 して い るが,全 体 に 占 め る シ ェ アは 減 少 した 。 代 って 注 目 され るの はPhilipsと

Honeywellの 躍 進 ぶ りで あ る。

設 置,受 注 を含 めて 各 機 種 別 にみ る とICL1900が 総 計980台 とIBM/360の

824台 を 押 え て ト ップ に立 って い るが,年 間(69年 ～70年)の 伸 び率 と し てみ る

と新 鋭 のPhilipsP350シ リー ズ が390台 と い う販 売 高 を示 し,今 後 の ゆ くえが 注 目

され て い る。'一 ・

イ ギ リス の ・
,ン ピ ・一 タ産 業 に つ い て{ま,・ ン ドンのH・ ・ky・ ・ グル ー プの調 査 レポ

ー トに よ る と向 こ う10年 間
,年 間14～15%の 成 長 を続 け.る と して い る。 同 レポ ー

トに よ る と1980年 ま で に デ ー タ処 理 に 関 す る イギ リスの 支 出 は6億4,000万 ポ ン

ドに達 す る だ ろ う と い う。 そ し て イ ギ リス で は コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 の 成 長 が 著

る しい もの とみ られ て い る。 な おDieboldGroup社 の 調 査 に よ る と イギ リス の情 報 産

業 に お け る市 場 規 模 は1970年 か ら75年 に か け て 表4-1の よ うな成 長 を示 す だ ろ

う と して い る。

1970年 中 期,イ ギ リス政 府 の 発 表(英 商 務省)に よ る と1969年6月 現 在 で コ

ン ピ ュー タ 産 業 雇 用 人 口 は48,000名,内 訳 は男 子34 ,400名,女 子13,600名 と な っ

てい る。 ま た 技 術 省 の 発 表 に よ れ ば1969年 度 第4四 半 期 の コ ン ピ ュー タ 納入 額 は1

億5,000万 ドル に達 し,内 訳 は デ ィジ ィタ ル ・コ ン ピ ュー タが 半 分 以 上,残 りは ア ナ

ログ お よ び ハ イ ブ リ ッ ド,デ ー タ伝 送 装 置,周 辺 機 器 ,コ ン トロー ル装 置 な どで あ る。

英 国 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー の動 きにっ い て は,そ の 代表 と してICLの 動 向 を あ げ

ね ば な らな い 。1970年,ICLは 総 売 上 高,純 利 益 と も70年 代 は好 調 な 伸 び を見 せ

た 。

-181一



29%

ICT

そ

の14%9%

他

EL

1965年7月
1966年7月

33%30%

ICTIBM

CR24・/。

and
Elliott

13%そ の 他

1967年7月

1968年7月

匂

1969年7月

図4-1

200/.

IBM

10%

NCR

Philips

7%

60/。

Honeywel1

設 置台数 によ るシェアー

28%

ICL

26%

その他

1970年7月

'

一182一



表4-1イ ギ リス ・コ ンピュー タ諸 産業 の売上 と成 長率 予測

(単 位:千 ドル)

1970 1975

1

成 長 率

ハ ー ド ウ エ ア 2,400 4,500 12%

タ ー ミ ナ ル 75 575 31%

デ ー タ 伝 送 75 575 31%

ソ フ ト ウ エ ア 75 600 35%

サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー 460 2,400 29%

周 辺 機 器 720 1,440 12%

合 〃 計 3,805 10,390

、

●

u

JohnWallICL会 長 に よれば,70年 度 の 総 売 上 げ 高 は,前 年 比13%ア ッf－の1億

3,100万 ポ ン ド(866億6,784万 円),純 益(税 引 後)は 実 に 前 年 比38%ア ップ

で450万 ポ ン ド(38億8,800万 円)に 達 した 。 表4-2お よ び図4-2に,ICL

の 最 近 の 営 業 成 績 を示 す 。

£140

120

100

80

60

40

20

0

総売上げ高 (100万 ポ ン ド)

＼ 〉 』
6364656667686970

当三二ご=≧ 吻吻
従 業員1人 当 り売上げ 高(100ポ ン ド)

回 回 回 回 回 田[i口

図4-21CLの 総 売上 げ高 およ び純 益推移
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表4-21CLの 営 業 成 績

(単 位:1,000ポ ン ド)

1969一 テ0 1968-69

総 売 上 げ 高

純 益(税 引後)

130,848

4,528

115,361

3,357

さ て こ う した 順 調 な発 展 の 陰 に,ICLに と って は や っか い な問 題 も横 た わ って い る。

そ の 一 つ,ICLは 昨 年 米 国 のCDSI(ComputerDataSystems社)と 提 携 して,欧 州

タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス市 場 進 出 を企 だ て た 。 当 時 の契 約 はICLがCDSIの

25,0qO株 を受 け取 り,そ の見返 りと して,() .DSIに125万 ドル(4億10p万 円)

を支 払 う と い う もの 。CDSIは,同 社 の 子 会 社,CDSIL(ComputerDataSystems

International社)を 通 し,欧 州 主 要 都 市 に7っ の セ ンタ ー を開 設 し,こ'こ にICL

1904Aシ ス テ ム を導 入 し て,サ ー ビ ス ・ビ,一 ロ ウお よび タ イム シ ェ ア リ ング ・サ

ー ビス・を提 供 して 行 く予 定 で あ った 。

しか し この ほ どCDSIが 明 らか に した と こ ろ に よ る と,同 社 は 資金 が十 分 で な い との

理 由 で,子 会 社CDSILを 解 散 す る用 意 が あ る とい う。 どん な形 で,い っ 解 散 す るの か,

ま た1904Aシ ス テム の 注 文 は ど うな るの か に っ い て も,今 の所 は っき り して は い な

い 。 何 れ に して もICLに ζ ってCDSIと の 契 約 は,欧 州 タ イム シ ェア リ ン グ市 場 へ の

本 格 的 進 出 の 布 石 と見 られ て い た だ け に,CDSI・ の 今 後 の 動 きが 注 目 され る。

さて この と こ ろICLの ソ 連 向 け コ ン ビ。ユー タ 販 売 は,着 々 と実績 を あ げ て い る。 こ

れ に 対 し米 国政 府 は,大 型 コ ン ビ。ユ一 夕の 持 つ 「戦 略 的価 値 」を引 き合 い に 出 して,英

国政 府 に圧 力 をか け て い る と伝 え られ る。 これ は 近 くICLが2台 の 大 型 コ ン ピ ュー タ

ー1906Aと い わ れ る 一 を ソ連 に 輸 出 し よ う とす るの を 阻 止 す るた め と見 られ て

い る。ICLの ス ポ ー ク ス マ ンに よれ ば,同 社 は や っか い な 問題 だ と しな が ら も,ソ 連

との 取 引 交 渉 に つ い て は,英 外 務 省 が 米 政 府 を説 得 で き る だ ろ う と楽 観 祝 して い る。

'

イギ リス政 府 の振 興策

1970年4月,英 国政府 は コン ビ。ユータ購 入政策 でICL社 を優遇す ると明言 した。

す なわ ち技 術省 は政 府 の コ ンピュー タ調達 の一 環 と してのICL社 の単独 入札 をは じめ
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て公表 したの であ る。技術省 はこ こでICLの 大 型 コ ンピ ュー タ開発 援助 のため に今 回

の措置 が採 られ た と言 ってい る。

しか しこの よ うな発言 に もかか わ らず英 国政府 機関がICLの コ ンピュータ導入 に あ

ま り熱心 で ない と ころか ら,下 院の科学技 術専 門委員 会 が検討 にの り出 した。 同委員 会

で は英 国 コ ンピュータ市 場 を2分 す るICLとIBMを 喚 問 したが,ICLの 総支配人 ア

ーサ ー ・ハ ンフ リー氏 は 「英 国政府 は注文 が少 な くしか も発注の 仕方が バ ラバ ラで計画

性 が ない 」と不平 を述べ た。特 に年度始 めの3,500万 ドル(5 .35億 円)相 当の コン

ピ ュータ発注 がIBMに 行 って しま った こ とには大 きな失 望 を抱 いて い る。

しか しこあ よ うな問題 を包含 して はい るが,イ ギ リスの コ ンピュータ産業振興 政策 は

一 応の成功 を収 めてい るとい うの が一般 的評価 で あ り,ICLな どの健 闘が それ を裏 ず

け てい る。英国の コ ンピュー タ政策 はほ とん ど技術省 を中心 として行 なわれ てお り,そ

れ は図4-3を 見 れば明 らかで あ る。

,
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コン ピュー タ委員 会

(ComputerBoard)

科 学 研 究 会 議

(S.R、dounci1)

技 術 開 発 公 社

氏RD.Cbrporation)

1研 究に対する補助金1する政府援助計画

L!璽 麹2(口 巴22」
※CASに よる
技術的認定

大学
高等専門学校

エ ジ ンバ ラ大学:マ ルチアクセス・ソフトウェア

レ ジング大 学:低 価 格 グラフィックシステム

ハ ッ トフ ィー ル ド工 大:最 適 化技 術

イ ンペ リァ ルカ レ ッジ:コ ンパ イ ラ技 術

船舶 設 計 シス テム

ラー フポ ロー カ レ ッジ:土 木 工学 シス テム

図4-3
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の計画,予 備実験
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菱難 語巡 興.
器嬢 囎)(

補助金(約100億 円/4年 間)

一

「玉「頁{匡蓮法一「

L⊆1』戸]
コンピュータ導入に
対する補助金

纏 ㌶ ・〉

(に。留 会

1966年 設立)

コンピュータ導 入 につ い ての 技術 援助

(
システム・プログラム開発 の管 理

コンピュータ技 術者 の養 成

応 用 ソフ トウ ェアの開 発

(欧 米における情報産業報告書 より)
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5.フ フ ン ス

'

`

ア メ リカ商 務 省 の フ ラ ンスEDP市 場 調 査 に よ る と,フ ラ ンス の 国 内市 場 は,1969

年 か ら1971年 ま で 平 均15%ぐ ら い の ス ピー ドで 成 長 しつ づ け る とい う。1968

年 現 在 の デ ー タで は あ るが,フ ラ ンス 国 内 の 全EDP装 置 マ ー ケ ッ ト ・サ イ ズ は総 額7

億6,900万 ドル(2,768億4,000万 円)に 達 し,こ の うち90%ま で が 米 国製 で

あ る。

EDP装 置 を製 品 別 に み て み る と,特 に ミニ コ ン ピ ュー タ に対 す る期 待 が 大 きい 。 諸

周 辺 装 置 と ミニ コ ン を含 め た マ ー ケ ッ トは1971年 に は1億2,000万 ドル(396

億 円)に 達 す る とみ られ る。

さ て フ ラ ンスで は 唯 一 の 国産 メ ー カ ーCII(CompagnieIntemationalePour

VInformatique)が 不 振 をつ づ け,財 政 的 に 行 き詰 ま って い る。 欧 州 最 大 と鳴 り物

入 りで 宣 伝 され た 超 大 型 機IRIS80も,未 だ プ ロ トタ イ プ段 階 だ 。

こ う した状 況 の 中 で,フ ラ ンス ・コ ン ピ ュー タ市 場 は いぜ ん と し てIBMな ど 米 国 メ

ー カ ー の手 中 に あ る
。IDC(IntemationalDataCo・)の 調 査 に よ れ ば,1969年 末 に

5,000台 相 当 の デ ィ ジ ィ タ ル ・コ ン ピ ュー タ が あ る と され て い るが,EDPIndustry

Reportの70年7月27日 号 で は,1970年1月 現 在4,500台 と な って い る。

(1972年8,000台80年30,000を 予 想)

フ ラ ン スで は今 後 もIBMが リ ー ドを と りつ づ け よ う。 しか しデ ー タ で み る か ぎ り同

社 の シ ェア ー は相 対 的 低 下 を示 し て い る。 さ らにGEとHoneywe11,欧 州 メ ー カ ー の 大

同 団 結 に よ って その 地 位 は挑 戦 を受 け るだ ろ う。 ち な み にHoneywel1-Bul1は33.1%

の シ ェ アー を持 った(1970年 末)と 言 われ て お り,大 同団 結 の 方 もCII,ICLそ れ

にCDCの 提 携 を み て い る。 ま た フ ラ ン ス税 関 の ソ フ トウ エ ア ・シス テ ム 「tソフ ィア"

の 受 注 に 際 して はclIはIcL,Philips,sEMAと い う企 業 連 合 を結 成 し た。

(表5-1)
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表5-1フ ランス市場 にお ける各社 のシェア

Lhermitteリ ポ ー ト IDCEuropa予 測

メ ー カ ー

1966年 Spring1969年
・

Spring1970年

IBM 61.7(%) 58(%) 56(%)

Bul1-GE 20 24
9

25

ControlData 5 1.6 0.75

SEA 3.1 一 一

「

Univac 2.8 2.2 2.5

ICL 2.1 2.3 2.6

Burroughs 1.5 1.工 0.9

CAE 1.1 一 －

Honeywell 1 2.1' 3

NCR 0.8 2.1 2

CII
一 6皐 5

ところで フラ ンス企 業 では どん なEDP関 係企 業が あ るのだ ろ うか。各分 野につい て

主 要 な企 業 をあげ ると次 の よ うにな る。

'CPU

・周 辺 機 器

・デ ー タ伝 送 装 置

・関 連 部 品

・ソ フ ト ウ エ ア

CII

SPERAC

STD(SocieteTransmissionData)

SECOSEMThomsonCSF

CII,C.A.P,SEGOS,MTRA.Group

・情 報 基 礎 科 学 技 術 の 研 究 －IRIA

・タ イ ム シ ェ ァ リ ング ーCAROSEDRE,SODETEGSEGOS-Tymshre

・計 算 セ ンタ⊂ ・サービス ーCEGOS,CAROSEDRE,IEP,SEMA,SIGAP

フ ラ ンス政 府 は情 報 代 表 を 通 じて こ れ らの 国 産 企 業 に援 助 を 与 えて い る。 図5-1は

そ の 活 動 を 示 す もの だ。
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工業全般についての研究開発

委員会(COPEP)委 員長

電子工業における

個々の活動 を調整

囲
政府機関で処理する

情報の統合,標 準化

電子工業連合会

(FNIEC)

首 相

情報代表(15名)

(1966年 設立)管 理理事会議長

脚 灘 銘 鍵 括(IRIA1967 .10設 立)

「 一 一 ー ー ー ー 一 「

1プ ラン・カルキ.ル1
」_______」

フランスの コンピュータ

産 業 の 育 成(1966～1971)

約280億 円/5年 間

研究部門
教育部門 資料,データ

(CEPIA交 換 部 門

プラン・カルキ ュルの

産 業 へ の 実 働 化

国 の 予 算 ………約10億 円

研 究 委 託 費 ……約8億 円

オー トメーシ ・ン委 員 会

か らの 補 助 金 …約8億 円

データ伝 送

電気通信研究所
丁)

オ ンライン処理方式

タイムシェアリング方 式の研究

研究開発契約

STD

(データ伝 送 機 器)

(CSFとCGEの 共 同 出 資)

C

(コ ン ピュー タ)

SPERAC

(周 辺 機器)

(CSFとCGEと 統 合)(CSFとCadecompと 統合)

SESCOSEM

(音{SEPnとくにIC)

(CSFの 子会社)

補助金

図5-1

(欧 米における情報産業調査報告よ り)



フ ラ ン ス の ソ フ トウ エ ア 市 場

米 国 商 務 省 の 報 告:に よれ ば,仏 ソ フ ト ウ.xア 市 場 は,1・974年 ま で に14億 ドル

(5,040億 円)に 達 す る もよ うで あ る。 こ の う ち5.5%に 相 当す る7,700万 ドル は,

独 立 系 の ソ フ トウ エ ア企 業 に よ って 提供 され る と見 られ て い る。1970年 度 にお け る

仏 の トー タ ル ・ソ フ トウ エ ア取 引 き高 は6,6』00万 ドル(237億6,000万 円),1974

年 ま で は,年 間23%の ペ ー ス で 伸 び る と見 られ て い る。 ま た情 報 代 表 刊 フ ラ ン スの ソ

フ トウ エ ア に よ れ ば,現 在 フラ ンスの ソ フ トウエ ア投 資 は増 大 の 途 に あ り,1970年

に はEDP投 資 に 占 め る ソ フ トウエ ア は45%に 達 す る とい.う。

一 方 仏 の 経 済 予 測 機 関
,BIPE《Bureaud11nformationsetPrevisions

Economiques)の 予 測 で は,1969年 度 の全 ソ フ トウ エ アの 売 上 げ の う ち,ソ フ ト

ウ エ ア ・パ ッケ ー ジの 売 上 げ は,5%,60万 ド ル(2億1,600万 円)相 当を 占 め る。

BIPEで は,1974年 ま で に,ス タ ンダ ー ド ・マ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジの 売 上 げ が

トー タル ・ソ フ トウ土 ア市 場 の25%に ま で 増 加 す る と見 て い る。

目下 仏 の ソ フ トウエ ア市 場 で は,100社 以 上 もの 企 業 が 商 売 を し て い る。 新 ら し く

進 出 す る企 業 も後 を た た ず,毎 週 毎 週 新 しい 企 業 の進 出 が見 られ るほ どで あ る。 しか し

これ は とい う大 手 の企 業 は1ダ ー ス に も満 た な い 。

特 に大 所 と して は,ComputerAnalysts&ProgrammersLtd.(CAP),SocietedT

CIIE。 。n。mieetdeMath。matiqu・ApPliguees(SEMA)お よ びCEdOS

Informatique。 米 国企 業 と して は,ArthurAndersen社 が 最 も活 発 な活 動 を見 せ て

い る。 ま たJohnDi
.ebold社 はDieboldFranceグ ル ー プ を通 して ・仏 市 場 に ソ フ トウ

エ ア を提 供 して い る。

この 他 仏 ソ フ トウ エ ア市 場 に 進 出 して い る企 業 は,ADR(AppliedDataResearch

社),DSA(DataSystemsAnalysts社),CDS(ComputerDataSystems社)・

CSC(ComputerSciences社)。

さ て 次 に こ こで,フ ラ ン ス系 ソ フ トウエ ア会 社 にっ い て そ の 代 表 的 な もの を紹 介 しよ

う。

静SEMA-METRAイ ン'ター ナ シ ョナル

同 グル ー プの 特 色 は,各 国 に ま た が ってEDP機 器,ソ フ トウエ ア,コ ンサ ル テ ィ ン
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図5-2SEMA-METRAイ ン タ ー ナ シ ョナ ル の 組 織 構 成
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グ な ど多 様 な活 動 を展 開 し て い る こ とで あ る。 同社 の 組 織 は 図5-2の と お りで あ る。

な お 同 グ ル ー プの 各 組 織 に つ い て 簡 単 な 説 明 を加 え る と,

scSEMA(フ ラ ンス)は
,オ ペ レ ー テ ィン グ ・ソ フ トウエ アお よ び ア プ リケ ー シ ョ ン ・

ソ フ トウエ アお よ びEDP導 入 コ ンサ ル テ ィ ン グな どを行 ない,調 査 活 動 も遂 行 し て い

る。

借O.T.H.

フ ラ ンス の 大 手 建 築 エ ン ジニ ア リ ン グ会社 部 門 で あ るO.T.Hで は 設 備,環 境 お よ び

建 設 分 野 で モ デ ル お よ び プ ロ グ ラム を開 発 し て い る。

xMETRA .ヨ ー ロ ッパ

こ の 部 門 の 活 動 はSEMAお よ びO.T.H.に 類 似 して い る。

scS工Aイ ンタ ー ナ シ ョナ ル

同 グル ー プの 遠 隔 情 報 網 を 構成 し てい る。 特 に 強 力 な電 算 機 設 備 をバ ッチ ・ロ ー カ.ル,

リモ ー ト ・バ ッチ な い し タ イム ・シ ェ ア リ ン グ方 式 で 顧 客 の 使 用 に供 して い る。

同 グ ル ー プの フラ ン スの 子 会社 は1969年 に3,000人 以 上 の人 容 で261MFの 営

業 成 績(内27%が 情 報 機 器 に よ る)を 上 げ た 。

veCEGOS

こ れ は1955年 にCEGOS(CommissionGenerateD'OrganisationScientifique

科 学 組 織 総 委 員 会)協 会 よ り生 れ たIDET-CEGOS社 グ ル ー プ の1部 門 を成 し,以 下

に 同 グル ー プ の 各 部 門 の い くっ か を挙 げ て み るの で 判 るが,特 に 企 業 の 管 理 問 題 を主 要

業 務 と し て い る。CEGOS管 理,CEGOSマ ー ケ テ ィ ング,CEGOD組 織,ICEGOS-

MAKROTEST(市 場 調 査),そ の 他 。

CEGOS-INFORMATIQUEで は3っ の 主 要 部 門 で 活 動 を行 な って い るが,最 近 同

グ ル ー プが51%の 株 式 を所 有 す る子 会 社CEGOS-TYMSHAREが 加 え られ た。この

子 会 社 は タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グの 問 題 を専 門 に じ て い る。 この3つ の 部 門 と は以 下 の 通

りで あ る。

コ ンサル テ ィング および養成 一4つ の小 部門に グルー プ編成

・ リアル ・タ イム な い し非 リ アル ・タ イ ム管 理 情 報 シ ス テ ム(シ ス テ ム ,方 式 お よ び情

報 機 器 応 用 例 の コ ンサ ル テ ィ ン グお よ び考 案)
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●

・養成:企 業 お よび企 業間養成 期間,研 究 日課,海 外派 遣

・小型 シス テム(小 企 業情報 ない し分 散形企 業の情報)

・工 業情報(プ ロセ ス制御)

プ ログ ラ ミング 研究:技 術援助 およびグ レイ機器 貸与

・水 準:研 究 ,分 析,プ ロ グ ラ ミン グな い し利 用

・形 態:請 負 ,管 理 ない し人 員 派 遣

・分 野:基 本 ソ フ トウエ ア,管 理,遠 隔 管 理,リ ア ル ・タ イ ム,数 字 命 令,養 成

応用 およびパ ッケー ジ

・各種(管 理)応 用 ない し科学 的応用 電算 機の完 全管理 と処理

・管理情報 サー ビス利用 の運営

・応用(POAGOS)パ ッケ ー ジない し営業用 パ ッケ ー ジの作成 と普及

●

CEGOs-INFORMATIQuEで は,1969年 度450人 の人容 で税 金 を除い て約

2,400万 フラ ンの営 業成績 を上げ た。 同社 は別に スペ イ ン,イ タ リーお よび ドイツに

子会社 を有 して お り,ス イスに も子会社 を設立 中で あ る。

蘂CERCI.

CompagniedTEtudesetdeRealisationsenCybernetiqueIndustrielle(工 業 サ

イバ ネテ ィックによ る研究実用 化会社)

同社 の業 務は,本 質 的 には システムの考案 と実用 化で あ る。 同社 は この方面 よ り情報

機器 に至 り,現 在 では情報 機器が工業 自動 化装 置分 野での応用 例の 大幅成長 の結果 同社

の主 要業 務 とな ってい る。

顧 客の提 起す る問題が複雑 で あるため,以 下 に述べ るよ うな永久 構造 をは じめと して,

多重 原理機器 が市場 に応 じて必要 とされて い る。

一次 ぎの部 門 を含 む システムの分析 ・考 案装置

・情報機 器(管 理 システ ム)

・応用 自動 装置(工 業用 システ ム)

・自動 装置 エ ンジニ ア リン グ
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一 実 用 化 お よ び維 持 装 置

・プ ロ グ ラ ミン グ

・ハ ー ドウ エ ア ・ソ フ トウエ ア統 合

シ ュナイダー(SCHNEIDER)グ ルrプ に所属 す るCERCU宍213.Nの 人 容で

1969年 度税 金 を除 き25MF(う ち約75%が 情報 サ ー ビス部 門)の 営 業成績 を上

げた。

CAP

CAPヨ ー ロ ッパ は,1962年 に 設 立 され,活 躍 して い た次 の二 社 、に よ って設 立 ,され

た ヨ ー ロ ッパ 人 に よ る ソ フ トウ エ ア会 社 で あ る。

c。mp。terA。 ・1y・tea・dP・ ・grammer・Ltd・ ・fL・nd・ ・c・ntt・d'Ah・ly・eetd・

Programmation・ofParis・

CAPヨ ー ロ ッパ は,現 在 西 ヨー ロ ッパ 各 地 で 営 業 活 動 を して お り,次 々 に 以下 の よ

うな ソ フ トウエ ア会 社 を設 立 して い る。

CAPFrance

CAPUnitedKingdom

CAPBelgium

CAPSwitzerland'

CAP'HollandL

ヨ ー ロ ッパ に お い て は,ハ ー ドウ エ ア に っ い て は,IBMが65%の シ ェア ー を もつ

と と もに,ハ ネ ウ ェル,ユ ニ パ ック,'NCRな ど の 米 国 の 電 子 計 算 機 が 大 幅 に 進 出 して

い るが,ソ フ トウエ アの 分 野 につ い て は,事 情 が異 な り独 立 ソ フ トウエ ア会 社 の95%

が 民 族 資 本 に よ る会 社 が 占 め て い る。

CAPヨ ー ロ ッパ は,現 在 会 社 で800人 の 技 術 者 を有 し,売 上 も年 間100万 ド ル

に 達 し て い る。

この 売 上 は,す べ て 純 粋 に ソ フ トウ エ ア開 発 に よ る もの で,マ シ ン タ イ ム ・サ ー ビス

や,計 算 サ ー ビス な ど に よ る売 上 は含 まれ て い な い 。 フ ラ ン スに は,SEMA(売 上2億

6,100万 フ ラ ン,従 業 員 数3,050)と か,CEGOS(売 上6,400万 フ ラ ン,従 業

員 数823人)と い う大 きな ソ フ トウエ ア企 業 が あ るが,ソ フ トウ エ ア開 発 費 だ け の 比
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■

・

率 で は,CAPヨ ー ロ ッパ が一 番 大 きい と の こ とで あ る。・(表5-3)

表5-3

CAPフ ランス CAPイ ギ リス CAPベ ルギー CAPス イ ス GAPオ ラ ンダ

設 立
'62 '62 '66 '67 '68

所 在 地 パ リ ロ ン ドン ブラ ッセル
、、、

ジ ュ 不 一 フ アムステルダム

支 店 3店 3 一 一 一

技 術 者 数 430人 190 25 35 20
一

資 本 金 22百 万 フラン 26千 ポ ン ド 0.5百 万 フラン 01訪 う6う
一

売 上 高 18 440 6.6 0.4 －

CAPヨ ー ロ ッパ が 開 発 す る ソ フ トウ エ アの 内 容 は

30%BasicSoftware

70%ApplicationSoftware

で あ り,そ の 需 要 先 は,現 在 約250社 で,そ の 内容 は

70%民 間 企 業 銀 行,交 通 機 関(航 空 機,鉄 道,自 動 車),保 険,電 子 工

業,化 学,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー

30%'政 府 部 門

開 発 した ソ フ トウエ アの 代 表 的 な例 と して は

IBM用 のPL/1(CAPuk)

オ リベ ッテ ィ用 の コ ンパ イ ラ

』英 国
で 最 大 の オ ン ラ イ ン銀 行 シ ス テ ム(360/65,タ ー ミナ ル400)

フ ラ ンス航 空 用 のAirCargoSystem(2,000万 ドル)

な ど が あ る。

コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー か らソ フ トウエ アの 発 注 を受 け て い る が,そ の 範 囲 はIBM,

ICL,Siemens,CII,オ リベ ッテ ィな どの 各 社 と な って い る。

CAPヨ ー ロ ッパ は,3つ のSoftwarePackageを 開 発,販 売 して い る。

①Autflow(米 国AdvancedDPtaResearch社 製)

フ ロー チ ャー ト自動 作 成 用 ジ ェ ネ レー タで あ り,IBM360,ハ ネ ウエ ル200,

Siemen4004に 使 用 で きる。
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使 用 言 語 は,COBOL,FORTRAN,PL/1い ず れ に も可 能 で あ る。 す で に,

13,000本 の 販 売 実績 が あ る。

価 格 は,54～1万 ドルで,3年 間 の リー スで あ る。

②SYSIF

フ ァ イル 検 索 用 の シス テム で あ る。IBM360に 使 用 で き る。 価 格 は1万 ドル で 売

切 り とな って お り,次 年 よ り販 売 価 格 の8%を 維 持 費 と して 徴 収 す る。

③SMS/360(米 国Boole&Babbage社 製)

SMS/360に っ い て ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラム の 能 率 お よ び シス テ ム構 成 の 利 用 効 率 を

測 定 す る こ との で き るソ フ トウエ ア,パ ッケ ー ジで あ る。
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6.西 ド イ ツ

● EDPindustryReportの 発 表 デ ー タ に よ る と,1970年1月 現 在 で 西 ドイ ツ の コ

ン ヒ。ユ一 夕設 置 台 数 は,6 ,070台 と あ る。 しか しDiebold社(西 独DieboldGmbh)

の 発 表 に よ る と,1969年 末6 ,400台,1970年 末8,000(推 定)と な って い

る。 な お ア メ リカ商 務 省 の 調 査 に よ る と西 ドイ ツの コ ン ピ ュー タ導 入 は,金 額 に して

1969年 で4億7,300万 ドル(1,700億 円)で あ り,こ れ が1974年 ま で に

12億 ドル(4,320億 円)に 達 す る とい う。(表5-1)

■

表5-1累 積EDP装 置設置実 績

月 間 レンタル料

(ド ル)
1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974

2,000以 下 639 1,067 1,480 2,080 2,750 3,640 4,650 6ρ00

2,000～5,000 1,661 2,132 2,750 3,440 4,250 5200 6220 7,340

5,000～10,000 1,055 1,180 1,400 1,600 1β00 2,050 2,180 2,220

10,000～20,000 438 526 640 720 900 970 1,160 1200

20,000以 上 70 101 130 160 200 240 290 340

総 計 3,863 5,007 6,400 8,000 9,900 12,100 14,500 17,100

さ て 西 ドイ ツの コ ン ヒ。ユー タ産 業 に つ い て は 同 国 最 大 の メ ー カ ーで あ るSiemens社

の 動 向 を語 らな く て は な らない 。

Siemens社 は この2-3年 来,メ キ メ キ実 績 を あ げ て き て お り,年 間50%増 の 出 荷

で は 需 要 に 間 に 合 わ な い く らい だ とい って い る。Siemensは ミ ュ ンヘ ン市 最 大 の企 業 で
,

2002シ ス テ ムの 発 表 に よ り1950年 代 にEDPに 進 出 した が ,大 幅 成 長 を と げ た の

はRCAと 技 術 提 携 した1965年 か ら1970年 ま で の5年 間 で あ る。3年 前 の 同社 の

コ ン ヒ。ユ一 夕部 門売 上 高 は5 ,400万 ドル(194億4,000万 円)で あ ったが1969

年 に は14,000万 ドル(504億 円)を あげ た 。
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Siemellsは1969年 の 総 売 上 高28億 ドル(1兆80億 円)の マ ンモ ス 電 機 メ ー カ

ーで あ り,財 務 的 に は裕 りが あ るよ うだ 。

同 社 は コ ン ピ ュー タの 生 産 を始 め て以 来 今 日ま で に1,000台 以 上 を 受 注 し,そ の 受

注 累 計 は7億 ドル(2,520億 円)に 達 した が,こ の うち30%は 輸 出 に 当 てた 。

Siemensの 決 算 は9月 だ が,現 営 業 期 に約22,000万 ドル(792億 円)の コ ン ピ ュ

ー タ部 門 売 上 げ を見 込 ん で い る。

ドイ ツ国 内 の 汎 用 コ ン ピ ュー タの シ ェア は14%だ が,プ ロセ ス ・コ ン トロ ー ル ・コ

・ン ピ ュ一 夕で は45%を 占 め て い る 。

海 外 で は ス ウ ェー デ ン,デ ンマ ー ク,オ ラ ン ダ,ベ ル ギ ー,フ ラ ンス,ス ペ イ ン,ス

イ ス,オ ー ス ト リア,イ タ リア で コ ン ピ ュー タ を販 売 して い る。 ドイ ツ 国 内 は超 完 全 雇

傭 で労 働 力 が 極 端 に 不足 し て い るの で,同 社 は ベ ル ギ ー,ポ ル トガ ル,メ キ シ コに ま で

手 をひ ろ げ て 工 場 を建 設 中 で あ る。

と くに ベ ル ギ ー で は 同国 政 府 の 工 場 誘 致 政 策 に う ま くの っか り,ブ リジ ェ(Bruges)

に1,200万 ポ ン ド(103億6,800万 円)を 投 じ て ソ フ トウエ アお よ び遠 隔 通 信 装

置 工 場 を建 設 し て い る が,そ の 見 返 り と して官 公 庁 ・公 共 コ ン ピ ュー タ市 場 の50%を

フ ィ リ ップ ス社 と分 け合 うよ う約 束 を と りつ け た もよ うだ 。 ベ ル ギ ーの 公 共 市 場 は 同 国

の 全 コ ン ピ ュー タ市 場 の40%を 占 め て い るの で,フ ィ リ ップ ス と と もに全 市 場 の25

%ず っ を い た だ く と して も,そ の 勢 力 拡 大 に 対 す る貢 献 度 は大 きい 。

SiemensはRCAか ら ノ ウハ ウ技 術 導 入 を し て,ス ペ ク トラ70を 国 産 化 し て きた が,

そ の 関 係 を一 歩 進 め て,RCAと 共 同 で新 型 コ ン ピ ュー タ を開発 して い るの で は な い か

とみ られ て い る。 この コ ン ピ ュー タ は近 い将 来,IBM370を 迎 え うつ 新 鋭 機 と して 発

表 され るの で は な い か とい う推 測 もあ る。Siemensは ま た,大 型 コ ン ビ。ユ ー タの 開 発

・生 産 ・販 売 資 源 をAEGテ レ フ ンケ ン と と もに プ ー ル す る こ とに な り,新 しい コ ン ピ

ュー タ ・セ ンタ ー建 設 の た め5億 マ ル ク(約500億 円)の 投 入 を提 案 した 。 この セ ン

タ ー は1978年 に 完 成 が 予 定 され て お り,15,000人 が 働 く こ と に な ろ う。

会 社 全 体 と し てみ れ ば,Siemensは 現 在27億 ドル(9,720億 円)と い う巨額 の 受

注 残 をか か えて い る。 こ うい うわ け だ か ら,ユ ー ザ ー は テ レ プ リンタ ー の 納 入 ま で2年

半,原 子 力 発 電 プ ラ ン トの 納 入 まで3-5年 は 待 た な けれ ば な らな い有 様 だ 。

な お1970年 はSiemens社 は 欧 州 他 企 業 と 同様,東 欧 圏 に 手 を ひ ろげ る努 力 を 試 み
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た。 そ して9月 末 決 算 で,1970年 度 中 に ソ連,ル ー マ ニ ア,東 ドイ ツ,ハ ン ガ リー,

チ ェ コ ス ロバ キ アの 各 国 か ら1,350万 ドル 相 当 の 受 注 を獲 得 して い る。 こ う した

Siemensの 動 きに つ い て 業 界 筋 で は プ ラ ン ト外 交 と連 動 した もの とい
.5見 方 を して い る。

現 在 西 ドイツ に は16社 の コ ン ビ.ユ一 夕企 業 が あ るが,ド イ ツ系 で はSiemensと

AEGTelefUnkenそ れ に 小 型 コ ン ヒ。ユ一 夕のNixdorf社 が あ る。 パ ー デ ン ボ ル ンに 本

拠 を据 え るNixdorfは ミ ニ コ ンで は ヨー ロ ッパ の リー ダ ーで,主 工 場 で は1日34台

を 生 産 す る と言 わ れ て い る。 同 社 の 売 上 げ の う ち半 数 は海 外 む け で,1969年 は お よ

そ6,pOO台,1億7,000万 マ ル ク を売 上 げ た 。

西 ドイ ツの"プ ラ ン ・カ リキ ュー ル"

科 学技 術省がAEGTelefUnkenとSiemensの 両 社が情 報産業部 門で提携 す ることに

な った と発表 した と き,フ ランス人 は これ を西 ドイツ版 プラン ・カ リキ ュール と呼 んだ。

大型 コン ビ。ユ一 夕開発,さ らに ゆ くゆ くは大 型 コン ピュー タ製作の た めの共 同会社設 立

を もくろ むこの動 きは フラ ンスのみな らず欧 州各企 業の戦略 に大 きな影響 を与 えた とみ

られ る。

この結合 の裏 で働 い た西 ドイツ政府 は現在 国産 コン ピュー タ育成政 策 を推進 してお り,

第1次5カ 年計画 で約300億 円 ちか くの金 を開発,基 礎研究補 助 と して支 出す る一方,

大量 の国産 機購入政策 を打 ち出 してい る。現 在の ところ政府 関係 で は郵政省 が43台 保

有 し,運 輸省 が41台,経 済省 が10台 とい った状況 で行政府 の コ ンビ.ユ一夕 リゼー シ

ョンがす すんで い る。

なお西 ドイツ政府 に よ るEDP産 業育成 策の展 開 を図6-1に 掲 載す る。

なお,西 ドイツ政府 機関で最 大の ユーザ ーであ る郵政省 は,Siemensな ど民 間4社

と協定 を結 んで,全 国 ネ ッ トの タイム シ ェア リング ・システム建 設に乗 り出 してい る。

この シス テムはDeutscheDate1-GesellschaftFwerDatenfernverarbeitUngMBH

によ り運営 され る。
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連 邦 政 府

特別 行政管理委員 会
行政面での
データ処理研究の調整

指導

灘 霧§竺 襯 謝:鴛ll灘㌶㌫
基 礎 研 究:200億 円

デモンス トレー ションプ ロジェク ト:50
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ー
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開発契約」
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開 発 研究(短 期)
所 要額 の50%

報告の義務なし
成功したら返却

メ

(補 助 金 約200億 円)

国 防 省 内 務 省

資 金援 助

データ処理
諮問委員会

(開発計画の審査)
(科 学技術者と協同して長期研究開発への財政援助)(禦 ㌶ 管理).

資金援 助
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究
の
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の
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●
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(約20億 円)

GMDV

(数理データ研究 所)

カ

・ ソフトウェア,シ ステム開 発
・ 各 省 庁 の デー タ処理 方 式

導 入 に対 し技 術 的助 言
・ 官 庁 職員 の教 育 ,訓 練

DFG

(ド イツ研 究財 団)

(鶏㌶麟 錫

「 」
■ 一

※ 第2次 計画

1972～1975

約800億 円を計画

蛙 負担絶 技霊 鑑 資金援助

大 学

図6-1

(欧 米における情報産業調査報告よ り)
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7.イ タ 戊| ア

●

砂

¶

イタ リアは スイス とな らんで,欧 州の 魅力的 コン ピュータ市 場で あ る。現在 同国で稼

動 中の コン ピュータは2,300台,米 商務省 に よれ ば,1975年 まで には50%ほ ど

の増加が見込 まれ てい る。 さらに イタ リア市 場の労働 賃金が安価 で あ る点 を考慮す れ ば,

系 列会社 を設置 しつつ あ る米企 業に と って,イ タ リアは今後 ます ます魅 力的市場 に な る

だ ろ う。

現在 イタ リアコ ン ピュー タ市場 を牛耳 ってい るの はIBMで,60%以 上 の シェアを

誇 る。次 いでオ リベ ッテ ィ社 の コ ンピュー タ生産部 門 を買収 した'GE社(GEイ ンフ ォ

メー ション ・システムズ ・イタ リア社)が15%で 続 いてい る。 なおオ リベ ッテ ィ社 は,

ター ミナル とか小型卓 上 コン ピュータに主力 を注 いで い るが,国 ・内企 業 としては最 も強

力 な位置 を保 って い る。意外 な ことにハネ ウエル,RCA,NCR,CDC,そ して英国

ICLの イタ リア市場 進 出は それ ほどで もない 。 これ に比 し,西 独 シーメ ンス社 は,米

菓の 大企 業 を相手 に5位 に食 い込んで い る。(表7-1)

表7-1イ タ リア ・コ ンピュー タ市 場に おける各社 の市 場 占有 率

(69年 度 末設 置台 数に よ る)

企 業 名 シ ェ ア 企 業 名 シ ェ ア

IBM 67.1 ControlData 0.8

GE 14.3 ICL 0.5
A

Univac 12.6 NCR 0.2

Honeywell 2.4 RCA 0.1

Siemens ,11.5 その他 0.5

(InterratiomlData社 調 べ)
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イ タ リアEDP市 場 の 取 引 き高 を見 る と,69年 度 の 国 内 生 産 額 は9,600万 ド ル,輸

入 額 は5,370万 ド ルに の ぼ って い る。 また 同 年 度 の 輸 出 額 は,GE-100シ リ ーズ や

IBM360/20お よ び360/25な ど の輸 出 に よ り,5j600万 ドル と な って い る。 な お

年 度 別 の取 引 高 を 表7-2に 示 す 。 ・

表7-2イ タ リア市 場におけ るEDP装 置取 引高

(単 位:100万 ドル)

1967 1968 1969 1970蒔 1971苦 1972苦 1973蘂 1974苦

国 内 生 産

輸 入 額

80.0

57.2

86.4

56.2

96.0

53.7

123.0

53.0

150.0

5ち.0

173.0

60.0

199.0

66.0

229.0

73.0

総 額 137.2 142.6 149.7 176.0 205.0 233.0 265.0' 302.0

輸 出 額

国 内 消 費

77.8

59.4

65.5

77.1

56.0

93.7

64.0

112.0

71.0

13'4.0

72.0

161.0'

72.0

193.0

71.0
}

231.0

ソ ー ス:イ タ リア事 務 機 器 メ ー カ ー協 会

イ'タ リア中 央 統 計 研 究 所

米 国商 務 省

ee印 はBureauofinternational

Commerceの 予 測

輸 入 に つ い て見 る と,ア メ リカ か らの 輸 入 は仏,独 に次 い で 第3位 で あ る。69年 度

の 実 績 で は,仏 か らの 輸 入 が28%,独27%そ し て ア メ リカ は24%と な る。 首 位 の

英 国 は21%で,主 にICLと ハ ネ ウ エ ルUKの 製 品 が 輸 入 され て い る。 仏,独 か らの

輸 入 も,両 国 で操 業 し て い る米 国系 企 業,特 にIBM子 会 社 が 生 産 した 装 置 が 主 流 を 占

め て い る。(表7-3,7-4)

さ て イ タ リアの 情 報 サ ー ビス は ど うで あ ろ うか 。 遅 ま き な が ら,イ タ リア もタ イ ム シ

ェ ア リ ン グの 時 代 に突 入 し た。 イ タ リア の電 話 会 社,SIPに よ れ ば,6・8年 末 に は

400台 の デ ー タ伝 送 タ ー ミナル が 利 用 され て い る。 ま た70年 末 まで に は,一 挙 に

2,500台 の タ ー ミナ ルが 利 用 され るよ うに な る と もい わ れ る。 同 時 点 で は,あ る サ ー

ビ ス ・ビ ュー ロ ウが,1社 だ け で700～800の タ イ ム シ ェア リ ング ・サ ー ビス顧 客 を獲

得 す る と推 定 され る。 もち ろん タ イム シ ェア リン グ専 門 の サ ー ビス企 業 は な く,主 要 メ

ー カ ー が 同 サ ー ビス を扱 って い る
。GEとIBMは す で に営 業 を開 始 して お り,近 く
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表7-3年 度 別EDP装 置の輸 入高(100万 ドル)

●

輸 入 国 別 1966 1967 1968 1969普

仏

米

独

そ の 他

12.8

6.1

5.1

5.4

24.3

120

11.1

9.9

20.0

15.4

11.9

10.0

15.1

129

144

11.5

総 額 29.4 57.3 57.3 53.9

「蕾礁湖
表7-4EDP装 置各国 別輸 入状況(100万 ドル)

◎

竜

市場占有率(価 格による百分比)
、

輸 入 国
1966 1967 1968 1969

仏 43.6% 424% 35.5% 28.0%

米 20.9 20.9 25.6 24.0

独 17.3 19.3 21.1 26.7

そ の 他 18.2 17.4 17.8 21.3

CDCと オ リベ ッテ ィ社 もこの分 野に進出 す る構 えで あ る。

バ ッチ処 理 サ ー ビス も,タ イム シ ェア リング同様,ま だ十分 に市場 を開拓 して はい な

い。

バ ッチ処理 を提 供 してい るサ ー ビス ・ビ ュー ロウは,そ れ ぞれ30弱 の顧 客 を持 って

い る。 イタ リアで同 サー ビスを受 け てい る顧客数 は まだ1,000ほ どで あ るが,そ の大部

分が ミラノに集 中 してい る。 トリノ,ジ ェノバ,フ ロー レ ンス,ナ ポ リな ど も比 較的 コ

ン ピュータ利用 が進 んだ都 市 であ る。

イタ リアの コ ンピュータ産業振 興政策 として最 近注 目され るの がCIPEの 動 きだ。

1970年6月,イ タ リアの経済 閣僚委員 会CIPEは,同 国の電 子産業 の育成 につ いて

次の よ うな方針 を決定 した。(1)大 型電子計 算機 の 自主開発 は リスクを伴 な うの で,従 属

関係 に陥 る ことな く外 国企 業 との協力 をす す め る。②小型 コ ン ピュータ,端 末装 置,デ
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一夕伝 送装置 は国産 でゆ く。(3)官民 企業の協調 を図 り,国 側 は 】RIを 中心 に工場建 設

をすす め る。(4)イ タ リア南部 に国際研究 セ ンター を設立 す る。

,

つ
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8.ベ ネ ル ッ ク ス3国

●

■

●

現 在 ベ ネ ル ックス3国 の 設 置 コ ン ピ ュー タ は 大 半 が 米 国製 品 で 占 め られ て い るが,ベ

ル ギ ー政 府 の 場 合 少 な く と も50%ち か くがPhilipsと シ ー メ ンス 製 で あ る。

ベ ネ ル ック ス3国 は コ ン ピ ュー タ で は きわ め て ア ク テ ィ ブな 地 域 で,現 在3,000台

を越 すEDP装 置 が 設 置 され て い る。 年 間 成 長 率 は20%ぐ らい と見 られ て お り,こ の

成 長 性 を買 って 今 後 ヨー ロ ッパ 系 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー の進 出 が 一 層 激 し くな る もの

と予 想 され る。 米 国 系 で はIBMの 首 位 は いず こ と も同 じ で あ るが,そ の シ ェア は 比 較

的 小 さ く,代 ってGE,Burroughsな ど 多 彩 な顔 ぶ れ で あ る。 表8-1は1969年 末

ま で に ベ ネ ル ックス3国 に 設 置 され た コ ン ピ ュ ー タ の メ ー カ ー別 台 数 で あ る 。

な お,オ ラ ン ダ お よ び ベ ル ギー のEDP関 係 会 社 の1970年 に お け る重 要 な動 きに つ

い て は,次 の とお りで あ る。

苦オ ラ ンダ

オ ラ ンダ郵 政 省(DutchPostOffice)とGeminiComputerSystems社 お よ び他

の 大 手2企 業 の合 同 出資 で,オ ラ ン ダ に大 規 模 な ソ フ トウ エ ア会 社 が 登 場 し た。 そ の 名

はPandataN.V.。 大 手2企 業 とは,NationalNederlandN.V.(オ ラ ンダ最 大 の 保

険 会社)とAKZON.V.(RoyalDutchSaltと オ ラ ンダ最 大 の 保 険 会 社National

NederlandN.V.の 合 併 で 設 立)。 出 資 比 率 は,Gemini社 が40%,残 り を他 の企 業

で 分 け合 う こ とに な って い る。 な お,Gemini社 はDieboldグ ル ー プの メ ン バ ー で あ る。

新 会 社 の本 部 は ユ トレ ヒ トに 置 か れ,経 営 権 はGemini社 が 持 つ 。

Pandata社 の 主 業 務 は,マ ネ ジ メ ン ト・サ イ エ ン ス,エ ン ジ ニ ア リ ング ・プ ロ グ ラ ム,

商 用 ア プ リケ ー シ ョ ン&プ ログ ラ ミ ング ・サ ー ビス な ど。 た だ し 当初 は 要 員 不 足 を緩 和

す る た め,ト レー ニ ング に主 力 を置 くこ と に な る。

オ ラ ンダ の この 計 画 は,西 ドイ ツ郵 政 省 のDeutscheDatelGesellschaftfUr

Datenfernverarbeitung(GermanDatelCompanyforDataTransmission)設 立 精
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表8-1

'

メ ー カ ー 名 オ ラ ン ダ ベルギー/ル クセンブルグ

IBM 654 647

Bull-GE 282 300

Burroughs 137 238

CDC 28 . 2

Honeywel1 35 －

NCR 91 103

Univac 148 64

Friden 一 32

DEC 91 16

CII 7 106

Siemens 26 57

Philips 338 20

ICL 14 8

Nixdorf 55 一

そ の 他 28 24

総 計 1,934 1,610

想 と 類 似 して い る。 し か し ドイ ツの 場 合 は,は じめ か ら全 国 的 デ ー タ伝 送,タ イム シ ェ

ア リ ン グ ・サ ー ビス を 打 ち出 して い るが,オ ラ ンダPandata社 の 場 合 は,最 初 か ら全 国

的 サ ー ビス とい う最 上 段 に振 りか ぶ った 構 え ば と って い な い 。 しか し何 れ に し ろ,

Pandata構 成 機 関 の 顔 ぶれ か ら して,近 い 将 来,西 独 のDDGD・ と 同 じ よ うな活 動 を展

開 す る こ とは 確 実 と見 られ て い る。 目下 欧 州 で は,国 家 の総 力 を結 集 して,コ ン ピ ュー

タの 生 産,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス を や ろ う とい う気 運 が盛 り上 が って い る。

オ ラ ン ダの 誇 るPhilips社 は,徐 々に 活 動 を活 発 化 しつ つ あ る。 同社 の コ ン ピ ュー タ

活 動 は デ ー タ ・シ ス テ ム ズ事 業 部 が 行 な って お り,6,000人 の ス タ ッフを か か え て い

る。 しか し,こ れ 以 外 に デ ー タ ・シ ス テ ム を販 売 し て い る20い く つ か の 販 売 組 織 の セ

ー ル ス マ ンや サ ー ビス ・エ ンジ ニ ア
,プ ロ グ ラ マ ー は数 千 人 に 及 ぶ 。
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PhilipsのEDP市 場 進 出は1962年 であ る。 他部 門 をあわせ た 同社 の総従 業員数

は26万5,000人 で,こ の うち8万5,000人 がオ ラ ンダ国 内で働い てい る。 この会

社 の特徴 は,基 礎研究 を十分 につ くし,必 要 なテ クニ カル ・サ ー ビスの供 給体制 が整 っ

てか ら,市 場 に うって 出 るとい う経営 方針 を と ってい る。

同社 は現在80台 以上 の コ ンビ。ユ一夕 ・システム を社 内使用 してい る。 使用経験 と し

ては1960年 に最初の コン ヒ。ユータを導入 してい るか ら10年 の豊富 な経験 を積 んで

い る。

1962年 にEDP市 場 に 進 出 した と き,Philipsは す で に 明 らか に コ ア ・メ モ リー

か らメ モ リー ・ス タ ックま で 広 範 な部 品 を生 産 で き る能 力 を も って い た 。 同社 は 他 の コ

ン ピ ュー タ ・メー カ ー に部 品 を出 荷 し,社 内 使 用 の た め に2台 の 大 型 コ ン ビ。ユー タ を組

立 て て い た 。 これ らの コ ン ピ ュー タは それ ぞ れPascal,Stevinと 名 づ け られ,当 時 で

は 世 界 最 高 速 の コ ン ピ ュー タで,現 在 も使 用 され て い る。

IBM360の 発 表後(1964年),Philipsは 中 型 コ ン ピ ュ ー タの 生 産 を開 始 し,

こ の と きの 技 術 陣 が の ち のP1000フ ァ ミ リー ・シ リー ズ の 開 発 に 携 わ る こ とに な った。

同 社 は1965年 に 独 立 メ ー カ ー の エ レ ク トロ ロ ジ カ を 買収 し,コ ン ビ.ユー タ部 門 の 名

前 を フ ィ リ ップ ス ・エ レ ク トロ ロ ジカ 社 に改 めた 。

今 日 国 内 のApeldoom工 場 に は2,150人 が 働 い て い るが,別 に 国 内 とベ ル ギ ー フ

ラ ン ス,西 ドイ ツ,ス ウ ェ ーデ ンに 販 売 担 当 重 役,サ ー ビス 職 員 を配 し て い る。1970

年 内 に は,販 売 活 動 を イ タ リア と オ ー ス トリア に ひ ろげ る こ とに して い る。

現 在 はP1100,P1200,P1400の 生 産 に 集 中 して い るが,2年 半 前 に発 表 したP

9200は200台 売 った とい って い る。P9200は 汎 用 で は あ る が,サ イ エ ンテ ィ フ ィ

ック ・プ ロ ダ ク シ 。 ン ・コ ン トロー ル お よ び メ ッセ ー ジ交 換 指 向 型 の コ ン ピ ュー タ で あ

る。

Philipsは 周 辺 装 置 販 売 の た め に周 辺 装 置 事 業 部 を も って い るが,自 ら端 末 装 置 と デ

ィス プ レ イ装 置,デ ィス ク装 置 な どの周 辺 装 置 の 開 発 に もの りだ す 考 え だ 。 販 売 活 動 強

化 策 と し て,最 近,同 社 は米 国 の サ ン ガ モ ・エ レ ク トリ ック社(SallgamoElectric

Co.,)か ら 磁 気 テ ー プ記 録 装 置(キ ー ・ッ ー ・テ ー プ ・ユ ニ ッ ト)を 輸 入 して,欧 州 で

販 売 す る こ とに した。

同社 は,さ らに オ フ ィス ・マ シ ン事 業 部 を も って お り,Data2000,P350な ど の
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小型事 務用 コン ピュー タを含 む事 務機械 を開発 ・生 産 ・販売 して い る。 これ らの事 務用

小型 コン ビ.=一 夕 は,す で に米 国 を始 め20ケ 国以上 で市販 され てい る。 同社 は これ ら

の マ シンの主要市 場 として,米 国,極 東,欧 州 を考 えてい る。 現在 は生産 体制が 需要 に

追いつ か ない恰好 だが,1970年 中に は,6,000～8,000台 を販売 し,2年 以 内に は

この倍 を販売す る計画 であ る。

芸ベ ル ギー
●

ベ ル ギ ー 最 大 の独 立 サ ー ビス ・ビ ュー ロ ウで あ るCIG(Centerd,lnformatique

Generale)は,EEC全 域 に わ た って サ ー ビス活 動 を く りひ ろ げ るべ く,業 務拡 張 計 画

を立 案 中 で あ る。'

CIGはUnionMiniereとBelgonuclaireグ ル ー プに よ って1969年 の3月 に 設 立

され た が,同 社 は大 陸 に進 攻 して くる英 国 系 サ ー ビス ・ビ ュウ ロー,ソ フ トウ エ ア会 社

に対 抗 す る存 在 とみ られ て い る。CIGの コ ン ピ ュー タ装 置 は 強 力 な 内 容 を持 つ 。 す な

わ ち こ こ に はIBM360/50が2台 と3台 の2314マ ル テ ィプル ・デ ィス ク装 置 を

備 え,磁 気 テ ー プ ・ ドラ イ ブ は6台 あ る。

ま たCDC6600と 専 用 線 で 接 続 され たCDC200リ モ ー ト ・タ ー ミナル装 置 もあ る。

そ し てCIGは,GE-265を 設 置 す るCYタ イ ム ・シ ェ ア ・ヨー ロ ッパ と合 併 で ジ ェ ネ

ラル ・タ イ ム ・シ ェア と い う会 社 を経 営 し て い る。

CIGが 注 目 され るの は バ ックに ベ ル ギ ー の主 要 企 業 が あ る こ とで,こ れ は こ こ数 年

外 国 系 企 業 と対 抗 す るた め再 編 成 を く り返 し て きた ベ ル ギ ー 産 業 界 の 事 情 を反 映 し て い

る。 そ し てUnionMiniereとBelgonuclaireは,こ の 業 界 編 成 の 中 心 的 役 割 りを は た

して きた の で あ る。

CIGは,現 在 サ ー ビス分 野 の拡 張 に努 め て お り,MIS,OR,テ レ コ ミ ュニ ケ ー シ.

ン,プ ロ グ ラ ミ ング ・パ ッケ ー ジな ど に力 を そ そ い で い る とい う。
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9.ス カ ン ジ ナ ビ ア 諸 国

φ

σ

`

現 在,ス カ ン ジ ナ ビア諸 国(ス ウ ェ ー デ ン,ノ ル ウ ェー,デ ンマ ー ク)に は,ほ ぼ

2,000台 の コ ン ピ ュー タ が 設 置 され て い るが,こ こ数 年 の成 長 ぶ りか ら,1975年 ま

で に は,3,760台 に 達 す るだ ろ う とい わ れ る。Univac社 イ ンタ ー ナ シ 。ナ ル部 門 の

DonaldDowdデ ィ レ ク タ ー は ス カ ン ジ ナ ビ ア市 場 に大 き な関 心 を寄 せ なが ら,次 の よ

う に語 って い る。 「 この 市 場 は,毎 年22%の 成 長 をみ せ て い る。 この傾 向 は 今 後 少 な

く と も2,3年 は 続 くだ ろ う。 同市 場 は 各 メ ー カ ー に と って,鍵 を握 る市 場 とい って も

過 言 で は あ るま い 。」

ス カ ン ジ ナ ビア で は,コ ン ピ ュー タ ・ア プ リケ ー シ 。 ンが今 の と こ ろ教 育,製 鉄,造

船 等 の 分 野 に 限 られ て い るが,し か し,産 業界 で は 国 際 競 争 力 を増 す た め に も,オ ー ト

メ ー シ 。ン化 を指 向 し コ ン ピ ュー

タ リゼ ー シ ョ ンが 急 速 に進 ん で い

る。 これ に と もな い,最 近,ス ペ

シ ャ リス トの 不 足 が 目立 って きて

お り〆 その 解 決 を迫 られ る よ うに

な った 。Dowd氏 は,「 我 社 や 他

の メ ー カ ー が進 め て い る トレ ー ニ

ン グで,75年 ま で に は何 とか十

分 な 要 員 を そ ろ え た い 。 否,そ う

しな けれ ば な らぬ し,こ れ は70

年 代 に挑 戦 す る第 一 歩 だ 。」 と語

って い る.。

Univacの 他 ス カ ン ジ ナ ビア で

活 躍 して い る メ ー カ ー は,IBM

を 筆 頭 に,Bull-GE,ICL,、 図9-1
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、

Honeywel1,CDC,そ し てNCRと コ ン ビ。=一 タ界 の 強 者 が 顔 を そ ろ え て い る。 次 に 各

国 別 に その 高 度 成 長 ぶ りを見 て み よ う。

※ ス ウ ェー デ ン

ス カ ンジ ナ ビ ア諸 国の 中 で も
,ス ウ ェー デ ンは コ ン ピ ュー タ利 用,特 に オ ン ・ラ イ ン,

リ アル タ イ ム ・ア プ リケ ー シ ョ ンで は ヨー ロ ッパ 随 一 を誇 って い る。 ま た,テ レ プ ロセ

シ ン グの 分 野 で は,質 量 と も優 れ た もの を も って い る
。Univac社 のDowd氏 は 「ス ウ

ェー デ ンに は特 に注 目 して い る。 我 社 の400お よ び110シ リー ズ の リア ル タ イ ム ・

シス テ ムに と って,ス ウ ェー デ ンは 恰 好 の 市 場 だ
。 」 と大 きな 期 待 を寄 せ て い る。 ス ウ

ェ ー デ ンは ス カ ンジ ナ ビア に あ る2 ,000台 の コ ン ピ ュー タ の半 分 以 上 を も ち,人 ロー

人 当 りの設 置 台 数 も,ス イ ス,西 独 に 次 い で ヨー ロ ッ'パ第 三 位 を誇 って い る。 同 国 が こ

れ ほ ど ま で コ ン ピ ュ ー タ に力 を入 れ るの は,労 働 力 の 不 足 ,高 賃 金 等 を緩 和 す 著 た め と

い わ れ る。 ス ウ ェー デ ンの コ ン ピ ュー タに 関す る統 計 は 明 らか な もの が 手 に入
って い な

い 。 しか し,各 種 装 置 の 輸 入 は2 ,900万 ドル(104億4,000万 円)に 達 して い る と

い わ れ て い る。 輸 出 は今 の と ころ 小 規 模 で
,国 産 機 メ ー カ ーSaabも,同 国 市 場 で は ま

だ 小 さな シ ェ ア しか も って い な い 。.

米 国 商 務省 に よ れ ば,1975年 ま で に,ス ウ ェ ーデ ン に は1,200台 の コ ン ピ ュー

タ が導 入 され る だ ろ うと い っ'てい る。 また,昨 年 ,同 国 に お け るEDP装 置 の 売 上 げ 高

は1億 ドル(360億 円)に 達 し,そ の70%をIBMを 旗 頭 とす る米 国 企 業 が 押 え た

とい わ れ る。

◇

●

▲

※ ノル ウ ェー

ノ ル ウ ェーで は 小 型 コ ン ピ ュー タへ の 関心 が 高 ま って い る
。 同 国 のEDP装 置 は主 に,

教 育,政 府 機 関,保 険 会 社,電 力,造 船 と い った 分 野 で利 用 され て い る。1967年 度

の コ ン ヒ。ユ一 夕 お よ び 関 連 機 器 の 輸 入 高 は830万 ドル(29億8
,800万 円)で あ った。

ノル ウェーは米 国2;耳DP分 野 の リーダ ーと仰 いでお り,従 って ここで も,釆 国企 業 お

よびその子会社 が同市場 の大半 を握 ってい る。最近 では ,DetNorskeVeritasOslo

(ノ ル ウ ェー造船 協会)がUnivac1108を 購 入 し,科 学計算 は もとよ り海 上保安,造

船 用機器 の コン トロール等 に利用す る計画 であ る。又 同協 会で は1108で 電話 回線 を
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利 用 し た タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス も検 討 し て い る。

※ デ ン マー ク,フ ィ ン ラ ン ド

`

曹

デ ン マ ー クで は,労 働 力 不 足 や それ に伴 な う高 賃金 の 問 題 を解 決 す るた め
,各 企 業 が

コ ン ピ ュー タ導 入 を急 い で い る。1967年 に お け る コ ン ピ ュー タ を含 ん だ 事 務 機 器 の

輸 入 高 は4,170万 ドル(150億1,200万 円)に の ぼ った 。 これ は,同 機 器 の 輸 出 額

の3倍 に もあ た る。

フ ィ ン ラ ン ドで も,EDPに 対 す る関 心 は急 激 に高 ま って い る。 ヘ ル シ ンキ で 同 国 最

大 の卸 売 業 を営 ん で い るKeskoOy社 は,テ レ コ ミ=ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トで,フ ィ ン

ラ ン ドに 散 らば って い る23の 支 社 を結 び ,受 注 お よ び発 注,在 庫 管 理,売 上 げ統 計 と

い った 各 種 デ ー タの 流 れ を ス ム ー ズ に さば い て い る。 この 他 で は最 近 ス ト ック ホ ル ムの

LM.Ericsson電 話 会 社 は,フ ィ ン ラ ン ドの タ ル ク市 に あ る電 話 局 か ら,コ ン ビ。ユー

タに よ る電 話 交 換 シ ス テ ム の 開発 を受 注 した 。 同 シス テ ム は8
,000に の ぼ る加入 者 へ

の サ ー ビス を 目的 と し,受 注 額 は240万 ドル(8億6
,400万 円)。

ス ウ ェー デ ン を旗 頭 に,ノ ル ウ ェー ,デ ン マ ー ク,フ ィン ラ ン ドと い った ス カ ン ジ ナ

ビア 諸 国 のEDP市 場 は,今 後 大 い に期 待 が もて そ うで あ る
。

■
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1.概 況

9

◆

`

ソ連 お よ び,東 欧 圏 は急 速 に す す む西 側 の コ ン ピ ュー タ ・ リゼ ー シ ・ ンに 大 き く水 を

あけ られ て い る こ とに 一 種 の 焦 燥 感 を抱 い て い る。

ソ連 の本 格 的 国産 第 三 世 代 大 型 コ ン ビ。ユ一 夕 の開 発 は遅 々 と し て進 まず,BESM-6

以 来 の 進 歩 は な い 。

さて 一 般 的 に 言 って 社 会 主 義 計 画 社 会 で は経 済 全 体 の 活 動 を 調 整 し た り,長 期 経 済 計

画 を 樹 立 す るた め に 多 くの 高 度 な コ ン ピ ュー タ を必 要 とす る はず で あ る。

今 日 ソ連 当 局 が そ の必 要 性 を認 識 し て い る こ と は全 く明 らか で あ る。 そ し て急 速 に 対

策 を 講 じつ つ あ る。 そ の 表 わ れ の ひ とっ が東 ヨ ー ロ ッパ 諸 国 を糾 合 し て強 力 な 新 型 マ シ

ンを 開発,設 計 し よ う とい う試 み で あ る。 今 まで の と ころ この プ ロ ジ ェク トに つ い て の

詳 細 な 情 報 が欠 けて い るが,ソ ビ エ ト の 最 高 幹 部 数 名 の 語 る と ころ に よ る と1980

年 ま で に東 欧 圏800ヵ 所 に地 域 デ ー タ処 理 セ ンタ ー の ネ ッ トワ ー ク を建 設 す る と い う

もの で あ る。 そ れ は 各 国,各 共和 国 そ し て お そ ら く各 県 を網 羅 す る ネ ッ トワ ー クに な る

だ ろ う と言 う。 デ ー タ ・バ ン クに は各 地 域 の 人 口 ,産 業,農 業,輸 送,住 宅 とい った よ

うな 項 目 に つ い て詳 しい デ ー タが保 有 され る だ ろ う。 そ して こ う した 個 々 の 統 計 数 値 か

ら数 学 的 な経 済 モ デ ル が つ く り出 され,経 済 計 画 の 効 果 が 研 究 され る よ うに な るの だ 。

こ の 計 画 を 実 現 す る た め,コ メ コ ン諸 国(Comecon-CouncilforMatual

EconomicAssistanceofWarsawPactNations)がtt'ma報 の 研 究 と配 布 の た め の統

合 自動 シ ス テ ム.-ASingleAutomatSystemfortheSearchandDistrictionof

Information"の 開 発 と呼 ば れ る議 定 書 に サ イ ンし た。 こ の議 定 書 は 国 際 科 学 技 術 情 報

セ ンタ ー の 第1回 会 議 で,ブ ル ガ リア,チ ェ コ ス ロバ キ ア,東 ドイ ツ,ハ ンガ リー,モ

ン ゴ リア,ポ ー ラ ン ド,ル ー マニ ア お よ び ソ ビエ ト連 邦 が 出 席 して 決 め られ た の で あ る
。

議 定 書 は 明 らか に 新 シ リー ズ の コ ン ビ.ユー タ の 開 発 と設 計 を 目 指 して い るあ のRJAD

と 関 連 ず け て考 え られ ね ば な らな い 。RJADマ シ ンの 製 作 は ワ ル シ ャワ条 約 諸 国 が 共 同

で あ た る と され て い る もの で,ポ ー ラ ン ドが 小 型 セ ン トラ ル ・プ ロセ ッサ ー ,テ ー プ ・
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ソー ダー,ラ イ ンプ リンターおよび その他 の部 品を生産,東 ドイツは お そ らく周辺 機器

担 当,ハ ンガ リーは磁気 メモ リー とソ フ トウエ ア,チ ェコス ロバ キスは大規模 な電 子工

場 を持 ってい る関係 か ら集積 回路 の主要 な供給 源 とな り,ル ー マニア とブル ガ リアは多

種 多様 な副次 部品 や ソ フ トウエアを引 き受 け る。 そして ソ連 は基礎設 計 と回路 の ほ とん

どおよびセ ン トラル ・プ ロセ ッサ ーの製 作 にあた り,さ らに ソ フ トウエ アにつ いてはほ

とん ど全 面的 に任 を負 うことに な ってい る と伝 え られ る。

ソ連 は この計画 のた めに あ らゆ る関係施 設の能力 を倍 増 し,必 要 な らば 自給体制 を可

能 にす る ところまで持 って ゆ こうとしてい る。 この計画 はす でに接渉,討 議の段 階に入

って い る。

しか しなが ら各 国協力の道 はけわ しい ものが あ る。 この計画 は ソ連 に と っては,経 済

的な便 益 とと もに東 ヨー ロ ッパの コ ンピュー タ産業 を画 一的に統合す る政策 上の意義 を

持 つ が,衛 星諸 国に とって は不承知 なよ うだ。 そのわ けは主 とし て2っ あ る。 ひ とっ

は この プ ロジェク トの参 加の ために貧 しい資本が食 われ る こと。 も うひ とつ は コン ピュ

ータ ・プ ロジ ェク トが主 要東欧諸 国 ,殊 に チ ェコス ロバ キ ア,東 ドイツ,ハ ンガ リーお

よび ポー ラン ドとい った各 国の技 術発展 の芽 をっ み と って しま う恐れが あ ることで ある。

とい うの は これ らの諸国 ではすで に独 自に コン ピュータ産 業の成長が始 ま ってい るか ら

であ る。 もっともソ連 に とって も,東 欧諸 国に と って も,強 力かつ 密接 な協力 関係が な

くて は,と て も1975年 まで に33,000台 のRJADコ ンピュー タを設置す るとい う目

標 は,達 成す るのが困難 となろ う。

な おRJADシ リーズは5つ のモ デルを持 つ予定 であ る。この うち最初 の4つ のモ デル

につい てrBM360シ リーズの4っ の モデル,360/20,360/30,360/40お よび

360/50に 類 似 した もの にな るだ ろ うとい う。 さ らに5番 目の モデルは最大 の マシ ンと

な るはずで,こ れ はIBM360/65か それ ともソ連 で開発 され る予 定の最 も強 力な コン

ピュー タの いず れか をベー スにす る もの とみ られて い る。360シ リーズは360/65

よ りい くぶん大 きな2つ の モデル を持 ってい る。す なわ ち360/85と360/195で あ る。

360/195と370/155,お よび370/f65は,ControlData7600と と もに現在 世

界 で最 も高度 な コン ピュータであ ろ うと一般 に見 られて い る。RJADシ リーズでは どの

標 準 モデル も半分 もの性能 にな るな どとい うこ とはあ り得 ない。

なお現在 関係各 国に は,総 計約7,000台 の コ ンピュー タが稼動 してい る もの と推 定 さ
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れ る。

ソ連輸 入方針 に傾 く,東 欧 圏に西 側 マシン流入

ソ連 の第 一 世 代 機 は1959年 に 現 わ れ たM-20,Ural_1で あ る。 さ らに 準 第2

世 代 機 がUralフ ァ ミ リー に 追 加 され,1961年 ま で に お よん だ 。 な お この1961年

と い う年 は 東 ヨー ロ ッパ の 数 力国 が 自国 内 で コ ン ビ)ユ一 夕技 術 の 第 一 歩 を 印 し た 年 で も

あ る。 そ し て ソ連 政 府 は この 時 点 で は じめ て 全 面 的 に コ ン ピ ュー タの 重 要 性 を認 識 し,

こ れ に対 す る需 要 を満 た す だ けの 生産 力 が な い こ ど も自覚 す る よ うに な った 。 そ して 数

々の 制 約 条 件 が 次 第 に ア メ リカ製 な い し は西 ヨー ロ ッパ 製 の コ ン ピ ュー タ の 輸 入 方 向 に

ソ連 を か た む け て い った 。

今 の と こ ろ ソ連 の コ ン ピ ュー タ 輸 入 需 要 に応 え るた め,西 側 諸 国 で 最 も良 い 位 置 に あ

るの がEIIiottAutomationIntemationalComputersLtd.(ICL)と い う2っ の 英

国企 業 で あ る。Elliott803は,特 に 初 期 の段 階 に お い て成 功 を収 め た 。 お よ そ1ダ ー

スに もの ぼ る マ シ ンが ソ連 に 売 られ,そ れ らは 主 と して プ ロセ ス ・コ ン トロー ル や科 学

用 作 業 む け に 活 躍 した 。

1964年 に 入 って,ソ 連 はMinsk-22を 発 表 した 。 これ は 小 型,多 目 的 科 学 技 術

計 算 機 で 東 ヨー ロ ッパ 圏 で は最 も成 功 した コ ン ビ。ユ一 夕 と な った の で あ る。 も っ と も こ

の マ シ ンは,Elliott803に ご く近 い構 成 を持 った もの で,こ の こ とは あ る英 国企 業 が,

バ 一 夕貿 易 の一 部 と してMinsk-22を 受 け取 った と きに 明 らか に され た こ とな の だ 。

これ は ソ ビエ ト連 邦 とそ の 隣 人 達 が 著 し く 複 雑 な 技 術 分 野 に お い て キ ャ ッチ ・ア ップ

を試 み る に 際 して 見 せ た 最 初 の 模 倣 行 為 の 数 例 で あ る。 た と え ば ポ ー ラ ン ドのOdraの

初 期 の改 良 マ シシ はUNIVAC1004の 基 本 設 計 に従 った もの で あ る。1004マ シ ン

はElliott803よ り も小 型 で,現 在 東 欧 圏 外 で タ ー ミナル や 衛 星 プ ロセ ッサ ー と して 活

躍 し て い る もの で あ る。 さ らにOdaraラ イ ン は 最 新 の モ デ ル は1304で,こ れ は,

ICL1900シ リ ー ズ をベ ー ス に して い る点 が 特 徴 で あ る。

1900コ ン ビ。ユー タ は 現 在 東 ヨー ロ ッパ 諸 国 に 設 置 され て い る もの と して は,最 も

普 及 して い る外 国製 マ シ ンで あ る 。 事 実ICLは,Odra1304の 開 発 に は積 極 的 に 協

力 した し,ICLの ソ フ トウエ ア を使 用 す る こ と に よ って,ポ ー ラ ン ドの 技 術 者 は訓 練

され た の で あ る。
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さてOdra1304と い った よ うな 中 型 コ ン ピ ュー タ に お い て,特 に 重 要 視 され る のが

適 切 な プ ロ グ ラ ミン グで あ る。 効 率 的 な エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・プ ロ グ ラム は,・ 同 時 に ラ ンす

るた め い くつ か の プ ログ ラム を調 整 す る こ とに よ って,マ シ ンの パ ワ ー を効 果 的 に増 大

させ る こ とが で き る。 さ らにICLは,ポ ー ラ ン ドに対 して 各 種 の 幅 広 い ア プ リケ ー シ

ョ ン ・プ ログ ラ ム を開 発 し,ラ イ セ ン スを 交 付 した 。 これ らの ア プ リケ ー シ ョ ンの 種 類

と し て は生 産 管 理,交 通 管 制,ク リテ ィカ ム ・パ ス分 析(生 産 計 画 を最 適 化 す る手 法)

な どが あ る。

1900シ リー ズ は,す で に 現 在5年 以 上 の経 歴 を持 って お り,こ れ を ベ ー ス に した

ポ ー ラ ン ド製 コ ン ピ ュー タ は 現 在 の 英 国 製 コ ン ピ ュー タ よ り若 干 性 能 が 劣 る もの で あ る。

た と え ばOdra1304はIC(集 積 回路)の 代 りに,個 々に トラ ン ジ ス タ ー を依 然 と し

て使 用 して お り,同 機 の 周 辺 装 置(テ ー プ読 取 機,プ リ ンタ ー お よび その 他)は 著 し

く英 国 の 親 マ シ ンに 比 べ て 劣 って い る。 一 方ICLは,コ ン ピ ュー タの 新 シ リー ズ に つ

い て 設 計 を完 了 して い る。 この マシンは今 後1年 ない しは18ヵ 月 以 内 に1900シ リ ー

ズ を老 朽 化 させ て しま う しろ もの で あ る。 この よ うに見 て く る と東 欧 圏の 内側 と外 側 の

国 々の ジ ェネ レー シ ョ ン'ギ ャ ップは た え ま な く永 久 に 存 在 し て ゆ く こ とに な る。 な お

現 在 ロ シ アの コ ン ピ ュー タ の60%ち か くが依 然 と し て第2世 代 コ ン ピュー タで(た と

えばMinsk-22の よ うな),こ れ に 対 し て ア メ リカ合 衆 国 とか 英 国 の よ うな西 側 諸 国

で は,ほ とん どが70%ち か くが 第3世 代 マ シ ンを使 って い る の だ 。

さ て こ こで,ソ 連 お よ び東 欧6カ 国 に よ って 西 側 諸 国 か ら輸 入 され た コ ン ピ ュー タ の

リス トを表10-1に 掲 げ た 。 これ らは 英 国 お よ び ヨー ロ ッパ の 統 計 資 料 か ら編 集 され

た もの で あ る。

・表 に よ る と,1960年 代 初 期 の主 要 な西 側 輸 出 企 業 は 英 国 のElliott,現 在 の

GEC-ElliotAutomationで あ る こ とが わ か る。 こ の 時点 で ソ連 に 納 入 され た 唯 一 の

米 国 製 コ ン ヒ。ユ一 夕 は,GEの 海 外 子 会 社 に よ って製 造 され た もの の み で あ る。

・チ ェ コ ス ロバ キ アに 輸 入 され た コ ン ピ ュー タ は最 も多彩 な 種 類 に あ ふ れ て い る。 同 国

へ の 最 大 の 納 入 メ ー カ ー はICLで 最 近 ソ連 に 輸 出 され た と 同様 な マ シ ン をチ ェ コに

も送 って い る。IBMの マ シ ンは入 って い な い 。

・多 くの 第3世 代 機 が こ こ数 年 の 間 に ハ ンガ リー に 輸入 され た 。 ポ ー ラ ン ドや ル ニ マニ

ア で も この 点 は 同 様 で あ る。
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な お,家 中 各 社 の 略 称 に つ い て の フ ル ネ ー ム は 次 の ご と く で あ る 。

Elliott:現GEC-ElliottAutomation社

SEA:Sovieted†Electroniqueet
.d'Automatione

Gier:RegencentialenGier

Zuse':ZuseKG.

BullGE:Bull-GEEIectric現CampagnieHoneywell .Bull

GEIS1・G・neralE1・et・i・1・f・rm・ti・nSy,t。m、It。li。
,

現HoneyWelllnformationSystemsltalia

'

,

●

」-

r
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ソ 連

表1

第2世 代 機 第3世 代 機
引 き渡 し

メ ー カ ー 名 国 名 台
数

モ デ ル
台
数
モ デ ル 年 度

Elliott U.K. 1 802 1959

1 ARCH8000 1961

1 803 1961

1 803 1962

、 5 ARCH1000 1964/65

1 503 1965

2 ARCH8000 1966

2 ARCH102 1967/70

Ferranti U.K 3 ARGU500 1969

2 ARGU300 1969/70

ICL U.K. 1 24001 1966

2 4/50 1969

1 1905E 1970

2 4/70 1970

3 1903A 1970/71

2 1906A 1971/72

Bull-GE
一

フ フ ン ス 1 GAMMA10 1967

2 415 1969

GEISI イ タ リア 2 115 1969

Siemens ド イ ツ 1 4004/45 1970

ブ ル ガ リ ア

第2世 代 機 第3世 代 機
引 き渡 し

メ ー カ ー 名 国 名 台
数

モ デ ル
台
数
モ デ ル 年 度

Elliott U.K. 1 ARCH2020 1970

ICL u.K 1 4/50 1968

1 4/40 1969

1 1904 1969

1 1904A 1970

Gier デ ン マ ー ク 1 GIER 1968
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富 士 通 日 本 2 FACOM 1969

IBM ア メ リ カ 一 1460 1965

一 360/20 1968

一 360/30 1969

一 1130 1969

チ ェ コ ス ロバ キ ア

第2世 代 機 第3世 代 機
引 き渡 し

メ ー カ ー名 国 名 ム ム

、

口

数
モ デ ル

口

数
モ デ ル 年 度

Elliq枕 U.K. 3 803 1960/62

1 503 1964

1 ARCH8000
.

1964

1 4130 1968

Ferranti U.K. 2 ARGUS500 1969

ICL U.K. 1 SIRIトUS 1964

1 1.EO326 1966

2 1、EO360 ig67

1 KDF-7 ig67

2 1905 1967

・ 2 1904 1967/68

i 1901 1968

1 1901A 1968

5 4/50 1968/69

, 1 1902A 1969

Marconi U.K. 1 MIRIADn 1968

Bull-GE フ ラ ン ス 1 GAMMA10 1964

プ

5 GAMMA30 1965

4 GAMMA140 1968

「

SEA
一

フ フ ン ス 1 3900 1968

Gier デ ン マ ー ク 2 . GIER '
1966/67

Siemens ド イ ツ 1 3003 1967
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1 4004/26 1968

1 4004/35 1969・

i 4004/45 1969

Zuse ド イ ツ 2 23 1964

1 25 1965

Datasaab ス ウ ェ ー デ ン 3 D21 1969

General 2 LGP30 1963

Precision ア メ リカ 1 LGP21 19669

Honeywe11 ア メ リカ 2 3200 1969/70

NCR ア メ リカ 2 315 1967/68『

Univac ア メ リカ 9 ioO4 工965/67'

13 1005 1967/69

2 1050 1967/68
▼

,
9.

6 9300 1968/70レ

2 9400 1970

東 ド イ ツ

第2世 代機 第3世 代 機 `

引 き渡 し
メ ー カ ー 名 国 名 台

数
.モ デ ル

台
数

モ デ ル 年 度

ICL U.K. 3 1905E 1968/69
'

Bu11-GE
一

フ フ ン ス 1 GAMMA30 1967

Siemens ド イ ツ 1 3003 1968

Honeywell1 ア メ リカ 4 1604
.

1967/68

2 516 1970 、

IBM ア メ リカ 一 1440 1967

s 一 360/40 1967/70

NCR ア メ リカ 1 315 1968
A

、

Univac ア メ リカ
「』

2 UCT-2 1966/67 、

4 1004 1967/69>
,

」

1 1005 1968
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ハ ン ガ リ ー

ポ ー ラ ン ド

第2世 代機 第3世 代 機
引 き渡 しメ ー カ ー 名 国 名 ム ム口

数
モ デ ル 口

数
モ デ ル 年 度

,

皿liott U、K. 4 803 1962/65

1 503 1965

1 2020 1966

1 2030 1967

ICL u.K. 1 1905 1966

1 1901 1967

6 1904 1967/69

1 1905E 1969

1 1903A
・

1969

1 4/50 1969
、

Bull-GE
一

フ フ ン ス 12 GAMMA10 1966

Gier デ ン マ ー ク 2 GIER 1965

Siemens ド イ ツ 1 4004/35 1970

1 4004/45 1970

GEISI イ タ リ ア 1 115 1968

Honeywel1 ア メ リカ 4 H2200 1969

IB]M ア メ リカ 一 1401 1965
「.

一 360/20 1968

一 360/40 1969

Univac ア メ リカ 7 1004 1964/67

9 1005 1965/70

1 1050
一 1966

メ ー カ ー 名 国 名

第2世 代 機 第3世 代機
引 き渡 し

年 度
台
数

モ デ ル 台
数

モ デ ル

Elliott U.K. 3 803 1961/62
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1 ARCH102 1966

20 ・M2112 1969

ICL U.K. 1 1300 1965

1 1903 1967
〉

1 1905 1967

4 1904 1967/68

1 4/50 1969

1 1903 1969

Gier デ ン マ ー ク 1 GIER 1966

Honeywell ア メ リカ 1 H320 1970

IBM ア メ リカ 一 工400 1966

一 360/30
.'

1969

NCR ア メ リカ 1 315 1967

ル 一一 マ ニ ア

第2世 代 機 第3世 代 機 引 き渡 し

メ ー カ ー 名 国 名 台
モ デ ル

台 .

モ デ ル 年 度
数 数

Elliott U.K. 1 803 1963

2 ARCH1000 1964/68

1 ARCH2020 1968

1 M2112 1970

IC1、 U.K. 1 1903 1968

,

1 4/50 1969

1 1905 1970

CII
一

フ フ ン ス 1 90/40 1969

Bul1-GE
一

フ フ ン ス 4 GAMMA10 工967

Siemens ド イ ツ 1 4004/45 1968

富 士 通 日 本 2 FACOM 1969

IBM ア メ リ カ
A,「 一 360/20

`
1968

一 360/40 1968/69

一 360/30 1969
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2.ソ 連

●

ソ連 の代 表 的 マ シ ンは,BESM-6とRazdan-3で あ ろ う。BESM-6とRazdan-3と

い う2つ の 先 進 的 ロ シア の コ ン ピ ュー タ は,48デ ー タ ・ビ ッ トの ワ ー ド長 を持 ち,こ

れ は228ま で 数 字 を ア ップ して も充 分 な 長 さで あ る。 これ はIBMの 最 も強 力 な 第2世

代 機(た と え ば7090の よ うな)よ り も12ビ ッ トも上 まわ る。 しか しCDC7600

と か6600と い った よ うな最 もパ ワ フル な第3世 代 コ ン ピ ュー タ の64ビ ッ トよ り も

小 規 模 で あ る。 さ て この よ うな こ とか ら人 々 は次 の よ うな仮 定 を た て る こ とだ ろ う。 す

な わ ち48ビ ッ トワ ー ド長 とい うの は一 種 の 妥 協 策 で は な い か とい う こ とだ。 そ の理 由

は よ り大 きな 語 長 は 利 用 可 能 な記 憶 ス ペ ー ス の効 果 的 な活 用 を必 然 的 に妨 げ る こ と に な

るか らで あ る。BESM-6は お よ そ1秒 間 に100万 回 の 演 算 を 実 行 す る こ とが で き るが,

こ れ は ア メ リカ の 最 高 速 マ シ ンを 除 け ば まず は 良 い 性能 と言 え よ う。 最 大 の コ ン トロ ー

ル ・デ ー タ社 の コ ン ピ ュー タ は お よ そ そ の2倍 以 上 の ス ピー ドな の だ。

主 記 憶 装 置 とい う点 で は,BESM-6は 現 在65,000ワ ー ドス トー レ ッヂ'ス ペ ー ス

を有 す る。 しか し最 近 現 わ れ た ニ ュー ・モ デ ル で は その 機能 は2倍 に な って い る。 この

こ と は,BESM-6を 東 ヨー ロ ッパ 圏 以 外 の 最 も進 歩 した マ シ ンを 相 並 べ て 考 慮 し な け

れ ば い け ない こ とを 意 味 す る。

Razdan-3は 全 体 と して 小 型 の コ ン ピ ュー タ で あ るが オ ペ レー テ ィ ング ・ス ピー ド

はBESM-6の4倍 で 制 限 ス トー レ ッヂ は32,000ワ ー ドで,こ れ は 依 然 と して 変 わ っ

て い な い。

コ ン ビ)ユ一 夕は,そ の オ ペ レー シ 。 ン を管 理 す る ソ フ トウ エ ア と同然 で あ る。BESM

-6はFORTRAN ,ALGOLで プ ロ グラ ム され る。 し か し なが らこの コ ン ピ ュー タ は 高

度 な オ ペ レ ー テ ィ ング ・シ ス テ ム を持 って い る。 それ は異 な った ジ 。 プを 同 時 処 理 で き

る もの で あ る。 しか し た と え西 側 諸 国 で類 似 の シス テ ムが 利 用 で き る とす れ ば,BESM

_6と 同 様 にRazdan-3は 好 意 的 に 評 価 され るで あ ろ う。

さ て 最近Serpukhovの 高 エ ネ ル ギ ー物 理 研 究 所 は,ICLに 最 大 規 模 の コ ン ピ ュー タ
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を5台 発注 した。 この中に は英 国 コ・ン ピュ一 夕界 の最大機種 であ る1906Aが2台 含

まれ てい る。BESM-6を さしおいてICLマ シンを選 んだ理 由は英国製周 辺装置 ,例 え

ば磁気 テー プ,プ リンター,パ ンチ ・カー ド,テ ー プ ・リー ダー,キ ーパ ンチな どの優

秀 さにあ るこ とはほ とん ど確 かで あ る。 また引 き渡 しの早 さ も原 因の ひ とつで あ る。 と

い うの はBESM-6は 実質 上手作 りの機械 で,実 際 に生産 され たのは1ダ ースに も満 た

ないのだ。 ソ連 は現在依然 として集積 回路 の生産 と取 り組 んで苦戦 してお り,こ れが う

ま くゆか ない と西 側諸 国の第三世 代機 のよ うに ,コ ンパ ク トで,し か も信頼 性 の高い も

のは期待 で きな くな る。 ハ ー ドウエアや ソ フ トウエ アの 基本的 な設計 とい う点 では,ソ

連 の コン ビ。ユ一夕界 は世界 の各国 と同様,巧 みな能力 を発揮 す る。 ところが問題 は設 計

では ないのだ。 製造 過程 におけ る品質 に ある。 ソ連が現在苦 闘 してい るの はその点 なの

だ。

●
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3.東 欧 各 国

●

(

ソ連 を除 く東欧各 国 も,国 産 コ ン ピュータの開発製造 に は強 い関心 を寄せ てお り,全

力 で この問題 に取組 んで い る。 ポー ラン ド,東 独,チ ェコは,'小 規 模 なが らす でに コン

ピュータの製 造に手 を染 めてい る。 ハ ンガ リーは量産可能 なプ ロ トタ イプを持 ってお り,

一 方 ルーマニ アと ブル ガ リアは外国 メー カー とラ イセ ンス契約 をかわ し
,自 国 で コ ン ピ

ュータを製造 す る計画 であ る。 ユ ー ゴか らは今 の と ころ,国 産機 をつ くる構想 は打 ち出

されてい ない。

ポーラ ン ドは現在 まで に約100台 の デ ィジタ ル ・コン ビ。ユ一夕 を生産 し,ソ 連 や東

欧 諸国にか な りの台数 を輸出 してい る。 昨年3月 東独 ラ イプチ ッヒで開か れた産業見 本

市 には,最 新型 の モデル,ZAM41を 発 表 した。 同機 は汎用 中型機 で,タ イム シェア

リング能 力 を有 し,メ モ リ容量 は12,888語 サ イクル ・タ イムは10μsで あ る。

東 ドイツは近 い将来 ポ ーラ ン ドを追い抜 き,中 型 コ ンピ ュー タ分野 で東欧 諸国中随 一

の 国にな る と見 られてい る。 東独 がっ く ってい るRobotron300は,今 年末 まで に数

百台 に達 す ると予想 され る。 また現 在ハ イブ リ ッド薄膜 回路の 研究開発 が進 め られ てお

り,こ れ ぽ見本市 で うわ さの高 か った第3世 代 機,Robotron400に 使われ ることに

なろ う。 しか し何 れの場合 も,現 在 あ るいは将 来 の需 要に見合 うだ けの コン ピュータを

製造す るこ とは難 しく,西 側 か らの輸 入 は今後 と も続 く と思われ る。

周辺機 器 につ いては,東 欧諸国 は勿 論,ソ 連 で さえ,西 側の周 辺機器 の性能 に見 合 う

よ うな装 置はつ くってい ない。 周辺機 器 はほ とん ど西側 におん ぶ して い るとい って も過

言 で はない。 しか し西側 メ ーカ ー との ライセ ンス契約 で,東 欧 で もぼ ちぼ ち周辺機器 を

つ く り始 めてい る。

※ チ ェ コス ロバ キ ア

東 欧 諸 国 の 中 で も,チ ェ コはIBMの コ ン ピ ュ ー タ を一 番 多 く買 い 込 ん で い る。(表

1-1)第1号 機 は1967年,チ ェ コ ・コ ン ビ。ユー タ ・コ ンサ ル タ ン ト機 関 が 買 った
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表1-1 チ ェ コ の 輸 入 コ ン ピ ュ ー タ

ソ 連 ドイ ツ 英 国 ポ ー ラ ン ド
デ ン

マーク

一

フ フ ン ス ス ウェーデ ン 米 国

1955 ZUSE11

1959 Ura1一 ユ

Ural-1 ICI.803A
1960

Ural-2

1961
Ura1-2. LGP30

Minsk-1

ZUSE23 ICL803B
1962

LGP30 ICLSirius

Ural-2 ZUSE23
1963

1、GP30

1964 Minsk-2 ICI.803B GIER Univac1004

Minsk-2 ZUSE25 ICI、803B Gamma30 U】Uvac1004

Minsk-22 LGP21 IC1、503 Gamma10 Univac1050
1965

ICLLeo360

ICLXDF-7

Minsk-2 1、GP21 IcL4120 Odra1013 GIER Gamma10 SaabD21 Univac1050
1966

Minsk-22 ICLLeo326

Minsk-2 Siemens ICL1905 Odra1013 Gamma140 IBM1410

1967 Minsk-22 3003 ICL1901 IBM7040

SEA3900 NCR315

ICL4/50 IBM360/40
1968

ICI、1905 CDC3300

Siemens ICL4/50 IBM360/40

1969
4004/45 、ICI.1902A

ICL1904E

IBM360/30

・CDC3300

ICI.1905 Univac9400

Univac9300
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IBM1410で あ る。 続 い て政 府 機 関が7040を2台,化 学 業 界 が360/40を1台

買 って い る。1969年 に 入 って,ブ ラチ ス ラ バ の チ ェ コ国 立 銀 行 が360/40を1台,

そ してDimitrovChemicalWorks・SkodaCars,ChemlonHumenneTextiles,

SKVStatePla画ngCommitteeが360/30を 各1台 つ つ導 入 した。

※ 東 ドイ ツ

IBM製 コ ン ピ ュー タ の 設 置 台 数 で は チェコが一 番であ るが,コ ン ピ ュー タ ・パ ワ ー で

は 東 独 が チ ェ コ を上 回 って い る。 東 独 に は8台 のIBM・ マ シ ンが 設 置 され て お り,機

種 は全 部IBM360/40で あ る。 第1号 機 は1967年 海 外 貿 易 省(ForeignTrade

Ministry)に 導 入 され た 。

※ ブ ル ガ リア ・

f

'

ブ ル ガ リアに は,東 独 同 様8台 のrBM製 コ ン ピ ュー タが 入 って い る。 内訳 は360/

30が2台,360/20が2台,そ れ に1130お よ び1460が 各1台 。

※ ル ー マ ニ ア

ル ー マニ ア に は6台 の

IBM製 コ ン ピ ュ ー タが 設

置 され て お り,内 訳 は360

/403台(う ち2台 は

ILOの マ ネ ジ ン ン ト ・ ト

レー ニ ング ・セ ン タ ー とサ

イ バ ネ テ ィ ック研 究 所

(InstituteofCybernetics)

に 設 置 済 み,3台 目 は 近 い

う ちIPCTBuildi㎎

Instituteに 入 る予 定 。 そ

れ か ら360/30が2台,

360/20が1台 。

ポ ー ラ ン ド

5台

ハンガリー

8台

ルーマニァ

ラビァ6台

25台

ブルガリア

8台

図1-11BMの 東欧 圏進 出状況

(台 数 はIBM製 コンビ,一 夕が何台設置 され てい るか示す)
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※ ハ ンガ リー

ハ ン ガ リー で はNationalComputingCentre(KSH)に360/40が1台,こ の 外,

同 国 に は360/20が7台 入 って い る。

※ ポ ー ラ ン ド

ポ ー ラ ン ドに は360/40,360/30が 各1台,360/20が2台,IBM1440

が1台 入 って い る。

※ ユ ー ゴ ス ラ ビア

東 欧 圏で ただ1人Comecon(東 欧経済 相互援助 会議)に 加入 していない ユー ゴは,

昨年 末 まで に25台 のIBM360シ リーズ を買 ってい る。

さて東 欧各国にIBMの コ ンビ,一 夕が どの く らい入 ってい るか は以上の通 りであ る

が,も っと興 味 をひ く事実 は同地 域への販 売 を担 当す る要 員が急激 に増加 してい るこ と

で あ る。 オー ス トリアの主都 ウィー ンに本 部 を構 え るROECE(対 東 欧圏販売部 門)の

要員 は350～400人 に増加 して い るといわれ る。 この うち15%が コ ン ヒ。ユ一夕の

セー ルスマ ンとサ ポー ト要員 であ る。他 は管理者,長 期計 画者,ソ フ トウエア ・エキス

パー ト,マ ー ケテ ィング要員 な どで,そ の ほとん どは1,2年ROECEこ とどま り,他

の スタ ッフと交替す るとい う。ROECEの 外,工BMは ユ ーゴ,ル ーマニ ア,ハ ンガ リ

ー,ポ ー ラン ド,ブ ル ガ リアに セール ス ・サ ポー ト事 務所 を開設 してい る。一方,東 欧

コ ンビュー
.タ市場 を牛耳 るICLは150人 の要 員 しか用 意 していない。 これ を見 て も,

IBMが 対 東欧 圏売 り込 み に力 を注 ぎは じめた ことが うかが えよ う。

IBMの 東 欧 圏に対す る売 り込み は短 期決 戦 をね らってい る ものではな い。COCOM

(対 共産 圏輸出統制 委員会)の 規制 を眺め なが ら徐 々に進 出 して い るとい った方 が正確

か も知れ ない。 それ は ま るで 巨大 な船 が,東 欧 とい う名 の沿岸 にそ ってゆ っく り,そ し

て堂 々 と進 んで い る姿 をほ うふつ させ る。

IBMの 東 欧 圏進 出 は今 後 どの ような発 展 を見 せ るか,ICLは これに ど う対 処す る

か,興 味深 い ところであ る。
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1.イ ス フ エ ル

ふ

⑨

テ レ ア ヒビ南 方 の レポ ポ ッ トに,ワ イツ マ ン科 学 研 究 所 が あ る。 こ こ で イ ス ラ エ ル最

初 の コ ン ビ。ユ 一 夕,WEIZACが 誕 生 した 。1800も の 真 空 管 を持 つ この ば か で か い 第

一 世 代 機 は
,1964年 役 目 を終 え て 退 陣 した 。 続 い て ワ イ ツ マ ン研 究 所 は,第 二 世 代

機Golewコ ン ピ ュー タの 開 発 に 入 り,同 時 に コ ァ ・メ モ リ,磁 気 薄 膜 多 層 プ リン ト回路

な どの 研 究 に も着 手 した。 ま た 海 外 の企 業 も,IBMを 旗 頭 にNCR
,CDCな ど 大 手 メ

ー カ ーが 続 々 と入
って きて お り,中 で もCDCは イ ス ラ エ ルの 国産 機 メ ー カ ー,エ ル ビ

ッ ト社 の 株 式 を手 中 にす るな ど活 発 な動 き を見 せ て い る(表1-1)。

エ ル ビ ッ ト社 は 創 立1967年
,イ ス ラ エ ル で商 業 ベ ー スの コ ン ピ ュー タの 開 発,生

産 を行 な って い る唯 一 の 企 業 で あ る。 同社 は イ ス ラ エ ル政 府 と,ハ イ フ ァのElron

ElectronicIndustries社 に よ って運 営 され て い た が,CDCは 政 府 が も って い た 株 式

を 買 収 した もよ うで,今 後 イ ス ラ エ ル 市場,あ るい は ヨ

ー ロ ッパ 市 場へ 深 く食 い 込 ん で い く拠 点 を手 に した こ と

に な る。 エ ル ビ ッ ト社 の 主 要 製 品 は ミニ ・コ ン ピ ュー タ
,

Elbit-lsoで,CDCと の 提 携 後 は 同 社 の マ]ケ テ ィ ン

グ網 を 通 じて,米 国 に もお 目見 え す る こ とに な ろ う。

ハ ー ドウ エ アの拠 点 が エ ル ビ ッ ト社 な ら
,ソ フ トウ エ

アの 拠 点 はElnivで あ る。Elnivを 率 い る若 き マ ネ ジ ャ

ー
,PaulRogoway氏 は 「ソ フ トウエ アの王 様 」と い う

異 名 を と り,文 字 通 り イ ス ラ エ ル の ソ フ トウ エ ア界 の 第

一 人 者 で あ る
。 エ ル ビ ッ ト社 とElnivは,つ ね に密 接 な

連 絡 を保 ち,Elbit-100の 成 功,CDCと の 提 携 な ど,

い ず れ もRogoway氏 が 一 枚 か ん で い る。

イ ス ラエ ル 政 府 筋 に よれ ば,同 国 の エ レク トロニ クス

市 場 は,GNP(国 民 総 生 産)の 成 長 率 よ り3倍 も速 い
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ペ ー ス で伸 びて い る。 こ の調 子 で い く と,1972年 の エ レ ク トロニ クス 売 上 高 は1億

5,000万 ドル に達 す る。 中 央 統 計 局 の 調 査 に よ・る と,1970年4月30日 現 在 の 実

働 コ ン ピ ュー タ は172台 。 これ ら コ ン ピュー タの ほ とん ど は,中 央 統 計 局 が 月 間 レ ン

タ ル料800ポ ン ド以 下 と規 定 して い る超 小 型 機 で あ る(表1-2)。 今 年 末 に は,

200台 の コ ン ピ ュー タが 設 置 され る と予 測 され,69年 に 比 し41%増 加 す る こ と に

な る。1967年 末 に は わ ず か80台 の コ ン ピュー タ しか な か った こ とを思 え ば,イ ス

ラ エ ルの コ ン ピ ュ ー タが い か に 急 増 して い るか 知 れ る(表1-3)。

ユ ー ザ ー別 で 見 る と,政 府 機 関の 利 用 台 数 が,他 の 国 に 比 べ す こぶ る多 い(表1-4)。

中 央 統 計 局 の 調 べ で は,政 府 機 関 は イ ス ラ エル 全 コ ン ピ ュー タ の37.5%を 利 用 して い

る。 ち なみ に,英,独,仏 に お け る政 府 機 関 の コ ン ビ。ユ一 夕利 用 台数 は,全 体 に 比 しお

の お の7%,17%,25%で あ る。

1969年 末 の コ ン ピ ュー タ要 員 は1000名 。 平 均 給 与 は1,500ド ル ～2,000ド ル 。

要 員 の 内訳 は 表1-5に,ま た 地 域 別 の コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 を 図1-1に 示 す 。

表1-1海 外メー カー の進 出状況

メ ー カ ー 設 置 機 種 発 注

CDC 3200,3400,160A

1604A,6400

3500

'

NCR

'

390,500,315

Century100

philco 20001000

IBM

1400シ リ ー ズ

1800,1620.7040

360/20,30,40,50,63

1130360/25

360/443050

XDS Sigma2
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表1-2規 模 別 コン ピュー タ設 置台数

コ ン ビ 。 一 夕 規 模 1970年4月30日
(予 測)

1970年12月'31日

大 型(月 間 レ ンタ ル 料7000ポ ン ド以 上)

中 型(〃2800～7000ポ ン ド)

小 型(〃800～a800ポ ン ド)

超 小 型(〃800ポ ン ド以下)

8

25

43

74

13

29

48

85

表1-3年 間 コン ピュー タ増加状 況

12月31日 現 在 設 置 台 数 増 加 率

1967

1968

1969

1970(予 測)

80

99

158

206

一

25%

60%

41%

表1-4ユ ー ザ ー 別 コ ン ピュ ー タ設 置 状 況

ユ ー ザ ー 1970年4月30日
1970年12月31日

(予 測)

私 企 業

Hisfadrut(労 働 総連盟)

公 共 機 関

地 方 政 府 機 関

中 央 政 府 機 関

63

28

18

5

58

78

30

20

5

73

計 172 206

表1-5コ ンピュータ要員 内訳(1969年 末計1000名)

プ ログ ラ マ オ ペ レー タ シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト 経 営 者

40% 33% 14% 13%

一231一



2.オ ー ス ト ラ リ ア

オ ー ス トラ リアの コ ン ビ。ユー タ 導 入 台 数 は ア ナ ロ グ ・コ ン ピュ ー タ を 含 め る と,1969

年 末 か1970年 初 頭 に,1,000の 大 台 を突 破 した もの とみ られ て い る。

1,000の 大 台 をす で に 越 え て い る の か,越 えっ っ あ るの か,iは た ま た い まだ に とい っ

た状 態 な の か の 計 算 方 法 は,コ ン ピ ュー タの 規 準 を どの タ イ プに す る か に よ って 議論 の

別 れ る と ころ だ が,ユ ニ パ ック1104タ イ プ を含 め れ ば オ ー ス トラ リアの デ ジタ ル ・コ

ン ピ ュー タ導 入 台 数 は,現 在1,000の 大 台 を越 え るか 越 え な い か とい った とこ ろで あ る。

オ ー ス トラ リア の コ ン ピ ュー タ専 門誌TTDataTrend"が 発 表 した と こ ろに よ る と,

コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーの 教 育 ・訓 練,サ ー ビス ・ビ ュー ロ ウ内 と い った 自社 内使 用 台

数 を除 外 した69年9月30日 現 在 の 導 入 台 数 は,デ ジタ ルで757台,発 注 中 が152

台 と な って お り,メ ー カ ー の 自社 内使 用 分 は導 入 済 み52台,発 注 中4台 。 な お68年

6月 期 の 台 数 は導 入 済 み555台,発 注 中 が110台 で あ った。

こ の15ケ 月 間 で 台 数 面 の 最 大 増 を み た の はNCRで,68年6月30日 現 在19台

の 受 注 数 か ら69年9月30日 現 在 に は34台 と ほ ぼ 倍 増,う ち セ ンチ ュ リー200シ

リ ー ズ が10台,同100シ リー ズ が21台 受 注 とな って い る。

他 の メ ー カ ー を含 めた 受 注 台 数 推 移 は 表2-1の 通 りで あ る。

表2-1

c

ヤ

68年6月 69年6月 68年6月 69年6月

30日 30日 30日 30日

Burroughs 5 4
、

IBM 35 42

CDC 2 7 ICL 25 25

DigitalEquipment 7 13 NCR 19 34

GE 7 3 Univac 4 5

Honeywell 5 17 そ の 他 1 2

110 152
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3.カ ナ ダ

亀

丁

(

カ ナ ダ情 報 処 理 学 会 が この ほ ど ま と め た デ ー タに よ る と,1969年 の5月 か ら

1970年 の5月 ま で に カ ナ ダで は663台 の コ ン ピ ュ ー タが 設 置 され 総 台 数2,700

台 と な った。

この 数 字 は1964年 以 来,同 学 会 で と りま と め て きた う ちで 最 高 の レ コー ドとな った。

これ ま で に69年 か ら70年 に か け て の 増 加 ぶ りに次 ぐ年 と言 え ば,68年 か ら69年

に か け て の1年 間 で 増 加 台 数424台 と い うの が あ る。

カ ナダ で 首 位 を 占 め る メー カ ー はIBMで,レ ン タ ル額 で評 価 す る と全 体 の46.6%,

設 置 台 数 で1,257台 がIBMの コ ン ピ ュー タ で あ る。 た だ し,レ ンタ ル額 で はIBMは

昨 年 の70.8%か ら66,9%に シ ェ アが 落 ちて い る。

第2位 に ラ ン ク され るの はDECで あ る。 同 社 の コ ン ヒ。ユー タ は設 置 台 数 に し て354

台(13.1%)レ ン タ ル額 に よ る66年 は,し か し,た った の1.9%で あ る。 バ ロー ス

が第3番 目 に ラ ン ク され る。 同 社 の 設 置 台 数 は261台(9.7%)で あ るが,レ ンタ ル

評 価 で は 第4位 の3.9%で あ る。

ハ ネ ウ ェル は バ ロー ス と逆 に設 置 台 数 で は231台(8 .6%)と4番 目 の 順 位 だ が,

レ ン タ ルで は6.9%と3位 に ラ ンク され る。 そ し て ユ ニ パ ック は220台(&1%)と

台 数 で5番 目 だ が,金 額 で は7%と 、第2位 で あ る。 さ らにCDC,GE,NCR,ビ ュ ー

レ ッ ト ・パ ッカ ー ド,XDS,コ ー リンズ が これ に つ づ く。

ユ ー ザ ーで は ,製 造 業 が1番 大 口 の お 客 で 年 間262台 も増 え て668台 購 入 して い

る。 政 府 機 関 は287台,建 設35台,金 融231台,計 算 セ ンタ ー234台,そ の 他

サ ー ビ ス業 が524台 と な って い る。 な お カ ナ ダ情 報 処 理 学 会 が この 種 の 調 査 を始 めた

時 点 で は,設 置 コ ン ピ ュー タ の 台 数 は502台 で あ った。

カ ナ ダの コ ン ピュ ー タ市 場 は,今 日年 間 売 上3億 ドル(1 ,080億 円)に 達 して い る

が,そ の80以 上 は 米 国 企 業 に よ って押 え られ て い る。 英 国 のICLは,昨 年10月,

カ ナ ダ に子 会 社 ブ リテ ィ ッシ ュ ・イ ン タ ー ナ シ 。 ナル社(BICL)を 設 立 し,初 年 度 に
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1,000万 ドルの売上 げを見込 んでい る。

工BM市 場 の70%を 占めてお り,BICLの 販売 戦は きびしいが,ICL製 品には

10%の 輸入税 課税が 免除 され てい るの で,そ れ だけ米 国製 品 よ り有 利 な条件 があ る。

カ ナダ政 府は現在,同 国 の研究 開発費 の50%を 負担 してい るが,カ ナダで営 業 して

い る米 国 コ ンピュー タ企 業に対 して,か れ らの収入 の い く らか を同国の研究の ためふ り

むけ るよ う.要請 してい る。 カ ナダ政府 が コ ンヒ。ユ一夕産 業の コン トロー ルに一層 関与 し

たい と考 え る主 な理 由 は次 の諸点で あ る。

米 国 コン ピュー タの購入 は,カ ナダの 国際収 支 に対 して年 間8,000～9,000万 ドルの

支 払超過 を生 じ させ てい ること。

カ ナダの単科大 学 と総合 大学は,コ ンピ ュータに強 い卒業生 を増や してい るが,か れ

らは普 通,米 国製 コ ン ピュータによ って訓練 を受 けてお り,い きおい米 国で就 職す るた

め流 出す る者 が多い こと。

カ ナダ人 の間には,余 りに も米 国に依存 しす ぎてい るとい う恒久 的 な危 惧 があ ること

で あ る。

色

て

.

,
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4.ア フ リ カ 諸 国

●

σ

r
<

これはすべ ての発 展途上 国につ いて言 え るこ とだが,進 歩 した設 備 を備 え るこ とが出

来 るとい うこ とは,逆 説的 な問題 を提起す る6失 業 者が莫 大 な数 に上 ってい るの に,オ

ー トメ化す る ことをど う正 当化 すれ ばいい のか?
。 また国威 をあげ るとい う理 由 で,全

く不必要 な進 歩的 シス テムが と り入 れ られ ること もあ る。 しか し結局 スタ ッフがは なは

だ し く足 りな い とい う問題 が出て くる。 時 と して,十 分 な訓練 を積ん だ スタ ッフが いな

いた めに,す ば らしい シス.テムが空 しく鎮 座 してい るだけ とい う光景す ら見 られ る』

こ うした 問題 をか か えなが ら もア フ リカ諸 国は高性能 のEDPシ ステム導入 を計 って

い る。 国際 的 コ ンピュー タ ・メー カーIBMとICLは,ア フ リカ を大 きな潜在 市場 と認

め,早 くか らアフ リカ大陸の コン ピュータ問題 に取 り組 み,EDP発 展 に力 を入れ てい

る。 しか し第二世 代機 を初 めて納入 す るの に1964年 まで待た ねばな らなか った。

ICLは,様 々な口実 で,1934年 に東 ア フ リカに支社 を設 立 した。 その3年 前 まで

は,東 アフ リカにあ った コ ンピュー タと言 えばICL1202た った1肯 き りだ った。

ケ ニ アは コ ン ピ ュ ー タの 分 野 で は一 番 主 要 な 国 だが,1964年 以 来 コ ン ビ.ユrタ の

増 加 率 は,英 国 に 比 べ て2倍 高 い。 現 在IC]1は,受 注 も含 めた 設 置 台 数 は35台 を 誇

って お り,そ の うち27台 は1900シ リ ー ズ で あ る。

ICL東 ア フ リカ支 社 は ナ イ ロ ビに本 部 を構 え,ケ ニ ヤ,ウ ガ ン ダ,タ ンザ ニ ヤ,ザ

ン ビ ア,モ ー リシ ャス に サ ー ビス を 提供 し て い る。 な か で もケ ニ ア に は 最 も強 力 な シ ス

テ ム が設 置 され て い る。 これ らの シ ス テ ム の 申 で も特 に 重 要 な の は ,東 ア フ リカ鉄 道 港

湾 社 に あ る1904Eシ ス テム で,1968年 に,27万 ポ ン ド(2億3,328万 円)

を か けて 導 入 され た。1904Eは 現 在,従 業 員 の 給 与 支 払 い計 算,運 賃 計 算 の 外 貨 車

コ ン トロー ル と い う高 度 な ア プ リケ ー シ 。 ンに も用 い られ て い る。 貨 車 コ ン トロー ル ・

シ ス テ ムで は各 貨 車 の 動 きを モ ニ タ ー し,現 状 が ど うな って い る か,つ ま り積 荷 が あ る

か,無 い か 使 用 可 能 か,そ れ と も修 理 な どの 管 理 を受 け な け れ ば な らな い か等 々 を チ ェ
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ックし,こ の デー タか らコ ン トロー ル ・オ フ ィスは貨車 使用可能状 況,遅 延 等 を把握 し,

迅 速 な対応 策 を とるこ とが出来 る。

ケ ニ ア政 府 は,い ろいろ と反対が あ ったに もかか わ らず,オ ー トメー シ ョンの推進 に

は賢明 な見 方 を と り,ケ ニ アに設 置 され たほ とん どの主要設 備は政府 が所 有 してい る。

た とえ ば,ケ ニ ア大蔵省 はICL1902を 所 有 し,こ れ を同国9万 人 の官 吏の給 与処理

と約50万 の 国家 社会安 全保 障基金 に対 す る献金処理 に使用 してい る。 他 に政 府又 は政

府機 関で,コ ン ピ ュー タを導入 して い るのは,東 アフ リカ税 務局 で,こ こで は統 計的 な

目的でICL1901Aを 使用 してい る。 東 ア フ リカ航空 局はIBM360/302台 と

IBM360/201台 を用 いて,座 席予 約 と運賃 の計算 を行 な って いる。 ナイ ロビ市議

会はICL1901Aを 設置 したが,こ れ は水道料金 計算,従 業員 の給与支払 い計算,技

術 及 び交通調査 に使わ れてお り,東 ア フ リカ郵便 局,電 信電話 局は1902Aを 備 えて,

一 般的 な計 算処理 を行 な ってい る。 また ナ イロ ビ大 学は8月 に1902Aを 導 入す る予定

で あ る。

民 間で は,1901Aが 圧倒 的に用 い られ,ヨ ー ロ ッパ の 自動車 会社 の代理店

Marskalls(EA)社,Hughes社,Coopers社 は,計 算 お よび在庫 品調整 に用 いてい

る。主 要 な コ ンヒ。ユー タ使用者 は,も ちろんICL社 自体 であ る。ICL東 ア フ リカは

1500と1902コ ンピュータ を備 えてい る。2台 の コ ン ピュータは1日24時 間運転 し

てお り,道 路 建設技術 者,天 気 予報者,紅 茶製造 者,東 アフ リカ大 学 など,約90の 顧

客 をかか えてい る。ICLの 話で は,ア フ リカで使わ れてい る ソフ トウエア ・パ ッケー

ジ,デ ー タ ・プ ロセ シング技 術 は,ヨ ー ロ ッパの それ らと匹敵す る くらい高級 だ との こ

とで あ る。

Burroughs社 は,比 較 的最近 にな って,ケ ニアに姿 をあ らわ した。 ナイロ ビに新 し

く建設 された デ ータ ・セ ンターに28万5千 ポ ン ドのB3500を 設 置 した。 同機 は こ

の シ リーズで,東 ア フ リカに導入 され た第一号 で,主 に,デ ー タ ・セ ンターの一般事 務

処理 と,デ モ ンス トレー シ.ン の 目的 を持 ってい る。 しか し,今 年 の終 りまでには,1

ケ月25ポ ン ド(21,600円)で タイム シェア リング ・サ ー ビスが行 なわれ るもの と期

待 されて い る。 この機 械は ア フ リカで も最 も性能 の高い ものだ と言 われてい る。

現在,訓 練 を受けた システム ・ア ナリス ト及 び プ ログ ラマーが不足 してい るが,外 国

(主 に英 国)か ら,こ れ ら分 野の スタ ッフ,及 びデ ータ ・プ ロセ シング ・マネ ジャーを
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連 れて来 て間 に合 わせてい る。 しか しなが ら,デ ータ ・プ ロセ シングの分 野で ケニ ア人

が雇 用 され る例 はだんだん増 えてい る。彼 等 の'ほとん どは,ナ イロビにあ るICLコ ン

ピュータ要員 訓練学 校で基本 的な訓 練 を受 けた もの であ る。'

この訓練所 は1963年 に設立 され,1966年 以来,100名 近 い プ ログラマ ーを

養成 してお り,彼 等 は現 在 では,シ ステム ・ア ナ リス トとして仕事 をしてい る。 同校は,

他の分野 のデ ータ ・プロセ シング従 業員 も養成 して お り,同 校の卒 業生 は総計1,702

名 に上 って い る。ICL,社 自体 が,当 地の従 業員103.名 を雇用 してい るが,約 半数 以

上が ケ ニア人 で,遠 距 離通勤者 は19名 で あ る。

◎'

・

,
s

他 の ア フ リカの諸 国に

つ いて見 る と,・ナイ ジェ

リアは,コ ン ピュータに

関 して特 別な政策 を持 っ

てい ないが,同 国政 府は

各省 が コ ンピュー タを使

うこ とを奨 励 してい る。

現在 コ ンピュータ を使用

して い るのは,統 計部,

経 済発展省,国 家災害基

金局,労 働省,ナ イジ ェ

リア中央銀行,及 び郵便

電 話局 であ る。 民 間で

は ナイ ジェ リア繊維工場

が ラゴス近郊 の イサ や中

央工場 に8Kの1901A

コン ピュータ を設 置 し,

従業員 のサ ラ リー支払い

計算,在 庫調整,そ の他

の計算 に用 いて いる。
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ナ イ ジ ェ リアで は,プ ロ グ ラ マ養 成 はか な り進 ん で お り,Ibadan大 学 に コ ン ピ ュー

タ ・ トレー ニ ング ・セ ンタ ーが あ り,IBMと 協 力 して 養 成 を進 め て い る。 一 方 サ リア

に あ るAhmaduBello大 学 で は コ ン ビ。ユー タ とそ れ に 関 連 した 講 義 が 行 なわ れ て い る。

同大 学 に はICL1901コ ン ビ。ユ一 夕が 入 って お り,数 学 の一 部 と して,プ ロ グ ラ ミン

グ とニ ュー メ リカ ル ・ア ナ リシス を教 え て い る。

A
タ ンザ ニ アで は,大 蔵省 が現在1901コ ン ビ。ユータを使 用 してい る。 同 コン ピュー

タは財 政上 の運営(水 道,電 力 の料金計算 を含 む)を 行 ない,他 の省 や部 の仕 事 および

銀行 や保険 会社 な どの民間会社 の仕事 も処 理 してお り,ま るで コン ピュータ局 の よ うな

役 目 もつ とめて い る。 タ ンザニ アで もう一 つ,興 味深 い システムはタ ンザ ニ ア国立貿易

協会 にあ る1901Aシ ステムで,一 般 の計算,従 業員 の給料支払 い計算 を全 国的 な規

模で行 ない,デ ー タは 同協会 の23の 支 部か ら,毎 日紙 テ ープに書 き込 まれて首都 に送

りこまれ る。

ザ ン ビアで は,CopperBelt社 が鉱業面 で使用す る目的で,か な りの コ ンピュー タ

を所 有 してい る。

ザ ン ビア政府 もIBMコ ンピュー タを利用 して,鉄 道運 賃計算 を行 な ってい る。 ザ ン

ビア政府 は1967年 にICL1904を 導入 して お り,人 事計画,郵 便局,銀 行の財政

上の 仕事,所 得税 処理,交 通規制,行 政事 務官 の給与計 算等広範 な アプ リケ ー ショ ンに

利 用 してい る。

ガー ナ,ウ ガ ンダ,エ チ オ ピアで も政府 機関が コ ンピュータ を利 用 してい る。 また マ

ラ ウイは3シ ステムを持 って い るが,3台 と も比較 的簡単 なICLパ ンチ カー ドまたは

1004型 機 種であ る。 た だし今年 の12月 に は国鉄 が1901Aを 導入 し,こ れが コ

ン ピュータ ・セ ンターの役 目 もす る もの と期 待 され てい る。

マ ラ ウイ開 発協会 は,自 国 に コ ンピュー タ局 を設 立す る ことを一生懸命 考 えてい るが,

まだ決定 を下 して はい ない。 同協 会 は,あ ま り工 業の発達 してい ない国では,コ ンピュ

ー タ業界 を発展 させ る一 番効果 的 な方法 は,コ ン ピュータ局を設立 し,そ こで コン ピュ

ータの運転 を行 ない,何 社 かが集 ま って,自 分達 の設備の コス トを負担す るこ とだ と考

えてい る。事 実 この方法 は,ア フ リカの コ ンピュー タ振 興 の上 で一つ の確 実 な方 法の よ
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うに思 われ る。 また通信 回線 が改善 され,タ ー ミナルが もっと安 くなれば ,ア フ リカで

もタ イム シ ェア リングが本領 を発揮 し うる もの と思 われ る。

儂

南 ア フ リカ共 和 国 に お け る コ ン ピュー タ の市 場 の シ ェア はIBMが45% ,英 国ICL

社 が35%で こ の2大 メ ニ カ ー が80%と い う大 きな シ ェア を 占 め る寡 占市 場 と な って

い る。 この 他 の20%の 市 場 をNCR,バ ロ ー ス
,CDCら が 食 い 合 って お り,さ らに

この1年 間 の 間 に ユ ニ パ ック とハ ネ ウ ェル の 両 社 が 新 た に進 出 し て き た
。

ま た最 近 の ご く新 し い マ ー ケ テ ィ ング活 動 と し て は,工BMが タ イ ム シ ェ ア リ ング'

サ ー ビス を開 始,こ の 分 野 に はLSC,Comcourse,GE,ウ イ ッ トウ ォ一 夕 ー ス大 学 が

サ ー ビス を提 供 し て い る。

南 ア フ リカ に は 現 在 トー タ ル400台 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムが 導 入 され て い て,

計 算 セ ンタ ー(サ ー ビス ・ビ ュー ロ ウ)も50セ ン タ ニ に の ぼ って い る。

これ らは 金 額 で み る と3,530万 ポ ン ドに 達 し て い る
。
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